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た
め
、

書
加
者
は
や
や
少
な
い

一
凶
凹
名
。

午
前
十

一
時、

第

一
部
開
会
。
司
会
は
小
叫
し
げ
と
市
柾
理
事
。

近
怯
寿
子
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
に
つ
い
で
、
平
成
」
E

四
年
度
事
聾

報
告
、

同
決
却
報
告
、
平
成
十
五
年
度
事
業
計
一山
同
予
計
案
お
よ

ぴ」
E

五
十
六
年
度
役
目
人
事
案
が
革
認
さ
れ
た
。

今
年
度
の
国
民
文
化
祭
間
航
地
の
山
形
県
新
庄
市
、
来

a
n
A
 

年
皮
肉
悩
の
縞
岡
県
お
よ
び
苅
間
町
の
代
表
が
H
M
例
し
、

さ
ら
に
、

害
加
要
泊

8 

を
行
っ
た
。
成
拍
酬
は
荒
川
有
山
氏

の

「芥
川
部
之
介
に
み
る
芭
釦

臨
」。
芥
川
町
若

『芭
世
間
ゐ
雑
記
』
‘
『続
出
烈
雑
記
』
に
必
づ
い
て
芭

世
間
仙
障
を
描
く
拭
み
だ

っ
た
。
連
句
拠
刊
会
は
新
し
い
捌
き

T
も
起
川

し
て

一4
a
間
町
で
半
歌
仙
を
小
心
に
控
か
れ
、
午
後
同
時
半
ま
で

に
全
席
満
足
し
た
。

第
二
部
は
中
尾
背
宵
新
副
会
長
の
司
会
。
八
イ
余
名
が
幸
加
し
、

和
や
か
な
扱
誌
の
輸
が
広
が

っ
た
。
飛
入
り
の
余
興
叶
も
あ
り
、
締

め
く
く
り
は
恒
例
の
伊
藤
監
彦
常
柾
理

事

鮮

や

か

な

一
本
締
め
で

終
宴
し
た
。

(
背
木
秀
樹
)



第
十
七
回

国
民
文
化
祭
と
っ
と
り
2
0
0
2

文
芸
祭
連
句
大
会
を
顧
み
て

9 

第
イ
七
回
国
民
文
化
祭
と

っ
と
り

2
0
0
2
文
芸
祭
辿
何
大
会

は
、
平
成
十
凶
年
十
月
二
十
五

六
の
両
日
、

あ
い
事
づ
く
り
」

鳥
取
県
で
は
、

「
ふ
る
さ
と

h、

" 

の
テ

l
マ
の
も
と
関
金
町
で
開
催
さ
れ
た
。

連
句
の
素
地
は
殆
ん
ど
な
く
、

。
か
ら
の
出
発
で

あ
っ
た
。
関
金
町
教
育
委
員
会
に
事
務
局
を
世
き
、
先
ず
地
域
に
述

句
へ
の
理
解
と
啓
諜
を
図
る
窓
図
の
も
と
、

地
元
を
中
心
に
川
町
内
か

ら
二
十
数
名
の
参
加
を
得
て
、

辿
句
協
会
を
設
立
、
中
央
刊
の
体
験
か

ら
的
め
る
こ
と
に
し
た
。
指
導
者
に
香
川
県
述
句
協
会
か
ら
、
波
辺

ぬ
行
会
長

(昨
年
ご
逝
去
)
、
植
松
、
市
森
の
三
氏
を
岡
引
き
、
懇
切

な
手
ほ
ど
き
を
い
た
だ
く
う
ち
、
受
講
者
の
古
欲
も
出
掛
し
、
行
政

の
支
援
の
も
と
、
実
竹
会
も
月

一
一
凶
と
定
例
化

L
、
そ
の
笑
納
も
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

大
会
初
日
の
吟
行
は
、

珍
し
い
小
科
目
和
に
恵
ま
れ
、

二
O
O名

近
い
害
加
者
が
パ
ス
に
分
乗
し
、

尾
花
の
そ
よ
ぐ
日
開
を
大
山
の
寄

峠
を
仰
ぎ
な
が
ら
副
業
を
く
ぐ
り
ゆ
く
風
情
は
H

山
市
で
あ
っ
た
。

そ
の
夜
、
「
さ
い
と
り
さ
し
踊
り
」
で
凸
併
を
閣
け
た
交
流
会
も
、



会
場
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
大
椛
況
で
大
い
に
慌
り
上

っ
た
。

首
都
吟
七
三
五
巻
、
参
加
者
士
山
山
名
の
集
う
大
会
当
日
は
熱
気
に

(
古
川
h
H
，市
)

10 

充
ち
て
い
た
。
表
彰
式
、
講
演
会
と
進
み
、

尖
作
会
は
凶
J
l

一二
時
一、

そ
れ
ぞ
れ
立
欲
的
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
半
歌
仙
は
充
分
自
信
に
充
ち

た
も
の
で
あ
り
、
満
足
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
信
じ
て
い
る
。

終
わ
り
に
、
大
会
旗
を
山
形
県
へ
と
引
き
継
ぎ
、
昨
日
会
裂
に
大
会

を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
会
開
催
に
当
た
り
、
献
身
的
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
各

位
、
行
政
当
局
ま
た
、

nu川
応
募
や
当
日
ご
山
町
等
多
大
の
ご
協
力

を
賜
っ
た
方
々
に
深
甚
な
る
謝
む
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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評

E満
武
岡
崎
信

「倭
漢
聯
句
」
の
こ
と

キす

松

定

史

山
梨
県
叩
府
市
に
万
松
山
間
単
寺
と
い
う
内
利
が
あ
る
。
巾
府
駅

か
ら
北
京
へ
四
キ
ロ
ほ
ど
畳
る
と
、

か
つ
て
武
凹
伝
虎
が
山
城
を
築

い
た
嬰
笹
山
が
あ
り
、

寺
は
そ
の
絡
に
あ
る
。
奈
良
時
代
に
臨
済
宗

妙
心
寺
派
の
行
誌
が
創
述
、

続
内
の
巨
石
か
ら
の
湖
水
に
ち
な
ん
で

石
木
寺
と
祢
さ
れ
る
が
、
後
に
判
制
翠
寺
の
字
に
改
め
ら
れ
た
。
館

は
ま
た
温
泉
坊
が
あ
っ
て
、

筆
者
は
郷
型
的
叩
州
に
帰
る
と
、

11手
折

こ
こ
に
廿
休
め
を
す
る
。

と
こ
ろ
で
、

和
恕
寺
に
は
数
百
年
前
に
武
削
信
玄
の
巻
い
た
連
句

一
巻
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

い
つ
も
湯
船
に
つ

か
り
な
が
ら
そ
れ
が
気
に
か
か
っ
て
い
た
c

唱
の
案
内
書
や
郷
土
史

の
一
部
に
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
全
容
が
知
り
え
な
い
。
あ
る
時
、

自
職
に
ご
川
市
副
引
を
古
っ
て
直
資
料
を
判
見
の
」
、
仙
担
当
の
お
許
し
を

い
た
だ
い
た
。
許
制
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
に
は

h
且
ば
な
い
が
、

知
り
う
る
限
り
で
つ
き
に
紺
介
を
試
み
た
い
と
思
う
。

知
明
半
4
4

寸
は
す
で
に
鎌
合
時
代
か
ら
武
川
家
一
肱
の
ゆ
か
り
の
寺
で

あ
っ
た
が
、

大
水
元
年

(
一
五一

ご

十

一
月
二
日
に
武
川
灯
玄
は

こ
こ
で
産
声
を
上
げ
て
い
る
。
戦
国
動
乱
の
さ
な
か
、
武
凶
信
虎
は

験
河
の
平
勢
に
攻
め
ら
れ
、

事
大
引
先
人
を
嬰
符
城
に
遭
難
さ
せ

る
。
臨
月
を
迎
え
て
い
た
夫
人
は
柏
山
市
寺
に

今
も
す
十
堂
町
棋
に
産
泌
を
汲
ん
だ
刊
一戸
が
処
さ
れ
て
い
る
。

武
間
信
玄
(
一
五
二

一
1
七
一二
)は、

一百
う
ま
で
も
な
く
叩
斐
国
主

に
し
て
、
兵
法
、

「
甲
州
法
皮
之
次

政
治

、
t
、

〆一刃
恥
不

Jtzに
通
じ
、

第
」
(
一
五
四
ヒ
)

の
制
定
で
も
名
を
践
し
た
名
将
で
あ
る
。
幼
名

は
勝
千
代
、
元
服
し
て
川
信
、
出
家
し
て
信
玄
の
法
名
を
名
の
っ
た
。

さ
て

く
だ
ん
の
連
句
だ
が

「
天
文
十
五

4
ヒ
月
日
六
日
於
獄
単

守
/
倭
波
附
句
」
の
洞
古
の
後
に
、

一
行
お
い
て
附
伝
の
立
旬
で
は

じ
ま
る
和
句
漢
句
あ
わ
せ
て
山
十
四
句
が
、
天
地
」l
八

五

七

ン

チ
、
左
右
五
十
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
雁
皮
紙
に
磁
性
さ
れ
て
い
る
。
仲刑

長
の
和
紙
の
下
を
折
り
目
に
こ
っ
折
り
に
し
た
も
の
を
二
つ
重
ね
、

右
端
を
紙
維
で
と
じ
、
第

一
一山
に
イ
凶
旬
、
裂
の
第
二
而
に
十
六
旬
、

p 



二
枚
目
の
郁
三
面
に
」
l

凶
旬
、

そ
の
京
町
に
は
辿
指
十

一
人
の
名
と

句
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

俗
に
半
百
組
と
も
呼
ば
れ
る
四
十
四
句
の

「世
吉
行
」
は、

し、

わ

ば
百
削
の
縮
小
型
で
、
初
表
八
旬
、
初
恋
十
四
旬
、
名
残
去
十
四
旬
、

名
残
袈
八
句
で
、

二
花
三
月
。
鹿
市
甲
の
機
会
な
ど
に
僻
さ
れ
る
も
の

で
、
こ
の
巷
も
京
都
か
ら
の
公
心
不
二
人
が
賓
客
と
し
て
連
座
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、

歓
迎
と
記
念
の
奉
納
連
句
と
川
じ
わ
れ
る
。

ま
た
こ
れ
が
、
和
句
と
漢
句
を
取
り
混
ぜ
た
和
漢
辿
句
の
強
行
で

あ
る
こ
と
か
り
、

附
伝
的
立
気
込
み
と
山
田
町
教
韮
が
う
か
が
え
よ

う
。
平
安
時
代
中
期
か
ら
中
国
の
成
辿
勾
が
日
本
で
も
試
み
ら
れ
、

こ
れ
が
鎖
述
歌
と
結
び
つ
い
て
室
町
時
代
こ
ろ
か
ら
和
漢
述
歌
と
い

う
新
形
式
が
徐
々
に
流
行
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
に
は
漢
詩
文
の
訟

旋
と
俳
請
の
機
知
が
嬰
求
さ
れ
る
か
ら

な
か
な
か
日
尚
な
文
芸
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

天
文
十
五
年

と
-d

口、えば
、

、ー

二

百
四
六
)

川
信
は
二
」l
六
段
、

の
年
に
信
州
の
内
山
城
を
、

前
年
に
は
信
州
の
山
泣
城
、

屯
ヶ
崎
城

を
落
と
し
、
清
々
と
勢
力
を
仲
ば
し
つ
つ
あ
る
時
だ
。
五
年
前
に
父

信
此
を
駿
府
に
追
放
し
て
悶
主
と
な
り
、
信
玄
犯
の
築
造
や
金
山
の

開
発
な
ど
国
政
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
ま
た
後
に
跡
継
ぎ
と
な
る

阿
川
引
勝
舶
が
同
年
に
誕
付
し
て
い
る
。
凶

-の
志
を
仰
い
て
辿
進

L
、
五
イ
三
段
に
し
て
帥
中
に
没
す
る
波
乱
の
立
慌
の
ま
さ
に
半
は

的
年
の
こ
と
で
あ
る
。

附
日
は
こ
れ
に
先
J
U
つ
数
年
前
に
は
冷
媒
為
利
を
印
刷
い
て
歌
会
を

僻
し
て
い
る
し
、

『詠
百
首
和
歌
』
な
と
み
ず
か
ら
歌
を
多
く
残
し

て
も
い
る
。
ま
た

『叩
防
市
鑓
』
に
は
十
九
段
の
附
信
が
時
抗
を
分

か
た
ず

「符
を
刊
避
す
市
中
」
の
記
述
が
あ
り
、

V

人
芸
へ
の
熱
中
ぷ
り

は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
こ
と
に
五
山
系
の
僧
侶
た
ち
と
の
親

百
な
知
的
交
流
は
、
こ
の
辿
句
か

り
も
推
察
さ
れ
る
。

" 

阪
資
料
の
懐
紙
に
は

=
一而
に
」
l

凶

六

十

四

と

い

う

旬

の

配
分
で
世
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
世
古
の
凶
折
に
の
っ
と
り
句

帯
号
を
柿
っ
て
、
こ
れ
に
従
っ
て
内
容
を
概
観
し
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
辿
衆
だ
が
、

附
信
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
武
山
伝
広
で
雌

の
正
人
。
龍
は
三
条
凶
大
納
言
実
況
、

闘
は
問
辻
中
納
長
口
季
連
で
、

と
も
に
佳
奈
良
玉
虫

(
亮
紘

一
五
二
ーハ

i
h
じ
)
の
粉
伎
で
客
分
。

鳳
柄
は
夜
九
寺
前
刊
職
と
泊
さ
れ
て
お
り
、
車
止
J
吋
は
甲
府
に
あ
る

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
古
唱
で
、

後
.11 

の
墓
所
が

位
か
れ
る
。
湖
月
も
叩
山
川
の
臨
済
'
市
妙
心
苛
派
法
川
ホ
ヰ寸
の
品
川
引
除
。

法
泉
奇
は
、

伝
玄
の
世
継
ぎ
勝
紛
の
車
問提
奇
に
後
に
な
る
と
こ
ろ
。



ヨ
あ

其
阿
に
は
武
臼
日
輪
苛
と
添
え
叫
き
が
あ
り
、

武
磁
問
日
戸
は
日
輪

苛
住
職
。
日
輪
寺
は
天
台
宗
と
し
て
附
山
し
、
後
に
時
宗

(日
本
浄

土
教
の

一
派
)
と
な
る
。
現
在
も
台
車
区
間
浅
草
に
あ
る
が
、

zq 
時

は
芝
崎
村

現

神
間
様
辺
り
)

に
あ
っ
た
。
時
宗
で
は
的
正
を
み

な
拭
阿
の
車
称
で
呼
品
慣
わ
し
で
、
記
録
も
焼
失
し
て
い
る
た
め
第

何
世
か
は
不
明
。
他
の
迎
京
仁
伍
は
な
い
。

な
お
、
慎
紙
装
に
記
さ
れ
た
句
数
は
附
倍
、
前
、
台
巡
の
も
の
が

一
旬
ず
つ
余
一
分
で
あ
り
、
凪
栖
は

一
旬
不
足
し
て
勘
定
さ
れ
て
い

る。

一
方
、
初
折
裂
十

一
旬
目
は
辿
衆
名
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
。

句
数
去
で
は

一
句
余
分
の
、
附
日
川
、
郎
、
台
巡
の
い
ず
れ
か
の
刊
の

可
能
性
な
し
と
は
し
な
い
。
月
の
座
で
も
あ
り
矢
部
が
気
に
な
る

が
、
こ
こ
で
は
不
明
の
ま
ま
と
し
て
、
全
体
の
正
し
い
句
数
点
を
付

し
て
お
く
。

述
推
は
初
折
裂
の
二
句
固
ま
で
で
十
名
が

一
辺
し
て
い
る
が
、
日

出
の
み
附
句
遅
れ
て
初
折
裂
六
旬
日
で
技
場
す
る
。
迎
書
し
た
か
、

句
柄
か
ら
見
る
と
ま
だ
初
心
か
も
し
れ
な
い
。
武
凶
の

一
川
で
あ
ろ

う
が
、
附
信
と
の
関
係
は
明
確
に
は
分
か
」
り
な
い
。
‘
-e-
F
 

'
J
サ
'

武
町
氏

肢
の
米
合
丹
後
苛
口
同
予
の
娘
で

「武
間
信
常
室
」
と
託
さ
れ
て
い
る

女
性
が
米
古
氏
系
図
に
は
見
え
る
。

5 8 2 
き
て
、
止
に

一
巻
の
解
釈
を
附
時
に
記
し
て
お
こ
う
。

会
柑
拓
川
申
立
)

時
は
旧
暦

t
月
末
。
宰
は
献
で
秋
。
勅
使
を
迎
え
る
感
動
を
萩

に
託
し
た
主
人
の
尭
旬
。

z 

「雁
来
タ
ル
コ
ト
布
リ
」
手
地
の
雌
に
寄
せ
た
容
の
侠
拶
。

3 

「外
力
杢
シ
」

血
相
の
去
に
砧
の
音
も
問
か
な
い
。
迫
来
の
資

容
へ
の
慰
め
か
。

4 

仮
寝
は
前
の
脈
に
も
掛
け
、

旅

LM
の
事
な
と
す
ぐ
に
消
え
ま

す
、
と
容
が
応
じ
る
。

コゐJj
臨 1({) 

品j時
ス
」

zi 
上
流
の
1屯
を
iHU 

化
そ
う
と
i:A 
し
く
拘
る

魚
の
れ
A
@

(初
折
山
叫
)

耐
句
の
笠
竜
門
を
受
け
て
、
家
名
を
挙
げ
る
こ
こ
ろ
ざ
し
。

3 

木
の
葉
と
訂
の
置
を
掛
て
、
詩
歌
で
後
四
に
名
を
叫
す
こ
と
。

治
る

「怖
ヲ
写
シ
テ
春
語
根
シ
」
ゆ
っ
た
り
と
し
た
税
制
の
表
現
の

F

、
。

、iιヤ
刀

4 

「政
質
事
ク
ン
テ
多
ク
回
ル
」
政
治
の
や
り
五
で
平
和
が
未
来

水
却
め
く
っ
て
く
る
。

- 14ー
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夜かz
lLJt出;
万 tt
象
ヲ
合
ム
」

築
山
は
万
組
の
真
理
を
内
包
し
て
い
る
。

「巨
海
=一
オ
ヲ
械
ム
」
大
海
に
は
天
地
人
に
辿
じ
る
古
今
の
娯

副裂
mi注
Jftめ

が75 
1レ“よ
~ ~ 

れ
て
有
在
す
る。

潮
騒
が
帝
の
飾
り
王
町
刊

(朝
廷
の
山
位

.... ，'， 
1: I 叶

挙iE 
与弱
点〈型
空を
--111，. fH 

とお
せ
る。

出
流
は
容
の
古
に
勝
る
。
山
水
の
風

流
が
凌
刻
し
て
い
る
。

月
の
座
。

ロ七
学 f

j i 
Et浮
:zfか、、ぷ
ンタι

人
の
訪
れ
た
形
跡
も
な
い
キ
深
い

所
な
の
で
、
契
り
を
取
り
持
つ
者
も
な
い
。

(名
妓
表
)

「隠
ヲ
占
メ
テ
人
倫
絶
ユ
」
ひ
っ
そ
り
と
悲
り

L
父
際
も
絶
え

県
て
た
。

「 つ
EEEが
クとい

市10) 

i，t tB 
ヲに
縮~ 1;]: 
メ
ン良
卜き
fkl辿
スれ
」 ム

湘い
u: 0) 

，.-， 

も。(湖
底
湖
に
甘
ぐ
湘
本

の
名
勝
)

の
川以
色
を
縮
め
て
す
べ
て
こ
こ
に
箱
庭
の
よ
う
に
竹

り
た
い
。

5 6 7 9 10 1 2 13 14 5 J 8 

川
相
ぽ
り
け
、

あ
け
ぼ
の
の
封
。

月
花
の
同
峰
。

「脊
ニ
附
キ
テ
般
ル
」
鷲
が
と
て
も
よ
く
附
く
。
「
依
」
は
強
立
。

「M
K
ニ
就
ク
黄
葉
ノ
宋
」
荒
れ
川
市
て
部
ち
ぶ
れ
た
れ
い
ま
い
よ
。

郎
鵬
の
抗
措

一
炊
の
事
の
故
引
を
踏
ま
え
る
。

繰
り
返
し
緑
の
中
を
迎
遥
す
る
。

吟
間

(ば
た
ば
た
古
の
す
る
早
版
)
は

「誹
ガ
九
ニ
カ
川
町
フ
」
0

---， "1土

佐お
f た
ン

め
テ P

11Eお
す抗
叫L る

との
か
と
は

ど
こ
へ
行
く
の
か
の
必
。

制
作
を
仏
が
邦
政
し
て
く
れ
る
の
芯

15ー

か。
(
名
残
袈
)

，A羽

ご
と

「兄
弟
ノ
好
キ
ヲ
盟
フ
カ
若
ン
」
兄
弟
仲
良
く
約
束
で
も
す
る

か
の
よ
う
だ
。

「軒
ニ
春
日
ノ
促
ス
ニ
迫
フ
」
山
野
を
ぶ
ら
つ
い
て
い
る
と
者

:77の
75 1 11 
diiが
光三あ

地iz
{主tい
」ーむ つ

111] 

暮
れ
て
L 
ま
う。

14
が
降
っ
て
#
M
M色
も
ま
だ
浅
い
。

決
句
は
す
べ
て
百
-
u
句
で
総
数
二
イ

利
旬
の
長
旬
は
卜
、
的

句
は
J
I
-
-

で、

民
和
の
比
は
ち
ょ
う
ど
ド
々
に
お
さ
ま
り
、

剛
山
相
b

的

な
怖
此
で
あ
る
。
和
と
撲
の
間
作
は
長
惣

emな
い

し

淡

卸



長
が
七
組
あ
町
、
全
体
の
半
分
ほ
ど
は
長
短
波
の
=一
細
川
の
句
の

川
ラ
ン
ス
よ
い
リ
ズ
ム
を
刊
っ
て
い
る
。
拠
句
は

一
帯
多
く
並
ぶ
初

都
7
1
H
で
泌
が

E
句
続
い
て
い
る
が
、

「和
決
と
も
に
五
句
を
以

て
限
と
す
。」
{
『
哨
補
は
な
ひ
平
』
}
に
は
適
っ
て
い
る
。

4
E
世
紀

σ〉

『漢
和
法
式
』

IJ: 

(
一
条
仏
、
比
)

「耐
八
句
は
、

i
J
I
l
l
 

川

M
M
7
h一
向
相
川
ド

句
也
。

和
棋
の
時
は
八
句
め
漢
也
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
初

表
の
八
句
も
名
残
裂
の
八
句
も
漢
句
は
三
句
ず
つ
で

一
旬
た
り
な
い

が
、
八
句
目
は
い
ず
れ
も
泌
句
と
す
る
決
ま
り
は
苛
っ
て
い
る
。

平
灰
に
附
し
て
は
、

政
初
に
詠
ま
れ
た
偶
数
の
拠
句
の
脚
制
に
、

以
下
に
詠
ま
れ
る
偶
数
句
の
泌
旬
は
加
を
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
辛
い
の

だ
が
、
本
告
で
は
初
め
の
泌
句
が
脇
旬
で

「来

(ラ
イ
こ

で

終
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
の
似
敬
漢
句
は
、
初
k
E
8

「
叫

(サ
イ
こ、

初
裂
4
「
回
(
カ
イ
)
」

、
初
裂
8
「
才
(
サ
イ
)
」
、
初
裂
凶
「
舵
(
サ

イ
)
」
、
初
袈
M
「
川
崎
(
パ
イ
こ
、
名
残
表
叩
「
酬
明
(
カ
イ
こ
、
名
残

表
は
「
個
(
カ
イ
)
」
、
拍
残
表

H
「
推
{
ス
イ
)
」
、
名
川
間
袈
8
「綾

{
サ
イ
こ
と
、
脚
削
の
一
寸
灰
に
も
な
を
砕
い
て
い
る
。

打
者
自IJ

見
る
と

臥
栖
と
湖
11 
は
泌
旬
σコ
み

れて
ゲ九 白

川 壬‘

主泌
川、

問t1l: 
はドj11
短

思
臨
、

長
仰
は
長
短
合
わ
せ
て
利
句
の
み
詠
み
、

句
が
そ
れ
ぞ
れ
-
一旬
だ
け
で
あ
る
。
得
手
不
得
手
、
巧
拙
の
差
も
あ

ろ
、
つ
が
、

間
信
、
龍
、
附
は
漢
和
と
り
ま
ぜ
て
五

1
六

さ
す
が
に
、

句
を
出
し
て
お
り
、
場
所
も
各
面
に
わ
た
っ
て
い
て
均
衡
が
よ
い
。

出
町
肌
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。

一
控
町
内
容
と
し
て
は
、
職
乱
の
な
か
で

一
川
を
お
さ
め
、

や
が

て
は
聞
に
上
ろ
う
と
し
て
い
る
附
仰
の
問
政
手
腕
や
家
運
峰
山
岡
を
昨

に
称
揚
す
る

一
方
で
、

花
山
胤
月
の
自
然
の
注
し
き
美

山
河
海
洋
、

し
さ
を
詠
っ
て
も
い
る

3

恋
は
淡
く
寂
し
げ
で
あ
り
、
間

し
か
し
、

出
世
や
越
温
の
場
開
に
人
の
世
の
は
か
な
さ
、
人
生
の
空
し
き
が
託
さ

れ
て
い
る
の
は
、

乱
世
に
お
け
る
節
制
の
思
い
が
人
々
の
心
眼
に
折

16一

虫
し
て
い
た
時
代
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

後
の
武
川
釘
主
的
す
で
に
し
て
五
山
勅
使
を
臥

雅
と
知
性
を
も
っ
て
も
て
な
す
皮
訟
を
一市
す

一
巻
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。
む
ろ
ん
仰
仰
を
中
心
と
す
る
優
れ
た
知
性
集
団
の
協

h
M
も
あ
る
が
、
後
間
に
あ

っ
て
も
、

か
く
の
ご
と
く
読
み
う
る
俳
常

よ
辿
歌
を
残
し
た
名
将
を
い
ま
さ
ら
な
が
ら
凡
事
と
感
じ
入
る
の
は

叩
州
人
の
身
内
M
M
だ
ろ
う
か
。

*
小
文
を
な
す
に
中
た
り
瓜
静
岡
火
作
I
U野
傾
行
敏
段
ー
治
決
k
f
kq
今
野
市川

助
教
段
ほ
か
の
ご
教
d
q

およ
び
「
途
旬
昨
奥
」
A
M
恥

M
42

ほ
か
替
附
き
せ
て
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
謝
す
る
も
の
で
あ
る
・
な
お
州
舗
の
不
備
の
“
は
才
べ
て
市

計
に
あ
る
。
晴
氏
の
ご
向
教
を
乞
う
し
ど
い
で
あ
る

3
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天
文
十
五
年
七
月
廿
六
日
於
和
禅
寺

(初
裏
)

名
に
お
き
追
を
ぞ
あ
ふ
ぐ
家
の
胤

長
141 

末
ま
で
色
の
ふ
か
き
こ
と
の
諜

品l
|叩

倭

渓

句

写
情
車
廿
な
緩

lIi11 
iM 

政
賀
泰
多
田

EL 
栖

(初
表
}

八
重
咲
く
も
ひ
と
へ
を
花
の
初
に
て

riU 

心
も
て
染
す
は
ち
ら
し
小
萩
原

lMi 
信

う
す
き
能
に
匂
ふ
悔
の
呑

{は

新
街
有
雁
来

飽

似
山
合
万
象

醐

備
衣
笠
外
力

If~ 
栖

巨
海
極
三
才

百li IIj'f 
r;ゐ

か
り
寝
の
夢
の
覚
る
ほ
と
な
き

l出

湖
血
ハ
岨
剛
啓
桜

月
は
縮
減
る
忽
聞
の
影
涼
し

台
述

日公
μ
琴
抑
制

J.(i¥ 
柄

暁
雨
は
る
る
あ
と
の
山
の
端

J~ 
附

記
附
歌
月
山

ホ
上
も
わ
か
ず
孫
く
る
沌
見
え
て

臨

星
ま
つ
る
夜
の
半
天
的
主

台
述

前
門
ι開
削
時
肌

出l
H 

併
に
あ
ふ
践
の
拠
は
う
き
ち
き
り

Jl 
I~'I 

不
跡
弘
中
川
県
附
峠

間

- 18 



(名
残
表
)

(
名
仲
間
町
民
)

l
u
隠
人
倫
絶

法
も
た
た
棋
を
や
迫
な
ら
ん

曲1
JJ 

Jt 
阿

ひ
と
り
伴
ふ
友
鵡
の
戸

身
を
治
て
ぞ
悩
を
お
さ
め
し
る

問
IiIJ 

附

織
欲
縮
湘
川
M

何
事
も
心
を
舗
の
わ
ざ
な
れ
や

I1j'j 

fは

公
判i

漕
ゆ
く
船
の
迷
き
、
つ
ら
波

台
迎

わ
す
る
る
草
の
志
げ
ら
ず
も
が
な

1副

灰
に
も
見
渡
し
か
す
む
明
朗

其
阿

若
盟
兄
弟
好

湖
Jl 

花
の
香
ふ
か
く
月
の
、
」
る
雲

長
侍

ね
く
ら
の
山
の
去
さ
ら
ぬ
こ
ゑ

臨

管
品
白
崎
恭
破

野
迎
存
日
促

1胡
Jj 

IfI'J' 

仰
る
山
路
は
緩
や
む
せ
な
ん

小
J

他
出
光
線

"IIIl 

官f

就
荒
首
都
宋

臥
柄

炊
黍
鼎
甜
桃

同b

ゆ
く
心
千
里
隔
つ
る
波
も
な
し

関

幾
度
緑
俳
佃

胤
栖

吟
殿
為
誰
温

湖
月

持
続
教
働
般

以
栖

- 19 



エ
ッ
セ
イ

芭
蕉

『九
州
紀
行
の
夢
」
を
追
っ
て

ノL

紫

眺

木

福
岡
県
北
九
州
市
に
黒
崎
と
言
う
町
が
あ
る
。
崎
前
職
佐
に
か

け
て
は
八
幡
市
出
崎
と
し
て
北
九
州
工
業
地
帯
の

て
川
を
成

L
、
商

工
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が

比
九
州
地
区
の
統
合
に
よ
り
北
九
州

市
が
誕
生
し
八
輔
副
巨
照
的
と
な
っ
た
。

そ
こ
に
浄
土
井
の
法
林
山
地
蔵
院
時
迦
守
が
あ
り
、

刷
堂
の
左
側

に
苔
む
し
た
小
さ
な

『芭
班
瞳
』

都
は
柿
円
形
で
山
さ
九

が
あ
る
。

十

四
。
直
桂
五
十
四
位
で
小
じ
ん
ま
り
し
た
自
然
石
で
あ
る
。

塚
の
手
前
左
右
に
は

場
枠
沙
問

一
空
居
士

車
問
イ
ニ
丁
宰

車
性
院
宣
臥
什
川
下
完
居
」
立

久
芳
巾
也
4

心
情
門

ュ
t
L
I

〈

、

l
ii、i

uA
P
7
N
1
r
U
4J'
1
ノ

t

の
二
基
の
耳
石
が
塚
多
守
る
よ
う
に
辿
っ
て
い
る
。
世
告
は
仙
然
に

こ
の
芭
椛
塚
に
開
会
し
た
訳
で
あ
る
が
聞
レ
を
持
っ
た
の
は
、
こ

れ
が
芭
班
の
三
回
忌
に
際
し
筑
前
相
門
の
革
矧
怖
で
あ
っ
た
山
口
血
沙

明
、
久
背
水
城
な
ど
が
地
Y

ん
の
俳
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
一じ

3
L
l

一
Y
ネ

1
5

二

六
九
六
)

八
月
に
こ
こ
出
迎
J
Y
で
芭
初
劫
迫
将
供
荏
を
し
て
塚

を
建
立
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

芭
m
A
M
佐、

そ
の
三
回
忌
ま
で
に
建
立
さ
れ
た

「翁
暗
」
は
全
凶

に
世
か
四
ケ
所
を
散
え
る
の
み
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
ま
た

地
元
同
人
た
ち
の
芭
棋
を
品
い
、
出
来
得
れ
ば
師
拍
の
凶
干
を
と
綴

し
く
待
ち
望
ん
で
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
大
車
の
地
で
逝
か
れ
た
事
を

知
り

手
前
叩
く
vU
挺
を
引
っ
た
市
中
を
物
語
る
も
の
で
な
か
ろ
う
か
。

当
地
爪
崎
は
本
土
か
ら
能
っ
た
九
州
の
玄
関
口
で
あ
る
。

長
崎
佐
官
及
び
日
間
に
は
、

芭
艇
の
没
佐

英
世
械
の
一川
弟
連

な

「紀
行
文
」
と
か

「
日
記
」
に
時

フ
て
い
る
。
き
す
れ
ば
こ
の
川
町
九
時
に
も
引
車
な
芭
和
田
啄
が
あ
る
限
り

彼
等
と
地
元
俳
人
述
と
の
探
い
交
流
の
記
録
が
知
っ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
芭
荒
田
場
を
山
姥
凸
と
し
て
芭
加
さ
ん
の
九
州
紀

行
の
事
を
却
い
、
帥
描
の
道
を
縦
い
で
九
州
'打
脚
を
し
た
お
弟
子
さ

- 20ー



ん
述
の
足
跡
を
訪
ね
る
最
初
の

一
世
と
し
て
、
当
地
叩
z
崎
の
削
請
の

状
況
を
潤
べ
て
み
る
事
と
し
た
。

先
ず
九
州
を
行
脚
し
た
拙
胤
尖
濃
占
拠
の
高
弟
た
ち
の
足
跡
を
件
い

て
お
こ
う
。

古
広
瀬
惟
然

芭
植
の
没
佳
に
最
初
に
筑
紫
を
訪
れ
た
の
は
惟
然
坊
で
あ
る
。

元
禄
八
年
秋
に
京
を
出
立
し
瀬
戸
内
海
を

陸

し
長
崎
街
道
を
辿
っ
て
九
月
に
長
崎
に
到
冊
。
長
崎
に
は
ニ
ヶ
月
あ

ま
り
滞
在
し
、
熊
本
に
渡
り
盟
後
日
田
に
入
っ
た
。
こ
こ
で

W
く
逗

官l
L 

盟
九
年
に
大
事
附
博
多
を
続
て
百
円
ぴ
山
山
崎
に
山
て
、

l馳
w 

の
頃
九
州
を
退
去
し
た
。

世
各
務
支
考

元
禄
十

一
年
四
月
大
坂
を
出
発
し
、

中
国
筋
を
経
て
六
月

一
日
に

政
前
黒
崎
に
上
陸
し
た
。
南
干
し
て
大
備
に
寄
り
、

凶

H
に
制
政
天

神
で
地
元
俳
人
た
ち
と
部
納
歌
仙
を
興
行、

つ
い
で
す
佐
神
田
e
乞
書

持
、
十

一
日
に
控
怯
日
間
に
坑
い
て
七

H
ほ
ど
逗
併
し
、

二
十
四
日

に
は
熊
本
、

七
円
九
日
に
長
崎
に
到
指
し
た
。

到
指
し
た
翌
々
日
、
京
か
ら
焔
郷
し
て
い
た
去
来
と
合
い
、
地
元

俳
人
た
ち
と
賑
や
か
な
座
を
持
っ
て
い
る
。
十
八
日
に
は
長
崎
を
出

発
し

二
十
四
日
に
博
多
に
到
着
、

断
叫
〈
滞
在
し
た
。
し
か
る
に
八

円

一
日
に
世
々
世
熱
気
味
で
あ
っ
た
が
山
崎
に
赴
き
間
耐
沙
明
日
'
に

て
休
盤
、

十
日
余
り
出
費
滞
在
の
川
に
地
元
の
辿
出
と
出
を
持
ち

九
月
七

U
に
約
三
ヶ
月
に
亘
る
九
州
の
旅
を
終
え
た
。

会
向
井
去
来

去
来
は
長
崎
に
阿
殺
の
墓
が
有
り
世
町
中
も
兼
ね
て
西
下
し
た
コ

元
禄
十

一
年
六
月
に
京
を
出
立
し
、
七
月
十
一
日
に
長
崎
に
到

ゃい川
。
塑
年
九
月
ま
で
の

一
年
二
ヶ
月
も
の
間
逗
間
し
、

地
元
で
俳
諦

の
雌
を
持
ち
丁
事
に
俳
輸
の
質
疑
に
応
え
た
り
、
相
風
を
説
い
た
り

'
:
t

、

t
L
J人
品
刀

こ
れ
が
ト
二
年
三
日
の

『旅
秘
論
』
の
成
立
の
元
と
な
っ
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た
脱
で
あ
る
。

A
U
志
士
野
披

の
編
者
の

一
人
で
あ
る
が
、
何
故
関
東
町
野
披
が
九
州

に
下
向
し
た
か
は
、

「
か
ね
て
舵
恕
で
あ
っ
た
肱
本
が
長
崎
卓
行
と

『"眠依
』

な
っ
た
の
で
」
と
の
市
ず
で
あ
る
が
、
実
際
は
い
わ
ゆ
る

「空
振
り
」

と
な
っ
た
椴
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
ー止
来
が
地
一花
町
俳
人
た
ち

を
紺
介
し
、
去
来
が
削
っ
た
あ
と
も
別
扱
が
中
心
と
な
り
、
長
崎
の

俳
一
四
で
句
会
と
か
連
句
興
行
を
行
い
、

約
四
年
間
部
品
中
仁
可
な
り

的
実
績
を
残
し
て
元
禄
十
四
年
の
秋
に
江
戸
に
帰
っ
て
い
る
。



さ
て
訂
酬
は
h
y
L
遡
っ
て
み
よ
う
。

芭
蕉
は
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
十
月
十
二
日
に
大
坂
に
没
し
た
。

そ
の
四
目
前
の
八
日
の
深
更
に
荘
ず
の
帯
を
し
て
い
た
呑
舟
を
呼
ん

で

「病
中
吟
」
と
題
し
て

旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
町
を
か
け
め
ぐ
る

の
句
を
告
さ
と
め
さ
せ
た
事
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

何
故
芭
熊
は
こ
の
句
を
敢
え
て

「
病
中
昨
」
と
前
叩
き
を
し
「
静

世
」
と
し
て
伐
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
数
多
の
世

絡
で
先
輩
方
の
色
々
な
解
釈
と
ご
意
見
を
拘
聴
し
て
い
る
が
、
こ
こ

は
箔
者
と
し
て
も
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
織
的
る
立
場
か
ら

一
言
前
世
き

を
述
べ
さ
せ
て
聞
き
た
い
。

「
旅
に
病
ん
で
」

と
一言
、
つ
上
五
は
、
日
市
生
活
の
上
で
の

一
般
的

な
表
現
で
あ
り
、
風
柿
な
乞
立
の
旅
の
進
上
に
病
に
取
り
付
か
れ
て

残
念
と
言
、っ
痛
切
な
悔
恨
の
吐
息
が
聞
こ
え
る
様
で
あ
る
。

緑
町
全
く
無
い
殺
伐
と
し
た
柏
町
に
銘
烈
な
孤
独
時
玄
主
出
じ
つ
つ

あ
て
ど
な
く
肱
浪
を
続
け
る
己
の
姿
に
描
い
て
、

旅
に
対
す
る
妄
執

の
限
り
無
き
を
痛
到
に
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

芭
世
間
は
全
く
良
く
歩
い
て
い
る
。
生
加
に
九
度
の
肱
を
重
ね
た
が

そ
の
う
ち
純
粋
に
風
雅
の
旅
と
思
わ
れ
る
の
が
五
度
で
あ
り
、
そ
の

旅
は
単
な
る
旅
の
記
録
と
か
報
告
に
止
ま
ら
ず
、

は
っ
き
り
し
た
創

作

E
誌
の
も
と
に
紀
行
文
を
残
し
て
い
る
。
同j

ち

「野
ざ
ら
し
紀
行
」
は
貞
一
一
学
元
年
八
月
、
臼
戸
を
出
発
、
伊

勢

伊

判

H

e

古

野

大

垣

尾

張

奈

良

京

都

中

斐

を

巡

り

、

二
年
四

月
に
江
戸
に
帰
り
、

「脱
品
紀
行
』
は
貞
享
凶
年
八
月
、

雌
品
川
駅
本
寺
を
訪
ね
。

「置
の
小
文
』
は
貞
享
四
年
十
月
に
臼
一戸
を
発
ち
=一
河

伊

勢

紀

伊
須
磨
明
石
を
巡
っ
た
旅
。

『宙
人科
紀
行
」
は
点
字
五
年
秋
、

「置
の
小
文
」
の
旅
の
後、

尾
肢
か

ら
木
的
u
路
を
経
て
信
波
吏
科
の
名
月
を
制
抗
し
た
旅
。

『お
く
の
ほ
そ
道
』
は
元
禄
二
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
東
北
奥

羽
e

北
陸
の
旅
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
す
が
に
芭
引
は

『お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
の
後
、
幻
住
唯
に
於

い
て
上
方
の
門
人
を
相
手
に
縦
め
上
げ
た
『

1M
拡
拭
』

を
元
椋
四
年
七

月
に
発
表
す
る
と
、
江
戸
に
帰
る
旅
に
発
ち
、

十
月
-
一十
九
日
、

三

年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
た
が
、

そ
の
時
江
戸
に
帰
り
古
い
た
感
想
と
し

て

と
も
か
く
も
な
ら
で
や
古
の
枯
尾
花

「と
も
か
く
も
雪
の
中
に
残

っ
た
枯
れ
薄
の
様
に
、

ど
う
や
ら
帰
つ
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て
来
ま
し
た
よ
」
と
江
戸
の
門
人
た
ち
に
扶
拶
を
し
て
い
る
。

告
の
旅
は
山
立
に
際
し
親
類
縁
者
と
水
盃
を
交
わ
し
た
と
告
か
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
普
通
の
旅
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
も
の
が
、
芭
植
の

よ
う
に
野
ぎ
ら
し
に
乞
立
の
旅
で
は
体
湖
に
多
大
の
ね
犯
が
掛
か

っ

た
引
で
あ
ろ
う
。

「お
く
の
ほ
そ
近
』
の
旅
で
は
随
所
で
下
血

現

と
荊
気
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

花
が
咲
き
、
む

が
噌
旬
、
山
々
の
彩
り
が
四
季
の
変
化
を
伝
え
て
来
る
と
、
俳
諦
の

念
が
ふ
つ
ふ
つ
と
沸
い
て
来
て
由
成
し
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

芭
相
が
再
び
臼
戸
を
離
れ
た
の
は
元
禄

t
年
の
脊
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
江
戸
の
門
人
た
ち
と
工
夫
し
て
来
た

w

粧
み
の
俳
諦
M

に
漸
く
目
途
が
た
ち
、
こ
れ
を
よ
方
の
門
人
た
ち
の
川
に
も
広
め
る

ベ
く

五
月
十

一
日
に
山
売
、

名
古
屈
に
立
寄
り
、

荷
分
や
野
本
と

も
交
流
、

五
月
二
十
八
日
に
放
郷
の
伊
賀
に
到
稲
し
た
。

そ
の
後
、
京
都
近
江
町
門
人
た
ち
の
聞
を
往
来
し
、

d
R
み
の

俳
諦
ω

町
座
を
重
ね
た
が
、

九
月
八
日
に
支
考
や
次
郎
兵
衛
ら
を
伴

っ
て
大
坂
に
上
ら
ざ
る
を
仰
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
深
川
の
芭
世
間
砲
で
俳
紡
仰
と
し
て
修
曹
を
制
み
、

'
d
Fーに

JH
A引
」
ノ

坂
に
門
戸
を
聞
い
た
酒
堂
と
、
元
々
大
坂
に
地
盤
を
持
つ
車
耐
と
の

川
に
一小
卯
が
生
じ
、

そ
れ
を
調
停
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
波

で
十
日
の
朝
か
ら
発
熱
し
、

捕
を
お
し
て
両
者
の
調
停
に
努
め
た

ヌう£

つ
い
に
床
に
就
き
そ
の
ま
ま
婦
ら
さ
る
人
と
な

っ
た
の
で
あ

る。
当
時
の
九
州
俳
凶
引
の
入
円
は
現
荊
の
化
九
州
市
八
幡
西
区
川
崎
で

あ
っ
た
。
黒
崎
は
本
土
と
九
州
の
関
門
の
瀬
戸
を
館
、
ぇ
制
海
泊
を
奥

人
っ
た
場
所
で
良
港
を
持
ち
、

九
州
に

l
臨
し
て
も
故
前
町
聞
か
勺

筑
前
の
岡
に
入
る
出
初
の
門
的
場
で
あ
っ
た
た
め
、
民
間
、

太
桜
方
而

か
ら
船
似
が
あ
り
、
町
の
巾
は
番
勤
交
代
の
大
小
名
、

州
人

旅
人

の
往
来
で
大
変
活
況
を
日
正
し
て
い
た
純
で
あ
る
。

也
相
没
後
の
元
禄
は
ま
さ
に
太
平
の
世
で
あ
り
、

耐
人
即
ち
町
政

の
勢
い
は
弱
ま
し
く
、
町
の
繁
栄
と
と
も
に
胤
流
を
肝
む
布
が
多
く

同
慨
を
芯

L
楽
し
む
迎
政
も
多
く
誕
生
し
た
。

町
茶
M

世
間
屈
の
沙
明

(一

ん
に

本
名

川
川
桂
左
衛
門
)
、

i司
じ

く
町
茶
屋
で
屋
号
を
八
幡
尿
と
い
う
石
井
庄
次
郎
、
久
我
五
郎
術
川

帆
M

口
本
楓
、
木
視
の
子
で
あ
る
助
輩
、
日
古
屋
一小
一
ニ
一

保

助

然

利

川

淵一
h
を
は
じ
め
と
す
る
人
速
が
そ
う
で
あ
る
。

彼
等
川
崎
町
俳
人
述
は
、
九
州
を
肋
れ
た
也
刊
の
向
部
連
と
交
流

を
さ
か
ん
に
行
い
、

そ
の
結
果
出
崎
削
人
は
そ
の
力
が
中
央
の
そ
れ
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と
比
一一川
で
き
う
る
程
出
皮
に
叫
閉
鎖
さ
れ
た
実
績
を
残
し
て
い
る
。

先
に
也
桁
の
没
後
、

九
州
に
凶
下
し
た
IM弟
の
足
跡
を
古
い
た
が

そ
の
頃
の
世
間
門
俳
肱
仰
の
拠
山
'
は
長
崎
、

日
聞
が
主
た
る
場
所
で
あ
っ

た
織
で
あ
る
が
、

川
出
附
も
ま
た
九
州
の
山
入
り
口
と
し
て
俳
人
た
ち

の
拠
り
所
で
あ
っ
た
織
で
あ
る
。
そ
れ
故
川
下
z
崎
で
は
俳
請
を
楽
し
む

人
達
は
季
節
折
々
を
見
て
は
互
い
に
集
ま
り
座
を
設
け
、
そ
の
会
場

は
住
吉
民
の
庭
問
、
浄
蓮
寺
、
久
古
車
の
離
れ
屋
敷
、
問
屋
抄
明
円
'

が
よ
く
使
わ
れ
た
。
性
古
尽
に
残
る
古
文
書
で
は
庇
闘
の
溜
池
に
匝

形
船
を
時
ベ
、

「
釣
組
苧
」
と
名
付
け
た
離
れ
座
敷
が
あ

池
畔
に
は

り
、
と
も
に
交
遊
の
場
と
し
て
使
わ
れ
た
櫛
で
あ
り
、
叫
間
雅
な
往
時

が
う
か
が
え
る
。

筑
副
官
制
門
的
低
閣
時
で
あ
る
問
屋
沙
明
の
詰
削
ま
は
伊
勢
の
閏
の

出
で
始
祖
は
織
間
信
雄
に
日
ぇ
、

盟
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
従
軍
し

r
H

凶
を
得
て
筒
を
や
め
て
耐
人
に
な

っ
た
。
二
代
目
孫
兵
衛
の
時
に
叫

崎
に
移
り
日
告
す
は
下
聞
の

「
附
」
を
取
り
揃
屈
を
間
帯
、
脇
本
川
町
と

な
っ
た
。
ま
た

一
方
で
は
拙
崎
港
に
船
を
十
般
も
持
ち
回
船
間
一肘
も

聞
い
て
い
た
。

ど
の
宿
場
に
も
本
陣
、

脇
本
陣
が
設
け
ら
れ
、

本
陣
は
幸
助
交
代

な
ど
に
使
わ
れ
る
福
岡
帯
、
工
、
長
崎
奉
行
及
び
日
間
代
官
の
宿
所
と

し
て
使
わ
れ
、
脇
本
帥
は
瑞
王
の
従
者
や
他
の
滞
主
な
ど
が
泊
ま
る

茶
屋
で
あ
り
、

川
口
崎
町
布
で
は
問
屋
と
八
幡
庄
が
脇
本
帥
に
定
め
ら

れ
て
い
た
。

こ
の
外
に
も
川
川
崎
は
前
に
も
述
べ
た
様
に
交
通
の
袈
衝
で
あ
っ
た

の
で
街
所
は
沢
山
設
け
て
あ
り
、

余
肢
で
あ
る
が
、

後
に
改
祢
さ
れ

た

「桜
屈
」
は
佐
賀
藩
の
定
術
で
そ
の
頃
は

「蹴
山
即
座
」
と
称
し
、

隣
府
咋
藩
の
御
山
宿
で
も
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
幕
末
に
は
三
条
実
実
ら

般
市
内
派
の
五
郷
や
助
出
の
志
士
述
が
街
泊
し
た
そ
う
で
あ
る
。

附口伸
一の
志一
代
目
甚
占
衛
門
は
風
流
人
で
叫
加
を
よ
く
し
、
「一

睡
」

と
も
号
し
た
。
そ
の
干
の
凶
代
目
甚
+
乱
開
川
が
「
沙
問
」
ま
た
は

「

山と

と
も
骨
し
烈
門
を
深
く
朋
解
し
た
人
と
し
て
賊
さ
れ
て
い
る
。

沙
明
は
父
の
影
轡
を
受
け
若
く
し
て
布
、
門
に
入
り
、

そ
の
旬
は
文

一

睡
を
も
凌
ぐ
ほ
ど
と
言
わ
れ
た
。

も
う

一
人、

沙
明
と
並
び
筑
前
強
門
の
低
頭
絡
は
久
背
水
岨
で
あ

る
。
丸
芳
ま
は
ま
芸
の
国
的
出
で
当
主
の
忠
在
術
門
は
俳
写
を

「水

楓
」
と
称
し
、
捕
造
能
を
手
広
く
叫
ん
で
い
た
。

久
古
車
は
代
々
、

本
陣
苛
を
継
い
で
い
た
。
本
陣
守
と
は
桁
場
内

に
設
け
て
あ
る
本
陣
を
常
時
官
理
す
る
役
目
で
、
雄
主
的
公
邸
維
持

を
ま
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
人
選
は
厳
し
く
、

ど
の
宿
場
町
で
も
旧
家
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で
{
品
川
曜
の
家
が
仰
せ
つ
か
っ
て
い
た
。

即
ち
問
屋
、
久
芳
両
家
と
も
そ
の
頃
の
山
崎
で
は
分
限
者
で
知
ら

れ
古
い
唄
に
も

花
の
出
川
崎
酒
屋
が

E
刺

心
と
む
る
な
久
芳
・
問
屋

久
芳
も
関
屋
も
昔
の
こ
と
よ

今
は
熊
手
の
住
吉
鼠

と
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

き
て
筑
前
排
閣
を
代
表
す
る
人
は
沙
明
、

ホ
城
で
あ
る
が
、
剛
氏

の
住
む
黒
崎
に
は
必
然
的
に
俳
請
の
同
好
の
士
が
集
ま
り
、
杭
門
の

高
弟
逮
も
九
州
へ
西
下
す
る
際
は
必
ず
こ
の
地
を
訪
れ
、
俳
諾
の
座

を
持
ち
税
践
を
深
め
た
。

前
々
略
記
し
た
が
更
に
詳
し
く
記
す
と
、
元
禄
八
年
二

六
九
五
)

八
月
に
は
世
間
川
十
留
の
ひ
と
り
と
称
さ
れ
な
が
ら
も
養
子
を
指
て
て

出
家
、
奇
行
や
市
立
に
附
す
る
数
々
の
迎
話
、
乞
食
行
脚
舟
で
も
っ

て
知
ら
れ
た
広
瀬
惟
扶
が
ま
ず
当
地
を
訪
れ
て
い
る
。

名
月
や
娃
を
撫
る
磁
の
や
と

「
初
蝉
」

山円以
前
の
困
小
企
を
出
て
思
さ
き
ち
か
く
あ
た
り
に
て

元
禄
十

一
4
(
一
六
九
八
)
七
月
七
日
に
は
向
井
去
来
が
来
訪
し

関
屋
沙
明
亭
で
旅
の
体
を
休
め
て
い
る
。
そ
の
夜
の
句
会
で

「七
夕
は
説
附
沙
明
邸
に
て
」
と
し
て

う
ち
つ
け
に
毘
符
頗
や
捕
の
術

ま
来

「黒
崎
に
て
探
題
」
と
し
て

気
っ
か
ふ
て
渡
る
瀧
立
や
躯
釣

去
来

を
残
し
て
い
る
。

こ
の
句
会
に
は
沙
明
、

子
供
の
助
賞
等
が
出
席
L

保

ホ
ホL

て
い
た
線
で
あ
り
、

こ
の
時
の
句
が
「波
鳥
集
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

月
の
よ
の
夜
明
け
に
う
つ
る
野
的
故

ホ
キL

折
々
に
ひ
か
れ
て
必
す
柳
か
な

沙
I円

夕
立
や
戸
板
お
き
ゆ
る
山
の
中

WJ 
童

一
日
の
息
つ
き
な
か
す
古
田
故

i果

こ
の
中
の
水
札
の
ヲ
で
あ
る
助
抵
の
旬
に
つ
い
て
、

去
米
は

「去

米
抄
」
の
中
で
次
の
械
に
述
べ
て
い
る
。

「去
来
白
、

出
崎
に
附
て
此
に
及
ぶ
な
し
。
句
慌
風
姿
右
、
話
路

と
ど
こ
ほ
ら
ず
。
仙
ね
ば
り
な
く
市
す
あ
た
ら
し
。
当
時
流
行
の
た
だ

中
也
。
世
上
の
句
お
ほ
く
ハ
と
す
る
ゆ
え
に
か
く
こ
そ
有
レ
ト
、
句

中
に
あ
た
り
逸
、

或
ハ
目
的
を
い
ふ
と
て
、

ず
ん
切
の
竹
に
と
ま
り

L 
FE 

の
う
れ
ん
の
下
く
ぐ
る
事
い
へ
る
の
ミ
也
。
此
児
此
下
地
荊
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て
、
能
師
に
学
パ
パ
い
か
ば
か
り
の
刊
者
に
か
い
た
ら
ん
。
第

一
い

ま
だ
心
中
に
理
組
な
き
故
也
。
も
し
わ
る
功
の
出
来
る
に
及
ん
で
、

又
い
か
ば
か
り
の
無
理
い
ひ
に
か
な
ら
れ
ん
。
お
そ
る
ベ
し
。」

去
来
は
右
の
よ
う
に
助
愈
の
自
問
の
句
を
激
貸
し
、
こ
の
少
年
の

紫
直
で
作
為
の
な
い
句
作
り
と
内
容
の
新
鮮
さ
に
山
7
Uし
て
い
る
。

次
に
同
年
八
月
に
は
美
波
派
獅
子
門
の
始
祖
で
あ
る
各
務
主
考
が

昨
訪
山
岨
雲
鈴
を
伴
っ
て
沙
明
hγ
の
一戸
を
叩
い
て
い
る
。

文
考
の

「
駄
目
記
」

に
よ
れ
ば
。

J
l

八
日
に
長
崎
を
山
発
し
、

二

十
二
日
に
大
宰
府
に
参
拝
し
二
十
四
日
筑
前
箱
崎
に
附
一一
川
を
訪
ね
、

し
ば
ら
く
問
多
に
滞
在
し
た
。
し
か
る
に
八
月

一
日
訟
病
を
山
い
桂

動
し
四
日
に
体
制
が
不
良
の
ま
ま
五
月
間
に
降
ら
れ
駕
篭
に
揺
ら
れ

て
人
心
地
も
な
く
黒
崎
の
沙
明
日
'
に
転
が
り
こ
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

ホ
識
は
=
一年
も
前
か
ら
支
考
の
来
訪
を
待
っ
て
い
た
の
で
、

早
速

沙
明
平
に
赴
い
た
が
支
考
の
容
体
が
懇
く
そ
の
日
の
閉
会
は
断
念
。

一
方
支
考
は
そ
の
後
の
静
盤
で
回
復
、
十

一
日
に
は
人
々
に
労
ら
れ

な
が
ら
小
倉
に
移
り
、

そ
の
後
円
び
十
五
日
に
以
附
に
一戻
り
水
域
抄

明
と
例
措
の
座
を
持
ち
、

そ
の
時
の
木
楓
苧
で
は

相
川
篭
の
戸
に
山
ま
ず
う
れ
し
鵬
の
戸

支
考

脇
息
に
木
兎

一
羽
秋
さ
む
し

主
考

と
九
紘
一
ん
で
い
る
。

ま
た

「品
目
記
」
に
は
先
に
書
い
た
期
崎
の
芭
烈
援
に
支
考
が
巷

り
師
を
偲
ん
だ
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

元
特
十
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た

「却
の
香
」

人
の
旬
が
次
の
通
り
入
品
し
て
い
る
。

仰
が
す
み
創
出
川
を
み
て
と
る
耐
の
上

牛
窓
の
家
の
白
川
さ
も
容
の
附

鷲
や
楠
の
千
枝
に
と
り
か
か
り

谷
川
ゃ
、
つ
ぐ
い
す
な
い
て
鎚
ニ
サ

姐
ふ
た
ぎ
や
鉢
に
も
え
た
つ
小
き
り
し
ま

城
あ
と
は
去
の
あ
ら
し
や
か
ん
こ
山
口

い
な
事
に
つ
ら
る
、
河
の
蛍
か
な

に
は
筑
，
山
山
崎
の
俳

ク
ロ
サ
キ
助
宜

ク
ロ
サ
キ
染
雫

ク
ロ
サ
キ
沙
問

ク
ロ
サ
キ
ホ
札

沙
I ~J 

ホ
キL

沙
l円

ま
た
一冗
禄
十

一
年
九
月
に
出
化
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た

海
」
上
巻
に
は

百
六
間
飛
出
て
雄
子
の
ほ
ろ
、
か
な

五
六
山
口
の
も
み
ち
ゃ
松
の
の
し

行
と
し
ゃ
木
の
葉
ま
じ
り
の
く
だ
け
炭

身
を
械
に
ひ
ら
む
や
宮
の
み
そ
さ
さ
ゐ

の
句
が
見
ら
れ
、

岡
市
M

の
下
告
に
は

「続
有
償

山訂訂
的
少
年
助
監

筑
v

川
県
崎
水
札

沙
i叫

水
キL
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間
風
の
般
を
た
え
し
て
や
怨
の
み
ね

沙
l則

間
代
に
槻
か
ぬ
eUは
も
ど
る
な
り

ホ
ヰL

と
あ
る
。

他
に
も
芭
砧
没
後
に
編
ま
れ
た
俳
諦
集
へ
の
川
市
崎
俳
人
の
人
集
と

し
て
、
元
禄
九
年
の
風
間
編

「
初
蝉
」
に

ホ

札

沙

明

助

意

一

保

帆

柱

が
。
元
椋
十
年
の
北
枝
編
の

「
喪
町
名
残
」

に
は
ホ
札
。

一
保
が
。
玄
海
編
の
「
huの
道
」
に

は

木

札

抄

明

助

宜

{果

帆
拍
が
。
「梅
桜
」
に
は
庇
干
の
句
が
入
聾
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

見
て
も
、

当
時
黒
崎
に
於
け
る
俳
諦
が
い
か
に
盛
ん
で
あ

っ
た
か
と

言
う
事
と
、

助
軍
少
年
を
は
じ
め
水
札
沙
明
舟
の
照
的
俳
人
の
句

が
、
当
時
の
中
央
俳
一担
の
作
者
逮
の
句
と
比
府
し
伴
ベ
き
水
舶
に
あ

っ
た
事
が
解
る
と
mゅ
う
。

ん丘北
二
年

(一

七
O
五
}

主
浪
派
の
脳
部
科
九
が
ホ

t
I
こ
ま
、

J
1
4
{
 

視
を
た
ず
ね

カ
イ
ト
ッ
テ
目
に
つ
く
物
や
浦
の
月

iI' 
}L 

の
句
を
伐

L

さ
ら
に
享
保
元
年

(月
空

(一

七

一
六
)

{ま

尾
長
の
沢
銘
川

士

が
伊
勢
の
望
外
功
燕
説
を
同
伴
し
て
訪
れ

「筑
前
の
国
民
崎
に
着
、

ホ
組
抄
明
の
二
子
に
野
型
が
下
向
を

侍
れ
て
、

一
目
の
物
怖
に
数
百
盟
の
労
を
消
す
」

蚊
帳
広
し
い
で
や
野
町
夢
山
の
拶

士:

此
街
や
舶
の
拡
耐
の
乾
く
定

燕
説

と
一一円
う
の
が
こ
の
時
の
行
制
的
地

「
凶
闘
山
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
蕗

川
等
が
出
一崎
を
発
ち
直
方
へ
赴
い
た
の
は
五
月
二
H
で
あ
る
が
、
そ

の
時
の
ホ
坦
は
館
別
句
と
し
て

五
月
雨
を
叩
出
す
日
に
わ
か
れ
け
り

本
語量

を
送
り
、

そ
の
時
巷
い
た
歌
仙
の
丘
六
句
と
し
て

蚊
帳
広
し
い
で
や
野
町
事
山
の
芋

削
植
え
も
容
も
共
に
飯
時

水
場

だ
ら
降
の
跡
は
手
際
に
聞
出
し
て

~::t 

説

部
ち
た
釣
瓶
を
あ
ぐ
る
市
口

砂
IY J 

術
師
刊
の
巾
を
遭
込
む
丸
太
船

布1
ItJ 

鮎
の
き
か
り
も
凶
五
の
月

i潤
Ji. 

が
鈍
さ
れ
て
い
る
。

ま
た

大
坂
町
志
聞
野
披
も
「
百
山
」
に
て
山
崎
を
訪
れ
た
事
が

記
さ
れ
て
い
る
。
野
披
は
越
前
稲
井
の
生
ま
れ
で
、

大
技
の
高
津
に

無
明
曜
を
サ
リ
み
、

自
ら
佳
明
庇
向
津
野
々
翁
と
称
L
、
正
株
十
三
年

二

六
九
九
)

日
戸
在
中
に
長
崎
へ
赴
き
、
以
来
九
州
町
山
野
を
昨

- 27 



遊
す
る
こ
と
十
回
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
る
。

以
上
、
黒
崎
を
訪
れ
た
俳
人
及
び
そ
れ
に
依
り
研
鎖
さ
れ
た
地
元

の
他
に
聞
白
い

の
俳
訴
を
紹
介
し
た
が
、
最
後
に
先
の

「芭
班
塚
」

も
の
と
し
て
、

俳
人
迷
が
黒
崎
の
風
景
を
愛
で
て
詠
ん
だ

一
一n
M
」
と
題
す
る
次
の
十
-
一旬
が
成
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
紹
介
し
て
本
航
を
閉
じ
る
事
と
致
し
た
い
。

帆
柱
夏
雲

(
帆
柱
山
)

山県
坊
か
帆
は
し
ら
山
の
夏
の
雲

船
浦
星
祭

(黒
崎
港
市
町
)

打
ち
つ
け
た
星
ま
ち
か
ほ
や
浦
の
宿

中
尚
氏
山
H
H

(洞
海
妙
見
沖
)

な
ら
は
し
ゃ
雌
の
中
の
海
の
応

山
寺
秋
答
L

脇
息
に
木
兎

一
羽
秋
寒
し

葛
嶋
冬
日
(
澗
海
枝
光
沖
)

海
鼠
つ
く
悼
の
夕
日
や
池
か
し
ら

法
林
胡
蝶

(浄
迎
式寸)

捌
か
ほ
に
雌
過
た
る
胡
蝶
か
な

ニ
山
柴
船

(若
松
三
品
)

「鼎
崎
十

宗
国

去
来

依
然

支
考，E {早

つ
み
な
か
ら
柴
舟
さ
む
し
且
干
潟

在
1:/1 

富
山
薄
桜
(
同
凹
宮
)

さ
れ
か
か
る
松
の
木
の
ま
の
さ
く
ら
か
な

当ミ
尉

....'l' 

成
ホ
残
一
当
(
的
木
町
)

な
る
水
や
篠
の
同慨
に
世
春
の
当

帆
H 

乱
級
世
火

(能
手
町
)

ほ
た
る
飛
松
の
は
つ
れ
や
み
た
れ
橋

沙
IY J 

白
竹
田
植

(
陣
山
町
)

ホ
舶
附
鴨
や
し
き
の
下
の
問
植
か
な

水
量乱

蹴
崎
燈
火
(
城
石
町
)

竹
を
焼
火
燐
前
に
み
ゆ
般
の
秋

Wi' 
岐

以
上
で
あ
る
。

文
末
と
な
っ
た
が
本
杭
を
組
め
る
に
当
た
り
香
水
J
正
献
な
ど
を
ご

提
示
頂
い
た
、

浄
蓮
寺
御
住
職
、
心
脊
泰
定
氏
と

vr崎
郷
土
史
研
究
家

萩
原
茂
樹
氏
に
は
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

以
上
。
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エ
ッ
セ
イ

『人
の
出
会
い
と
訣
れ
と
』↑jt 

薮

彦

藤

H

袖
触
れ

(
摺
り
)
合
う
も
他
生
の
縁
“

こ
と
わ
ざ
事
典
に
よ
れ
ば

「人
が
袖
を
触
れ
あ
、
つ
の
も
何
事
か
の

因
縁
に
よ
り
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
」
で
あ
る
と
い
う
な
。
す
な
わ
ち
、

些
細
な
関
係
に
も
す
べ
て
凶
縁
、
つ
な
が
り
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

一
樹
の
陰
一
河
の
流
れ
も
他
生
の
縁
、
と
も
。

側
教
か
ら
来
た
言
葉
で

「今
生
」
に
対
し
て

「他
生

(多
量
と
も

書
く
)
」
と
国
語
辞
典
に
あ
る
。
水
い
川
に
は
た
い
へ
ん
多
く
の
人

逮
と
の
触
れ
合
い
が
あ
り
、

何
等
か
の
恩
恵
を
取
賊
し
て
い
る
。

今
日
失
十
既
先
生
が
亡
く
な

っ
て
も
う
五
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
連
句
へ
の
手
引
き
を
受
け
て
削
も
な
い
頃
、

大
会
に
出
席
す
る

こ
と
と
な
り
、

お
杭
を
し
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、

述
句
懇
話
会
(
連

句
協
会
の
前
身
)

の
第

一
回
の
大
会
は
附
和
五
十

t
年
比

1フ
れ

そ
の
後
芝
の
地
上
寺
に
移
り

(
平
成
四
年
の
第
十
一

回
ま

で

ー
の
間
組
織
を
整
え
述
句
協
会
と
改
称

(
昭
和
六
十
三
年)、

平
成
五
年
比
区
赤
羽
会
館
で
描
十
四
回
ま
で
、
平
庄
八
年

(第
十
五

回
大
会
)

よ
り
神
宮
外
苑
の
日
本
青
年
飢
に
移
り
現
在
に
至
っ
て
い

る。
芝
の
相
上
寺
に
訪
っ
た
の
は
実
は
そ
の
と
き
が
始
め
て
で
、
本
iif 

と
は
別
械
の
講
立
の
椋
な
広
い
和
室
が
印
量
的
。
受
付
に
閉山
ら
れ
た

年
挫
の
方
か
ら
戸
を
掛
け
ら
れ
た
。
「伊
藤
君
じ
ゃ
な
い
の

。
」

こ
れ
が
連
句
に
於
け
る
阿
片
孤
郎

(故
人
)
先
生
と
の
出
会
い
で

し
た
。
先
生
は
満
州
か
ら
の
引
勝
者
で
し
た
。
幾
曲
折
を
経
て
同
じ

S
工
業
に
符
を
世
く
よ
う
に
な
り
、
ど
れ
程
の
年
月
を
御

一
紡
し
た

で
し
ょ
う
か
。
怯
で
わ
か

っ
た
こ
と
で
す
が
、
阿
片
さ
ん
は
総
務
畑

の
官
現
職
待
遇
、

当
方
は
技
術
畑
の
戦
争
仰
り
。
附
当
時
の
流
れ
に

沿
っ
て
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
、

選
ば
れ
て
職
員
組
合

(
他
に

1
日

組
合
が
各
地
の
工
場
怖
に
設
け
ら
れ
た
)
中
央
委
口
長
を
数
年
間
勤

め
た
の
が
先
生
の
印
説
に
伐
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
名
阿
片
久
五
郎

(ひ
き
ご
ろ
う
と
お
読
み
す
る
c

ひ

き

ご

ろ

う
H
瓢

・
郎
か
)。

(怨
話
会
時
代
は
代
表
幹
事
)

初
代
会
長

と
し

て
十

一
年
の
長
き
に
及
ん
だ
。
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私
が
自
む
市
川
市
に
、

『沖
』
が
誕
生
し
て
か
り
却
三
十
三

俳
il; 

年
が
経
つ
。
平
出
先
生
は
、
創
刊
当
時
か
ら
の

γ加
古
な
協
力
者
で
あ

り
同
人
会
長
な
ど
も
っ
と
め
ら
れ
た
。
傍
ら
辿
句
の
普
及
に
も
努
め

ら
れ

現
在

沖
の
同
人
で
述
旬
年
鑑
に
名
を
述
ね
て
凶
る
方
が
何

人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
中
で
も
古

で
「
松
村
武
雄
」
氏
(
故

人

の
名
が
あ
っ
た
。
宇
渡
先
生
を
扶
け
、
述
句
の
方
で
も
活
発
に

動
き
廻
り
、
懇
話
会
当
時
か
ら
会
報
を
手
掛
け
た
と
聞
い
た
。

そ
れ
が
、

い
つ
の
間
に
か
離
れ
て
し
ま
っ
た
。

あ
れ
程
肩
入
れ
出
来
た
「
辿
句
」

で
あ
っ
た
の
に
ど
う
し
た
平
で

あ
ろ
う
。
何
か
あ
っ
た
の
か
?

或
る
日
(
平
成
十
三
年
十
二
月
)
、
朝
日
新
聞
の
死
亡
欄
に
氏
の

名
を
見
付
け
た
と
き
は
正
直
な
と
こ
ろ
吃
的
し
た
。
そ
の
後
、
協
会

報
な
ど
を
正
芯
し
て
見
て
賠
た
が
、

僅
か
に
第

一
二
江口り

(!
日

4

1

発
行
)
、
渋
谷
辺
氏
が
寄
せ
ら
れ
た

一
文

「
巡
ら
ぬ
ひ
と
松

村
武
雄
氏
を
悼
む
」
が
あ
っ
た
だ
け
。

氏
1;1: 

「沖
」

同
じ
宇
説
先
生
の

の
例
会
な
ど
で
よ
く
見
掛
け
、

門
で
は
あ
っ
て
も

「組
」
が
述
う
の
で
滅
多
に
御

一
緒
す
る
こ
と
は

無
か
っ
た
。
辿
句
に
力
を
泊
い
で
く
れ
た
、
そ
の
内
符
に
つ
い
て
、

も
っ
と
よ
く
聞
い
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
、
と
い
、
つ
相
ω
い
。
氏
は
俳
誌

「沖
』

『紫
微
」
の
同
人
に
名
を
辿
ね
、

山当
快
、
乍
勺
計
紺
や
追
悼
特
相
判

が
組
ま
れ
て
い
た
。
何
か
訓
り
切
れ
な
い
も
の
が
残
る
。

後
仁
解
っ
た
こ
と
で
す
が
、
故
松
村
氏
と
現
協
会
組
事
の
臼
杵
跡

川
ん
さ
ん
と
は
知
己
で
あ
っ
た
と
一広
う
。
昭
和
四
十
八
年
頃
と
い
う
か

ら
今
か
ら
三
十
五

六

4
も
，
川
の
広

μ
で
、
お
互
い
間
接
の
世
業
関

係
に
あ
り
、

τ々
発
止
と
や
り
合

っ
た
仲
だ
そ
う
で
、
そ

ヤ羽

t
t、

H
う

一

の
後
幾
星
抑
制
、
俳
句
文
学
館
で
僻
さ
れ
た
大
会
で
再
会
を
架
し
て
陪

ら
れ
た
。
そ
う
し
て
現
今
、
連
句
仲
間
で
一
座
す
る
よ
う
な
こ
と
が

出
来
た
な
ら
、
司
考
え
る
と
想
像
は
限
り
な
く
羽
抑
く
。

下
町
迎
句
会
主
宰
の
伊
藤
哲
千
さ
ん
も
こ
ん
な
お
稲
を
し
て
下
さ

ョ
た
。

品
東
区
大
品
と
い
う
、

山
岡
山
ピ
ル
昨
の

一
角

哲
子
さ
ん
は
、

に
お
甘
い
で
す
が
、

何
と
同
階
の
お
隣
り
同
士
に
私
の
学
友
が
住
ん

で
応
る
こ
と
を
報
ら
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

A
相
で
す
。
工
業
年
校

の
建
築
制
州
で
五
骨
粗
を
学
ん
だ
同
級
生
で
、
そ
の
後
、
ク
ラ
ス
九
五
埠

で

一
、
二
度
会
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、

く
ら
い
の
述
い
有
布
で
、
年

引
状
だ
け
の
お
付
合
に
な
っ
て
陪
り
ま
し
た
。

「人
間
紙
の
如
し
」
の
刊
今
で
す
が
、

流
布
は
下
町
、

E
Fき
'
u

f
一一

;

t

の
お
人
柄
に
も
撚
る
の
で
し
ょ
う
が
、
奥
さ
ん
同
士
の
古
川
の
中
か
ら
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類
似
占
が
見
つ
か
っ
た
様
で
す
。

昭
和
十

一
年
と
い
え
ば
二

一

一
六
事
刊
が
あ
り
、

大
手
町
に
第

一

生
命
ピ
ル

(桂、

G
H
Qの
本
部
が
世
か
れ
た
ピ
ル
}
却
が
第
遣
さ

れ
た
年
の
夏
、
気
の
合
っ
た
も
う

一
人
の
友
人

(I
君
)
と
三
人
で

赤
城
山
ヘ
キ
ャ
ン
プ
に
出
掛
け
ま
し
た
。
車
能

「大
山
々
」

で
屯
車

を
捨
て
、
五
都
や
ら
二

三

日
分
の
立
制
を
詰
め
た
リ
ュ
ッ
ク
を
苛

負
い
絞
り
は
じ
め
ま
し
た
。
山
居
峠
党
満
川
を
経
、
大
沼
の
ほ
と

り
小
む
ヶ
ぬ
に
一主
っ

た
も
の
で
す
。
放
牧
さ
れ
た
町
内
や

4
、
小
山
品
述

の
市
ヘ

蝉
時
間
な
と
が
魁
り
ま
す
。
大
沼
の
木
で
炊
飯
な
ど
今
で
は

と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

「

I
君
」

は
終
戦
以
前
か
ら
音
信
不
通
で
す
。

A
君
と
は
ま
だ
再
会
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
全
く
人
の
縁
と
い
う

も
の
は
、
川
か
い
も
か
け
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
繋
が
っ
て
ゆ
く
も
の
の
よ
う

で
す
。

今
年
は
私
も
宇
雄
先
生
の
没
年
に
述
し
ま
し
た
。
連
句
で
は
各
地

の
大
勢
の
方
た
ち
の
御
縁
を
蹴
き
、
市
雄
い
こ
と
で
す
。
身
の
廻
り

を
少
し
仙
特
同
盟
し
た
方
が
い
、
か
な
、

等
考
え
ま
す
が
仲
々
思
う
よ
う

に
は
幸
り
ま
せ
ん
。

ぷ
人
台
お
ろ
せ
ば
叩
ち
反

也
和
さ
ん
の
仰
一百
る

古
4

と
は
と
て
も
と
て
も
の
心
境
で
す
。

せ
め
て
足
腰
の
弱
ら
ぬ
う
ち
に
、
出
来
る
だ
け
出
掛
け
て
行
主
、

邪
蹴
に
一
な
ら
ぬ
程
度
に
御
縁
を
前
賊
し
て
遡
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
は

な
か
ろ
う
か
、
司
と
思
っ
て
居
る
川
今
で
す
。
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エ
ッ
セ
イ

詩
趣
と
科
学
と
雑
感
と

阪

男

111 

辿
句
鑑
賞
の
機
会
が
附
へ
る
に
つ
れ
、

円以
近
と
み
に
H
A
に
な
る
こ

と
が
あ
る
。
去
り
嫌
い
を
中
心
と
し
た
式
日
は
勿
論
、
時
山
川
、
転
じ
、

山
場
、
新
し
み
と
去
っ
た
僻
趣
に
日
む
芸
術
性
が
強
附
さ
れ
る
余
り

に
、
事
実
性
の
配
慮
に
欠
け
る
と
思
は
き
る
を
伴
な
い
刊
品
が
多
い

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
配
慮
す
れ
ば
解
決
出
来
る
こ
と
で

あ
る
の
か
も
問
題
で
あ
る
。
国
文
学
の
専
門
家
で
も
俳
諦
の
宗
匠
で

も
な
い
私
が
誌
而
を
縦
い
た
こ
の
機
会
に
、
日
頃
感
じ
て
ゐ
る
こ
の

事
築
確
胞
の
欠
如
に
つ
い
て
、

4
H凡
を
認
め
る
こ
と
を
お
問
し
願
ひ

.. 
、
。

f
b
 

ー
事
実
確
認
|

今
の
時
代
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
日
記
を
百
く
人
は
多
い
の
で

は
な
か
?
っ
か
。

ト
'1 

二
十
年
と
計
き
続
け
た
と

き
う
な
る
と
、

こ
ろ
で

ど
の
加
が
、

何
回
川
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
か
な
ど
と

ど
こ
で
、

云
ふ
こ
と
は
、

は
た
ち
ど
こ
ろ
に
知
る
こ
と
が
山
来
る
。
名
制
で
あ

れ

れ
、
そ
の
朋
聞
を

一
覧
し
、

一一目
葉
を
通
し
て
、
自
ら

の
人
生
を
概
観
す
る
こ
と
が
、

誰
で
も
出
来
る
時
代
と
な
っ
た
。

手
一
正
に
、

勝
峯
官
民
編

(
附
和
六
年
、
春

『新
編
芭
裕

一
代
集
』

肱
川
口
刊
)
と
、
宇
田
零
雨
若

『芭
和
叫
川H
叫
』

背
土

ご

九
八
四
年
、

社
刊
)

と
が
あ
る
。

資
料
そ
の
も
の
に
山
来
す

有
妓
の
扱
ひ
な
ど
、

る
胤
雄
さ
も
あ
ら
う
が
、

分
知
や
盤

mに
代
や
し
た
時
間
を
巴
は
ず

に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。

H
に
生
雌
を
仰
附
し
た
労
円
で
あ
る
。
二
人
的
先

述
の
時
代
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
っ
た
な
り
ぱ
、
資
料
を
イ
ン
プ
ッ
ト

L

た
時
出
で
、
用
例
一
党
が
で
き
上
が
る
。
こ
の
短
縮
さ
れ
た
時
附
は
、

一
方
で
は
資
料
作
成
中
の
思
考
考
察
の
機
会
を
臨
時

T
」
と
を
意
味

す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
だ
か
ら
と
去
っ
て
、
今
後
パ
ソ
コ
ン
が

仰
は
れ
な
く
な
る
と
去
ふ
こ
と
は
、
も
う
あ
り
仰
な
い
。

き
て
、
何
気
な
く
聞
い
た

『也
和

一
代
集
』
文
章
仰
の

一
ペ
ー
ジ

ふ
ら
す
こ
と
云
ふ
文
字
が
日
に
入

っ
た
。
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ふ
ら
す
こ
の
み
え
す
く
空
に
誘
附
れ
て

(
武
蔵
十
歌
仙
)

ム寸
、

フ
ラ
ス
コ
と
去
へ
ば
、
も
っ
ぱ
ら
化
学
実
験
に
使
ふ
あ
れ
で

あ
る
。
し
か
し
、
芭
昨
日
は
化
学
実
験
を
目
躍
し
た
の
だ
ら
う
か
。『
広

昨
苑
」

こ
ま
、

』

l

フ
ラ
ス
コ
は
「
凶
洋
風
の
白
の
長
い
ガ
ラ
ス
製
の
徳

利
」
と
あ
る
ロ
芭
植
の
ふ
ら
す
こ
は
こ
れ
で
あ
ら
う
か
。
職
業
柄
、

些
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

也
知
世
は
、
こ
の
放
瑚
駄
に
何
を
入
れ
た
の
だ
ら
う
か
。
芭
植
は
お

摘
に
厳
し
か

っ
た
ゃ
う
だ
。
有
名
な
「
会
式
」
に
、

又
日能

食
能
茶
あ
る
に
ま
か
せ
よ

酒
凱
に
及
事
な
か
れ

行
脚
錠
に
、

一
、
姉
ん
で
酒
を
呑
べ
か
ら
ず
。
髭
憾
に
よ
り
悶
乱
し
が
た
く
ば

微
闘
に
し
て
止
ム
ベ
し
。
乱
に
此
ば
ず
の
い
ま
し
め
あ
り
。
門小

に
、
も
ろ
み
を
則
る
も
酔
る
を
制
て
な
り
。
酒
に
遠
ざ
か
る
訓

あ
り
、
興
や
。

何
故
、
酒
の
用
心
を
門
人
た
ち
に
こ
ん
な
に
も
説
く
の
で
あ
ら
う

か
。
門
人
た
ち
の
呑
み

つ
ぶ
り
が
、
心
配
だ

っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、

芭
相
自
身
が
嘗
て
測
で
し
く
じ

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
こ

で

『芭
桁
刊
山
梨
』

あ
る
は
、

を
頼
り
に

「例
」
の
頃
を
見
る
と
、

あ
る
は
、
八
」
l

八
。
容
器
凶
辿
を
拾
っ
て
見
る
。

か
ぜ
吹
ぬ
駄
の
円
瓶
に
淵
な
き

u
(
弘
、
の
目
、

山民
売
の
の
巻
)

底
ま
で
し
み
る
土
器
の
さ
け

(は
つ
白
独
吟
)

米
は
孤
に
湖
は
徳
利
に
満

{蓬
来
品
、

移
巴
拙
…
辞
)
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瓶
に
は
金
属
製
や
陶
器
製
も
あ
る
。
し
か
し
、

ガ
ラ
ス
製
の
土
保

と
云
ふ
の
は
無
理
。
ま
た
、

ガ
ラ
ス
製
の
徳
利
も
あ
ら
う
が
、

庶
民

の
徳
利
は
陶
得
製
か
磁
器
製
。
と
、
云
ふ
訳
で
「
か
ぜ
吹
ぬ
」

σ〉
11t 

後
の
句
を
当
っ
て
見
る
。

オ
l剖鶴

見
る
ま
ど
の
円
か
す
か
な
り

Jl!J' 
ホ

か
ぜ
吹
ぬ
秋
の
日
甑
に
紺
な
き
日

芭
イtt

萩
織
る
か
さ
を
市
に
振
す
る

羽
笠



つ
い
で
に
、

は
つ
訂
独
吟
百
却
を
見
る
。

四
の
折
九

一
さ
し
と
ね
相
干
す
す
む
る
白
拍
子

底
ま
で
し
み
る
j
加
の
さ
け

折
々
に
風
吹
通
す
単
眼
の
限

白
拍
子
と
く
れ
は
、
や
は
り
土
慌
が
宜
し
い
。
鶴
を
見
る
ま
ど
は

政
璃
窓
で
は
あ
る
ま
い
。
か
す
か
な
る
月
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
か
ぜ
吹

ぬ
日
の
淵
胤
は
披
哨
製
、
す
な
わ
ち
、

品
ら
す
こ
に
は
淵
が
人
る
こ

と
も
あ
っ
た
の
だ
、
と
納
得
す
る
は
ず
だ

っ
た
。
念
の
た
め
、
も
う

一
度

『芭
町
民
詩
集
』
を
見
る
と
「
ふ
ら
す
こ
の
」
の
句
は
武
蔵
」l
歌

仙
、
塩
に
し
て
も
の
巻
と
あ
る
。

言
拒

一
代
集
」

再
度
は

連
句
日

に
あ
た
る
。

オ
六

高
う
吹
出
す
山
の
私
胤

イ長
澄

ふ
ら
す
こ
の
み
え
す
く
空
に
錫
附
れ
て

15 
桃

泊
な
に
な
に
主
ぞ
な
だ
る
る

'イ手
is 

と
あ
る
。
し
ま
っ
た
、
油
だ
!

な
ん
だ
、

こ
っ
ち
を
先
に
当

っ
て

お
け
ば
却
く
済
ん
だ
も
の
を
。
こ
の
巻
の
発
句
は
、

砲
に
し
て
も
い
ざ
こ
と
づ
て
ん
郁
山

相l

校
拶
句
で
あ
る
。
京
都
の
鈴
本
格
祇
が
、
松
山
見
物
の
帰
路
の
造

中
に
江
戸
に
立
ち
答
り
、

歌
仙
十
巻
を
出
世
し
た
中
の
古
桃
山
庄
三
巷

の
内
の

一
巻
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
文
化
の
成
執
し
た
京
都
の
こ

と
。
日
民
に
は
珍
し
い
破
璃
聡
に
、

も
う
延
主
六
年
以
前
に
油
を
人

れ
て
使
っ
て
い
た
の
だ

っ
た
。

実
証
性
の
欠
如
の
即
悶

か
く
し
て
、

た
ま
た
ま
目
に
し
た
気
に
な
る
訴
は
、

解
決
し
た
訳

ど
が

こ
の
や
う
に
、
当
時
は
ど
う
だ
つ
た
の
だ
ら
う
か
、
本
当
だ

?
っ
か
と
、
私
の
浅
学
割
才
は
勿
論
隠
し
ゃ
う
も
な
い
が
、
V
M
を
傾

げ
る
や
う
な
付
句
に
出
会
ふ
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
c

今
日
の
辿
旬
鑑
抗
で
は
、

式
目
は
際
巾
ん
の
時
山
に
よ
っ
て
梓
ら
う

も
の
で
あ
る
か
ら
、

常
識
の
純
凶
内
で
あ
れ
ば
、

す
な
わ
ち
述
句
の

特
徴
の

一
つ
で
あ
る
逆
逃
判
的
防
止
に
配
泌
が
な
さ
れ
て
ゐ
れ
ば
、

か
つ
て
の
談
林
の
轍
を
踏
む
こ
と
は
な
く
、
大
方
は
首
目
さ
れ
る
で
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あ
ら
、
っ
。

詩
趣
の
有
無
も
迎
句
鑑
賞
の
際
の
最
優
先
事
項
で
あ
る
。
後
段
に

述
べ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

な
っ
て
以
来
、
辿
句
復

興
に
腐
心
す
る
今
日
で
は
、

「
詩
情
が
拒
い
」

述
旬
刊
品
に
と
っ
て

と
は

致
命
的
な
暇
抗
と
者
倣
さ
れ
る
。

捌
の
不

詩
仙
の
欠
如
は
、

注
意
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
深
刻
さ
を
も
っ
。

一
陸
連
衆
の
辿
帯
百
世

と
ま
で
云
は
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

山山到
底
の
気
の
配
り
は
、

式
日
以

上

「新
し
み
」
と

「詩
趣」

そ
の
結

に
捌
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

果
、
珍
し
い
言
葉
町
採
取
、
而
白
い
内
容
の
強
要
、
和
漢
京
商
務
文

芸
の
換
廿
符
胎
に
走
る
あ
ま
り
、
事
実
確
認
が
疎
か
に
な
る
こ
と
去

ふ
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

一
座
建
立
の
新
た
な
な
義
|

今
日
の
連
句
で
は
、

一
座
建
立
は
建
て
前
に
過
ぎ
な
い
。
即
興
の

場
の
緊
践
と
緩
和
の
醍
醐
味
は
当
意
即
妙
の
知
的
遊
戯
に
後
退
し
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
原
悶
は
、

-Z
ふ
迄
も
な
く
遠
隔
伝
達
を
可
能
に
し

た
市
山
偏
や
フ

7
y
ク
ス
、
屯
子
メ

l
ル
等
の
通
信
手
段
の
狩
典
的
速

肢
の
発
達
に
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、

そ
の
昔
、

二
十
日
以
上
を
型

L

た
京
都
・
白
戸
川
の
往
来
が
、

今
日
で
は
一二
時
間
足
ら
ず
に
観
締
し

た
こ
と
も
続
典
的
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
私
た
ち
を
逆
ぷ
輸
送
手

段
の
発
達
は
、

一
座
建
立
の
持
続
の
開
動
力
に
は
な
っ
て
ゐ
な
い
や

う
で
あ
る
。

一
座
は
、事
実
世
の
確
認
が
な
さ
れ
る
坊
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

色
々
な
話
題
が
出
さ
れ
、
材
々
の
解
釈
が
抜
離
さ
れ
、

矛
問
山
、
は
正

さ
れ
、
自
ず
か
り
事
尖
雌
誌
が
な
さ
れ
る
機
会
が
存
在
す
る
。
当
然、

去
り
蛾
い
を
始
め
新
し
み
や
転
じ
、
詩
趣
と
去
っ
た
表
現
に
関
す
る

こ
と
も
五
い
の
了
解
の
前
に
雌
認
が
完
了
す
る
。
現
在
の
迎
句
集
刊

の
多
く
は
、
相
当
金
努
力
の
果
て
に
こ
れ
ら
の
隙
誌
が
保
証
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

科
学
と
事
主
蹄
認

有
疑
で
は
あ
る
が
、

『一

梨
県
』
泣
叫
附
の
部

(H五
条
)

湖
中
の

上
技
は
七
日
八
日
頃
の
月

下
弦

H
-一三
夜
頃
の

H

を
也
被
の
言
葉
と
し
て
学
げ
て
ゐ
る
。
当
時
、
こ
の
や
う
な
こ
と
を

断
は
る
理
山
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
う
か
。
『広
間
附
兆
」

{ま

上
弦
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は

「新
月
か
ら
満
月
に
至
る
問
の
半
月
」

と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
後
段
で
「
太
陽
暦
で
毎
月
七
日
八
日
頃
に
当
る
」
と
述
べ
る
。

前
者
は
天
文
学
の
解
釈
と
し
て
正
し
い
が
、
後
者
は
芭
技
法
活
に
重

な
る
。
こ
れ
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い
で
あ
ら
う
か
。

上
弦
の
月
と
-E
へ
ば
、

述
句
で
は
除
問
七
日

・
八
日
出
引
の
月
に
限

る
と
教
へ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
と
も
、
弦
の
限
り
方
と
し
て
は

除
暦
七
日
八
日
頃
と

H
-一一二
日
引
が
最
も
美
し
く
詩
情
を
寄
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
教
へ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
と
も
に
半
月
の
頃
で
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
下
弦
の
条
は
、
こ
と
に

「夜
頃
」
と
断
わ
っ
て

ゐ
る
。
同
じ
半
月
で
も
、

上
弦
は
夕
方
に
南
中
し
、
下
弦
の
市
中
は

早
初
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

人
の
目
に
触
れ
る
機
会
は
上
弦
の
月

が
能
る
。
下
弦
の
月
は
、

む
し
ろ
朝
月

昼
月
に
印
艶
が
残
る
。
所

間
惚
け
た

(
来
け
た
)
月
で
あ
る
か
ら
、

除
暦
甘
一一
三
日
間
引
の

H
が

美
し
く
蝉
く
の
は
夜
頃
も
夜
頃
、
深
夜
と
な
る
。
そ
う
な
る
と

「夜

頃
」
の
定
義
も
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
を
寝
る
ま
で
の
時
間
と
す
る

と
十
六
夜
、
立
待
、
屑
待
、
臥
待
、
直
待
、
と
名
の
あ
る
月
の
果
て

に
H
三
夜
の
月
を
世
〈
下
弦
の
充
実
ぷ
り
は
、
日
常
と
し
て
矧
ら
れ

る
事
誕
よ
り
も
、

大
け
て
ゆ
く
中
に
佐
び
し
さ
の
干
感
を
も
愛
で
よ

う
と
す
る
古
人
の
な
思
を
感
じ
る
。
す
な
わ
ち
、

わ
づ
か
一一
条
町
中

に
事
実
(
時
間
附
係
)
と
詩
制

(芸
術
叩
)
を
教
へ
て
ゐ
る
と
し
て

よ
い
だ
ら
う
。
当
時
、
こ
の
や
う
な
こ
と
を
断
は
る
理
由
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
い
つ
か
、

浮
世
絵
に
姉
か
れ
た
月
が

「三
日
月
」
と
断

わ
り
昨
き
が
あ
り
な
が
ら
下
弦
の
月
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と

が
あ
る
。
芸
術
ょ
の
嘘
で
あ
る
。
山
間
情
で
あ
る
。
述
句
に
も
成
椛
は

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
絵
聞
と
迫
ひ
、

述
旬
は

H
M
M
H泊

を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
と
述
、
つ
こ
と
は
避
け
一
な
け
れ

ば
一
な
ら
な
い
。
連
歌
と
俳
請
の
辿
歌
の
興
な
る
所
以
で
あ
ら
う
。

一
止

臼

三
共
編
の

『む
つ
の
ゆ
か
り
』
垣
宝
古
川
年
に
、
附
旬
の

心
得
と
し
て
、

一
、
天
龍
附
雲
寺
は
力
を
入
れ
て
句
赴
小中

と
あ
る
。
私
に
は
、

天
文
事
訟
に
つ
い
て
は
自
然
の
な
す
こ
と
放
に

人
知
が
及
ば
な
い
の
だ
か
ら
、

よ
く
よ
く
心
を
砕
い
て
作
句
し
な
さ

い
と
、
芭
蕉
さ
ん
は
教
へ
て
く
れ
て
い
る
や
う
に
思
は
れ
て
仕
方
な

い
。
私
た
ち
は
、

『俳
荷
担
歌
画
質
集
」
記
載
の
芭
桔
翁
の
有
名
な

こ
と
ば
と
叫
せ
て
、

よ
〈
よ
く
味
わ
う
必
型
が
あ
う
っ
。

俳
諦
を
い
た
づ
h

，
事
と
mu
ふ
な
よ
。
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う
き
世
の
さ
ま
を
う
っ
す
こ
と
の
は

こ
の
歌
を
深
く
信
じ
た
祇
徳
は
、
多
く
の
門
人
に
件
き
送
っ
た
と

-E
、ヮ
。

詩
趣
大
事
の
困

申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
俳
諾
の
祖
と
称
さ
れ
る
山
崎

宗
鑑
や
荒
木
田
守
武
が、

辿
歌
か
ら
俳
詩
が
独
立
す
る
機
巡
を
作
つ

た
の
は
室
町
時
代
後
別
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
続
く
安
イ
桃
山
時
代
を

合
的
て
、

松
氷
点
徳
や
凶
山

'm凶
が
川
印
刷
す
る
白
戸
時
代
初
期
ま
で

の
間
は
、

俳
時
耐
の
揺
較
時
代
と
も
云
へ
ゃ
う
が
、

資
料
に
乏
し
い
時

代
で
あ
る
。
正
保
-
一年

『ひ
そ
め
草
』
は
、
次

二
六
凶
五
年
)
σフ

の
や
う
に
云
っ
て
ゐ
る
。

人
の
言
へ
る
を
聞
け
ば
、
こ
の
ご
ろ
世
J
の
も
て
あ
そ
び
に
俳
諦

こ
と
の
ほ
か
流
行
る
と
い
ふ
。

述
枇
に
か
は
り
、
何
山
中
に
も
広

く
百
ひ
山
せ
る
ま
ま
、
よ
き
琵
句
な
ど
も
あ
ま
た
訂
ひ
よ
か
る
ら
ん

と
人
も
巴
ふ
ベ
け
れ
ど
す
く
れ
た
る
心
的
に
は
知
ら
ず
、

掛
か
な
る

口
に
て
は
な
か
な
か
有
る
べ
か
ら
ず
。

芭
杭
が
生
ま
れ
た
正
保
元
年
は
覚
、
水
二
イ

一
年
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
は

立
水
年
間
に

「連
歌
に
代
は
る
古
都
遣
い
の
白
山
な
新
し
い

辿
歌
」
が
広
く
定
ι
訂
し
て
ゐ
た
こ
と
を
草
昧
し
て
ゐ
る
。
お
栴
十

Hm

の
っ
と
し
て
、

あ
る
ゐ
は
祁
去
の

-
っ
と
し
て
の
俳
慨
が
、
日
附

や
芭
熊
が
目
立
場
す
る
以
前
に
、

既
に
仙
川
ぶし
て
ゐ
た
と
云
ふ
こ
と
で

あ
ら
う
。
当
時
の
人
々
は
、

伝
統
的
な
述
散
と
俳
請
の
迎
歌
と
を
ど

の
よ
う
に
拠
え
て
い
た
の
だ
勺
う
か
。

記
憶
を
辿
れ
ば
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
、

ア
レ
ピ
児
た
さ
に

在、

は

初
め
て
秋
輩
出
に
行
主
、

口
い
臨
め
た
部
品
で
、

徹
夜
で
技

揃
車
山
田
科
的
先
せ
と
テ
レ
ビ
を
組
み

tuて
た
。
で
き
J
が
っ
た
も
の

は
、
ピ

l
ピ
!
と
発
信
す
る
代
物
で
は
あ
っ
た
が
、

と
も
か
く
も
映

像
と
音
声
は
山
た
c
今
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
テ
レ
ビ
が
あ
り、

パ
ソ

コ
ノ
が
あ
り
、
館
山
骨
屯
話
が
あ
る
。
そ
の
や
う
な
時
代
仁
詩

が
テ
レ
ビ
の
映
る
原
聞
や
慨
刷
輔
の
日
組
を
知
り
た
い
と
川
ぞ
み
だ
ら
う

か
。
そ
れ
と
川
じ
ゃ
う
に
、

「
こ
と
の
ほ
か
俳
備
を
流
行
ら
せ
た
」

当
時
的
人
々
に
は
、

伝
統
的
辿
歌
と
俳
品
川
と
の
対
比
は
立
総
し
て
ゐ

な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

H
前
町
新
し
い
芸
能
を
裂
し
む
だ

吋
で
は
な
か
っ
た
だ
ら
う
か
。

一
七
回
紀
初
頭

の
俳
請
の
宗
匠
と
呼
ば
れ

(
元
和

立
氷
年
間
)
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る
人
々
と
、

俳
聖
芭
蕉
を
待
た
元
禄
以
降
の
人
々
と
は
決
定
的
な
述

ひ
が
あ
る
ら
し
い
。
諸
芸
か
持
芸
術
か
。
も
は
や
、

芭
立
以
降
の
俳

詩
宗
匠
は
、
連
歌
の

「柿」

「俗
」
を
主
総
す
る

に
対
す
る
削
請
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
代
は
り
に
、
俳
諦
の
迎
歌
を
詩
芸
術
に
昇
華
し

た
芭
烈
飾
帯
の
本
質
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
各
務
支
考

は
、
元
緑
十

一
年

(
一
六
九
八
)
刊
の

『続
五
論
」
に
-Z
ふ
。

俳
措
と
い
ふ
に
三
あ
る
べ
し
。
華
月
の
風
流
は
風
雅
の
林
也
。
お

か
し
き
は
俳
請
の
名
に
し
て
、
淋
し
き
は
風
雅
の
実
な
り
。
こ
の
三

物
に
且
ば
ざ
れ
ば
世
俗
の
た
だ
震
と
な
り
ぬ
ベ

L
。
詩
と
い
ひ
散
と

い
ふ
俳
請
は
高
下
の
慌
を
も
ら
す
こ
と
な
し
。

草
保
四
年
(
一
七

一
九
)

『俳
論
十
論
』

σ〉

で
は

お
か
し
き
は
俳
賠
の
名
と
し
る
べ
く
、

さ
び
し
き
は
印
刷
靴
の

件
と
し
る
べ

L

と
、
俳
請
の
本
質
を
「き
び
し
み
」
と
し
、
そ
れ
を
正
風
と
な
し
た
。

こ
の
時
点
で
、

俳
踏
の
対
晶
は
眼
前
の
事
物
の
事
実
か
ら
む
説
的
見

実
に
選
移
し
た
。
こ
の
風
は
、

一
方
で
は
今
日
も
継
承
さ
れ
て
ゐ
る

こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
継
車
は
時
代
述
拍
抑
制

の
中
で
な
さ
れ
た
も
の
で
一
な
い
こ
と
も
耶
笑
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
現
代
連
句
の
復
興
が
量
一世
な
の
で
あ
る
。
辿
句
人
が
噌
え
、
あ

る
い
は
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
は
大
変
結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、

何
を
継
承
し
た
の
か
の

現
代
連
句
の
復
興
は

先
が
長
い
。
ギ
リ
ン
ヤ
へ
の
単
な
る
回
帰
復
興
で
は
な
か
っ
た
ヨ
l

ロ
ッ
パ
ル
ネ
y
サ
ン
ス
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

E
に
そ
れ
を
政
一
刑
す
れ
ば
、
辿
句
復
興
を
馴
ふ
今
日
の
俳
諦
の
本

目
を
何
処
に
定
め
る
か
は
、
私
た
ち
に
突
き
付
け
」
つ
れ
た
諸
刃
の
刃

で
あ
る
に
逃
ひ
な
い
。
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平
成
十
四
年
の
述
句
界

土

実

日目

屋

平
成
十
四
年
は
連
句
協
会
発
足
-
一十
三
年
目
に
当
り
、
全
国
各
地

の
連
句
活
動
は
益
々
活
発
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
第
一
と
し
て
、

二
月
に
刊
行
さ
れ
た

『現
代
述
句
集

E
』
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
協
会
発
足
十
周
年
を
記
念
し
て
括
刊
さ
れ
た

『現
代
辿

句
品
』
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
辿
句
界
二
十
年
の
日
比
跡
を
辿
る
の
に

械
に
裂
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
苛
脱
道
具
巡
御
千
百
年
と
い
う

こ
と
で
、
東
西
二
つ
の
行
耶
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
特
鍛
に
価
す
る
。

一
つ
は
東
京
屯
戸
天
神
で
行
わ
れ
た
正
式
俳
訴
の
興
行
で
あ
り
、
も

う

一
つ
は
大
阪
天
満
宮
で
行
わ
れ
た
法
事
述
句
千
百
制
奉
納
大
会
で

あ
る
。
後
書
は
約

一
年
を
か
け
て
海
内
海
外
の
辿
句
人
に
呼
び
か
け

て
付
け
廻
し
を
行
っ
た
も
の
で
、

三
百
五
十
年
，
川
町
加
山
戸
市
凶
の
万

句
興
行
に
匹
敵
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
各
地
で
行
わ
れ
た
連
句
行
事
は
止
一
目
的
去
を
害
叩
e

さ
れ
た

ぃ
。
刊
日
間
公
募
を
行
っ
た
大
会
が
昨
年
よ
り

一
つ

m
L七
と
な
っ
た

の
も
心
強
い
限
り
で
あ
る
。

「迎
句
年
鑑
」
は

iL 

十
凶

4
版

ま
た

-こ
E
T
F
1
、
3

・

F
l
y
J
f
z
d
f
A
H
 

num数
は
二
百
三
4
八
巷
と
同
年
比
九
在
の

減
と
な
っ
た
が
、
そ
の
形
式
は
長
短
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
が
且
り
れ

た
。
新
制
数
は
二
百
三
1
じ
で
五
グ
ル
ー
プ
附
加
し
て
い
る
。

ま
た
、

日
中
連
句
研
究
会
が
同
日
間
に
わ
た
り
愛
知
山
中
攻
、
拡

花
学
凶
大
半
、

国
士
制

K
F午、

深
川
芭
強
記
念
館
町
名
所
で
行
わ
れ

た
こ
と
も
連
句
の
国
際
化
に
貢
献
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
辿
句
関
連
の
出
版
物
で
あ
る
が
、
一耐
一
則
真
空

『地
球
述
句

を
事
し
も
う
』
、
品
協
山
〈
彦

『也
恨
の
K
M
法
辿
句
と
い
う
コ
ミ
ユ

-
ケ
|
ン
ヨ
ン
』
、
『叫
般
山
峨
陥
町
平
川
川
昨
仙
叫
』
、
也
仏
i

伐
部
出
版
会

編

『巴
似
夜
泌
』
、
川
辺
虫
干

『武
王
川

と

く

と

く
山
本
』

川
柳
町
世
界
、
迎
理
会
編

「文
和
千
旬
式
日

一
覧
』
、
今
泉
準

一

「注
解
也
世
間
翁
終
詩
記
』
、

『芭
組
経
雌
子
」
、

別
所
真
紀
子

、
ド1
i
 

e
川

as千
M
M

可

『式寸
川
山
拠
出
回
と
連
句
』
な
ど
が
あ
っ
た
。

止
に
辿
旬
刊
け
川
県
且
び
雑
誌
で
あ
る
が
、
『酬明拘
」
ロ
目
、

「れ
き

お
ん
』

6
7
8
9
1
t
 

3
3
3
3
4
 
郎
心
辿
句
会

『

-
0
0

4
作
品
出
』
、
『出

十
三
回
全
間
連
句
新
庄
大
会
刊
品
品
』
、
『凶
木
歌
仙

五
円
『
干
町

迎
句
集
』
、
同
氏
文
化
照
ぐ
ん
ま

「実
門
会
門
口川
県
」
、
千
代
の
会
福

「治
中
六
歌
仙
」
、
『猫
説
会
的
品
集
班
』
、
中
央
連
句
会
編

『連
句
作

- 39ー



品
集
円

高
木

一
恵
句
集

『馬
の
干
に
』
、
く
の
い
ち
迎
句
会
編

『六

ァ
プ
を
し
て
下
さ
っ
た
、
小
松
崎
爽
背
さ
ん
、
そ
し
て
十
二
月
三
十

歌
仙
花
の
さ
き
が
け
』
第
十
娘
、
伊
勢
原
辿
句
会
編
『連
句
集
』
、
『さ

一
日
に
は
元
会
長
を
務
め
ら
れ
た
大
林
仙
平
先
生
を
失
う
こ
と
と
な

く
ら
平
連
句
会
作
品
集
位
』
、
『侠
口
』
第
七
号
、

っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
御
冥
福
を
お
祈
り
巾
L
上
げ
る
。

「俳
論
彩
の
図
』
、

第
切
回
芭
誕
祭

「献
詠
句
集
』
、
辿
句
集

「、
つ
ぶ
す
な
の
杜
抄
』
、
連

句
集

「転
名
|
現
代
辿
句

一
端
」
、
他
品
迎
句
悲
話
会
報

『
ロ
1
タ

ス
」
等
々
応
接
に
い
と
ま
の
な
い
程
で
あ
っ
た
。
雑
誌
も

『く
さ
く

き
』
「
あ
し
た
」
『
白
燕
」
『
丹
想
」
『
獅
子
肌
』
『
筑
波
」
『
か
ぴ
れ
』

『俳
設
按
心
」
『
摩
天
楼
』
『
ね
こ
み
の
通
信
』
帯
多
彩
で
あ
っ
た
c

ま
た
こ
の
年
の
鹿
市
干
の
第

一
は
獅
子
門
道
統
第
四
」
I
世
を
伊
藤
白

雲
氏
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
六
月
二
日
に
立
机
式
が
古
式

泣
か
に
挙
行
さ
れ
た
。
辿
句
の
向
上
と
苦
互
に
議
々
の
活
動
を
願
つ

て
止
ま
な
い
。

し
か
し
ま
た
、
辿
句
界
に
尽
さ
れ
た
筒
先
訟
の
物
故
も
多
か

っ

た
。
品
川
割
以
連
句
の
発
展
と
芭
蕉
祭
へ
の
述
句
参
加
に
尽
力
さ
れ
た
恒

同
成
弥
さ
ん
、
国
民
文
化
祭
の
か
が
わ
、

ひ
ろ
し
ま
、
と
っ
と
り
の

成
功
に
生
命
を
削
っ
て
下
さ
っ
た
枝
川
山
陽
行
さ
ん
、
俳
諦
誌

『杏
花

村
』
を
百
号
ま
で
発
行
し
、
辿
句
懇
話
会
の
代
表
幹
事
を
さ
れ
、
現

代
連
句
の
帽
を
拡
大
さ
れ
た
、
わ
だ
と
し
お
こ
と
村
野
夏
生
さ
ん
、

長
年

『か
び
れ
』
を
主
宰
さ
れ
、
協
会
名
誉
会
員
と
し
て
ハ
ァ
ク
ア

- 40← 
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秋

の

蚊

や

図

性

舶

に

あ

る

小

附

り

机

に

残

る

コ

ス

モ

ス

の

蒜

兎

等

は

月

の

え

く

ぽ

で

か

く

れ

ん

ぼ

望

遠

鏡

に

カ

メ

ラ

と

り

つ

け

民

継

が

由

長

男

坊

の

指

細

〈

冷

一一叫

き

か

せ

ピ

ア

ノ

レ

ッ

ス

ン

ゥ
い

か

づ

ち

を

伴

い

仰

木

た

る

乱

れ

お

A

守

破

ら

れ

し

女

人

組

鼎

走

り

棋

の

岩

を

附

み

た

る

峡

の

近

眼

下

に

見

ゆ

る

家

蛙

さ

が

し

っ

合

怖

の

後

の

地

名

に

と

ま

ど

い

て

月

冴

え

ざ

え

と

艶

な

芭

班

布

絵
日
叶
風
の
世
か
れ
し
凶
に
骨
の
ほ
の
と

そ
の
ま
ま

に
あ

る

コ

ッ

プ

水

差

し

綿

械

は

た

す

き

前

掛

け

気

ば

た

ら

き

明

料

理

的

腕

の

め

き

め

き

花

ど

き

を

選

ぴ

て

古

稀

の

同

期

金

貝

か

ら

そ

っ

と

出

で

し

ゃ

ど

か

り

歌 《口

411 :A dt1、T 

σコ

秋~ v 

の

蚊

や

J..:. i喧 111 111 縄
内的 崎中

I~l~ 称 tli 雅 11'1， 

雅 一 水他迫 雅 一 水主lt道雅 一 水雅道 子 子迫

t曙

ド
机
辺
捌

{ 

ナ
ォ
海
鳴
り

の

あ

る

と

き

向

き

実

刺

忌

お

品

の

，

M

で

帰

国

桜

山

怪
伐
つ
づ
く
品
涜
来
り
盤
、
え
金
メ
ダ
ル

メ

ッ

キ

剥

が

れ

て

却

い

温

か

に

せ

ん

せ

い

の

鞄

の

中

に

出

憎

む

狐

独

ホ

mの
湖

ピ

チ

ャ

リ

ピ

チ

ベ

リ

と

干
供
述
め
だ
か
を
追
っ
て
ズ
プ
漏
れ
て

貞

一人

に

干

す

き

り

し

六

尺

下

町

の

脱

が

乾

い

た

路

地

の

出

振

制

さ

ん

の

お

座

敷

は

ど

こ

満

月

の

祉

に

溢

る

る

内

河

川

代

そ
ぞ
ろ
京
引
き
に
「
た
け
く
ら
べ

」
悦
み

:

幕

内

に

大

河

ド

ラ

マ

の

術

人

形

古

き

如

雨

露

の

穴

づ

ま

り

し

て

日

附

H
税

文

は

庭

で

火

を

起

こ

し

大

抑

除

す

む

小

さ

き

お

社

片

問

舎

お

ら

が

花

っ

こ

世

鼎

一

弥

主

の

空

に

光

る

骨

峠

平
成
十
四

4
1
H
八

u
n

平
成
十
五

zq問
H
t九
日
応

-
k
H
)
 

水tl!迫雅 一 水捷迫雅 一 水徒迫雅 一 水依道
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A
n
w
県
以
古
聾
辿
句
会
V

:{t 

1111 

『蛸

蛤

生

れ
』

蛸

鈴

生

れ

課

外

般

需

の

列

乱

る

古

葉

風

受

け

ひ

ら

く

弁

当

究

胞

の

こ

け

し

の

ど

れ

も

細

目

に

て

は

か

ら

ず

も

逸

ふ

旧

き

友

だ

ち

爪

弾

け

る

ギ

タ

l
樹

々

月

白

し

描

く

ぐ

り

ゆ

く

晩

粥

の

垣

ヮ
見

逃

へ

る

和

服

査

の

風

炉

名

残

出
「
岬
誌
な
が
〈
柿
子
に
く
つ
ろ
ぐ

国

境

を

波

る

女

優

の

深

き

恋

民

芸

織

の

腕

輪

お

揃

ひ

カ
ラ
オ
ケ
の
霊
の
讃
歌
に
う

っ
と
り
と

齢

重

ね

て

柔

和

な

る

人

4
の

月

脱

船

山

胞

か

れ

ゐ

し

ま

ま

に

部

業

時

み

ゆ

く

老

い

を

案

じ

て

ピ

ザ

パ

イ

の

仙

聞

き

が

同

く

H
附

u

話

立

の

湘

り

場

開

晶

て

な

し

川

沿

ひ

に

江

戸

の

府

史

の

花

の

雲

一同

車

し

て

デ

ー

の

ゆ

く

メ

八
向
英
枝
子
捌

ー
た
ん
ぽ
ぽ
の
削
除
の
は
ら
り
と
く
ず
れ
た
る

新

田

は

こ

こ

に

情

へ

ゃ

う

か

と

と

き

め

き

て

叩

き

附

の

き

ら

き

ら

し

手

相

ほ

め

ら

れ

共

に

日

び

伎

の

端

間

帯

り

添

ふ

影

の

泣

び

を

り

沿

よ

り

に

比

る

自

惚

れ

鋭

人
み
し
り
す
る
犬
よ
け
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ

隣

国

の

報

と

れ

も

怪

し

き

法

力

に

凱

圧

さ

る

る

碍

防

空

ア

ニ

メ

削

除

に

子

ら

の

見

入

り

て

月

光

の

孤

山

の

色

を

窓

外

に

梨

焼

く

崩

台

駅

前

に

た

ち

r
ゥ
シ

グ

ナ

ル

の

事

の

に

じ

み

し

秋

の

附

久

し

き

客

を

拍

き

楽

し

む

年

金

は

介

被

保

散

と

セ

γ
ト

に

て

慌

の

山

鳩

く

糾

の

ゆ

た

か

に

花

の

坂

ほ

の

か

な

酒

気

と

す

れ

辿

ひ

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
に
あ
が
る
ど
よ
め
き

民
主
的
み
つ
干

九
M
川

知

川

市

ル

内
山
英
子

会
沢
宏
子

八
山
英
枝
子

引

κ
政

子
知
U柴み術

M“ッ英d
b
 

政みυ町
民

加

muu
み

平
成

l
同
年
λ
月
五
円
円

平
成

l
問
刊
1
M
M
M

(
於
八
一
同
五
校

f
宅
}
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戸

を

鳴

ら

し

眠

り

妨

ぐ

脊

胤

尚

枝

稲

れ

て

懸

り

凧

落

つ

菜
の
花
に
さ
そ
わ
る
る
ま
ま
野
に
出
で
て

余

献

に

ひ

た

る

柿

奏

会

場

短

冊

に

月

の

一
旬

を

し

る

す

客

秋

際

き

て

お

ひ

ら

き

に

な

る

降

下

貼

り

糊

づ

け

中

に

宅

急

便

見

合

写

誌

の

生

其

耐

日

な

削

而

影

を

胸

山

県

に

船

め

時

を

経

て

新

入

部

日

立

て

ぬ

グ

ラ

ウ

ン

ド

湧

き

返

る

W

杯

の

日

本

に

絵
文
字
あ
ま
た
の
ケ

l
タ
イ
メ

l
ル

権
問
冷
え
の
ピ
ル
の
谷
間
に
淡
き
月

作

り

沌

川

叩

え

老

舗

中

山

地

践

被

り

三

輸

の

制

に

銀

出

世

し

て

恩

師

四

聞

い

て

祝

う

還

府

診

療

所

樹

耐

を

跨

る

花

万

来

部

屋

出

る

蝶

は

何

か

忘

れ

し

《
仙
台
背
柴
崎
山
地
句
会
V

歌

仙

『春

嵐
』

鈴
木
文
則
捌

鈴
木
文
男

小
野
守
妙

子

佐
藤
ち
よ
子H

ア妙弘ソ
H
u
 

b
タ自ち附

均妙ち1
J
 

日97
 

妙&
勺“ツノ妙+つ

ナ
ォ
遠
足
の
子
等
門
川
を
駆
け
て
過
き

民

間

を

泊

る

長

岡

純

子

や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い
ぞ
と
て
昨
台
去
る

世

論

あ

と

押

し

内

部

行

犯

勺

し

ま

き

弊

り

の

州

の

乱

れ

が

ち

識

氷

の

下

に

ゆ

る

る

赤

き

実

ポ
ー
ズ
と
り
こ
れ
且
よ
が
し
の
ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン

制
悼
の

王

の

探

す

お

后

み

ち

の

く

の

新

幹

線

に

則

待

大

枇

り

も

き

っ

く

民

具

紛

介

靴

官

の

ひ

び

く

の

み

な

る

十

三
夜

風

炉

の

名

残

り

に

銘

都

印刷
、
き
ぬ

:
訟
手
入
れ
位
前
変
え
る
た
び
た
ば
こ
に
し

文

粗

削

耐

代

の

家

主

叩
山
川

谷

川

に

沿

い

て

数

な

す

旅

の

街

ハ
押
緒
の
ゆ
る
い

下
駄
を
つ
つ

か
け

は
な
れ
盟
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
花
明
り

あ

ね

さ

ま

植

り

賄

う

茶

摘

立

日中
川
明

l
t
問

q

H

l
じ
H
円

ド
成
l
υ
h
q問
H
l
μ
日
応

ー
すH}

時Jち-ljJ妙ち-lj4妙、ち Y4ち妙1)Jち妙別ち妙見
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a
eυ 

需

主

鴨

尊

を

肥

る

三

祁

に

春

き

さ

す

γ

a

v

f
H7
4
 

羽

翁

の

附

も

天

の

幸

海
胆
を
焼
く
藻
塩
火
と
ろ
り
ゆ
ら
め
き
て

風

趣

賞

味

白

蛇

の

恵

み

月

光

り

省

く

も

の

な

し

ト

ル

ソ

ー

に

金

木

凪

の

加

さ

九

昏

拡

に

の

こ

る

茶

腕

の

ぬ

く

み

冬

隣

堂

出

よ

り

の

剣

山

似

打

つ

官

タ
イ
ガ

1
ス
今
年
は
姫
勝
待

っ
て
ま
す

披

速

批

り

の

お

ん

な

の

オ

ヅ

サ

ン

オ
イ
1

お
茶
と
余
計
な
こ
と
を
舷
き
ぬ

す
こ
し
ず
れ
て
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
輩

イ
ン
グ
リ
y
シ
ユ
プ
レ
y
ク
フ

?
l
ス
ト
以
内
肱

砂

泌

の

月

に

鰍

応

を

あ

げ

巴

型

郊

外

戸時

過

置

の

市

が

立

ち

挨

か

む

り

し

ゴ

ヤ

の

贋

作

朱

の

備

を

波

れ

ば

花

町

咲

き

乱

れ

パ

ン

ト

マ

イ

ム

の

壬

生

の

柾

言

歌

イ111

企円
伊
野

，，，.1> 

一 向

v 

『素

斐

嶋

尊
』

細川竹
111 川内

想定 fk

竹
内
茂
翁
捌1， !J;翁 1足立拍英女翁華女翁 5E:立翁美女翁

町
ほ
l
問
今
川

H

d

ド
成

l
問
句
阿
川

ナ

ォ

大

海

を

知

っ

た

る

U
R

は

戸

市

く

ミ

ル

ク

キ

ャ

ラ

メ

ル

舌

一で

遊

ば

せ

仮

続

的

ウ

エ

ス

ト

ラ

イ

ン

細

く

締

め

l

り

線

を

北

え

北

え

と

羽

製

休

む

い

つ

も

の

杭

に

帯

掛

川

対

芥

子

れ

ん

こ

ん

辛

口

の

削

ヨ
l
ク
シ
ャ
の
レ
バ

ー
を
移
植
し
た
と
い
う

r

A守

M

7

r

シ

A
V

J

弄

り

み

れ

ば

こ

れ

は

半

陰

陽

灯

心

を

抑

え

抑

え

て

隠

し

部

屋

枕

替

り

の

ロ

ン

ア

知

附

典

‘今-“，守

雨
に
な
る
兆
の
品
批
鼎
や
叫
昭叫叫M

く

だ

り

明

け

れ

ば

ま

ぶ

し

問

方

の

釧

に

t秋
刀

魚

の

脱

出

耽

け

ば

泊

滴

ら

せ

草

を

同

時

に

天

下

恭

平

柚

小

鹿

の

黙

っ

て

借

り

る

外

岡

鍵

の

穴

か

ら

春

き

ざ

す

風

朝

日

よ

り

夕

日

の

似

合

う

花

に

酔

い

鏑

似

み

お

り

古

野

連

山l
u円

1
1
2
'
J
E
 

U守

。
#
山

間
竹
岨
) 
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A
E
M

あ
し
た
連
句
会
ー
そ
の
-V

歌

初

グ己
ニ工ニ

や

官IJ

山
初

空

や

円

十

や

涼

泊

の

雲

浮

か

べ

オ〈

」
l

八

開

酬

の

即

時

行

く

新

年

パ
ソ
コ
ン
を
打
つ
手
お
琴
に
持
ち
変
え
て

ほ
っ
と
息
抜
き
お
茶
を
い

っ
ぷ
く

お
ほ
ろ
夜
の
括
れ
る
想
い
は
舟
に
似
て

肢

貝

現

る

紅

の

淡

々

池
山
町
遊
び
の
お
に
ぎ
り
に
勝
つ
宜
は
な
し

ウ{

お

ん

ぶ

に

だ

っ

こ

へ

た

な

母

親

駅
前
で
い
つ
も
述
、
っ
頗
い
と
お
し
く

附

丸

め

き

て

妖

し

雰

聞

気

お
互
の
腿
に
タ
ト
ゥ
ー
を
付
け
合

っ
て

夏

の

柿

よ

り

滞

く

消

え

去

り

背

怖

を

心

に

掛

け

て

逝

き

し

児

テ

ニ

ス

コ

ー

ト

に

紙

の

飛

行

機

ロ
ン
ド
ン
の
郊
外
に
あ
る
キ

l
ツ
飢

ス
テ
ッ
キ
を
振
り
プ
ー
ド
ル
と
い
く

花

灯

能

花

街

成

品

川

市

て

に

苛

秋
の
徹
雨
に
き
の
う
き
ょ
う
過
ぎ

ル
担
き
縦
げ
る

日
記

に
ん
件
、
を
隣
り
に
す

ナ
オ(

宇

野

千

代

荷

胤

ま

ね

る

文

体

い
ま
ど
き
は
運
動
靴
が
フ
ア

y
シ
ョ
ン
に

中

国

製

に

押

さ

る

業

界

帰

り

路

の

背

な

か

を

紛

ら

す

訓

話

う
つ
ろ
ご
こ
ろ
を
別
め
る
良
夜
淵

つ
か
の
間
的
恋
ゆ
え
長
ゆ
る
あ
す
忘
れ

怖

の

神

輿

い

か

附

に

こ

ろ

が

る

人
倫
の
つ
い
に
解
け
た
る
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

な

ぜ

な

ぜ

問

答

い

つ

迄

続

く

風

紋

の

砂

丘

町

は

て

の

捕

の

月

声
撒
き
ち
ら
し
か
え
り
ゆ
く
海
猫

ル
ピ
ノ
キ
オ
の
糸
町
切
れ
た
る
円
明
忌

サ
ウ(

尻

丸

出

し

で

ず

っ

こ

け

し

芸

版
ふ
く
れ
ベ
ビ

l
生
ま
れ
て

一
ダ
l
ス

霊
干
さ
ま
山
地
る
追

っ
か
け
も
明
え

太

陽

に

花

は

湖

没

花

え

ぽ

非

の

定

ま

る

不

忍

池

宇
咲
h
h

、m刀
捌

-W吹

h
h

、
H
プ

次
ー川
和

子

仲
河
川

帥

子

石
川
加
津
子

山石
か
ず
こ

依
々
木
柳
女

一仙
川
太
ろ
を

中
um
硫

苛
A
H
H
 

h
h

、
師叶H

 
-to 

師咋
白
川
明

糸、路

付
馬
路

くの

v
t
l
H

I

l

l
-、1
1己

h

v
f

j

r

l

I

!
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八
山
水
対
あ
し
た
辿
句
会
ー
そ
の
↑一

V

十
八
制
順
候
式
笛
月

花

里

山崎
而

阜

の

脊

立

つ

や

伽

慌

の

日

み

よ

り

オt

幹

隆

々

と

咲

く

臥

也

栴

バ
イ
オ
リ
ン
リ
ノ
ナ
タ
の
山
の
流
れ
来
て

一

民

の

蝶

々

お

ど

り

い

で

た

る

坤
万

緑

の

湖

に

逆

立

つ

雪

の

器

、，(

風

と

戯

る

湯

上

り

の

髪

や
ん
わ
り
と
口
説
き
上
手
に
ほ
だ
さ
れ
し

袴

の

骨

阿

片

側

リ

ス

ト

ラ

の

京

地

方

自

治

都

心

に

カ

ジ

ノ

出

来

る

か

も

馬

肥

ゆ

る

秋

忘

る

礼

節

ル

初

月

夜

砂

漠

の

聞

の

戦

果

て

十
オ

(

右

も

左

も

皆

山

駅

火

ピ

ル

街

の

辻

々

に

央

く

風

脚

走

下

一戸
は

し

き

り

に

お

で

ん

あ

き

れ

り

更

け

し

夜

に

阿

呆

あ

ほ

う

と

槌

鳴

き

他

版

ジ

ム

は

い

つ

も

満

只

ん

花

の

雲

流

れ

に

述

古

川

叫

ナ
ヲ(

枯

刷

出

家

揃

赤

制
く

米き

の

の

春
』

ー
八
出
削
紋
式
月
月
花
の
制
正
に
つ
い
て

今
か
り
l
h
q前
ド
成
川
ー
の
凶
民
文
化
祭
が
崎
正
で
聞
か
れ
た

こ
と
を
機
に
弘
は
短
い
昨
川
で
告
が
完
成
す
る
新
し
い
辿
旬
形
式

を
拙
オ
し
た
。
そ
し
て

uT久
し
た
の
が
、
伝
統
形
式
で
あ
る
「l
八
公
」

を
ヒ
シ
ト
に
し
た
「!
人
制
」と
い
う
新
形
式
の
辿
旬

eあ
っ
た
。

こ
の
た
び
「

八
削
」
に
正
に
干
を
加
え
辿
勾
の
川
際
化
に
対
応
で

き
恥
い
人
に
も
ル
ル
が
谷
弘
に
型
例
附
さ
れ
る
こ
と
を
法
本
構
型
に

八
間
断
依
式
引

H
北
を
制
起
し
た
。

ト
八
削
剛
依
式
上
I
H花
の
付
民

一

こ
の
形
式
は
存
立
秋
冬
が
聞
に
展
開
さ
れ
る
「制
候
式
」
で
あ
る
。

従
っ
て
分
か
り
効
く
新
人
や
外
人
で
も
受
け
入
れ
い
幼
い
。

ニ

ル
小
、
転
、
結
の
削
蛮
わ
り
に
宮
、
月
、
花
町
砲
を
設
け
た
の
で
厄

磁
の

N
世
が
わ
か
り
や
す
い
。

一
一

市
川
の
詩
人
述
に
よ
る
と
巾
凶
で
は

4
が
陣
ら
な
い
だ
け
に
怖

れ
が
あ
る
の
で
、
北
よ
り
も
む
し
ろ
ρ
ー
が
イ
メ

ジ
し
や
す
い
。
問

え
ば
キ
リ
マ
ン
ジ
ベ
ロ
の
λ

の
よ
う
に
。
こ
れ
で
日
本
の

t
H化
の

h
水
も
人
る
こ
と
に
な
る
。

凶
海
外
で
は
詠
み
進
み
な
が
り
翻
訳
す
る
巴
耐
火
が
あ
る
の
で
歌
仙

一二
4
1
1
ハ
句
は
前
た
い
。
そ
の
巾
十
分
の

f
八
hwで
あ
れ
ば
適
切
な
民
さ

と
い
え
る
。

品
川
問
双
柿
捌

刈
M
双

柿

伎
作
っ
ぱ
な

街
井
正

子

石
川
加
津
子争文4

 

今
泉
一
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中
野
ス
、
ミ
ヱ

飯
川
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田
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ド
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平
成
!
附
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山
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A
H

東
京
あ
し
た
辿
句
会

その

日U
V

十
八
制
服
候
式
雪
月
花

『黄

沙

降

る

』

新
井
秋
芳
捌

出
吠

え

続

く

叫

の

汽

節

能

沙

降

る

オ{

岩

に

は

り

つ

く

海

苔

昂

き

の

人

留

守

の

縁

蹴

使

の

束

白

か

れ

い

て

湖

を

見

お

ろ

す

こ

自

慢

の

部

屋

川

m
雪

渓

の

は

る

か

彼

方

へ

夢

を

迫

い

ウ{

巡
い
に
行
く
の
は
い
つ
も
の
パ
ス
で

近

な

ら

ぬ

迫

に

齢

が

郡

斑

を

す

る

焼
け
ぼ

っ
く
い
に
白
斑
酒
で
火
が

踏
み
石
に
出
緒
の
ゆ
る
さ
術
の

下
駄

忘

れ

ら

れ

た

る

棚

の

瓢

節

ん
イ

l
ジ

ス

艦

叩

板

に

兵

望

の

月

r
ォ(

に

っ
ぽ

ん
の
歌
ハ
ー
モ
ニ
カ
吹
く

禿
騰
の
フ
ァ
ン
ド
の
狙
う
マ
ケ
ァ
ト

河

豚

刺

を

食

べ

似

眠

h
，
れ
ず

仁

術

は

昔

の

話

今

は

羽

術

一
一

一

三

四

制

の

体

挑

ん

ふ

り

そ

そ

ぐ

エー
と
千

尋

の

花

雌

り

十
ウ(

噌

り

満

つ

ふ

且

の

森

liiZf JJ Jに 祈
崎脇伏 H: ，~ !t. 
出 美 121忠 秋
切 仮

説 t~: t~ 柴 浪 IF 秋[壷市続 1主催江 子 郎子 芳

る

る
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八
点
以
あ
し
た
迎
句
会
↓
ご
の阿
V

:fj.: 

『滝

凍

る
』

つ

1111 

川崎
沌

凍

つ

る

乾

坤

の

声

絞

り

込

み

占
有{

阿

川

璃

を

ひ

そ

か

に

屯

の

将

の

実

副

都

心

宝

石

町

の

聞

か

れ

て

班

き

宇

迫

を

メ

ト

ロ

へ

と

行

く

尺

八

の

幽

く

聴

こ

ゆ

望

の

月

芸

術

祭

に

拘

ぐ

抗

日

清
U
A

虫
の
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
ひ
ね
も
す
を

?
 

，、

思

い

も

か

け

ず

送

ら

れ

し

文

聞

学

生

霊

の

告

白

絵

に

托

し

パ

リ

の

並

木

の

夢

に

幾

た

び

教

会

の

十

字

架

に

鈷

ひ

ろ

が

り

来

ケ

ケ

ケ

ケ

と

鳴

く

む

屋

の

鶏

腕

月

同

窓

会

で

ほ

ろ

酔

い

に

廿

折

揃

し

エ

イ

プ

リ

ル

フ

l
ル

寄

植

の

香

り

の

愁

い

シ

ク

ラ

メ

ン

東

西

南

北

昆

は

ま

た

た

餅

花

の

タ

ベ

華

や

ぐ

士

お

で

を

聞

む

親

族

同

/o 

!臨柱〈

節
英た1Q(iた男 113

ん
ホ
l
ム
レ
ス
ご
雌
つ
づ
き
の
昨
日
今
日

J
才(

u出
を

求

め

て

ま

た

も

引

越

す

欝

苦

と

唱

の

回

廊

蚊

泣

帯

締

切

近

き

杭

は

か

ど

ら

ず

何

く

れ

と

年

晴

お

か

み

の

世

柏

原

く

し

が

ら

み

を

解

く

松

過

の

頃

当

を

世

く

仰

垢

の

む

某

野

英

し

き

日

境

に

人

り

て

持

、

つ

玉

三

郎

俳

新

は

老

若

男

立

な

ご

や

か

に

地

調

の

昧

の

酬

明

仁

、

作

み

た

る

洲

に

天

心

の

月

鋭

も

れ

り

大

部

に

抑

す

な

な

か

ま

と

の

笑

ル

一
言

に

長

き

悩

み

の

砕

か

れ

し

(

ヤ
ン
キ
ー
ス
入
り
ゴ
ジ
ラ
は
決
め
て

口
い
科
え
し
デ
ジ
カ
メ
グ
ラ
ン
ド
ゼ

ロ
を
蹴
り

命

た

た

え

て

酬

甘
く

カ

リ

ヨ

ン

絢

制

と

崎

を

波

れ

り

花

の

血

ぽ

っ

か

り

胃

か

ぶ

認

の

長

閑

や

か

自
棋
順
子
捌

I:r， 1'1 
儲似

た Mll
か

た町1消央消似たTIi笑 え 干

梨 後
取 勝

占LJ世

:1.¥ 

'" 
11V 
水

平

一刊
成
卜
凶
年

1
-
H
ご

日
目
出
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上
野
山
本
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文
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会
飢
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八
点
以
あ
し
た
連
句
会
そ
の

κ
V

歌

早

の

市

制l

川崎軒阜

の
市
か
の
地
よ
り
濃
き
こ
の
世
の
灯

オ{

音

の

た

か

ぶ

る

秋

の

川

波

月

光

を

浴

び

し

レ

ト

ロ

な

駅

舎

に

て

挫

錬

と

し

て

笑

顔

よ

ろ

し

き

鍛

造

い

勢

い

の

あ

る

向

像

闘

府

の

喪

へ

お

よ

ぶ

冬

ざ

れ

日
印
刷
当
降
ろ
し
体
験
ツ
ア

1
町

お

こ

し

ウ4

次

刑

判

が

継

ぎ

し

牧

の

な

り

わ

い

見

初

め

た

る

研

修

生

は

青

い

脱

で

空

さ

え

あ

れ

ば

越

せ

る

因

坊

中

年

の

幸

せ

太

り

結

尿

絹

日

士

長

々

と

海

へ

概

ひ

く

御

神

事

の

果

て

た

る

真

夜

の

去

の

月

唱

に

倣

い

時

μ
待

つ

選
ば
れ
て
紙
面
に
ぎ
わ
す
ニ
ュ

l
ト
リ
ノ

机

の

峡

は

ら

う

暇

な

し

向

胞

の

モ

デ

ル

ル

ー

ム

に

花

一
枚

春

の

障

子

の

白

さ

ほ

の

ぼ

の

成
問
淑
美
捌

ル
採

み

合

っ

て

蛙

合

戦

た

け

な

わ

に

ムナ
オ(

ふ

い

に

降

り

く

る

大

粒

の

雨

仰
天
し
モ

シ

ロ

ウ

オ

ク

乱

れ

が

ち

胸

毛

あ

b

わ

に

踊

る

集

団

ど
ろ
ど
ろ
に
燃
え
て
と
ろ
け
る
汗
と
汗

来

け

し

あ

と

の

出

が

ら

し

の

お

茶

近
頃
は
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
「
こ
し
ひ
か
り
」

安

く

楽

に

と

暮

ら

す

ポ

イ

ン

ト

支

持

率

が

気

に

な

る

与

党

風

見

鶏

廊

下

の

奥

に

設

か

い

ま

す

か

骨

磁

を

か

か

え

ひ

と

り

の

温

め

掴

残

る

紅

茶

に

月

の

陥

陥

μあ
れ
ほ
ど
の
サ
ッ
カ
ー
熱
の
早
も
さ
的

少
の

(

貯

の

本

は

図

性

館

で

悩

り

南

極

へ

メ

1
ル

で

送

る

附

れ

姿

巨

石

の

捌

く

#

一
ぷ

立

小

川

け

花

影

に

刊

て

ば

王

朝

人

的

け

る

し

ぞ

ん

し

ゃ

ん

跳

ね

る

丘

の

若

駒

執

続成
Jt. 111 

世淑

悩
日l

お
は

淑お金典 W:英世お淑英 411!おら男子雄紫美

後
藤
典

山
川
英

刻
加
企

平
成

1
凶
均
十
円
十
九

H
口厄
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」

野

京
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文
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会
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八
J

麻
原
あ
し
た
辿
句
会
そ
の
ハ
V

:止

冬

制l

のの

て

る

鴎の

ぞコ

ー版
業

内

阿

広

げ

て

辿

る

恭

ぼ

う

し

」
マ
占
有

(

市

開

附

が

り

に

山

い

制

お

り

話
出
断
ス
ペ

ー
ス
シ
ャ
ト
ル
川
践
に
も

ビ

ル

の

谷

間

に

風

騒

く

昼

マ
フ
ラ
ー
と
ブ
ラ
ン
ド
品
の
み
や
げ
物

も

う

離

さ

な

い

こ

の

手

冷

た

き

峰

山

に

諮

っ

つ

き

合

う

子
だ

く

さ

ん

反

古

の

煩

の

よ

こ

沼

い

て

消

ゆ

胸
を
張
り
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
h

川
り
か
に

通

り

抜

け

ゆ

く

托

鉢

の

僧

名

月

を

み

ち

づ

れ

に

し

て

月

の

山

柿

の

頃

に

て

「

柿

」
と

い

う

郎

、
出
航

深

く

併

の

昔

ひ

び

か

う

村

芝

居

+
ウ(

パ

ス

テ

ル

倒

の

色

町

い

ろ

い

ろ

た
ま
ち
ゃ
ん
が
な
ま
え
を
梓
え
て
で
で
き
ま
す

リ

ュ

ァ

ク

扮

ら

し

て

述

足

の

列

本

丸

の

威

風

堂

々

花

万

染

初

白

か

か

武

政

野

の

m-

大
豆
生
川
付
子
捌

綱と11:1 

大
品
川
伴

1石
井

つ
は
な子

晴
子
ゆ
り
子

↓
毘

伴

乃

ひ

Z
え
は
じ
む児朗H

ツ+
J・

?
"
Hヲ

大
引
視

ゆ 1'1ゅ

る

山地平

八

平

の

礎

石

あ

り

わ

や

弘

、

の

問

オ{

ひ

た

す

ら

慨

し

立

て

る

穴

、

木

情
苛
帯
の
婆
の
つ
く
ろ
い
き
り
も
な
し

ブ

リ

キ

玩

具

の

世

き

去

り

に

さ

れ

満

月

の

径

長

々

と

海

へ

向

き

秋

寂

ぴ

に

rn

つ
れ
Y

年
の
時
十

川
タ
さ

れ

ば

と

ぎ

れ

と

ぎ

れ

の

残

る

虫

ウt

邸

側

ポ

ス

ト

大

き

口

あ

け

椛

の

友

産

土

神

に

お

詣

り

し

秘

め

た

る

霊

を

告

げ

る

す

べ

な

く

行
き
ず
り
の
浴
び
る
ほ
ど
呑
む
旅
の
捌

少

し

弛

み

て

続

く

市

線

赤

妖

し

丈

が

吠

え

て

る

変

の

月

地

筒

撤

去

に

汗

だ

く

と

な

る

は
る
ば
る
と
道
な
き
迫
を
ト
ラ
ッ
ク
で

国

へ

錦

を

飾

花

吹

雪

河

の

流

れ

画

梨

を

か

か

え

防

炎治

々 m

視律』月視つ

平
成
十
四
年
十

川」

ln
n

平
成
十
五
年

一川

↑日
出(於

l
一町
点
以
文
化
会
館
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八
東
山
肌
あ
し
た
連
句
会
ー
そ
の
ヒ
V

歌

『冬

め

け

る
』

fJll 

山崎
婦

一

つ

渡

る

や

瀬

音

冬

め

け

る

すt

吹

き

あ

つ

ま

り

し

水

自

の

群

れ

八
ム
闘
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
に
戸
わ
き
て

名

刺

盟

関

棚

に

数

々

口

簡

を

叫

ら

し

つ

仰

る

月

の

道

初

般

焼

き

の

煙

た

辛

び

〈

川
み

ち

の

く

の

村

は

総

山

の

芋

煮

会

今{

新

幹

線

で

通

勤

の

日

々

師
の
伴
が
い
つ
し
か
挺
う
身
と
な
り
し

湖

畔

の

街

で

よ

よ

と

結

ば

る

折
り
込
み
を
郵
便
受
け
に
あ
ふ
れ
さ
せ

あ
れ
に
し
ょ
う
か
こ
れ
に
し
よ
う
か

H
出

し

路

地

に

は

な

や

く

下

駄

の

日

京

都

へ

行

っ

て

姐

を

食

べ

よ

う

寺
々
を
め
ぐ
り
て
弥
陀
の
慈
悲
を
受
け

予
後
一
を
い
と
し
む
光

M
?

の
や
わ
り
か

花

の

除

ベ

ン

チ

に

憩

う

乳

以

車

家

並

み

は

る

か

に

揚

る

大

凧

山
柿
た
か
え
倒

ル
ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
て
館
々
と
入
学
児

+

占
有(

永

'f
八

』

は

み

出

し

て

い

る

大

山

が

桝

性

と

企

り

て

財

を

成

し

枯

山

水

に

去

し

き

得

目

賑

わ

い

の

述

く

も

れ

く

る

出

の

市

霊

犬

を

辿

れ

こ

ぼ

す

し

わ

ぶ

き

士

っ
ち
ょ
の
婦
人
目
は
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル

言

葉

は

い

ら

ぬ

弛

き

抱

擁

砂

浜

の

足

跡

を

消

し

湖

町

引

く

汚
れ
が
め
だ

っ
ジ
ヨ
ギ
ノ
グ
シ

ュ
ー
ズ

需

の

月

ほ

の

心

念

叩

け

た

L

倒

れ

な

が

ら

も

咲

け

る

コ

ス

モ

ス

ん
古

型

は

弘

、

を

隣

に

鋭

み

い

て

4
今(

裕

木

細

i

を

可

る

名

町

突
品
目
に
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
取
り
巻
け
る

傘

舟

の

枕

い

延

ば

し

て

い

し

に

応

援

の

甚

と

は

い

か

に

花

見

泊

あ

し

た

叫

#

的

問

高
嶋
た
か
え

柴
崎
絢

-以
律* う

た
'~ì fIt *'~たさ; w絢た干子乃子

l喝
純A

Lf， 

〈

う1Itilt絢た

ド
成

i
問
句
!
日
じ
H
n
M

{肝

j
町
点
以
文
化
会
館
)
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An
康
志
あ
し
た
辿
句
会
ー
そ
の八一
V

十
八
飢
航
侠
式
雪
月
花

麦

。
置

の

秋

風

き

な

が

ら

に

輪

唱

す

軽

く

ま

と

い

し

派

手

な

紫

袷

古

時

計

正

午

の

刻

を

一不

し

い

て

窓

よ

り

見

ゆ

る

紺

子

た

わ

わ

に

制
テ
ロ

ッ
プ

が

日

士

の
初

笥
報

じ

い

し

{

牧

舎

に

せ

わ

し

乳

隙

る

人

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
を
結
ぶ
出
合
い
あ
り

刻

時

の

潮

に

抱

き

抱

か

れ

白

砂

の

向

に

ひ

と

つ

の

悲

話

あ

り

て

む

か

し

思

い

つ

柑

の

火

を

焚

く

馴
I

水

単
一
の

軸

に

泌

さ

す

寒

の

月

〈

ニュ

I
ト
リ
ノ
と
は
何
ノ
ー
ベ
ル
賞

の

ど

や

か

に

祝

の

酒

を

酌

み

交

わ

し

遍

路

の

杖

の

捗

み

励

ま

す

思

惟

探

し

山

山

く

し

て

意

気

軒

品

力

ま

ず

凝

ら

ず

楽

々

パ

ン

ツ

刷
社

よ

り

見

栄

切

る

よ

う

な

大

花

火

〈

あ

し

た

に

聞

く

の

う

ぜ

ん

か

ず

ら

の

秋
篠
似
弘
怖
捌

篠以
弘

怖

中
野
稔

子

日
山
秀
四
郎

矢
白
川
澄
子

4
5
芳

子弘位持澄円
山稔持澄弘総持澄E
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《
京
以
あ
し
た
辿
句
会
そ
の
九

V

十
八
制
服
限
式
討
月
花

『蝉

生

る

や
』

川
山
昨
日
札
口
捌

。
蝉

生

る

や

赤

松

林

の

い

ろ

に

透

け

{

石

垣

漏

ら

し

早

や

も

入

梅

出

悼

の

間

に

埴

輸

の

踊

と

飾

ら

れ

て

秋

の

叙

勲

に

は

れ

や

か

な

文

相
悲

劇

の

市

士

の

初

雪

山

プ

ジ

カ

メ

に

〈

粋

な

佳

人

と

以

心

伝

心

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
地
で
ゆ
く
よ
う
に
燃
え
上
が
り

コ

ン

ビ

ニ

#

当

味

気

量

く

さ

め

神

仏

の

加

叫

棋

を

頼

み

に

旅

に

出

る

合

間

も

ぬ

く

き

ス

ト

ー

ブ

列

車

刷
月

冴

え

て

静

ま

り

返

る

北

の

海

〈

戦

の

闘

は

設

と

椀

カ

う
ら
ら
か
に
ニ
ュ
i
ヲ
ヲ
ッ
シ
ョ
ン
町
山
歩
し
て

品

一

か

ろ

や

か

蝶

肱

附

段

世

代

越

え

宮

本

武

蔵

読

み

継

が

れ

瓢

々

線

々

拠

品

も

亦

よ

し

時
余
花
を
貨
で
大
昨
耐
閣
の
こ
よ
な
か
り

‘
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A

門町
川
あ
し
た
え
ぴ
ね
支
部
V

:lX 

虹

の

座

官11

山吉
到
の
肢
の
ま
ろ
さ
は
天
の
ま
ろ
さ
か
な

占
有ー

岬

埋

め

て

繁

る

大

楠

息
子
の
家
は
ス

l
プ
の
冷
め
ぬ
ほ
ど
よ
さ
に

設

問

ば

か

り

の

並

ぶ

本

棚

締

切

り

が

迫

る

品

夜

を

杭

4
ば

あ

っ
け

ら

か

ん

と

か

が

し

傾

き

坤
秋

腿

ら

旅

客

列

車

の

長

き

柏

ウ{

凶

郷

さ

ん

の

望

郷

の

保

抑

慌

の

声

に

思

わ

ず

振

り

向

い

て

へ

そ

出

し

ル

ッ

ク

胸

も

突

き

出

し

見

み

な

踊

し

や

す

し

と

ほ

く

そ

笑

み

吊

し

切

ら

れ

る

鮫

鰍

の

顎

穴

、

月

の

嗣

を

略

す

町

は

ず

れ

予

挫

の

楽

の

あ

ま

た

な

る

こ

と

萎
れ
た
る
鉢
が
い
つ
し
か
的
え
て
ゆ
き

酔

い

の

廻

り

し

二

合

半

の

酒

城

跡

の

誠

に

散

り

散

る

花

吹

町

東

踊

り

の

幕

が

あ

い

た

る

ん
あ
た
た
か
に
椛
み
」
げ
ら
れ
し
城

4
袋

ナ
オ(

修

復

な

り

し

寺

町

山

門

名
物
の
お
焼
き
ひ
と
つ
を
白
け
さ
せ
て

ふ

と

思

い

出

す

初

恋

の

ひ

と

定

年

の

佐

は

現

に

は

辺

ら

わ

ず

凌

神

か

ず

り

松

に

か

ら

ま

せ

哨
き
徐
て

て

ぱ

っ

と

班

ぴ

た

つ

川

蝉

地

山

党

主

さ

て

は

辞

任

か

こ

の

頃

の

糊

の

鈍

り

し

こ

と

峨

き

屯

日

柱

犬

も

嵩

通

り

突

目

的

道

路

3
事
を
附
'
」ツ
す
川

試

験

勉

強

他

み

て

や

や

媒

ル
リ
ビ
ン

グ
に
林
檎
剥
く
香
が
満
ち
満
ち
て

+
ウ(

迷

子

報

ら

せ

る

町

の

披

送

介

盟

度

の

査

定

次

第

に

ゆ

る

や

か

に

邪

の

シ

ョ

ー

ル

を
町
に
川
町
り
ん

花

成

り

立

以

な

る

H
v

り

寄

り

離

れ

つ

舞

え

る

蝶

大
平
長
代
子
倒

ー
映
h
弘

、

川

内

平
野
三
枝
子

大
ド
美
代
子

依
川
み
ど
り

J
q
f
h
v

子

欠
白川
波
チ

ト
人
即
万
盟澄子万英一-

一節み助mu晶みチ

広
川
節

てコ

型
補
擁

" L 
げ

しぼ次万節減 子 操紀節万

未
別
舵骨尽

判
ぷ

J:I 々

ド
ほ
1
附
句
I

ハ
川
阿
川
口

ド
成
l
川
均
I

ハ
H
l
K
M
M
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猫

諒

L

一
ト
附

あ

り

し

先

4
町

背

柚

添

へ

て

ホ

抽

出

の

脇

通

訳

も

電

子

辞

書

な

ど

開

く

ら

ん

洗
ひ
晒
し
の
シ
ャ
ッ
ポ
く
し
ゃ
く
し
ゃ

れ

市

民

し

て

同

も

肥

ら

せ

月

の

こ

ろ

外

輸

山

の

紅

難

民

政

り

今
秋

深

き

ア

フ

ガ

ン

の

干

の

昨

澄

む

行

方

知

れ

ず

の

喪

よ

い

づ

こ

に

い
ま
さ
ら
に
き
つ
ね
で
し
た
と
い
へ
ぬ
恋

こ
の
世
の
こ
と
は
な
べ
て
バ
ー
チ
ャ
ル

酒

に

生

き

酒

に

死

に

た

る

山

頭

大

出

略

的

裂

の

限

笹

の

宮

読

出

し

に

叫

mmの
月

冴

ゆ

る

な

り

ま

づ

は

め

で

た

し

佳

織

も

で

き

忙

中

の

悶

ネ

ク

タ

イ

を

特

へ

ら

れ

て

自

動

ピ

ア

ノ

が

ふ

っ

と

捌

く

花

の

梢

掛

染

般

の

化

身

と

か

だ

ん

だ

ら

蝶

と

越

ゆ

る

結

非

歌 ，格M、g 

イ111 あL 
へ

1尽 ←v 

し

欠点川
崎山

iりl多
量L 迎

藍雅迦監 雅迦 EE雅迦藍雅迦監雅迦 雅夫

( 

+
ォ
行

脊

の

府

に

x
は

何

な

ら

む

カ

ー

ド

仲

間

が

ひ

と

り

足

り

な

い

天
が
下
サ
ッ
カ
ー
プ

1
ム
吹
き
配
れ
て

陶

然

と

説

む

鋭

鵬

町

説

品
て
も
な
し
ま
だ
乎
つ
か
ず
の
地
相
即

熱

砂

の

術

に

掠

る

ジ

ベ

ス

ミ

ン

市

た

す

た

と

岐

き

の

天

使

容

さ

出

し

脱

が

せ

て

ご

勺

ん

紺

の

靴

下

聖

町

中

日

の

ま

ま

の

若

き

政

ホ

ス

ピ

ス

と

い

う

白

い

空

間

月

光

に

町

時

の

通

過

の

長

き

こ

と

闘

の

太

鼓

迫

く

と

ど

ろ

き

t骨
粗

母

の

甘

干

し

盟

の

名

物

に

手

紙

の

斑

を

ご

っ
そ

り

と

焼

く

モ
y
コ

ス

と

い

ふ

火

の

聞

の

D
N
A

標

本

瓶

の

中

の

や

ど

か

り

併
し
め
ど
も
刻
が
こ
ぼ
れ
る
花
が
散
る

ぶ

ん

ぶ

ん

吃

る

胤

あ

ぐ

る

人

4
1
成

1
附
句
七
日

l
九
日
起
円

平
成
J
I
問
。
吋
八
日

l
九
日
描
出

F
A
X
I
H
)
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ーォ
春
の

当

附

和

も

泣

く

な

り

ゆ

け

る

摘

が

あ

つ

ま

り

髭

の

サ

ミ

ァ

卜

政

官

財

と

も

に

嘘

や

ら

隠

す

や

ら

多

忙

極

ま

る

附

施

法

王

何

の

ぞ

く

物

見

棉

の

血

眼

鏡

知
ら
ぬ
こ
と
一
な
し
煙
車
屈
の
婆

仲

人

は

百

組

超

す

と

胸

を

版

り

助

叫

が

峨

ひ

鳶

が

笛

吹

く

ひ
ら
が
な
で
し
ぶ
が
き
と
性
く
堺
の
札

月

に

酌

ま

ば

や

古

波

り

の

盃

火

の

山

は

空

に

く

ろ

ぐ

ろ

平

泊

洗

ひ

ざ

ら

し

の

靴

下

の

破

れ

1
地

球

儀

を

回
し

て

探

す

回

ひ
と
つ

ゆ
る

ゴ

l
ギ
今
、
ン
遂
に
ゴ

y

ホ
容
さ
ず

巧

州

は

問

は

ず

心

限

枠

む

の

み

病

得

て

知

る

命

尊

し

北

の

果

て

漸

く

花

の

感

り

に

て

聾
舵
叫
の
和
制
ん
で
キ
品
、
ラ
パ
ン

長

谷

寺

や

日

向

日

向

に

媒

制

丹

邪

気

払

ふ

ベ

し

七

草

の

粥

噌

る

は

賀

雀

芸

誌

の

戸

な

ら

ん

天

の

底

へ

と

沈

む

連

凧

四

月

に

は

吾

子

附

々

と

進

学

す

水

面

の

蛾

眉

に

跳

ね

る

若

鮎

ゥ
鈍
行
を
乗
り
継
ぎ
気
ま
ま
ひ
と
り
旅

安

能

で

進

ひ

し

人

が

同

組

に

そ
こ
は
か
と
一
な
く
淋
し
げ
な
泣
き
ぼ
く
ろ

サ
イ
ダ
ー
の
泡
た
ち
ま
ち
に
消
え

撒

郁

忌

晩

年

の

句

は

殊

に

甘

さ

椛
世
の
こ
と
く
生
き
た
し
と
い
ふ

険

仁

は

軍

服

の

父

若

き

ま

ま

居

酒

屋

の

隅

指

定

席

あ

り

月
冴
え
て
う
つ
ら
う
つ
ら
の
獅
子
の
夢

一
分

の

隙

も

見

せ

ぬ

し

た

た

か

花

ら

ん

ま

ん

世

薬

売

り

の

口
上
に

若
衆
の
意
気
の
揚
が
る
ど
ん
た
〈

片山
多
迦
夫

い
ぬ
じ
ま
正

一迦正迦正

t
野
恭

子迦下
L

l
l

、
ヰ
A
W迦rι
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An
阿
古
酬
の
A

V
M
l

ー
そ
の

一
一V

追
悼
搬
心

『な
に
急
が
せ
る
』

枢

窓

な

に

急

が

せ

る

ほ

と

と

ぎ

す

百

合

ま

っ

す

ぐ

に

漠

逝

く

と

き

航

跡

の

半

ば

は

白

く

泡

だ

ち

て

雲

の

方

へ

と

つ

づ

く

坂

道

ゥ
母

の

戸

文

の

戸

す

る

望

の

月

間

V

の

は

じ

め

に

木

賊

刈

る

な

り

践

娘

L
マ
ツ
子
辿
ば
れ
ゆ
き
し
貨
準

マ
イ

・
マ
グ
カ
ッ
プ
ひ
び
割
れ
て
い
る

切

々

と

ピ

エ

タ

の

担

保

腿

く

ご

と

二

十

日

鼠

の

児

島

げ

て

る

空

去
年
今
年
許
し

た
き
こ

と
許
し
た
り

角
を
曲
が
れ
ば
ン
ユ
宥
マ
タ
イ
ヨ
ウ

紙

の

花

ネ

オ

ン

サ

イ

ン

は

失

速

す

も
の

の
非
な
べ
て
ス
プ
ラ
ウ
ト
に
て

恭曲l恭亜 伽敬

都実弥郁 子 1日子 弥都耶子

前
附
斐
術
子
捌

閉
山
圭
街
子

E
貯
恭
子

夫

真

実

出
向
都

本
場
敬
子

山
市
伽
具
耶

恭

子

2
帯

夜

の

古

島

柏

町

大

時

剖

ト
ロ
イ
の
木
馬
ぞ
ろ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

肴

に

も

特

上

が

あ

り

上

々

吉

橋

の

向

う

は

速

さ

か

み

な

り

い
と
け
な
さ
干
に
す
る
よ
う
に

H
拭
か
な

胤

の

あ

る

日

に

泣

き

手

紙

し

て

問

角

形

び

っ
し

り

組

め

て

レ

印

臨

入

ル

下

ル

上

り

て

比

叡

凍

る

月

太

郎

次

郎

と

名

付

く

べ

し

マ

イ

ナ

ス

イ

オ

ン

は

雪

の

結

品

:
其

結

び

の

風

呂

敷

包

み

ま

也

に

本

い

て

歌

う

ふ

る

さ

と

の

う

た

肌

裂

に

あ

る

だ

け

の

花

指

花

天

。

が

蝶

も

抑

う

な

り

彼

我

の

国

境

t毎
執敬わ

の

実都

敬

子

伽
具
耶

前
川
盟
弥

真

実
恭

子

真車

平
成
十
問
年
八
日

一日
円
出

(肝
博
多
市
民
セ
ン
タ
ー
) tlI;子こ
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《
前
悶
古
車
の
人
公
ー
そ
の
一
V

恋
之
歌
仙

『女

人

高

野
』

足

袋

脱

い

で

量

舞

ふ

女

人
高

野

ま

で

こ
も

り

ぬ

ほ

む

ら

も

若

く

凍

る

隠

沼

編

む

竹

の

丸

み

に

準

を

遊

ば

せ

て

大

中

小

と

揃

ふ

空

き

瓶

月

光

の

川

を

く

ぐ

り

て

逸

ひ

に

来

よ

茶

立

山

畑

聴

く

時

ぞ

う

れ

し

き

内

と

せ

と

と

せ

ゥ
約
束
の

=
一
年

過

ぎ

ゆ

き

十

年

ゆ

き

リ

ト

ル

タ

l
ン

が

住

ん

だ

砂

浜

壊

れ

な

い

ハ

ン

モ

ァ

ク

に

は

織

の

月

も

む

な

い

顔

と

酒

飲

ん

で

寝

る

連
れ
添
う
て
ゐ
る
立
味
問
へ
り
パ
ン
の
耳

そ

ら

ね

し

わ

し

わ

し

わ

と

あ

れ

は

空

音

か

撫
で
ら
る
る
こ
と
に
も
耐
へ
て
お
ひ
ん
ず
る

忘

れ

た

こ

ろ

に

や

っ

て

来

る

人

大
阿
疎
の
け
ぶ
り
は
絶
ゆ
る
こ
と
あ
る
も

夢

二

の

揃

く

胸

の

出

揃

わ

れ

も

ま

た

赤

子

は

ら

み

し

花

の

附

春

た

け

な

は

の

湖

溢

れ

だ

す

姫
野
恭
子
捌

ー
あ
げ
は
蝶
小
さ
く
打
て
ば
小
さ
く
嶋
き

百

鬼

夜

行

を

覗

く

格

子

戸

か
ん
ι
AU
V
AJ

前監

の

木

履

の

底

は

地

を

温

い
て

ひ

と

に

知

ら

れ

ず

魚

跳

ね

る

と

き

市

へ

出

て

匂

い

放

て

り

寒

の

書

世

人

事

を

m
M
う

馬

丁

の

嫁

さ

ん

あ
一命

あ

〈

3

間

男

が

乗

り

こ

な

し

た

る

鐙

鞍

窓

い

っ

ぱ

い

の

月

に

部

け

る

務
時
雨
ク
レ
ッ
ン

エ
ン
ド
の
く
ち
づ
け
を

ポ

y

ケ

の

胡

桃

触

り

ぬ

よ

う

に

冬

近

し

風

向

ち

船

の

帆

の

別

雌

子

供

三

人

捨

て

て

き

ま

し

た

tぼ
つ
ぼ
つ
と
を
と
こ
の
こ
ぼ
す
飯
を
食
い

両

手

に

あ

ま

る

服

の

太

さ

よ

い

つ

の

ま

に

こ

の

空

波

り

終

え

し

雲

コ
ン
ビ
ニ

に

い
る
ケ
イ
コ
と
マ
ナ
ブ

花

降

れ

り

長

持

唄

に

送

ら

れ

て

大

地

の

抑

制

り

待

ち

L
H眠
時

，*二
』ヨ 恭

子
伽
川
ハ
耶
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ナ
ォL
人
川
区
を
大
間
区
と
品
川
H

〈

長

閑

な

り

耳

に

た

し

か

な

胤

対

感

詑

継

ぎ

足

し

た

夢

の

終

り

は

火

の

外

山
町
川
聞
の
王
の

パ

ス

タ

お

代

は

り

を
な
が
ど
り
M
山
町
長
す
ぎ
て
寄
り
添
へ
ぬ

抱

き

し

め

た

な

ら

告

に

な

る

枝

マ

ッ

チ

売

る

少

女

待

っ
て

る

難

破

船

ぷ

旬

、
』

銭

力

の

玩

具

浮

き

つ

沈

み

つ

1
よ
、
そ
こ
は

E
S
Z
2-
2
5と
呼
ば
れ
ま
す

Ha
条

腕

に

も

く

る

ま

れ

ぬ

も

の

本

炊

ぐ

小

家

的

軒

よ

り

自

の

川

印

説

で

立

ふ

す

さ

ま

じ

の

業

ナ
ウ
わ

れ

か

り

の

鳴

け

る

父

母

品

ふ

ご

と

サ

イ

ド

ラ

イ

ン

は

凶

へ

つ
な

が

る

手

分

け

し

て

人

形

の

靴

探

す

ら

ん

お

不

動

さ

ま

へ

い

そ

く

風

船

花
陸
追
抜
け
切
る
ま
で
に
言

へ
る
九
九

陥

先

立

ち

ゅ

れ

述

山

ポー成

l
附
句
八

H

!
日
目

ド
此
l
附
句

l
H
l
H
M

an
銅山
円

引

の

ん

μ
ー
そ
の

V

歌

『太
田
区
と
暫
く
』

1111 

処

暑

け

さ

の

位

の

へ

り

の

事

き

こ

と

秋

の

団

扇

に

残

す

平

の

名

楽

屋

よ

り

月

見

る

人

の

出

番

に

て

潮

足

は

や

き

古

が

し

て

を

り

観

覧

車

ひ

っ

そ

り

阻

る

取

の

街

毛

糸

を

編

ん

で

弘

の

点

l
に

ウ
ヲ
あ
り
ふ
れ
た
日
で
あ
り
蝶
の
併
に
会

ふ

い

i

t

戦

よ

あ

る

な

組

が

尿

せ

り

ピ

ア

ノ

線

張

ら

れ

僕

ら

の

恋

つ

の

る

エ
ド
ガ

l

ド

ガ

の

苦

い

踊

り

子

進

ふ

時

は

三

千

世

界

鑑

重

力

の

み

こ

み

顧

の

烏

横

切

り

某

股

火

の

立

ち

し

方

に

は

風

が

あ

る

生

き

と

し

生

き

て

沌

笛

の

月

腰
に

手

を
添
へ
て
正
し
い
船
出
町
き
を

下

戸

が

勧

め

る

板

J

の

柄

花

の

日

の

別

れ

は

同

和

口砕

か

ら

錨

を

か

け

て

ば

か

り

ゐ

た

春

沢

都
町剛山川
圭
衛
子

理

究

開
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主
街
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u
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多
即
ゆ
仰
天
描
出
句
会

V

流

帝

の

御

座

所

跡

と

や

秋

田

降

る

岩

の

堺

風

を

附

ら

す

満

月

長

き

夜

を

娘

モ

デ

ル

に

岱

と

り
て

左

を

招

き

て

楽

し

晩

餐

按

待

の

新

茶

の

織

り

は

た

は

た

と

犬

と

た

わ

む

れ

的

ら

す

珪

由

ゥ
あ
こ
が
れ
の

金
子
み
す
ず
の
詩
集
手
に

幼

な

馴

染

の

相

愛

の

仲

銀

婚

に

ハ

ワ

イ

旅

行

の

二

人

旅

岳、
げ

リ

ス

ト

ラ

さ

れ

て

枠

内

岐

く

も

ノ
ー
ベ
ル
賞
ダ
ブ
ル
受
賞
に
歓
お
梯
き

輩

出

月

過

ぎ

て

も

現

役

の

医

師

ハ
イ
ウ

ェ
イ
飛
ば
す
米
子
路
月
冴
ゆ
る

冷

え

し

五

体

に

泌

み

る

熱

澗

株

安

に

祈

る

は

神

よ

仏

さ

ま

百

円

シ

ヨ

y

プ

ど

こ

も

繁

nu

持

を

脱

い

で

賑

や

か

花

建

霞

空

舞

ふ

ハ

グ

ラ

イ

ダ

半
歌
仙

『秋

日

降

る
』

ン

出
轟
秋
義
捌
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山
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住
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《
川
崎

戸入
の
川
辿
句
会

V

2此

『御

代

の

春

{，h 

古

書

や

朱

色

浮

き

顕

つ

御

代

の

春

ゆ
ず
切

U
楳

飾

る

床

の

前

浄

つ

ぎ

つ

ぎ

に

鷲

箇

の

よ

く

先

れ

て

れ

か

的

若

布

舟

指

く

浜

の

販

は

ひ

久

間

の

孤

交

は

す

月

腕

興

国

の

人

も

畏

ふ

狂

rE

ヲプ

ル

カ

脱

ぐ

女

の

睦

か

が

や

け

る

化

粧

の

井

戸

は

砂

に

埋

も

れ

い
つ
だ
っ
て
恋
し
あ
な
た
を
出
切
ら
ず

レ

ン

ジ

炊

飯

チ

ン

で

事

消

み

夏

風

邪

は

強

情

だ

よ

と

玄

ひ

し

生

命

保

険

誘

ふ

明

額

月
渡
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
五
線
紙
に

き

ら

り

渋

鈷

き

ら

り

保

体

川

秋

彼

岸

自

由

民

権

跡

た

ど

る

鬼

ご

っ

こ

す

る

寺

の

境

内

家

宝

な

る

時

絵

提

げ

草

花

の

甚

女

御

更

衣

も

装

ふ

水

日

品
ま
す
子 技厚泰徳良川森イ

福
間
民
空
捌

ナ
ォ
卒

泌

を

間

近

の

腿

法

伎

役

漢

字

パ

ズ

ル

で

気

取

る

博

学

術
-
一匹

い
つ
も
の
場
所
で
見
張
り
帯

小

川

眠

一

ゐ

と

附

も

っ

ぱ

ら

ー
ぇ

国
え
ま
さ
る
鈍
あ
ざ
や
か
な
刀
鍛
治

細

雪

舞

ふ

苑

を

ゆ

る

り

と

抱
き
鮮
の
つ
き
し
乳
飲
み
児
抱
き
疲
れ

帰

り

ゆ

く

彼

術

き

指

切

り

離

さ

な

い

チ

ャ

ン

ス

の

神

の

後

髪

名

水

汲

み

て

茶

の

湯

お

白

、
前

な

め

ら

か

に

来

る

月

光

の

車

椅

子

立

き

が

し

て

友

と

奥

山

Z
そ

ぞ

ろ

媒

記

憶

の

梁

は

廃

虚

に

テ

ジ

カ

メ

首

に

旅

も

軽

や

か

サ

y

カ

l
の

2
ぎ
対
策
フ
リ
ー
ガ
ン

宅

忽

使

に

覚

ま

さ

れ

し

事

梅

凶

に

競

ふ

が

こ

と

し

花

万

川

市

生

れ

し

若

駒

ひ

と

み

霊

句

L

本
間
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崎
ri

蒋
連
句
会
V

R臥

官11

『
エ
ア
メ
ー
ル
』

待
ち
わ
び
し
娘
の
エ
ア
メ
ー
ル
初
燕

明

る

く

笑

う

背

山

妹

山

一
輪

の

み

や

こ

わ

す

れ

を

食

卓

に

回

転

ド

ア

l
抜

け

る

バ

ラ

ー

ド

月
光

U
7

の
背
き
か
け
ら
の
ピ
ル
谷
川

時

流

れ

け

さ

か

く

も

爽

や

か

ゥ
阿
の
仁
王
昨
の
仁

王
に
木
の
実
降
り

彼

と

私

の

霊

は

ほ

ん

も

の

出
会
い
系
サ
イ
ト
と

言

い
し
甘
き
民

証

券

マ

ン

の

さ

え

ぬ

朗

色

両
手
挙
げ
ま
さ
に
お
手
あ
げ
仰
引
き
姉

部

附

は

い

に

月

を

呑

み

込

む

法
螺
吹
き
と
知
り
つ
お
だ
て
る
問
扇
風

引

き

倒

さ

れ

た

フ

セ

イ

ン

の

像

過
ぎ
し
日
の
栄
華
は
事
と
消
え
は
て
て

は

る

か

に

続

く

存

泥

の

道

崎
守
の
触
れ
に
し
花
の
香
に
満
て
る

耳

を

滋

せ

ば

鷲

の

戸

ま

児
ヨ
俊
子
捌

すォ
血

概

値

一

忍

一

憂

病

床

記

人

間

万

事

謀

翁

が

出

晩

絡

は

静

か

な

宇

み

た

の

し

み

よ

す

こ

し

濃

い

自

の

寒

相

を

廷

す

自

在

鈎

煤

け

て

柏

は

笥

五

尺

附

に

融

制

ま

れ

し

占

い

の

本

訪

わ

れ

た

香

港

ツ

ア

1
お

断

わ

り

家

族

で

泣

る

近

場

嵐

山

市

ぽ
つ
ぽ
つ
と
間
来
て
や
が
て
大
降
り
に

ド
l
ベ
ル
マ
ン
が
な
ぜ
か
っ
さ
く
る

ほ

米

舟

ケ

l
タ

リ

ン

グ

の

月

の

甚

お

く

ん

ち

過

さ

て

静

ま

り

し

附

サウ
蛸
郎
の
吹
か
れ
な
が
ら
に
斧
か
ざ
し

辿

句

の

付

句

ふ

っ

と

誌

か

ぴ

て

濃

く

淡

く

山

百

以

が

指

呼

の

問

じ
ゃ
ん
け
ん
し
つ
つ
唱
足
の

子
等

散
り
そ
め
て
な
お
も
ゆ
た
け
き
花
の
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古

域

板

碑

の

文

字
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あ
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訴
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飯
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飯
川
辿
句
会

V

脇

起
キ
歌
仙

春

雨

や

帯
雨
や
蹄
の
巣
っ
た
ふ
口
血
ね
の
焔

掘

割

下

る

版

取

る

舟

柳

影

自

転

車

の

子

ら

集

ひ

来

て

お

菓

子

の

袋

中

身

見

せ

合

ひ

縁

側

の

猫

の

背

中

に

H
や

さ

し

秋

振

舞

の

一

五

た

け

な

は

大

川

を

桜

り

て

寄

る

硝

供

誕

日

戸

の

小

紋

に

職

人

の

技

待

柁

ぴ

て

髪

に

手

を

や

る

出

向

問

眠

ら

れ

ぬ

ま

ま

隠

れ

家

で

待

ち

ひ
た
む
き
に
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
今
を
且
き

上

が

る

喝

采

降

り

る

椴

帳

互

の

月

間

柄

匝

に

湧

く

主

ひ

戸

色

町

槌

せ

た

る

手

配

ポ

ス

タ

ー

汀

年

の

海

外

派

泣

頼

も

し

く

ず

っ

し

り

置

き

記

念

文

誌

に

て

門

出

を

祝

ふ

花

の

流

れ

る

時

の

遅

き

鹿
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《
上
野
伊
町
通
句
会
凶
之
丸
匝
V

割;

4大

つ
』

立

制1

僚

あ

と

の

部

品

の

香

や

秋

立

ち

ぬ

金
S

一

刻

早

く

酬

の

声

月

今

宵

望

遠

鏡

を

円

隅

に

さ

す

ら

ふ

ご

と

〈

旅

の

若

者

客
少
な
耐
を
山
叫
ん
ろ
う
ぞ
耐
付
け
て

議

円

十

船

め

き

し

友

凱

町

制

の
め
り
込
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
へ

死

の

影

繊

ふ

ダ

イ

エ

y

ト

宜

理
由
間
も
な
く

↓棋

の

方

が

先

に

立

つ

写
其
で
済
ま
す
出
来
ち
ゃ
っ
た
婚

干
の
声
の
聞
か
れ
ぬ
街
に
柁
し
く
賠

中

教

帯

は

聞

を

霊

せ

よ

ア
ラ
ラ
テ
の
型
世
の
山
に
凍
て
の
月

邪
気
を
迫
ひ
山
し
荒
ぶ
な
ま
は
げ

茶

に

代

り

酒

で

も

て

な

す

高

慣

ひ

似
鋭
が
無

い
と
掛
け

て
う
ろ
う
ろ

-eT 

咲

く

兆

日

和

州

押

し

夜

に

花

の

影

述

休

朝

寝

ほ

し

い

ま

ま

な

る

ナ
ォ
バ
ル

ー
ン

を
の
が
し
た
空
の
恨
め
し
く

子

の

所

在

な

さ

民

話

し

し

て

内

誕

を

山

し

て

鞄

は

外

交

へ

思

の

杭

軸

世

界

こ

わ

ば

る

T
ン

守

ツ

を

肌

色

に

す

る

大

川

間

ど

一

タ
マ
ち
ゃ
ん
何
処
へ
民
主
明
き
伐

州
路
を
し
の
げ
り
ゃ
い
い
と
手
を
取
り
て

砂
の
ハ

l
ト

の

跡

か

た

も

な

し

技
致
に
迦
ふ

-
一
十
四
年
は
埋
め
ら
れ
ず

寿

司

に

沢

山

町

お

ふ

く

ろ

の

昧

「
き
て
き
て
き
て

」
肢
は
踊
る
川
の
能

山

判

的

人

形

利

ま

と

ま

っ

Z
艇

の

肌

に

ほ

だ

さ

れ

向

む

側

の

銭

鉢

の

渇

き

し

托

鉢

の

仰

ノ
ー
ベ
ル

M
M附
欲
町
村
日
盛
り
立
て
て

雛

の

タ

ベ

は

う

れ

し

ラ

花

吹

省

一
瞬

に

あ

苑

に

整

列

緑

山
村
と
し
お
捌

リ1

H 
と
し

出とIIfj 敏 維と間敏 HKfと雅敏と山子生お干

水
間
似
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《
上
野

川
V

引
連
句
会
花
円
柑
町
出
V

:且

『風

み

ど

り
』

制l

水
車
屋
の
軽
き
リ
ズ
ム
や
胤
み
ど
り

家

族

総

出

町

田

植

捗

る

阪

は

ひ

は

民

芸

出

仙

の

手

刊

り

に

小

さ

な

赤

い

財

布

か

ら

っ

ぽ

軒

下

に

て

る

て

る

ほ

う

ず

訟

の

月

運

動

会

の

肱

は

蹴

倒

ゥ
柏

だ

し

て

非

主

協

力

さ

は

や

か

に

U
LLC
 

初

心

心

待

折

に

締

き

欲
望
と
名
の
つ

く
列
車
に
乗
せ
ら
れ
て

パ

イ

ア

グ

ラ

て

ふ

楽

ふ

と

こ

ろei
か
ら

限

界

ヘ

ギ

ネ

ス

挑

戦

す

る

輩

川
が
澄
む
ま
で
た
ま
ち
ゃ
ん
持
つ
や

月

影

を

背

に

名

木

の

切

り

見

ゆ

徹

夜

の

頑

張

り

寒

卵

削

る

ノ
ー
ベ
ル
賞
ダ
ブ
ル
受
件
以
は

誇
る
べ
し

チ
ペ

ン
ス
の
神
様
、
っ
し
ろ

控
佃

く

沿

線

の

花

ま

織

り

に

連

ら

れ

酌

む

府

を

聞

き

汐

干

約

束

千山と勝目下，-;Wt山

ナォ
大

刺

寝

母

前

の

日

の

気

楽

さ

に

一

弦

琴

の

雅

び

や

か

な

る

評
判
の
ア
ニ
メ
の
世
制
作
に
引
込
ま
れ

政

問

立

市

の

バ

ト

ル

極

ま

る

祁
干

の

禁

の

こ

ぼ

れ

る

緑

白

き

砂

ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
の
肌
は
ガ
ン
グ
ロ

入
江
来
る
船
近
づ
い
て
と
き
め
き
ぬ

時

間

-
一
人

を

包

み

隠

し

て

後
手
の
負
け
と
、
っ
と
う
枚
数
を
晒
す
破
目

ヒ
ー

ロ
ー

い
つ
も
特
る
マ
ラ
ソ
ン

山

の

端

を

蹴

る

利

加

の

月

仰

ぐ

の

っ

そ

り

雌

の

頗

を

だ

す

苑

t
ち
ち
ろ

血
取
材
の
マ
イ
ク
ヰ
む
ら
に

質

問

き

び

し

こ

ど

も

帯

組

発

掘

の

巨

大

地

輪

に

湧

く

浪

速

民

の

か

ま

ど

の

煙

た

な

び

く

町

あ

げ

て

忍

者

装

束

花

ま

つ

り

竹

中

併

が

し

木

の

芽

凹

楽

山
村
勝
子
捌

山
付

勝

子

T
Ml田
幸
子
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と
し
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A
j
野

伊
白
辿
句
会
山
腕
附
V

歌

「麦

刈

り

や
』

官h

主

刈

り

や

貯

を

波

り

来

る

盆

地

風

座

る

花

現

監

足

に

ひ

ん

や

り

諮

り

部

の

自

刊
の

一
句

被

露

し

て

歴

史

街

道

歩

け

あ

る

け

と

月

今

宵

ビ

ル

屋

上

の

コ

ン

サ

ー

ト

某
種
蒔
く
と
て
タ
イ
ミ
ン
グ
み
る

四

半

刻

説

明

れ

ぬ

街

ほ

の

昏

き

受

付

の

娘

の

笑

顔

は

れ

や

か

文

書

棚

個

人

宛

な

る

女

文

字

す

ね

て

避

け

る

電

話

待

つ

身

に

ふ

と

外

す

視

線

時

計

の

訓

の

よ

典

例

づ

く

め

の

外

務

官

僚

帰

国

者

に

北

の

凍

土

の

月

曜
し

寒

冷

前

線

ゆ

き

つ

も

ど

り

つ

近

隣

の

山

菜

香

り

揚

げ

て

み

る

待

ち

わ

び

お

り

し

入

選

一
報

干

の
列
の
お
つ
に
す
ま
し
て
花
の

下

ま

た

な

つ

か

し

さ

崎

県

づ

く

り

靴従敏 t照政雅 i正敏照政雅 1:f敏 子子生子子

:
船

聞

の

L
づ

も

り

て

ゆ

く

泊

中

隠

居

住

い

は

丘

の

山

み

に

聖

人

へ

緋

毛

民

ひ

く

お

国

柄

過

激

に

走

る

テ

ロ

の

攻

暁

ニ

山

の

有

難

き

れ

般

に

雌

寝

袋

と

い

て

聞

に

こ

ろ

が

る

と
き
め
き

L
人
と
カ
メ
ラ
に
お
さ
ま
り
て

フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ッ
ス
変
る
世
の

中

身
の
廻
り
や
が
て
見
え
な
く
な
る

二
人

目
立
L
コ
ー
ヒ
ー
色
絵
あ
や
し
き

ア
ニ
メ
め
く
泌
の
町
明
り
月
あ
か
り

丹

精

の

叩

斐

粥

に

賞

あ

り

ナウ
応

挙

作

飾

り

山

車

曳

く

盟

ま

つ

り

人
材
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
る

日

斡

の

W
杯

サ

y

カ

l
開

幕

し

浮

か

れ

し

柿

の

泥

ま

み

れ

な

る

姉

妹

都

市

花

の

胤

り

を

迎

え

い

て

消

汲

み

か

わ

す

噌

の

中

氷
山
間

子
捌

m
n敏

杉
ぶ
従

拠
川
雅

川
本
政

i

ふ
川
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成
十
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4
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問
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河
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A
円
長

山

に

H
T
I迎
句
会
V

~lk 

『冬

晴

る

る
』

イ111

名

刺

の

鏑

一大

に

哨

り

h
h
、
附
る
る

Jm
献

と

咲

く

苑

の

水

仙

チ
ャ
リ
テ
ィ
の
刺
舗
の
制
に
魅
せ
ら
れ
て

ケ
ー
キ
い
ろ
い
ろ
添
え
る
コ
ー
ヒ
ー

大

橋

に

か

か

る

満

月

澄

み

わ

た

り

時

に

乱

る

る

雌

の

列

藤

村

を

偲

ぷ

本

的

路

町

秋

惜

し

み

型

，

の

調

べ

の

も

る

る

丸

悲

し

の

び

逢

う

彼

の

繊

版

文

に

似

て

熱

き

さ

さ

や

き

残

る

耳

底

岡

山
川
の
怖
付
い
ま
や
品

下

位

に

メ
ジ
ャ
ー
リ
l
グ
へ
我
れ
も
我
れ
も
と

酔
う
ほ
ど
に
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
月
の
世
け

浴
衣
は
し
よ
り
て
踊
る
ひ
ょ
っ
と
こ

子

供

帯

の

遊

び

は

と

み

に

O

A
化

維

も

脱

め

な

い

拠

時

掛

軸

咲

き

満

て

る

花

の

故

郷

は

事

の

中

お

玉

杓

子

を

追

い

し

あ

の

間

岡
本

間=
捌

十

J
め
や
と
り
の
出
て
な
く
就
く
の
ど
け
さ
に

動

か

ぬ

時

剖

つ

の

る

静

寂

危

機

は

ら

む

核

問

題

に

凹

昨

ゆ

れ

帰

国

の

五

人

確

と

4
4
泊

討
し
ま
く

北
の
よ
地
に
逝
き
し
ま
ま

川

て

も

屯

つ
で

も

行

い

柿

焼

け

待
ち
わ
び
て
屯
市
い
く
つ
も
や
り
過
ご
し

メ

ー

ル

で

交

わ

す

相

聞

の

歌

い
つ
し
か
に
殺
し
た
い
ほ
ど
貯
き
に
な
り

庄

の

ソ

フ

ァ

ー

は

仲

酬

の

起

肪

タ
月
の
山
の
端
般
的
て
絵
の
こ
と
く

い

づ

く

と

も

な

く

句

、

つ

木

州

:
赤

い

羽

峡

つ

け

て

日

諜

町

一
万
宇

ジ
-1

ン
グ
ル
ジ
ム
の
賑
や
か
な
戸

受
賞
せ
る

「
千
と
千
尋
の
神
か
く
し

」

マ
l
プ
ル
チ
ヨ
コ
の
色
は
と
り
ど
り

胤
に
舞
う
花
を
市
び
つ

つ
目
ち
つ
く
す

市

γ

和

な

よ

米

願

初

山

M

桝

本

昨

加

eu祐
子

耐

水

澗

紀
伊
郁
子

作
ノ
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カ
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円
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氏
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鈴
吟
社

V

事

γ
ル
仏
両
川

i
Z
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『弥
陀
の
半
眼
』

雨

畑

る

弥

陀

の

半
限

あ

た

た

か

し

遠

蛙

鳴

く

る

る

る

り

り

り

り

蓬

餅

母

の

た

よ

り

の

添

へ

ら

れ

て

フ

ァ

イ

ン

プ

レ

イ

に

拍

手

喝

采

月

天

心

駅

長

送

る

終

列

車

パ
ソ
コ
ン
附
ぢ
し
ゃ
、
火
、
の
窓

今
眠
り
ゐ
る
犬
の
尾
に
ふ
れ
ね
こ
じ
ゃ
ら
し

ハ

ー

プ

奏

者

の

し

な

や

か

な

指

極
上
の

ワ
イ

ン
の
こ
と
〈
愛
育
つ

刻

を

忘

れ

し

熱

き

抱

擁

と
ま
り
ど
こ
見
柴
ひ
た
る
ル

l
レ
ァ
ト

湖

耐

に

浮

か

ふ

両

は

し

づ

か

に

旅

人

の

吐

く

也

白

し

夕

月

夜

ケ

ル

卜

の

轟

の

雪

に

迷

ひ

ぬ

線
こ
そ
ぎ
に
日
掛
け
機
管
賢
官
房
費

矢

大

陸

門

く

ぐ

る

初

燦

v

v

 

午

砲

の

五

街

一
望

に

花

お

ぼ

ろ

春

惜

し

み

つ
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向

ふ

カ

ン

パ
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孝
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作
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《
伊
東
伊
一以
也
知
市
辿
句
会

V

歌

『春

昼

官h

春
向
け
ど
や

魚

影

奔

る

怖

の

下

柵

超

え

て

咲

く

述

越

の

前

炉
町
名
残
り
寄
辺
な
け
れ
ば
手
を
組
み
て

テ

レ

ビ

の

画

像

家

族

引

っ

け

ホ

告

に

睡

慌

ほ

と

び

て

望

の

夜

逃

げ

し

蛇

が

ぴ

ょ

ん

と

お

座

敷

ゥ秋
、
つ
り
ら
袋
い
っ
ぱ
い
ふ
ら
ん
す
ば
ん

側

先

れ

ば

人

縦

い

て

く

る

香
水
の
伐
り
骨
に
酔
ふ
エ
レ
ベ

ー
タ
ー

腕

立

伏

せ

を

百

田

町

剖

誌
も
ゐ
な
い
棚
田
に
姻
立
ち
の
ぼ
り

上

り

位

で

茶

菓

を

振

る

持

ふ

月

に

附

み

つ

つ

排

仇

と

山

み

台

刷

近

く

に

JM
く

野

IU
の

猫

婆

死

な

ば

朝

に

は

嬰

生

れ

山

で

官

出

で

も

好

き

唄

ふ

一

節

花
万
捺
ピ
オ
ロ
こ
の
弓
明
り
止
ま
ず

立

の

輸

出

く

浜

は

の

ど

け

し

水 % 木美 XA < 次木美男水美木英水 事長失 点

+す
ゆ

る

や

か

に

流

れ

を

捌

く

初

筏

一
つ
の
パ
ン

を

か

じ
る

辿

れ

述

消
防
車
サ
イ
レ
ン
し
き
り
真
っ
畳

間

返

事

聞

く

ま

も

只

う

わ

の

空，、ぇ

胤

に

耐

へ

て

久

し

き

刷

仏

タ

仰

の

匂

ふ

H
U

の

問

日

鋸

で

唆

づ

質

約

「
よ

い

靴

」

お

て

て

繋

い

で

共

宇

の

仲

椴
い

H
い
判
ら
ず
じ
ま
い
初
キ

y

ス

間

の

ち

公

り

時

々

は

附

酔
躍
的
に
月
澄
む
水
を
ふ
ふ
み
ゐ
る

祝

ふ

批

判

鯉

を

納

め

ん

4

ゥ
紅

都

目

つ

散

る

石

橋

は

古

を

化
"
み

功

成

L
道

げ

て

口

ひ

磁

邸

遺

げ

榔

の

文

日

山

は

暮

れ

か

か

る

湖

叫

の

宿

に

名

士

訪

ふ

旅

人

に

似

城

公

凶

花

吹

吋

世
れ
河
川
眠
焼

る

み

づ

い

ろ

の

川

h
川ザ
寸

石
渡
若
木
捌

'1' {j 
似 i略
IY J折

日
以
次

1'-'1'-
成1&
ト|
問問

削
} j } J 

j. j 
4 じ
1111 

_，己目
於

{}t 

出
出
会
血1

長 ;x水 柴 水 占EI止英次水 長水花美;";"北
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阿

夫

利

唱

の

氏

子

な

る

べ

L
同
制

木

下

附

に

主

の

車

底

。

影

に

望

遠

レ

ン

ズ

収

り

替

へ

て

鮭

の

に

ぎ

り

を

立

ふ

暇

な

く

タ

月

に

削

舎

寵

聞

オ

ペ

レ

ッ

タ

捕
り
山
し
も
の
、
新
柑
差
し
入
れ

ゥ身
に
し
み
る
調
査
捕
鯨
の
水
足
細
く

あ

の

一

言

に

迷

ふ

通

ひ

路

小
座
般

は
う

そ
も
誠
も
知
り
つ
く
し

床
の

間

に

世

く

館

千

代

の

太

刀

な

つ

か

し

ゃ

立

川

文

即

興

問

党

。
ー、品

目
肌
瓜
役
者
に
「
た

っ
ぷ

り

」
の
戸

か、
-

ど

て

ら

常

て

月

を

敵

の

御

前

さ

ま

足

跡

も

な

き

布

の

境

内

二
十
八
人
い

る
モ
ン
ゴ
ル
の
相
扱
取
り

大

刑

制

免

問

ハ

I

レ

l

の

風

化

街

道

本

家

元

祖

を

競

ふ

山

か

ら

し

某

畑

続

く

山

川

町

v 」ι.

蛙

山辺i: A: 
川 U 111 
広 mfJ!} 

ひ1E:こ nJ肝 ひ 山 司ひ山霊 nl山こ

砂山
門徒

司

u
岡山
わ

こ

f
川
崎
ひ
で
子

眼

川

遊

近
藤
祐
肝
捌

，、

ー
パ
ス
中
は
お
ば
さ
ん
ば
か
り
都
の
旅

日

以

気

対

荒

い

つ

も

底

打

ち

温

暖

化

地

球

の

う

ら

も

近

く

岳

り

件

ち

の

ぞ

ま

れ

る

御

干

の

艇

生

比
七

y
ケ
ン
毛
穴
の
脂
肪
ま
で
部
す

成

五

M
m
み

て

軽

き

辺

助

百
成
を
目
ざ
し
た
矢
先
パ
タ
ン
キ
ュ

l

レ
y

ド

イ

エ

ロ

ー

ヵ

l
ド
連
発

英
郎
術
わ
が
子
町
見
分
け
っ
き
か
ね
て

き

つ

い

香

水

め

ま

い

ま

で

す

る

月

光

に

椴

た

は

る

マ

ヤ

二
枚

描

く

円

附

岡

家

に

秋

の

深

ま

る

:
す
ず
虫
か
耳
を
澄
ま
せ
ば
呼
び
出
し
か

結

尿

病

に

為

す

す

べ

も

な

し

ベ
ン
チ
ヘ

1
で
他
脱
出
具
を
売
り
川
し
て

前

の

晩

か

ら

長

い

行

列

心

敬

の

塚

に

た

な

び

く

花

の

主

六

百

年

の

薮

の

う

ぐ

ひ

す

d
r
p

成

I
附
句

、jif--
I I 
i'i 

iáJ~ 

iJ' 
持
h日、

リミ
公
!( 
向1

州，. 
附

重 山 口lひ i駐司ひタ干山今 干避 I;}こひこ 干
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A
市
川
市
川
俳
話
教
主
ー
その

目
V

1此

鰯

跳

ぶ
』

イ111

の

T守

" 官

5陸
軍般舵彦l'l:i'i: 'i司慨 -l'(燈訂 1k 般~ 'I~í ~易 -n 子

彦1.'):彦 w彦型JilL担!彦賞記i彦 t't.f.1J彦 w彦子

ナォ
ス

ー

パ

ー

の

廉

先

合

悶

鈴

鳴

ら

す

衣

装

H
務

り

ち

ん

ど

ん

出

さ

ん

化
け
そ
う
な
化
粧
部
と
せ
ば
附
れ
て
来
し

抱
か
れ
て
み
た
い
ゼ
ロ
ゼ
ロ
セ
ブ
ン
に

お
ど
ろ
き
は
毛
際
の
長
さ
ペ
チ
カ
燃
え

凍

り

つ

き

た

る

フ

ィ

ヨ

ル

ド

の

旅

思

い

出

に

ひ

た

る

ひ

と

と

き

写

真

集

ゴ
ル
フ
サ

y
カ

i
ス
ー
パ
ー
ス
タ

l
よ

テ

レ

ビ

で

は

マ

ジ

ァ

ク

科

理

五

六

分

爪

切

り

な

さ

い

母

さ

ん

の

戸

月

代

に

テ

ラ

ス

の

持

子

を

札

ま

せ

て

新

制

の

酔

い

の

し

み

る

切

な

り

Z
挫

傑

と

識

の

杖

の

秋

遍

路

郎

官

の

阻

一

飴

た

れ

か

れ

に

口

う

土

問

広

き

温

良

街

の

楠

皮

立

出

足

鈍

ら

す

官

能

き

附

花

守

の

僻

H
M
中

く

ゆ

ら

す

日

h
枯
れ
刻

ち

ょ

ろ

り

と

仔

姉

牒

に

の

り

く

る

執

目
下
捌

安

全

地

帯

白

き

浮

標

に

節

の

跳

ぶ

世

を

分

け

て

帰

る

タ

月

ひ

ょ

ん

の

実

を

一
杯

摘

み

て

先

生

に

パ

ソ

コ

ン

教

室

賑

や

か

に

な

り

融

の

山

る

軒

の

か

ら

く

り

大

時

刻

揃

湘

な

駅

の

日

以

に

釘

ゥ
熱

釧

を

つ

ま

み

し

指

を

耳

に

当

て

あ

と

で

直

し

て

悔

や

む

宜

主

ぶ
っ
き
ら
棒
な
れ
ど
も
そ
れ
が
魅
力
と
か

比

拠

の

塚

の

未

来

永

劫

知
事
選
で
一一院
る
べ
か
ら
ず
「
夜
明
け
前
」

民

意

が

勝

ち

で

す

す

め

改

革

互

の

月

ア

ル

ペ

ン

ホ

ル

ン

胤

に

最

句

慈

悲

心

幻

が

寺

町

市

制

山

抜
歯
し
て
搬
ら
れ
た
く
な
い
間
酬
を
伏
せ

一

聾

立

世

む

路

地

の

科

附

部

慶

の

飛

天

楽

天

花

の

王

書

を

蹴

あ

く

る

ふ

ら

こ

こ

の

抗

れ

fP伊
藤雌

駈 11

巾
山
野
手

7守

" 

ド
成
l
州
司
九
日
間
H
円

ド
成
l
問

q
l
川

口

出

(肘
山
川
俳
諦
敦

JZ
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厳
彦
捌

A
H
市
川
市
川
帥
諦
教
官
ー
その
コ
V

歌

『仕

舞

の

脚
』

仙

初

雪

を

O
舞

の

脚

で

踏

み

行

け

り

ぽ

と

り

古

立

つ

柁

助

の

紅

母

と

娘

の

衣

裳

選

ぴ

の

賑

や

か

に

展

示

会

果

て

お

茶

の

ひ

と

と

き

新

築

の

ピ

ル

美

し

く

月

の

街

京

ん

丸

池

に

陥

の

鋭

き

戸

J
叶
粥
附
れ
地
の
歌
び
と
の
碑
が
建
ち
て

観

光

船

に

お

と

同

伴

弦

楽

町

く

る

め

く

中

に

産

気

づ

き

税

織

め

ぐ

り

巡

る

故

判

散

財

は

尾

張

生

れ

で

あ

る

ら

し

い

回

り

燈

慌

に

浮

か

ぶ

戦

闘

月

涼

L
浦

山

駈

け

る

八

円

以

士

一

瓢

を

揚

げ

和

尚

尋

ね

し

憂

き

世

の

苦

愛

別

離

苦

と

苦

が

続

き

監

医

者

同

志

君

付

け

で

咋

ぷ

ち

ょ

こ

な

ん

と

幼

も

投

ぷ

花

遊

荷

風

の

忌

な

り

犬

白

わ

れ

る

川
川
紺
抗

告
ω悦

伊
雄
一
般

i't彦 i'l悦彦 i'i"悦'i't悦彦悦 ft彦悦 i't彦子子

E
川

の

辺

の

縦

拠

に

そ

そ

ぐ

税

の

附

列

車

時

刻

に

ベ

ダ

ル

立

川

ぎ

事
の
中
追
い
か
け
て
く
る
ア
ド
パ
ル
ン

バ

イ

ヤ

ー

暮

ら

し

今

も

あ

ち

ら

に

紛

争

は

沓

と

ゆ

き

交

う

川

製

〈

凶

炉

鯉

を

か

こ

み

級

相

干

す

万

葉

町

恋

歌

ば

か

り

仰

の

拙

義

弾

み

で

墜

ち

し

老

い

ら

く

の
果
て

極

楽

へ

三

号

聾

に

抱

か

れ

て

打

ち

払

え

ど

も

消

え

ぬ

ひ

と

百

事

の

曲

流

る

る

ま

ま

に

月

の

甚

m
m
い

ろ

中

こ

ほ

す

蕗

H
H

P

ウ
山
地
の
干
に
文
よ
/
¥
と
胞
か
れ
お
り

リ
ス
ト
ラ
の
文
字
消
え
て
な
く
な
れ

長

老

の

慨

平

ふ

か

し

て

ゼ

ロ

と

な

る

イ

ラ

ク

を

想

う

人

川

の

日

二
分
咲
き
の
花
を
悦
ぐ
か
に
空
前
仏
首

ホ

も

撮

み

て

心

ひ

ろ

ぴ

ろ

執

f守
雌

官
tJl 

;:rt日 J事JR悦 "l't悦"tt彦悦 貰 悦日"tt悦干-it悦

平
成

l
凹
年
l

一月
間
H
円

平
成

l
丘一句

-
H
八

H
M

(
於
市
川
俳
謂
教
一
主
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八
東京

一
粋
会
V

歌

イ111

『ム口

風

過

一
片

の

生

一

な

く

附

れ

し

台

風

過

透

明

な

朝

有

明

町

月

新

松

子

パ

ソ

コ

ン

協

に

飾

る

ら

ん

居

残

り

の

干

を

校

門

で

待

つ

蝉

時

雨

見

知

ら

ぬ

簡

を

白

地

図

に

土

朋

鰻

の

匂

ひ

そ

ち

こ

ち

ゥ
府
組
ん
で

肱

欧

同

時

裏

通

り

皆

の

マ

ド

ン

ナ

今

は

大

万

自

踊
り
子
を
か
ぶ
り
つ
き
か
ら
見
上
げ
た
日

恋

文

ポ

ロ

リ

捌

の

奥

か

ら

ス
テ
ッ
キ
を

粋
に
散
容

の
九
十
九
里

微
n
M

穆

需

を

詰

る

理

科

室

納
め
ミ
サ
ベ
ル
附
り
つ
づ

く
月
の
下

万

耐

の

誕

の

色

づ

き

に

け

り

友

禅

の

最

後

の

踏

を

世

き

終

へ

て

名

所

巡

り

の

週

末

の

旅

待

つ

人

の

手

も

美

し

き

花

位

黄

臨

来

た

天

な

階

L

り

お

-
蛤
つ

ゆ

故

郷

恕

ふ

タ

簡

と

り

ひ
ょ
っ
と
こ
腕
り
座
を
盛
り
上
げ
る

心

血

く

む

の

床

を

探

し

か

ね

モ

ス

ク

に

祈

る

戦

場

の

む

荒

仰

な

る

問

境

め

ざ

す

人

の

昨

岩

川

町

内

氷

た

え

る

こ

と

な

く

進

め

ど

も

屑

か

由

先

の

虹

の

橋

甘

噛

み

を

す

る

抱

き

上

げ

し

犬

あ
れ
ほ
ど
に
解
け
由
知
恕
の
輪
聾
が
桝
き

前

仔

4

少

き

漏

れ

み

ま

ん

ま

火
紫
雌

の
砂
漠
の
塗
に
も
か
か
る
月

山川

制

の

下

酒

米

を

倣

く

t
G
パ
ン
で

二
三

度

線

り

か

む

林

檎

矧

を

つ

ね

っ

た

事

の

対

決

定

年

後
札

所
川
ノ
ア

ー
を
誘
ひ
合
ひ

目

覚

め

て

し

ま

ふ

悲

の

附

千
葉
の
野
に
ム

l
ア
と
浴
び
る
花
の
舞

伏

き

魚

道

跳

ね

る

若

鮎

浜
本
官
海
捌毎

Lr一周
暢

子

大
槻
旦
水

地
引
聡
平

川
中
山
民

世
耳

L
A

久
保
胤
子

um
川
思
案
人ホt

 

人暢
世
一点風

品
川
白

玉官
小

山
内
制
時
々
子

中

付

随

検
川
虫
干

is 
4 
f3 

杉
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咲
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机

の

上

流
れ
く
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足
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あ
そ
ば
せ
て

紅
茶
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こ
ぼ
し
祈
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す
ネ
ク
タ
イ

待

宵

も

望

月

も

み

な

美

し

き
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走

り

出

る
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敢
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蔵
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せ
な
町
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仇

し
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物
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泣

く

立

し

く

も

英

い
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絶
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ね
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巻
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は
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え
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情

核

な

ど

は

持

つ

な
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保
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限
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冴

え

わ

た
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雌
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を

越
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打
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鍬
止
め
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ち
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と

ひ
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油
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踏
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収
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僧

待
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れ
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踏
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を
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追
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こ
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刊
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鍋

析
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に

附

着
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し

く

陪

並

び

て

さ

も

あ

ら

ば

あ

れ

般

の

取

巻

き
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を

待

つ

窓

に

ゆ

る
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と
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影

ど
ん

ぐ
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樋
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落

ち
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づ

け

る

裂
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拾
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千

円
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に
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ニ

ク
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ン
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れ

と
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房

気

取
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ま

だ

早
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誠

か

ら

山
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肱

の

い
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し

く

み

れ

ん

酒

帰

り

の
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忘
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候

三

樹

融

制

批

涙

キ

ラ

キ

ラ

月
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枕
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太
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ら

せ
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叩
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む

談

詰

海

広
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の

ひ

と

い

ろ

深

ま

り

て

車

窓

の

わ

ら

べ

感

暁

の

態

山

縦

に
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位
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口
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り
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方
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も

る

平
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豆

秋
な
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の
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ま
さ
加
減
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仙
悼
の
知
恕

新

婚

世

抑

制

傍

も

う

ら

や

む

旅
プ
ラ
ン
あ
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こ
れ
練
っ
て
ま
と
ま
ら
ず

犬
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散
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は

足

の

向

く

ま

ま

乞
宜
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経
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ま

せ

て

仲
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揖

想

に
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融
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し
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に
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追
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友

思
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ざ

る
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ピ
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物
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た
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起
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を

免

る

柁
件
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叫
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ふ
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ひ
て
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搭
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岩
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ぶ
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知
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ぎ
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家
財
が
灰
に
な
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じ

紡

か

金
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ツ

ン

ユ

も
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狐
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鳴

け

ば

あ

し

た
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加
刊
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悶

ク

イ
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答

解

け

し

週

末
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あ
怖
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当
た
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ま
し
た
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転
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隠
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の

お
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染
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光
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船
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ふ
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又
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を
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っ
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揺
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見

え

な

い

恋

を

し

て

ま

す

思

い

陀

び

性

き

述

ね

て

は

又

消

し

て

「
忘
れ
て

」
と

だ

け

瑚

の

ピ

レ

ウ

ス

酔
醒
め
に
戦
く
プ
ン
ユ
ツ
と
部
チ
ュ

l
ハ
イ

う

つ

ら

う

つ

ら

と

か

じ

か

み

の

猫

月

冴

え

て

社

両

も

半

白

も

国

逃

れ

携

帯

屯

話

と

り

あ

え

ず

聞

け

め

ん

ど

う

な

株

の

取

引

お

さ

め

た

り

喉

一冗

過

ぎ

て

す

す

む

凶

カ

メ

ラ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

皆

で

官

て

た

花

の

窓

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
も
公
団
デ
ビ
ュ
ー

爽

鮪

人

妙
品
秋
山
刀
捌

2川
出

t

り寸

の

純

子

而

談

拡

起

村

の

か

じ

屈

は

熱

き

鉄

打

つ

綿

雲

の

流

れ

る

先

は

い

ず

こ

や

ら

一山

方

め

ざ

す

祖

母

の

念

仰

小

刻

み

に

入

れ

る

包

丁

崎
町
お
と
し

久

間

を

叙

し

騒

ぐ

本

山

山

何

を

昏

み

海

底

火

山

叫

動

す

ム

l
大

陸

に

聖

馳

せ

て

お

り

削

れ

凶

で

色

と

り

ど

り

に

万

華

鏡

時

計

を

止

め

て

め

く

る

め

く

夜

を

霊

怖

の

淵

よ

り

月

へ

m
z山
で

よ

快

に

そ

っ

と

荻

円

下

風

ナ
ウ
古
析
の
宴
ボ
ジ
ヨ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
封
切
っ
て

竪

容

を

弾

く

吟

遊

詩

人

故

郷

町

砂

山

を

泊

、

っ

紡

い

綱

お

も

む

く

引

道

出

み

ん

μ

え

り

仰

ぎ

つ

つ

振

り

返

り

つ

つ

花

の

坂

天

ま

で

周

け

品

の

脚

杭 1FJド14秋

L 

W 11;， tk 

砂山山
秋

戸ll秋 l市

H
7
 

内山川
尚

美

公
文
智

子

制
品
佳
子

秋

羽

尚

美
桂

子

尚

美
智

子

秋

引

山

川

晴

夫

枯

干

桂

子

秋

川

力

MMuu

z

，
 

心

英

fh
河

弘
尚

美

枯IMI1711秋

り

」

」

1"1 
成成

1 1 
凹凶

句作

円11

じl
11 rr 

~，己目
肘

4人

イミ

L~ 
A 
dι 

師!

f 長引弘子長長男弘美判長弘子五 y~

81 

弘!JJ



《
U

拠
点

W
E
B

5
I
G
4脳
述
句
V

脇

起

賦
姉
歌
仙

『狛

も

聞

け
』
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ー
何
と
な
く

品

の

冷

た

き

き

の

ふ

け

ふ

ド

ラ

え

も

ん

来

て

ん

加

を

飛

ぶ

事

匂
ひ
付
け
ド
コ
で
も
ド
ア
も
念
入
り
に

お

日

の

ワ

ナ

踏

ん

ぢ

ゃ

っ
た

か

な

あ
の
去
形
ラ
フ
ア
エ
ル
や
ら
を
御
所
叫
で

ヒ

デ

ヨ

ン

さ

ま

に

逆

勺

へ

ま

せ

ん

後

朝

の

附

き

も

知

ら

で

寝

る

仔

あ

り

紙

袋

か

り

髭

と

た

ん

ぽ

ぽ

瓜

去

り

小

判

こ

ぼ

れ

る

北

半

の

春

市
山
食
、
っ
た
か
化
け
も
せ

ぬ

月

凶

衣

山

に

お

臨

久

し

う

す

入

減

の

H
に

不

義

明

し

で

か

す

Z
待

ち

か

ね

た

宅

急

伎

の

盟

づ

く

し

ザ

一

口

を

憐

く

よ

な

熱

々

の

州

風

強

き

北

町

岬

に

ご

め

が

的

く

丸
い

火

鉢

は

毛

だ

ら

け

灰

だ

ら

け

綾

錦

柳

と

花

を

織

り

ま

ぜ

て

際

蹴

る

符

の

鈴

'1 梨 i品

指
線
判

紡

も

聞

け

杓

子

も

込

へ

時

鳥

金

仙

の

鉢

に

し

づ

こ

こ

ろ

な

き

初

厳

見

上

げ

拠

を

欲

し

が

り

て

お

さ

ら

ひ

を

す

る

三

味

線

の

節

子

の

月

を

待

っ

て

爪

研

ぐ

懐

紙

様

き

い

も

好

き

も

気

ま

ぐ

れ

の

質

ゥ
可
愛
が
り
す
ぎ
て
刺
身
に
や
も
う
飽
き
た

招

き

寄

せ

た

る

客

が

ど

っ

さ

り

念
仏
を
ラ
ッ
プ
に
最
せ
て
ひ
と
く
さ
り

衣

の

裾

に

す

り

つ

け

る

畳

揮
で
声
で
あ
れ
も
こ
れ
も
と
ね
だ
る
な
り

お

っ

と

俺

ら

は

さ

す

ら

ひ

の

ト

ラ

こ
の
た
び
の
マ
ド
ン
ナ
有
馬
稲
子
に
て

芸

者

よ

が

り

が

似

を

吊

り

上
げ

る

駆
け
付
け
に
ぐ
い
と
仰

っ
た
木
天
#
泊

平
の
穂
な
ん
か
で
く
す
ぐ
ら
に
ゃ
あ
で
よ

被

り

物

は

ら

り

と

外

す

後

の

月

小

阪

空

け

れ

ば

花

か

つ

を

飯

!lij宗無海 i割;

み

る

平
成
1
同
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l
八

H
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ド
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問
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瓦
M
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出
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ア
タ
ゴ
ー
ル
物
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N
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。
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N
品
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円
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N
品
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]
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N
品
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]
N

同
品
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-
u

同
ム
。
』
ム

N
ム
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岡
田

N
A
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】
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日
、目
。
]
叶

N
A
O
】
∞

N
品
。
】
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AHW
e
b
 
B
B
S

め
き
つ
ね
時
V

尻
取
り

『連
句
K
U
S
A
R
I』

刻
々
と
変
わ
る
風
紋
飽
き
も
せ
ず

燃
せ
ず
に
た
ま
る
文
は
万
通

通
じ
な
い
言
葉
も
あ
る
と
知
っ
た
恋

蛸
い
ら
い
ら
と
う
ね
る
海
底

低
気
圧
寄
ら
ぬ
が
無
難
わ
が
立
一一回

容
貌
だ
け
は
天
下

一
品

ピ
ン
パ
ッ
ヂ
旅
の
記
念
に
民
い
ま
し
た

支
度
金
尽
き
行
き
暮
れ
る
秋

飽
き
も
せ
ぬ
乞
食
生
活
月
は
友

鳩
も
カ
ラ
ス
も
案
山
子
大
府
き

ス
キ
ス
キ
が
ス
キ
ス
キ
ス
キ
が
キ
ス
キ
ス
に

ス
ニ

ー
カ
ー
は
い
て
ス
キ

y
プ
る
ん
る
ん

ル
ン
パ
持
、
つ
蝶
も
蛾
も
い
る
カ
ー
ニ
バ
ル

間
守
番
世
話
鳴
り
続
け
て
る

流
転
す
る
心
に
響
く
オ
ル
ゴ
ー
ル

ル
パ
ン
が
く
れ
た
思
い
出
の
品

な
ら
ず
者
砂
の
如
く
に
尽
き
も
せ
ず

ず
ら
か
る
奴
は
風
下
に
お
き

荷
を
汽
車
に
紋
せ
て
は
る
ば
る
北
の
国

M
A
O
N
O
 

M
A
O
M】

M
A

。NN

同

hA
C
N
ω

キ
リ
マ
ン
ジ
ペ
ロ

同
品
。
N
A

と
ろみ
つの
べEEり附

N
ゐ
C
N印

N
A

。N
G

M
A
O
N
吋

出
品
。
同
∞

み
の
り

N
A
O
N匂

R 

N
A
o
u

。

と
ろ
っ
ペ

は
や
お

、
I

4

聞

は
や
お

日
、M
O
M
-

同

A
C
M
N

出
品
。
臼
臼

日
ム
O
ω
ム

U1i 

M
hA
C
h
w山

太
陽
<!) 

車 と
月目ろ
の つ
凶古べ

M
h-
C
印
。

カ
ン
+
り
ゃ
ん

は
や
お

不
川
の
肋

と
ろ

っ
べ

退
く
に
退
け
な
い
父
の
立
地
見
せ

応
々
を
凹
っ
て
財
布
空
に
な
り

成
相
山
に
虹
の
懸
け
柿

は
し
ゃ
ぐ
子
の
笑
み
に
つ
」
つ
れ
て
徴
集
み
ぬ

帆
へ
見
ぬ
闘
の
小
人
昨
が
り

ガ
リ
ガ
リ
に
地
せ
京
え
て
辿
り
y
h
き

y
キ
巡
り
来
ず
街
舞
う
同
券

拳
銃
が
オ
ヤ
プ
ン
の
府
政
い
て

抜
い
て
し
ま
っ
た
伝
家
宝
刀

う
と
、
っ
と
と
陪
眠
り
を
す
る
試
験
"
川

エ
ロ
本
を
隠
し
読
み
し
て

/v 
ま

L 
て

そ
な
た
プ
ロ
ポ
i
ン
ヨ
ン
は
負
け
ず
と
か

断
耐
閣
の
背
中
間
抗
日の
陥
を
受
け

鵜
結
構
や
る
じ
ゃ
な
い
か
と
術
的
淵

裂
け
目
噴
火
で
迫
る
溶
岩

頑
と
し
て
エ
ト
ナ
の
地
下
に
ハ
デ
ス
お
り

オ
リ
ー
ブ
は
突
を
厄
前
け
キ
l
プ

<!) 

ら

は
や
お

と
ろ
っ
ベ

み
の
りI
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山
ぽ
っ
ぺ
ん
に
司
ば
れ
て
暮
れ
に
け
り

オ(

な

お

静

か

な

る

松

過

ぎ

の

路

地

文

机

に

た

ま

る

手

紙

を

片

付

け

て

背

伸

び

前

屈

深

呼

吸

す

る

月

天

心

開

発

進

む

丘

の

上

ブ

ル

ド

ー

ザ

ー

に

転

ぶ

聞

製

ゆ

山

々

の

色

の

変

り

て

秋

惜

し

む

ウt

怖

い

の

残

り

し

学

生

時

代

バ
ス
停
に
何
時
も
目
の
合
う
お

下
げ
髪

や
が
て
ロ
ミ
オ
と
ン
ユ
リ
エ
ッ
ト
と
も

ひ
と
こ
と
に
ぶ
つ
り
と
切
れ
し
制
い
糸

紫

酒

解

か

れ

し

ぐ

い

存

み

の

昧

ン
ャ
ワ

l
治
び
鼻
歌
も
出
て
月
間

L

日

の

吸

っ

蚊

ぴ

し

ゃ

り

と

叩

く

梢

唱

に

観

光

客

の

列

を

な

し

に
わ
た
ず
み
よ
り
ほ
の
か
な
る
湯
気

ひ
と
時
は
し
だ
る
る
花
を
傘
と
し
て

凶

行

山

崎

に

送

り

た

る

非

歌 八以点

1111 !JI!: 

て〉の

のミ V 

ん
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次 i喧録制
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問
問
透
干
捌

九
山
装
う
さ
ま
掛
り
た
し
と
カ
メ
ラ
マ
ン

J
オー

ゴ
ピ
の
砂
淡
町
川
本
て
は
見
え
さ
り

官
つ
て
な
さ
デ
フ
レ
抜
け
出
す
追
の
な
く

物

理

化

け

学

い

つ

も

赤

山

'

朗

見

世

の

品

民

同

じ

で

也

が

合

い

弘
、
の
帯
磁
の
史
え
て
山
川
る
る

l
M

戸

の

近

づ

き

て

又

屈

の

き

て

当
り
き

L
e
り
き
サ

y
カ
ー
の
銑

駅

前

の

大

道

芸

の

人

気

附

び

世

を

的

ら

し

て

米

る

は

神

官

窓
辺
よ
り
月
彩
、
っ
す
き
デ
ス
マ
ス
ク

そ

し

ら

れ

つ

つ

も

脊

茸

を

拘

る

μ文
化

祭

カ

ラ

オ

ケ

の

部

で

一
等

性

ム
ケ
ヴ(

町

内

会

も

老

人

パ

ワ

ー

楠

市

押

し

て

伐

り

し

深

轍

鷲

の

戸

ど

こ

か

ら

と

な

く

花

め

ぐ

り

花

追

う

て

行

く

花

の

旅

彼

の

附

れ

し

昨

古

の

沖

ド
ー
l
u
ド

E
h
-
H
5
 

ド
比
十
日
i

h
u
t
f
 
J JlJ 
1. 1 
r、

11 11 
蕊}6í~1

!JIf" 

以
弘
文
化
会
館
)

執

筆利時過布li圭弘通有l存弘遇制li圭脊#官、透

- 84 



八
点
以

l
野
連
句
会
l
ぞの

V

R且

『冬
山
也
+
微
や
」

制l

山地
ん
や
都
議

空

に

向

山

々

命

政

り

オ{

附

け

さ

の

中

間

ゆ

世

川

町

ひ
き
び
き
に
読
み
さ
し
ノ
ベ
ル
手
に
取
り
て

双

耳

円

安

を

お

く

追

い

棚

有

明

の

月

に

た

な

び

く

自

主

主

向

き

に

登

り

未

知

を

求

め

ん

暗
い
ぽ
む
し
り
斧
ふ
り
あ
げ
て
い
か
る
態

4

ゴ
ル
フ
ボ

l
ル
で
大
佐
我
を
す
る

優
し
さ
の
あ
ふ
る
ナ

l
ス
の
祖
爽
と

思

い

の

丈

を

告

げ

る

す

べ

な

く

埋
も
れ
い
る
泣
跡
を
さ
が
す
ゅ
の
旅

石

の

か

け

ら

は

宝

物

か

も

風

鈴

の

ひ

ぴ

く

軒

先

三

日

の

月

立

自

の

山

一
の

匂

う

本

生

多
忙
ゆ
え
加
怖
心
に
な
れ
る
な
ど
う
れ
し

飽

か

ず

眺

む

る

ぬ

釣

る

ひ

と

花

欧

宮

口

に

眼

に

押

い

込

み

て

か

ぎ

ろ

い

て

い

る
N

叫

の

あ

る

街

や

怯
付
引
っ
ぱ
な
捌

ん
別
践
す
る
あ
の
世
こ
の
世
を
さ
迷
い
つ

ナ
オ(

お

金

を

航

め

ば

旦

に

行

け

ま

す

ネ
ッ
ト
で
は
自
殺
の
作
法
教
え
い
し

純

愛

本

の

プ

l

ム

じ

わ

り

と

し
な
や
か
な
釧
き
う
な
じ
に
制
時
雨

制

熱

う

し

て

杯

を

岐

い

合

う

浪
町
に
フ
ア
ド
の
流
る
る
レ
ン
ガ
迫

向

川

学

の

娘

の

似

り

途

絶

え

て

荒
れ
し
代
に
お
出
ま
し
あ
れ
と
よ
ろ
ず
神

池

の

而

に

立

て

る

油

後
の
月
番
を
利
く
訟
の
は
な
や
げ
る

金

柑

の

粒

ま

ろ

ぷ

掌

ん
文

化

の

日

人

形

浄

附

璃

出

じ

ら

れ

L
F
〉(

課

外

授

業

の

テ

1

マ

綿

々

山
奥
の
そ
の
奥
ま
で
の
ツ
ア
ー
あ
り

翁

の

句

碑

の

こ

ん

な

と

こ

ろ

に

花

の

如

ラ

イ

ト

ア

y

プ

の

夜

城

#

の

別

れ

に

生

れ

し

み

ど

り

児

化町
冷
水
彩

" 
刊号

阪
汁
つ
ば
な

篠
崎
ゆ

き

バ
州
地
秀
凹
郎

汗
刷
忠
実
行
子柴つ秀義ゆ持奨つつゆ長持ゆ
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成成
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A
W拠
点
上
野
連
句
会
そ
の
一一一
V

歌

『電

の

JiffJ 

制l

出
J

也

飾

の

虚

飾

の

附

や

ク

リ

ス

マ

ス

オ{

窓

に

世

か

れ

し

カ

ト

レ

ア

の

鉢

試

来

会

外

車

数

々

北

ぶ

ら

ん

寄

せ

来

る

波

の

平

す

砂

浜

デ
ジ
カ
メ
に
お
さ
め
て
お
き
し
望
の
月

査

結

蛸

鈴

竿

に

止

ま

れ

り

川
リ
ユ

y

ク

背

に

渡

る

木

造

暮

の

秋

ウ{
一

人

目

立

ち

し

整

形

美

人

コ
ー
ヒ
ー
を
ベ
ア
の
カ

y
プ
で
楽
し
み
し

ガ

ラ

ス

の

控

に

映

る

販

い

自
己
破
産
す
れ
ば
気
楽
に
生
き
の
び
て

の

っ

そ

り

戻

る

ま

守

の

猫

月
浴
び
て
デ
ッ
キ
に
ゆ
る
る
膝
寝
椅
子

夏

期

講

習

の

よ

う

よ

う

終

る

二
代
目
を
継
ぎ
て
陀
び
寂
び
身
の
内
に

万

葉

が

な

の

う

す

ず

み

の

軸

切

絵

図

に

花

を

訪

ね

る

町

的

ぐ

り

新

家

の

軒

に

瑞

巣

飽

m恥

少

篠
崎
ゆ
き
捌

年

の

日

の

齢

、

え

通

テ

レ

ビ

独

占

松

川

イ

チ

ロ

沈

む

こ

と

出

来

由

死

海

で

鬼

ご

っ

こ

や

け

の

や

ん

ぱ

ち

世

相

や

っ

か

夜

の

来

て

し

ん

し

ん

奇

に
笥
降

れ

る

か

な

し

き

指

の

編

む

凍

豆

腐

名

護

姉

の

慰

め

こ

と

ば

珪

ら

れ

ず

寝

言

に

事

の

知

ら

ぬ

名

を

云

う

風

化

す

る

ア

モ

イ

の

像

の

影

な

が

く

い

つ

ま

で

続

く

放

出

の

旅

ひ

そ

や

か

に

片

制

月

の

動

き

い

て

引

き

し

ヘ

チ

マ

の

ゆ

れ

い

し

扶

庭

、加
戦

酬

に

も

児

等

の

臨

は

山

円

や

か

に

す
ヴー

色

と

り

ど

り

に

相

干

の

リ

ボ

ン

雑
木
山
と
な
り
の
ト
ト
ロ
に
守
ら
れ
て

概

艦

細

工

の

土

問

ま

れ

い

る

賠

塀

に

色

鮮

ら

し

き

前

後

の

花

潮

吹

き

貝

が

派

手

に

潮

吹

く

る

自F

る

篠崎
ゆ

き

M
E叶っ
ぱ
な

筏
保
弘
怖

施
主
帯

水

岡山間
透

子つ弘ゆ春つ透Mmh 
ゆ春つ透子K

ド

ザ
布
E
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企円市水思

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
背
山
V

歌

『梅

雨

時

間
』

1111 

木

鉄

の

切

れ

よ

き

官

や

締

雨

附

問

と

う

す

み

蛸

蛤

み

ゆ

る

損

ホ

哲

学

の

厚

き

原

品川
川
を
持
ち
出
し
て

パ
イ
プ
街
え
し
組
又
は
マ
ド
ロ
ス

征

洋

と

昼

間

光

る

月

の

浜

ひ

と

り

討

ち

ゐ

る

印

渡

る

こ

ろ

ゥ
吾

亦

紅

奥

沿

に

将

か

す

酒

の

盆

離

舗

を

廻

す

似

可

愛

ゆ

き

脱

サ

ラ

の

人

術

家

事

に

専

念

し

子

供

の

塾

と

小

さ

き

貼

り

紙

駅

前

の

巡

査

に

追

を

尋

ね

つ

つ

生

れ

故

郷

に

知

る

人

も

な

し

紺

お

り

る

飢

か

も

川

の

傾

き

て

み

空

を

か

け

る

馴

胞

の

舵

こ
の
国
に
戦
火
の
出
て
る

H
の
あ
り
や

床

あ

げ

願

う

側

室

病

棟

花
側
世
差
し
の
べ
し
平
に
餌
る
る
ほ
ど

上

野

の

山

の

舗

は

雌

に

ナ
ォ
碑
に

彬

務

と

つ

つ

れ

附

雁

源

氏

を

写

す

唱

の

た

め

ら

ひ

胸

探

く

附

ん

じ

て

ゐ

る

文

の

あ

り

会

え

ば

ふ

る

え

る

つ

ま

み

科

市
川
形
の
火
の
あ
さ
や
か
に
点
き
る
る

月

へ

の

旅

は

や

が

て

正

事

山
円
や
か
に
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
を
陪
り
あ
げ
て

姉

と

組

み

た

る

テ

ニ

ス

楽

し

き

い
つ
役
に
立
っ
か
も
し
れ
ぬ
英
会
問

矩

越

の

」

に

あ

り

し

だ

ま

し

絵

北

鮮

の

位

欽

の

真

実

あ

き

ら

か

に

舵

頼

り

の

地

従

列

品

:
山

盛

り

の

け

茄

T
を
お
茶
受
け
に

同

窓

会

の

枕

し

た

し

き

都

心

ゆ

く

快

速

也

事

色

赤

く

カ
レ
ン

ダ
ー
に
は
予
定
ぎ
っ
し
り

天

平

の

硲

仏

を

梓

す

花

の

川

市

ま

ぶ

し

う

湖

ベ

る

し

る

勝
引
ル
山
和
チ
捌

麟
坪
佐
和
刊
チ

民
民
静
緒
子

Mm山
小

市

民

間

』

何
川
水
尾静h

k
 

水位僻位安水d
k
 

ホホF
 

自佐静

A出奇

ードF 
i瓦成
l' 1 
l叫問
qdl 

七
~ IJ JI 
臥

~，' 11 n 
NI己円
日
K 
文
化
セ
ノ

タ

111 

官水佐静静 2Z:水佐粧水静安静{本'ム水佐官

87 



An
u
M
m
N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
山
山
ー
その

V

Z
故
郷
の
池
士
n
り

他

の

叫

く

を

き

く

伸
び
た
る
試
宇
に
こ
こ
ろ
抑
め
る

新

し

き

上

司

に

い

つ

か

矩

を

越

え

モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
民
棋
誕
の
部
出

土
肥
の
名
っ
き
し
真
紅
の
持
拙
咲
き
て

加

開

の

椎

児

某

ひ

こ

ろ

げ

る

難

民

的

村

へ

続

け

る

騎

馬

の

列

進

か

に

み

ゆ

る

向

き

稜

線

口
ず
さ
む
ラ
ジ
オ
歌
鵡
の
な
つ
か
し
く

毛

慌

を

扱

き

月

の

客

待

つ

連

れ

だ

ち

て

上

野

の

#

の

主

術

飢

干

打

の

荷

量

に

新

走

り

添

え

ナ

ウ

峰

党

派

の

烈

が

m
m
市

長

選

サ

イ

ク

リ

ン

グ

の

税

子

三

人

仲

を

行

く

帆

船

の

は

ゆ

段

目

に

案

内

す

る

ご

と

も

つ

れ

と

ぷ

煉

位

ふ

か

く

琴

の

行

も

る

る

化

の

県

小

町

の

盟

を

捕

ら

す

利

刷

!IX 

時

，烏

flll 

古
脇
尖
智
子
捌

山

の

端

の

夜

明

け

は

早

し

時

弘

務

官

き

の

ま

挿

頭

す

鳶

尾

遥

銑

に

閥

的

箱

容

認

め

て

配

達

さ

れ

し

英

字

新

聞

月

天

心

逝

八

方

に

聞

け

た

る

出

闘

の

中

今

年

紺

織

り

何

処

よ

り

き

こ

ゆ

る

筒

か

秋

祭

も
も
と

幼

き

妹

結

ひ

あ

げ

し

袋

駅
前
に
酒
落
た
和
菓
子
屈
町
ぴ
ら
き

茶

の

湯

の

腕

は

免

許

皆

伝

別
れ
き
て
熱
き
思
ひ
の
断
ち
が
た
く

山

道

心

を

迫

ひ

て

蛇

と

な

る

制

見

世

の

招

き

に

淡

き

径

の

月

能

授

の

輪

内

向

の

告

の

馬

鹿

塗

乾
置
の
音
頭
を
と
れ
と
お
だ
て
ら
れ

卒

寿

の

盟

師

満

耐

の

業

み

寄
せ
お
き
に
一
片
の
花
開
れ
ゆ
け
り

か
ぎ
ろ
ひ
止
ま
ぬ
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
保

八十l

薬品主
枝智
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《
教
川
拡
花
学
剛
ト
入
学
連
句
研
究
会
V

脇
起
半
歌
仙

『と
こ
ろ
で
ん
』

消

沌

の

水

く

ま

せ

て

や

と

こ

ろ

で

ん

初

蝋

の

す

き

造

る

芦

棚

お

ろ

し

新

刊

本

を

入

れ

替

え

て

働

き

す

ぎ

の

三

十

路

応

長

冬

の

月

ぽ

っ

つ

り

光

る

ピ

ル

の

街

方

が

と

こ

か

で

限

る

媒

林

ゥ
講
義
中

こ

そ

こ

そ

話

す

君

と

僕

イ
ン
タ

ー
ネ

y

ト
で
辿
距
離
恋
愛

ミ
ラ

1
桂

L
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
好
き
だ
よ
と

一

緒

に

見

ょ

う

天

の

柿

立

流

れ

ゆ

く

満

天

の

皐

月

落

ち

て

国

境

検

問

灯

す

秋

冷

松

茸

を

部

く

刻

ん

で

大

家

族

オ

ー

バ

ー

ヘ

ッ

ド

で

逆

転

勝

利

友

情

を

確

認

し

あ

っ

た

木

昭

日

よ
り
そ
っ
て
い
る
三
毛
と
ペ
ル
ン
ャ
と

川
県
立
寿
苛
な
り
ひ
ら
の
花
時
を
超
え

忘

れ

も

の

し

て

い

い

わ

け

の

事

セ
卜
リ
ン
捌

怯
凶
芭

血
《
的
噌

EE 
平(A

セ
ト
リ
/

ニ 川 艇
y さ楽
ク極小極ん院
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an
u
um
R
の
i
辿
句
会
ー
その
一
uv

中
応
背
宵
捌

y
ォ

目

覚

し

を

拠

げ

た

兎

の

げ

ん

げ

畑

蒋

の

街

ま

で

ル

ー

ズ

ソ

ッ

ク

ス

キ
ヨ
ス
ク
の
小
母
さ
ん
か
ら
の
お
校
別

リ

ス

ト

ラ

陸

郎

通

う

職

安

ゲ

パ

艇

と

叫

川

世

所

開

今

日

没

耐

つ

く

づ

く

踊

る

哲

学

セ
ピ
リ
ヤ
の

川

町
流
れ
は
ゆ
る
や
か
に

京
の
早
朝
太
極
拳
{
タ
イ
チ

)
楽

し

む

郭

公

的

戸

は

官

掃

の

正

確

さ

ク

ロ

ワ

y
サ

ン

は

山

の

ブ

ラ

ン

チ

笹

殺

を

パ

イ

ク

に

馳

せ

て

郵

使

夫

出

雲

の

神

も

浮

き

し

た

と

よ

t蕗
天

風

呂

白

面

白

貸

す

る

こ

の

お

肌

桧

寄

れ

ば

ア

ロ

マ

テ

ラ

ピ

1

2
ぎ

駁

ま

ろ

び

し

先

は

凶

行

唯

削

り

算

の

九

九

倍

に

ひ

た

す

ら

花

締

月

に

叩

け

と

燃

え

上

が

る

あ

の

影

臓

ろ

白

拍

子

か

な

歌

イ111

『小

国

が

ワ
ー
ル
ド
カ

y
プ

・

・
ア
ジ

ア

初

開

催

』

小

国

が

金

且

紫

陽

花

抑

み

け

り

背

嵐

を

呼

ぶ

サ

ボ

I
タ

ー

た

ち

地
下
鉄
の
路
線
図
大
き
く
あ
ち

こ
ち
に

ふ

と

或

る

教

主

急

き

ょ

入

門

満

月

の

歪

ん

で

映

る

漆

椀

秋

晴

く

駒

は

赤

い

鞍

世

く

〉
西

征

の

夫

在

る

浪

土

服

も

来

ず

遺

跡

重

ね

る

王

妃

ら

の

恋

ミ

ス

テ

リ

ー

終

り

か

ら

読

む

思

い

蝉

レ

ン

ズ

伝

え

る

脆

き

外

交

船

揚

げ

る

梯

げ

な

い

直

ぐ

に

海

凍

る

岩

の

焚

火

に

す

、

る

芋

粥

矧

か

ざ

る

容

は

酔

客

媒

の

月

維

え

た

る

腰

の

ま

た

も

シ

ク

シ

ク

苔

の

寺

苔

の

激

写

に

事

幻

境

廊

の

奥

よ

り

刺

き

随

筒

霊

娘

嫁

ぎ

L

bア
ベ

花

眠

お

玉

杓

子

の

何

に

篤

中
地
官

官

今
村

尚

草
川
佳
子

川
中

d
k

芸

世
騰
品
婿

竹
山
崎
製
野

太
域
型
水

利
川
忠
勝
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木
存
山
川
捌

rJ
尚
け
む
り
の
軒
端
流
る
る
お
ぼ
ろ
に
て

読

み

か

け

の

本

伏

せ

て

居

眠

る

ン
ヨ
ツ

プ
に
て
相
子
を
求
め
附
宇
す
る

や

ほ

や

の

野

北

道

に

は

み

出

し

呼

び

込

み

の

戸

川

ら

か

に

夏

日

気

ア

セ

チ

レ

ン

ガ

ス

燃

ゆ

る

夜

出

に

う
と
み
ゐ

L
茶
髪
が
今
は
川
町
き
に
な
り

ふ

勺

あ

っ

顔

添

へ

送

る

熱

々

メ

l

ル

カ
y
プ
ル
は
ム
!
ド
サ
ロ
ン
で
抱
き
合
い

勝

干

気

ま

ま

に

起

の

向

く

ま

ま

仰

ぎ

見

る

月

一一品

く

汲

む

爽

か

さ

ち

ち

ろ

虫

附

く

北

街

の

下

:

述

励

金

児

山

中

の

戸

援

t
h
空

へ

傘

苛

を

越

え

し

平

胞

の

リ

々

名

前

ま

で

わ

か

」

り

ぬ

ま

ま

の

問

則

会

み
や
こ
で
は
や
る
ビ
タ
ミ
ン
カ
フ

エ
ー

パ

ン
ド
ラ
の

位
に
花
降
り
か
か
り
た
る

希

望

を

胸

に

新

人

H
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《抽
W
H

両
市
の
ん
μV

， ~ 
会風
凹 爪
桔"ノ

車行
方iti』

悼

木

脇
起
歌
仙

草
の
背
を
乗
り
継
ぐ
風
の
行
方
か
な
*

出

に

悶

れ

し

犬

の

柁

び

戸

団
緊
も
あ
た
り
気
遣
ふ
夜
更
け
に
て

ぴ

ミ
ュ
ー
ズ
の
恵
み
事
紘
に
こ
そ
あ
れ

幼

干

の

心

直

く

な

る

凶

而

道

月
は
何
処
ま
で
縦
い
て
く
る
や
ら

し
が
ら
み
も
古
の
こ
と
と
架
を
食
む

蛸

的

は

知

る

や

午

後

の

亜

み
を

秘

伝

九

ゆ

る

蛸

華

に

託

す

悲

椴

様

ひ

で

J
A

立

乳

肥

酎

首

謀

む

る

ほ

か

な

く

L
ゃ
う
ち
t

初

来

の

樹

下

美

人

図

は

匂

や

か

に

独

り

身

ば

か

り

凶

む

河

豚

鍋

あ

な

寂

し

鋭

に

古

川

き

宍

一

の

月

虚

実

皮

股

の

間

の

其

田

棋

を

戦
ひ
も
平
和
の
た
め
と
説
く
な
ら
ん

引

士

の

空

に

刷

出

き

鈍

の

音

花

吹

富

我

が

感

傷

は

渦

を

な

し

日

が

合

ふ

利

郎

押

か

れ

猫

消

え
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八
点
山
市
制
肝
続

V

世

ーと
じ』

部

い

で

、

神

も

旅

訟

の

日

数

か

な

市

V

か

現

か

毘

の

入

車

風

栢

梢

を

剥

く

け

さ

の

私

の

新

し

く

上

梓

の

本

の

イ

ン

ク

匂

へ

る

為

し

終

へ

し

後

の

心

に

館

遊

山

返

し

忘

れ

し

銀

の

小

匙

よ

腕

月

こ

の

盃

を

草

け

て

く

れ

翁

の

馳

走

野

汗

雑

炊

別
所
内
〈
紀
捌

1吋誕 11 別編
け川尚脱水

芯遊 J~ 千
玲

)1) 11 紀I!.'j"子子翁

ゥ
寸且

隣

吊

革

少

し

仲

び

る

ん

右

似

の

中

に

君

を

肢

は

せ

脱

走

の

兵

を

医

ふ

納

um
の
山
県

山

人

姉

妹

の

み

ん

な

ふ

く

よ

か

炎

天

の

大

観

覧

車

停

止

せ

る

減

ぴ

に

到

る

叫

し

く

れ

し

て

凶
境
線
か
た
み
に
呼
ば
う
戸
か
な
し

お

わ

」

リ

踊

り

に

角

干遊玲芯-T-志雅遊具同十Ir干同玲

ら

伊
藤
哲

の

あ

る

彬

川
中
雅

ハ
I
ベ
ス
ト
ム

l
ン
に
育
つ
マ
ス
カ
ッ
ト

ロ

マ

の

鍋

に

て

初

冊

目

を

煮

る

祭

出

し

の

陶

の

白

人

あ

ざ

や

か

に

こ

こ

か

ら

先

は

口
伝
な
る
べ

L

花
に
ふ
れ
る
光
に
ふ
れ
る
妃
に
ふ
れ
る

叫

押

問

答

の

葱

坊

主

た

ち

- 99ー



ナォ
あ
ま
悩
み
の
仔
犬
を
抱
け
り
出
繋
凶
風

知

ら

な

い

筋

肉

助

き

だ

す

な

り

読

谷

村

江

戸

紅

却

を

民

一ボ

し

て

起

制

服

装

訟

が

刻

一

刻

と

古

紫

潮

吸

い

込

む

や

う

な

女

で

す

包

の

聞

と

て

獣

脂

け

む

れ

る

シ
タ

l
ル
の
調
べ
に
来
せ
て
呪
を
明
ふ

正

義

か

ざ

す

は

主

の

恨

淑

古
武
士
て
ふ
絶
滅
危
制
舗
の
組
主
で
あ
り

抜

チ

ョ

コ

の

味

焼

け

跡

的

月

非

ぷ

か

き

こ

と

を

巴

へ

り

抜

湘

白

い

道

化

の

化

粧

す

さ

ま

じ

か
く
れ
ん
ぼ
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
は
消
え
し
ま
ま

ぱ

さ

り

と

刷

れ

た

る

砂

町

城

雄同玲 ::t;f古雅 i-雅 rr玲玲雅遊 7ι

日
平
成
卜
問

q

l

H

l

H

凸
同

ナウ
然
、
肥
に
思
想
い
よ
い
よ
深
ま
り
ぬ

』

棚

の

挟

間

む

仏

、

ご

も

り

コ
ン
ド
ル
は
掬
ん
だ
か
ケ
!
ナ
は
吹
か
れ
た
か

ぽ

ろ

り

と

許

ち

る

位

の

非

鈷

競

光

の

小

家

に

残

る

へ

の

へ

の

へ

股
削
府
移
柚
の

H
見

当

を

論

じ

て

外

つ

国

の

ひ

と

の

会

釈

よ

花

田

附

か
ぎ
ろ
ひ
て
ま
た
括
る
る
さ
ざ
波

於

松

時

間
) 
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《
掠
劫
河
主
連
句
会
V

ス
ワ
ン
ス
ワ
ン

「天

5旬

火

(
壱
間
)

辿

州

や

天

狗

火

は

し

る

冬

木

立

目

の

旗

を

ち

ぎ

る

t

M

肌

手
裏
剣
が
何
処
と
も
一
な
く
飛
ん
で
来
て

豆

鉄

砲

の

査

察

は

じ

ま

り

空

中

に

月

見

の

酒

疏

浮

か

ぶ

ら

ん

絵

図

逆

し

ま

に

秋

の

也

事

縦

(
弐
而
)

I

Q
の

い

か

に

も

低

き

制

れ

胡

桃

リ

ハ

ビ

リ

し

か

と

励

む

鬼

太

郎

ク
ロ
ー
ン
の
美
少
女
の
鮒
ぴ
悩
ま
し
く

お

伽

の

国

の

旅

は

「
う

ふ

ふ

ふ

」

湯

の

尽

き

品

分

福

茶

韮

加

減

よ

さ

自

問

が

や

ん

で

月

の

境

内

喝

采

の

聡

物

一

座

の

夏

芝

府

勺
皇

ろ

く

ろ

っ

首

が

蹴

み

立

ひ

す

る

笑
気
ガ
ス
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
e

河
童
の
鹿

メ
ー
ル
の
文

字
も

化
け
る
御
時
世

矢
崎
脱
水
捌

矢
崎
山
町

ψ
小

川
本
芳
香

神
あ
す
か

北
町
計
十
HH

知
子芳水

(
害
而
)
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山

姥

を

風

切

り

に

来

せ

八

川

町

応

「
凶

X
」
抗

日

水

の

連

句

大

会

手
招
き
で
お
い
で
ん
ち
ゃ
い
と
姉
又
が

ト
ト
ロ
の
森
の
好
き
な
わ
ら
ん
ベ

潜
り
ゆ
く
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
花
の
峨

G
線

J

蛸

叫

ゆ

る

る

池

ホ芳 21あ芳 水
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正
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ド
成

h
年
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M

M{ヒ
メ
ル
&
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ア
y
ク
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形
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ス
ワ
ン
ス
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ン
」は
ア
ラ
ビ
ア
数
千
円
一
(旬
並
)を

-M

の
向
山
に
見
げ
て
る
。
必
秋
一
一
i
一旬
、
証
冬

S
一
旬
。

川

北

hHM
(
HM
は
必
定
附
)
正
一
1

旬

の

附

所

{弐

山
か
参
山
)。

向

か

ら

な

る

吋

依

品

。
こ
の
岳
は
妖

作
や
M
I
M
現
象
を
泳
み
は
~
む
叫
什
録
的
品
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若

葉

風

変

体

般

名

の

便

り

来

る

ひ

ら

り

と

白

戸

を

透

け

L
U
M
影

界

限

に

ピ

ル

建

つ

音

の

響

き

い

て

母
待
つ
子
帯
の
チ
ェ
ス
に
熱
あ
げ

久

々

に

訪

る

一
座

月

の

ぞ

き

こ
こ
ろ
づ
く
し
の
ま
ま
か
り
の
餅

ゥ
悲

賀

帖

老

が

持

ち

く

る

秋

祭

断

り

切

れ

ず

結

ぶ

縁

組

身
勝
手
な
浪
白
書
と
は
な
り
ま
し
た

ベ
イ
エ
リ
ア
に
事
務
所
立
ち
上
ぐ

ド

ラ

マ

見

る

如

く

に

写

る

空

中

戦

q
L
 

生

の

重

み

を

際

刑

に

知

る

此

帯

箇

月

天

心

を

波

り

ゆ

〈

務

古

終

り

て

閥

む

し

し

鍋

十

聞

い

て

ひ

と

つ

覚

え

る

退

職

後

介

護

の

こ

と

に

話

姐

ゆ

き

っ

き

お

の

ず

か

ら

浪

決

あ

り

て

花

の

山

旧

街

道

は

陥

炎

の

中

I止

《

相
の
ん
お
ー
その

一
V

仙

『若

葉

風

』
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Z
行

く

者

の

気

配

残

し

て

杜

抜

け

る

日
持
れ
て
な
ほ
も
子
苛
も
ど
ら
ず

ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
サ
ン
ス
ク
リ

y
ト
締
い
て

眠

気

覚

ま

し

の

古

い

蜘

排

山

小

屋

の

棚

に

見

事

な

金

魚

鉢

自

の

緋

の

ハ

人

は

叩

世

銀

何
時
ま
で
も
恋
文
だ
け
は
日
舞
お
り

れ

方

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

私

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

本

当

の

自

分

を

探

す

旅

に

山

て

成

問

空

港

マ

ス

ク

し

っ
か

り

シ
ャ
ガ

l
ル
の
月
に
ピ
エ
ロ
が
す
が
り
つ
く

木

の

実

降

ら

せ

て

驚

か

さ

れ

る

+ウ
胞
を
の
谷

戸

の
抜
け
路
け
も
の
み
ち

め
ざ
す
沿
1

市
場
ラ
ン
プ
ほ
の
か
に

そ
ナ
リ
ザ
の
謎
の
ほ
ほ
え
み
貼
ら
れ
い
て

観

光

客

の

許

制

ま

ち

ま

ち

空

映

す

誌

の

水

而

の

花

代

百

千

山

間

く

野

辺

は

の

ど

や

か
雌
ケ
一
h
地

μ
セ
ン
タ
ー

執

p
k
n
f
h
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t
j
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忘

れ

潮

に

鈎

び

し

欽

月

沖

純

忌

梯

括

の

彩

の

溶

け

る

背

変

少

年

の

口

筒

低

く

き

こ

え

来

て

ガ
レ
ー
ジ
セ

l
ル
す
ぐ
に
売
切
れ

酌

み

交

す

自

世

の

銘

例

月

の

甚

ゆ

る

る

と

も

な

く

氏

出

の

糸

?
五

輪

の

和

解

釈

数

多

そ

ぞ

ろ

娘

立

世

の

長

野

何

時

も

変

ら

ず

エ
ー
ゲ
海
エ
ロ
ス
の
ほ
を
め
ぐ
る
旅

三

人

の

影

の

匂

ひ

立

ち

た

る

遣

い

来

し

野

市

の

席

の

白

い
術

畑
町
一
甘
の

唱

に

4
ー

さ

る

大

恨

草

月

に

噂

か

れ

ゆ

く

家

路

企

り

リ
ス

ト

ラ
と
い
う

官
車
か
な
し
く

グ

ル

メ

の

世

誕

片

手

に
太
田
慢
拳

動

物

聞

は

ベ

ビ

l
プ

1
ム

で

花

の

山

植

し

の

花

を

散

り

こ

ぼ

し

現

眼

鏡

で

覗

く

弥

生

野

歌

，、
破

制
の
会
ー
その

V

仙

『
亡
心

れ

潮

』

引件
前

児

時
五
来
月

比
奈
什
悦
子

佐
々
本
け
ん

段
々
本
克
明悦繋允み

J
椛
氷悦跡f

 
t
 

悦H
M
W
 

悦築

臼
判
砂
川
捌

ド
成

l
附
句
ー
ハ
H
l九
H
円

千
此
l
附
句
七
日
!
日
出{肝

雌
ヶ
口
地
似
セ
ノ
タ
l

ナォ
大

凧

を

担

、

つ

漢

の

勇

ま

し

く

四

股

揃

い

獄

み

H
ん

と

弟

泣

伝

子

の

肱

か

名

代

の

好

き

円

で

姓

Hh

撚

の

機

長

恋

す

る

応
般
の
戸
山
町
り

l
る

ス

タ

ジ

ア

ム

事

を

追

い

か

け

廻

る

矢

車

川

波

御

の

船

賑

や

か

に

縮

の

街

鉢

よ

り

鷺

を

湖

た

す

鷺

平

井

戸

端

で

噂

話

に

足

鮪

っ

き

F
駄

胞

き

で

ゆ

く

向

の

銭

沿

芯
附
れ
て
月
を
浴

び
た
る
義
氏
の

帥

知

ら

品

川

に

畠

の

日

ら

れ

か
ほ
す

:
秋
刀
魚
焼
き
U
封
慣
を
添
え
て
川
町
伏
ム
日
に

助

さ

ん

絡

さ

ん

抗

川

町

供

長

押

に

は

難

刀

か

け

し

川

き

ま

う
ら
ら
の
#
に
抑
く
は
ソ
ナ
チ
ネ

糊

世

の

北

に

沼

か

れ

て

文

机

二
代

市

川

節

に

官

も

な

き

刷

執

民
ill 
小

砂一一悦州
M

太
荒
川ハ利
子允

給
水
J!1t 
sι 

) 
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《
市恥
M

小
か
び
れ
そ
の

一
V

歌

。H
月

荏

イ111

卯

月

波

兎

跳

び

し

て

前

件

れ

る

訴

干

し

を

吊

す

軒

先

遊

学

の

思

ひ

ふ

く

ら

む

世

年

に

音

探

り

つ

つ

ハ

ー

モ

ニ

カ

吹

く

古

盟

の

路

地

し

ら

し

ら

と

十

三

夜

松

町

手

入

れ

町

長

梯

子

掛

け

柑

柏

駅

ち

の

自

悦

隔

を

聞

か

さ

れ

て

前

は

れ

も

せ

ぬ

に

抗

し

ゃ

る

怜

姉
さ
ん
と
思
う
て
ゐ
し
が
い
つ
し
か
に

禁

断

の

笑

を

食

べ

て

話

乱

町

喪

仁

教

会

の

鈍

な

り

ひ

び

き

単

身

赴

柾

洗

悩

も

す

る

ロ

ケ

隊

の

人

間

に

岐

と

b

件
、
の
月

間

H
つ

つ

き

眼

鏡

く

も

ら

す

蹴

出

し

し

石

部

刷

物

だ

っ

た

と

は

丘

町

起

伏

に

あ

そ

ぶ

標

々

杉

風

を

花

見

に

誘

ふ

白

血

が

ゐ

て

春

の

潮

路

に

小

山

川

市

ぎ

出

す

凶

1
・
白
調
に
ほ
ろ
と
本
音
を

も

ら

し

た

る

手

形

足

形

と

っ

て

初

孫

主

払

ひ

は

現

金

に

て

と

念

押

さ

れ

や

っ

と

決

り

し

峨

紙

の

制

一以

部

〈

的

き

市

る

姉

を

抱

き

あ

げ

て

部

L

X
と

て

灯

ふ

と

き

め

き

い

き

な

り

の

キ

ス

に

驚

き

量

る

柿

下

老

人

ホ

l
ム

に

浮

き

名

ひ

そ

ひ

そ

あ

ま

か

ら

の

品

加

州

餅

#

ば

し

く

却

も

来

を

る

縫

の

飢

台

駅

前

は

月

光

に

泌

れ

静

も

り

て

秋

の

い

ち

に

ち

ミ

ン

ン

踏

む

な

り

t
金

回

復

の

世

が

似

合

ふ

文

化

祭

ハ

ワ

イ

旅

行

の

当

る

附

が

厄
を
振
っ
て
犬
の
ポ
ン
タ
に
迎
へ
ら
れ

石

炭

揃

も

つ

い

に

お

日

持

唄

声

か

風

か

万

裂

の

花

昂

る

る

干

の

砂

の

せ

て

風

船

が

飛

ぶ

維幾~'，{;柳抵維幾足掛柳維幾必岬延維鎚延

小
怯
附
爽

山

川

VHf岬

骨

P
F
E
t
F
 

M

町，

a
f一寸

内

琳
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弘
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川
市
維
紀
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仰
向
雌
延
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法

み

こ

ぼ

す

水

が

光

り

ぬ

市

聞

の

援

分

教

場

に

飾

る

紙

雛

脊

風

へ

ピ

ル

の

大

窓

ひ

ら

く

ら

ん

テ

ニ

ス

の

打

球

ひ

び

く

消

し

さ

い

く

皮

も

蝉

跳

ね

上

る

月

今

宵

忘

れ

闘

の

絵

柄

た

の

し

も

。
秩

深

き

机

の

上

を

片

付

け

て

彼

に

あ

げ

る

と

お

芝

居

の

非

初

恋

は

剖

も

ろ

く

て

さ

み

し

い

の

メ

ー

ル

こ

由

日

は

爪

を

か

む

な

り

い

と

低

く

茶

房

に

流

る

ノ

ク

タ

l

M

英

字

新

聞

す

ら

す

ら

と

よ

み

外

ッ

国

の

旅

も

半

ば

の

立

の

月

七

彩

を

生

む

城

の

噴

水

突

然

に

か

ら

く

り

時

間

鳴

り

始

的

は

た

と

ひ

ら

め

く

畿

何

の

問

題

花

の

下

社

長

の

柿

干

を

世

に

み

て

御

手

の

先

よ

り

甘

茶

慌

が

ん

l止 《長事f 

I1I1 かぴ

み v 
-」
'J: 
す

飯
山
水
車
千
捌

小
机
町
剣
山
割
引

飯
浪
葉
子

羽
場
桂
子

L
Z忠
則

子術
劇

企
使節椛
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剤

"
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H
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少
才
一
栄
蝶
焼
く
匂
ひ
ほ
の
ぼ
の
出
へ
ば

パ
レ

y

ト

に

溶

く

深

い

舵

色

三

代

の

結

城

紬

に

柚

と

ほ

し

気

立

て

の

良

さ

が

仇

に

な

り

し

か

本

位

折

り

叫

娠

ま

た

も

J

い
出
せ
ず

ち

ぎ

っ

て

は

抗

つ

引

の

仏

、

格

破

聖

戦

と

い

ふ

名

の

も

と

の

テ

ロ

削

み

多

く

古

川

り

ぬ

若

き

エ

リ

ー

ト

γ
」

刊

は

小

学

校

の

頃

か

ら

と

加

照

州

民

集

と

ふ

品

に

こ

だ

は

る

月

仰

く

干

後

と

て

郁

金

離

れ

し

身

到

を

ち

ら

と

見

せ

て

鬼

つ

子

t，筋
貯

の

わ

か

ら

ぬ

ド

ラ

マ

秋

小

賞

、

ま

た

き

の

家

に

銃

が

技

り

て

純

文

の

ゆ

が

み

し

剥

が

制

り

山

さ

れ

山

崎

相

聞

く

は

心

訓

』

ら

く

馳

せ

害

じ

米

舟

悦

ぐ

花

の

一

五

師

弟

の

句

碑

に

も

ゆ

る

防

長

i
u描
出

(
V
A
ケ

H
)
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A
H
H

立

か
び
れ
そ
の
日一
-V

歌

『

羅

」

仙

躍

が

透

け

て

起

周

の

抑

し

け

れ

円

尻

町

座

敷

に

か

ほ

る

自

前

爺

洗

の

濁

り

し

ホ

を

取

替

え

て

散

歩

に

行

け

と

犬

に

せ

が

ま

る

満

月

に

ト

ラ

ッ

ク

浮

ぷ

競

技

場

展

示

の

粥

に

幕

が

脹

ら

む

新

米

の

赤

飯

よ

と

て

開

け

ら

れ

記

念

に

写

す

古

伊

万

旦

の

肌

同

窓

会

師

の

馴

初

め

の

話

聞

き

イ
ニ
ン
ヤ
ル
入
れ
て
指
輪
備
え
る

何
事
も
あ
な
た
ま
か
せ
の
暮
し
に
て

酸

い

も

甘

い

も

全

部

O

K

迎

き

娘

を

駅

へ

迎

へ

に

月

冴

ゆ

る

色
と
り
ど
り
の
ス
キ

1
ウ
エ
ア

l

イ

ベ

ン

ト

の

車

先

場

に

万

国

旗

お
子
様
ラ
ン
チ
食
べ
て
み
た
い
と

観

覧

車

花

町

窓

抜

け

の

ぼ

り

ゆ

く

信

の

中

に

鹿

く

大

河

副

幾
多
捌

ナォ
緋

迎

機

洗

う

て

を

れ

ば

蛇

附

く

ひ

と

顧

問

山

り

と

我

に

鞭

打

つ

め

ざ

せ

る

は

太

極

華

町

大

会

に

方

向

背

揃

探

す

道

辿

れ

立
山
へ
彼
と
掛
官
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

明

昨

間

的

H
焼

か

く

せ

ず

可

愛

い

く

て

炊

事

洗

削

み

ん

な

償

香

り

の

向

い

紅

茶

述

ば

れ

名

工

の

建

て

し

木

造

家

屈

と

て

表

紙

を

飾

る

特

集

の

紀

郁

力

刊

を

烈

に

納

め

て

月

見

上

げ

虫

の

官

胸

に

聞

け

る

静

け

さ

1
秋
風
に
写
経
の
川
出
を

き

ら

き

ら

と

カ

I

ナ

ピ

斬

る

旅

の

H
彼

公
設
の
秘
自
の
お
手
当
何
処
へ
消
ゆ

府
県

H
A
U

う

ま

さ

マ

ジ

シ

ャ

ン

の

技

く
る
く
る
と
目
白
が
品
川
る
花
の
中

風

船

先

り

に

子

等

が

集

る

A
qい
庄
町
爽

子商品百判
例

忽
夕

刊
U

H
K
R
W

矢
桝
立弥-

L
v
a
 

l
 

M
判

牛
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M
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U
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A

円点
以
か
ぴ
れ
ー
その
川
uv

I仏

イ111

集

四

自R

老
町
山
聞
の
も
の
よ
く
比
え
て
穴
‘
凹
郎

河
川
胤
の

雪

を

せ

せ

る

的

強

子
供
専
の
ポ

l
ル
垣
艇
を
飛
ぴ
桂
え
て

家

庭

某

聞

今

日

も

精

出

す

屈

上

に

良

夜

の

光

ゲ

の

遍

ね

か

り

焚

け

ば

ほ

の

か

に

寄

る

伐

菊

今す
か
さ
ず
に
「待

っ
て
ま
し
た
」
と
村
芝
川

身
す
ぎ
世
す
ぎ
の
串
み
出
す
い
ろ

顕

け

ば

し

な

や

か

に

府

抱

き

と

め

支

離

滅

裂

な

文

が

と

ど

き

ぬ

玄
関
に

出

て
来
た
猫
に

ま

つ
は
ら
れ

へ

ぽ

将

棋

に

も

懸

命

の

時

先

生

と
持
ち
上
げ
ら
れ
し
刊
誌
の
月

祭

り

川市

て

た

る

町

の

涼

し

き

ゆ
っ
た
り
と
キ
ャ
ビ
ア
つ
ま
み
に
ワ
イ
ン
耐
み

社

交

ダ

ン

ス

が

流

行

る

こ

の

頃

花

万

架

叙

勲

を

視

、

っ

同

期

金

燕

の

来

る

心

待

ち

し

を

て

石
山
栄
子
捌1

 

Z
』子

大
竹
多
可
志栄宏LU

6
 

栄安全
品栄h

uメ志
J
日
々子a働

y

d川
弘

t
b
 

小川即日時
爽

行
川
出
家

悩川市百
mr止即幾

附

ー

世

砂

降

る

臨

海

部

市

は

灯

を

は

し

人

の

気

配

に

手

段

を

伏

せ

色
合
ひ
が
を
か
し
と
ま
た
も
替
え
し
服

フ
ァ
ー
ス
ト
キ
γ
ス
は
キ
ャ
ン
パ

ス
の
袈

時
雨
来
て
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
仲
と
な
り

さ

り

げ

な

く

出

す

部

庄

の

合

鍵

教
会
の

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
お
こ
そ
か
に

羽

織

椅

で

ロ

ン

ド

ン

を

容

く

金

髪

の

女

甘

は

名

あ

る
柔
道
山
本

決

方

誌

を

叫

備

す

る

と

ふ

タ

月

を

且

l
げ
柏
市
町

時
治

ず
も

ぽ

世

絵

に

あ

る

羽

根

凹

務

雌

ナ
ウ
沙
似
釣
り
の
背
中
い
つ
し
か
眠
り
こ
け

品

ぷ

泊

す

す

る

あ

て

が

外

れ

て

友
垣
の
メ

l
ル
耐
簡
を
は
み
出
せ
り

ワ
ー
ル
ド
カ

y
プ
に
あ
が
る
飲
戸

花

吹

笛

転

任

t
司

に

き

り

も

な

く

ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
土
州
悼
の
院
長
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下
成

I
問

q
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i
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A
官
製
原
か
び
れ
ー
そ
の
五
V

1肱

111 

秋

制l

の

郷

怒

の

沢

町

古

湧

く

山

の

秋

三

日

月

か

か

る

向

き

藁

屋

棋

焼

椅

の

車

に

子

ら

の

集

り

て

松

木

町

城

を

犬

に

崩

さ

れ

削
の
輸
の
中
行
く
船
を
見
は
る
か
し

風

よ

く

通

る

甚

平

の

袖

ゥ
別

羽

に

準

備

と

と

の

へ

客

を

待

つ

峻

餓

ま

も

る

は

七

代

目

と

ふ

イ
チ
ロ
ー
の
や
う
な
淵
々
し
き
彼
の
悶

英

語

枇

で

胸

の

恕

ひ

を

き
由
主
ぬ
の
シ
ヤ
ヅ
の
釦
を
か
け
述
へ

奥

の

虫

曲

が

柊

き

出

し

た

る

は

か

ど

ら

ぬ

試

験

勉

強

火

、

の

月

眼

鏡

が

く

も

る

熱

き

生

長

湯

大

臣

の

目

的

す

げ

特

え

株

価

下

げ

川

合

芝

府

の

下

手

が

而

白

満

聞

の

花

見

の

測

に

ほ

ろ

酔

へ

ば

世

間

が

す

い

と

術

返

り

す

る

木
崎
節
子
捌

すォ
か

に

か

く

に

鉄

棒

う

ま

き

新

教

附

カ

レ

ー

ラ

イ

ス

に
大

雌

も

あ

り

神
戸
ま
で
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
最
り
つ
げ
る

日

線

絡

ま

せ

そ

っ

と

lu
つ
山
町

お

別

れ

の

口

ず

け

長

〈

H
か
い
て

白

百

合

の

詐

が

つ

よ

く

出

ふ

壁
掛
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
縫
い
合
せ

泣

く

ひ

び

け

る

竿

売

の

戸

早
朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
健
康
プ

1
ム
な
り

必

に

植

え

た

る

茶

番

み

在

述

教

会

の

ク

ル

ス

に

か

か

る

虫

の

月

靴

の

先

よ

り

略

断

飛

山

す

1
却

の

鉱

吹

き

つ
つ

川
市
を
望
む

ら
ん

あ

っ

け

ら

か

ん

と

挽

港

休

日

褒
貨
を
く
だ
さ
る
と
い
ふ
知
ら
せ
に
て

古

今

和

歌

集

荷

じ

て

ゐ

る

花
の
下
さ
す
手
ひ
く
手
の

あ
で
や
か
に

仰
の
米
市
町
と
て

ほ

ほ

ゑ

め

る

詐

節延維節延維 flP延維節延維節延維節延維

小
伝
盟
関

n

t
附
節

子

伊
藤
延
子

町川
維
紀
子百自延雌

柑白E
 

延維1
 

鈴仇延維1
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《
Hι

か
ぴ
れ
ー
そ
の
ハ

V

歌

『

亡H
三区

型車

官11

望
郷
や
ひ
ょ
ろ
り
ひ
ょ
ろ
り
と
非
の
市

母

口

出

に

結

く

山

吹

の

迫

卒

業

の

子

は

哨

れ

や

か

に
帰

り

来

て

バ

レ

l

公

演

満

出

と

な

る

竹

取

の

翁

出

に

月

の

ぼ

り

枯
出
世

一

輪

活

け

し

山

悼

の

問

P
氷

山

き

跡

蹴

小

山

き

て

を

り

ぬ

山

里

走

る

ボ

ン

ネ

ァ

ト

パ

ス

忘
れ
た
き
人
に
ば

っ
た
り
山
合
ふ
と
は

大

き

背

中

の

去

に

蹴

き

行

く

家

也

に

日

ひ

し

地

沼

町

市

た

き

ょ

い

ち

ど

も

さ

さ

ぬ

折

た

た

み

傘

白
う
た
児
が
取
っ
て
欲
し
い
と
互
の
月

藍

染

め

浴

衣

経

ひ

急

く

な

り

デ
ジ
カ
メ
で
こ
の
則
は
揃
迫
ひ
か
け
て

探

し

あ

ぐ

ね

L
肌

鋭

机

上

に

川

添

ひ

の

忍

者

屋

敷

は

花

万

抜

茶

摘

の

酬

明

が

空

へ

流

る

る

凶

幾
多
捌

zi
a岨
足

の

お

結

飯

ひ

と

っ

こ

ろ

げ

だ

し

村

の

地

磁

の

よ

い

前

弔

れ

杏

き

H
の
一
ア
イ
ト
の
場
所
の
懐
し
く

や

ら

ず

の

附

に

加

は

り

し

風

乱

れ

提

直

す

引

叫

刊

の

恥

づ

か

し

さ

利

の

民

'H
き

山

仙

の

拠

出

オ

ー
バ
ー

の
衿
立
て
な
が
り
小
北
り
に

外

車

が

す

い
と

自

販

機

へ

寄

る

べ

ツ
カ
ム
の
や
う
な
と
ん
が
り
阪
に
て

心

細

き

は

経

き

財

命

よ

仰

せ

は

似

ち

と

仰

げ

る

小

山

1
H

荊

の

枕

を

U

1
げ

安

ら

ぐ

:
リ
ホ

1
ム
の
市
笥
整
ふ
秋
、
つ
り
ら

ま

こ

と

し

や

か

に

帥

ひ

ろ

ま

る

職

沿

い

て

悠

々

日

適

と

ゆ

か

ぬ

怖

竹

川

掛

り

つ

つ

り

刊

を

政

り

あ

げ

再

選

を

断

ふ

制

到

の

花

に

什

ち

街

の

彼

方

に

臨

む

大

洋

小
松
制
炎

ド，
i
 

鈴
本
ヨ
s

ン
エ

鈴

本

美

代

文
川
町
勝
弘
子

五
m
M

叫

恕

仰
mpl

世

品川川ゃい古利子i

、
目
v
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W
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企円
伊
高

か
ら
む
し
山
地
辿
句
会

V

歌

イ111

蝶

自主

の

は

つ

夏

の

組

と

な

り

ゆ

く

蝶

の

旅

変

造

り

に

騒

ぐ

ん

大

車

写

真

展

練

達

の

士

を

眺

め

い

て

丈

に

も

あ

り

ぬ

長

生

き

の

相

連

弾

の

ピ

ア

ノ

に

つ

れ

て

月

の

客

新

そ

ば

を

雌

る

依

は

手

造

り

ゥ
誌

虫

は

ぶ

ら

ん

ぷ

ら

ん

と

舟

を

漕

ぐ

脇

田

も

ふ

ら

ず

淵

氏

説

む

人

片
言

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
蛾
に
の
め
り
込
み

さ

っ

と

口

紅

ふ

き

と

っ

て

や

る

大
あ
わ
て
サ

1
1
治
般
の
間
に
あ
わ
ず

私

の

株

は

い

つ

上

る

や

ら

月

冴

え

て

す

り

寄

っ

て

泣

く

蓮

け

稲

障

子

の

穴

を

抜

け

て

く

る

風

今

買

に

松

下

神

尼

な

つ

か

し

く

名

水

で

炊

く

脹

民

事

米

指

に

読

む

先

附

の

碑

文

班

花

落

花

マ

ラ

ン

の

ゆ

く

晩

霜

の

追

ソ

E
石

を

紫

ち

湖

町

惜

春

深

ま

り

ぬ

ほ

ほ

え

み

か

え

す

観

音

苔

臨

校

門

に

献

を

立

て

て

記

念

制

限

活

断

問

の

上

の

村

び

と

虎

の

昨

ピ

ル

の

谷

川

に

a

加

を

と

り

ロ
y
ク

の

淵

に

ネ

オ

ン

あ

さ

や

か

餅

近

き

娘

の

あ

は

れ

査

粒

肌

二

つ

同

時

に

出

来

ぬ

こ

の

頃

鳩

時

計

鳴

く

た

び

嬰

児

振

り

仰

ぎ

M

掛

か

ら

み

れ

ば

み

ん

な

見

え

見

え

披

笠

る

車

位

の

エ

ン

ジ

ン

聞

き

し

日

脚

ほ

っ

そ

り

と

純

m
の

ヰ

ナウ
必

打

開

躍

が

右

に

在

に

火

の

筏

ヒ

ー

ト

ア

イ

ラ

ン

ド

制

を

だ

す

匝

帰
り
も
ど
し
ひ
と
が
た
プ

l
ム
向
き
あ
っ
て

元

気

の

絡

け

つ

引

の

体

操

花

び

ら

を

蹄

く

歩

年

の

注

し

き

始

ま

っ

て

い

る

蛙

合

戦

脱
出
英
紗
捌

ド
山
州
市
晶
子

返
戯
山
澗
子

市
川
尚
子

小
沢
比
呂
志子子

小
b
ys
 

帥
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A
H
多
峨
献
体
連
句
会
V

短
歌
行

薪

虫干2

年

'A曹

は
に
か
む
ご
と

「
新

年

貯
」
と
指
弾
者
哉

衿

と

と

の

え

て

初

韮

の

制

大

草

保

持

の

背

分

け

る

風

も

な

し

具

体

的

か

ら

抽

量

的

ヘ

ゥ
淡

々

と

テ

ロ

討

詰

の

う

す

ら

寒

怒

り

の

葡

術

格

差

埋

ま

ら

ず

月

上

る

泣

き

谷

間

に

忘

れ

も

の

処

分

に

回

る

恋

文

の

車

桔

恕

い

渦

の

前

に

て

立

ち

す

く

み

座

敷

世

子

の

き

あ

出

番

だ

よ

舎

も

き
P
A

制

問

の

は

じ

め

は

刊

雌

生

花

υ睦

脊

日

傘

括

れ

切

通

追

坂
入
啓
子
捌

以
八
時
H

2
噌

り

の

ほ

ろ

酔

い

加

減

御

茶

の

水

し

ら

ば

つ

く

れ

る

日

本

駄

右

術

門

鞘

当

に

留

め

女

出

て

拍

手

掛

く

指

に

さ

わ

っ

た

短

夜

の

髭

炎
天
に
パ
ヌ
ク
パ

y
カ

ト

プ

カ

ピ

宮

デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
逃
げ
る
方
な
く

つ

い

に

き

た

気

象

難

民

内

い

H

忽
き
に
急
き
ゆ
く
お
お
し
い
つ
く
っ
く

ナ
ヲ
足

揃

え

時

代

燃

の

筒

の

列

見

知

ら

ぬ

人

に

戸

か

け

ら

れ

る

税

る

あ

り

柑

捕

ら

る

る

あ

り

花

巡

り

ほ

の

と

ゆ

ら

め

く

雛

ぽ

ん

ぼ

り

制

と
TJま

7L t堅手 と敏子江留枝 1f干

八
本
h
u
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稿

込

め

に

F
H
き

立

つ

桧

山

秋

深

L

L
U

〈

鵬

判

定

的

に

騒

が

し

き

掠

む

貼
り
替
へ

L
障
子
に
月
の
差
し
入
り
て

出

u

粛

に

飽

り

読

書

三

昧

節

水

を

呼

び

か

け

過

ぎ

る

広

報

車

探

梅

行

の

非

き

マ

フ

ラ

ーで

市

柑

州

鍋

を

友

と

凶

め

る

溢

恥

の

山

柏

見

目

甘

き

立

と

交

は

す

目

く

ぱ

せ

と
き
め
き
を
胸
に
お
さ
め
て
忍
び
待
ち

ま

だ

お

さ

ま

ら

ぬ

リ

ス

ト

ラ

の

風

北

鮮

の

枝

の

脅

威

に

悩

ま

さ

れ

円

」

な

先

晶

タ

倒

そ

こ

そ

こ

制

、加

を

兼

ね

し

ピ

l
ル

は

月

見

客

新

日

制

メ

ロ

ン

の

問

向

三

向

M

県

民

誕

自

家

来

闘

の

野

菜

出

し

愛

車

は

い

つ

も

刷

引

き

上

げ

を

り

ダ

ム

沿

ひ

の

道

辺

阪

は

ひ

咲

け

る

花

殿

同

時

蛙

動

き

の

っ

そ

り

歌 A 内'" 

仙 1内11 

込

め

』

地
川
蝋

成小僧
能 U I J 

多静!と

小
合
静
波
捌多fi.i庄山多岐谷史多 故谷止:多波史 Ei庄 f

ナ
ォ
同

地

政

局

ひ

合

は

せ

て

野

遊

に

身

の

毛

も

よ

だ

っ

地

下

鉄

の

市

故

パ
ソ
コ
ソ
J

が

部

長

謀

長

を

窓

際

へ

飼
ひ
主
忘
れ
呆
け
し
「
ゴ
ン
ち
ゃ
ん
」

前

ぶ

く

れ

て

り

そ

っ
く

り

の

申

き

線

干

埠

が

自

悦

の

P
J

述

山
山
村
つ

若
き
日
の
夢
の
ロ
ミ
オ
に
は
た
と
逸
ひ

神

を

恐

れ

ず

不

備

草

ね

る

涙

蝉

つ

い

た

立

の

泣

き

ほ

く

ろ

山

H
平

の

つ

か

ぬ

棚

の

古

美

術

月

間

と

内

港

則

的

る

紡

ひ

舟

同

門

名

物

辿

の

集

が

飛

ぶ

ナウ
間

作

を

悦

ふ

郡

部

の

踊

り

の

輪

鑑

真

和

上

拝

す

肌

稲

あ
り
が
た
ゃ
あ
り
が
た
や
と
て
捺
す
日
々

立
M

舟

を

機

会

に

世

界

一

周

あ

の

桜

こ

ち

ら

の

花

と

前

へ

合

ひ

浦

口

附

き

て

存

を

情

的

る

ドド
此1&
1-1 
hh 
{I' {I 

IJIJ 

1-1 
11 11 
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111 
内
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F
i
a
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子
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A

門事
げ
神
山
川
述
句
会
V

一
歌
仙

;f:k 

路

遍

秋
遍
路
去

っ
て
ふ
く
ら

む
持
色
か
な

細

き

筋

肉

触

れ

る

弦

月

野

天

風

呂

金

木

犀

に

の

ぞ

か

れ

て

と

ん

ぼ

返

り

の

鋭

の

玉

ち

ゃ

ん

川
虫
に
飛
び
つ
く
ウ
グ
イ
き
ら
き
ら
と

ど

こ

に

消

え

た

の

カ

ン

カ

ン

相

子

ゥ
今
日
こ
そ
は
風
に
な
り
た
い
お
に
来
り

大

門

の

下

新

古

川

相

に

逢

引

へ

縮

牙

を

円

じ

が

す

豆

絞

り

お

MM
の

好

き

な

茶

堤

ピ

ア

ス

で

屯

干

昨

白

持

ち

て

句

会

に

初

書

加

な

気

掛

々

と

帰

る

終

屯

月
冴
え
て
聴
く
そ
ツ
ア
ル
ト
レ
ク
イ
エ
ム

聞
炉
裂
の
下
山
町
一
に
日
り
の
尚
も
り

雨

よ

り

北

企

っ

か

し

と

啄

木

は

追

は

れ

る

や

う

に

時

は

流

れ

て

こ
の
辺
り
過
疎
と
言
ふ
ら
ん
花
の
山

事

折

に

棚

引

く

民

々

松
判
官
堂
捌

mE民
雄

高
桝
純

一

怯
件
1
H
W
U品

馬
場
美
智
子

山
川
不
二
保

怯

件

珠

車

内
詰
英
ザ
チaIAA

ム「
L純Pf 

仇
λヲ耳什ι

K
 

j
 

英民純叫筆4
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《
点
以
神
川
高
伸
干
辿
句
会
V

h払

春

鉢

火

制l

桜

炭

一

鋭

的

て

森

火

鉢

新

芽

ふ

く

ら

む

せ

せ

ら

ぎ

の

音

光
る
風
ほ
こ
り
巷
き
よ
げ
す
ぎ
去
り
て

鋭

も

花

粉

で

C

M

山
一
叫

新

能

舞

台

の

上

の

小

型

月

九

%

に

人

む

宵

は

手

酌

重

ね

る

ゥ
年

近

く

馬

肥

え

る

時

私

肥

え

義
理
チ
ョ
コ
も
来
ず
膝
を
か
か
え
る

青

春

は

夢

追

い

人

に

恋

を

し

て

真

紀

子

宗

明

で

回

全

の

シ

ョ

ー

金
メ
ダ
ル

二
組
で
き
た
ソ
ル
ト
レ

l
ク

チ
ョ
ピ
チ
ョ
ピ
山
す
な
デ
フ
レ
対
龍

山

頂

に

上

訟

の

月

ケ

ル

ン

立
つ

家

庭

装

闘

モ

ロ

キ

ユ

ウ

新

鮮

肉

パ

ッ

ク

産

地

と

期

限

信

じ

な

い

倫

理

問

注

目

本

の

将

来

砧

背

く

城

の

石

厄

花

の

渦

山

肌

飾

小

彼

岸

の

雪

つ
る

~ 
芳石

1j!. 
峠 JI良岳文良岳苦ff昇 文 峰 子;qiJl峠文 岳製

IH 
辺

111 
辺

怖
政
d
市

伊
藤

秀
本
牢
小

村
仲
ム
早
川

れ
捌

P

ォ
幼
児
の
エ
イ
プ
リ
ル
フ
l
ル
を
i

以
に
受
け
て

鋭

い

質

問

自

分

は

入

院

パ
レ
ス
チ
ナ
惜
し
み
述
鎖
川
市
て
し
な
く

葉

山

の

海

山

霊

ち

ゃ

ん

，

Y

せ

枯

葉

踏

む

森

の

鎮

守

は

人

気

な

く

紅

白

終

わ

り

除

夜

の

鈍

き

く

阪

神

よ

こ

の

ま

ま

い

け

ば

優

勝

だ

背

中

で

は

ず

む

非

ラ

ン

ド

セ

ル

お
さ
え
て
も
阿
修
緋
の
如
く
燃
え
る
恋

ゆ

と

り

教

育

子

は

塾

通

い

述

つ

国

で

仲

秋

の

月

故

郷

偲

び

新

そ

ば

を

打

つ

深

大

寺

の

宿

ナウ
破
れ
風
炉
抑
え
て
楽
し
む
名
伐
の
茶

ベ

イ

オ

フ

不

官

の

虎

の

子

動

く

初

孫

を

抱

い

て

グ

ラ

ン

マ

宮

詣

り

安
さ
が
魅
力
ホ
テ
ル
バ

イ
キ

ン
グ

早

咲

き

に

日

程

由

、
つ
花
見
宴

日

米

に

降

る

中

閥

抗

砂

干
成

i
州
内

一
川

H
H

T
成

1
附
句
阿
川

I
H
M山

(於

泉

州

神

川

骨
師
宅
)
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務

す

で

に

翁

草

よ

り

附

け

ゆ

く

か

蜂

の

羽

音

に

眠

気

さ

す

午

後

大

掃

除

雑

巾

が

け

の

き

り

も

な

し

ス
ベ
ヤ

l
キ

イ

を

児

に

も

一
本

飛

行

機

の

赤

き

占

減

望

的

月

も

み

ぢ

前

線

下

降

中

で

す

ゥ砂

時

計

い

く

た

び

返

し

鍛

酒

料

剛

叫

上

手

は

ど

う

も

日

時

霊
的
に
妬
む
の
位
け
日
付
い
て
を
り

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
す
べ
て
始
ま
る

短

冊

と

能

さ

へ

あ

れ

ば

俳

新

附

き
ら
き
ら
き
ら
と
聞
こ
ゆ
せ
せ
ら
ぎ

月

光

の

瓜

虎

臨

時

に

荷

担

し

て

ゴ
ジ
ラ
の
肌
え
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
足

ラ
イ
ブ
に
て
生
部
集
を
お
ご
そ
か
に

四

柱

推

命

日

本

け

の

遺

伝

子

散
れ
ば
こ
そ
め
で
た
き
花
よ
阿
弥
陀
仏

い

か

の

ぼ

り

浮

く

螺

の

詑

川
名
将
義

池
川
や
す
こ

中

村

ふ

み

怯

本

州

山
、λ

、
P
A
 

義州山
P
A
H
 

義々
山
円
1五五

平
，

刊
し引

平
成
十
五
年
間

H
1
九

H
目
見

(於
か
な
が
わ
川
町
民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
) 
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子
捌

A
H
幽
明
日
桝

神
間
分
教
場
連
句
会

V

半
歌
仙

『春

す

で
に
』



八
炉
内
与
さ
ら
ぎ
連
句
会
ー
その

V

l且

『人

恋

ひ

の

制l

人

芯

ひ

の

幌

み

な

る

か

や

冬

の

虹

北

の

橋

を

波

る

あ

ひ

び

き

考

へ

る

ブ

ロ

ン

ズ

像

を

背

景

に

ふ

と

口

づ

き

む

盆

唄

な

ど

静

ま

り

て

海

は

月

影

浴

び

る

の

み

減

反

の

聞

の

案

山

子

聞

く

乱
菊
は
マ
ジ
ョ
リ
カ
焼
の
宙
に
回
押
す

世

た

っ

ぷ

り

の

籾

の

ト

l
ス

}

マ
ニ
ア
と
か
フ
ェ
チ
と
か
み
ん
な
も
う
飽
き
た

伐

一一回

り

た

い

母

の

胎

内

さ
い
は
て
の
寺
に
似
合
は
ぬ
消
費
税

縁

の

下

へ

と

赤

蛾

の

列

そ
ん
な
に
も

H
を
か
く
主
と
畳
の
月

た

れ

に

飲

ま

す

か

樋

屋

奇

応

丸

狛
の
毘
に
鈴
付
け
ま
し
た
鈴
な
り
に

ア
メ
リ
カ
だ
け
が
正
義
で
も
止
し

一
年

川

県

為

に

費

や

し

ぬ

で

過

し

て

仰

酒

花

巡

る

下

戸

る

1'1 

ー

逃

げ

水

に

辺

助

靴

の

跡

し

る

き

明
日
が
あ
る
さ
ハ
ー
モ
ニ
カ
吹
く

削

訳

本

に

旧

知

の

町

を

見

出

し

て

山

口

哲

子

大

肢

を

行

く

だ
ま
し
絵
の
や
う
に
迷
路
の
や
う
に
主

転

入

の

娘

に

教

科

門

を

代

す

時

々

は

目

線

合

は

せ

て

眼

炉

燃

ゆ

ベ

y

ト

の

鰐

も

帰

り

こ

ぬ

ま

ま

お
騒
が
せ
だ
け
を
問
題
に
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

官

就

は

泣

く

剛

山

札

の

頗

瓦

昆

柏

駅

黙

々

濡

れ

て

月

踊

れ

て

託

虫

は

又

寝

返

り

を

打

つ

ナ
ウ

糸

瓜

忌

に

こ

の

百

年

を

読

み

直

す

ぼ

ろ

は

Y
れ

て

て

も

鉛

の

心

免

疫

は

で

き

て

ゐ

ま

す

と

4
出

る

貨

物

列

車

の

汽

的

故

郷

へ

石

段

を

笠

り

つ

め

れ

ば

花

相

都

忘

れ

古

代

む

ら

き

小
池
正
博
捌τ品子山刻

印
刷
ザ木之

恥

wv

内
山
尚
主

M
W

艇

搾尚

美

山

帆

之

措

久

良

ト
八
久
保
孟
美

!

f

 

列
目
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吟
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A
H
m

き
さ
ら
ぎ
辿
句
会
ー
そ
の
三
V

歌

『河
輩
出
で
よ
』

官h

河
意
出
で
よ
沌
の
飛
沫
を
浴
び
る
た
び

肌

皿

肌

と

亙

も

た

け

企

わ

巷

紙

の

波

淡

の

文

字

読

み

か

ね

て

老

教

官

の

懐

か

し

き

声

な

ご

や

か

に

月

待

ち

仰

く

三

世

代

我

先

に

起

き

紫

蘇

の

突

を

炊

く

守的
れ
わ
た
る
日
士

の
初

百
迫
目
に
も

冠

正

す

場

所

を

わ

き

ま

え

あ
の
部
屋
は
ベ

y

カ
ム
級
の
御
用
達

メ

ー

ル

の

宛

名

ご

有

じ

で

す

か

お

守

り

の

兎

の

耳

が

汚

れ

て

る

資

材

位

場

に

凍

る

H
光

大
火
郁
に
駆
け
ゆ
く
人
と
逃
げ
る
人

川

の

向

こ

う

に

何

か

あ

る

は

ず

お

使

い

の

初

め

て

で

き

た

赤

い

靴

ひ

ば

り

肝

み

の

十

三

骨

地

花
の
も
と

二
度
と
唱
歌
の
と
き
来
る
な

手

の

ひ

ら

ほ

ど

の

千

蝶

焼

く

小
地
礼
博
捌之博美

特

大

久

保

京

提

訓

現

怒

川嶋
み

昨尚

美

脱

之
一五

主帯血士巾子干耐
枯木ー

ミー

m辺
股

小
池
正

J'l
'd
 

d
y
l
t
 

伊
政

怯向山
~ i事

久 一 目白 1U:一 久

:
ー
遠
足
に
コ
ロ
ポ

ァ
ク
ル
を
連
れ
て
行
き

探

し

当

て

た

る

持
む
し
た
い
品

人

知

の

机

先

と

訂

わ

れ

主

う

け

出制
り
受
け
ま
す
酬
明
茶

L
の

軸

そ
ん
な
こ
と
紘
き
に
剖
で
も
飲
み
ま
し
ょ
う

マ
ネ
キ
ン
な
れ
と
生
き
る
が
ご
と
く

四
分
の

一
は
露
西
亜
人
と
い
う
彼
立

↑

川

摘

の

毒

蛾

で

仮

眠

す

長

元

坊

荒

般

の

松

を

雌

れ

な

い

す

っ
た
も
ん
だ

で
ほ
ど
く
知
志
の
輪

淀
川
押
を
附
ら
さ
ぬ
ま
ま
に

H
A，
行

世
間
を
川
町

び

か

う

秋

町

山

彦

:
鋼

努

忌

歌

は

素

早

く

詠

む

が

品

〈

ベ

ー

ス

ボ

ー

ル

も

時

間

短

縮

風
臼
上
が
り
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
ポ
ン
と
聞
け

」
l

字

架

だ

け

は

肌

身

離

さ

ず

彫

像

は

凶

を

傾

げ

て

飛

化

部

花

エ

ン

ド

ロ

l
ル
は
陥
先
に
な
る

山
山川英
智
子

孟

主
眼

よ

剛
他

山

-4
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《
鉱
山
平
蛇
H
B
県
連
句
協
会
そ
の

一
V

歌

官11

中高

lま

内

辿

れ

指

の

部

民

戸

市

に

栢

は

内

初

午

団

子

不

揃

ひ

の

ま

ま

か
ど

梅

ヶ

枝

の

伸

び

ゆ

く

門

に

足

止

め

て

横

丁

の

親

父

今

は

な

つ

か

し

月

夜

長

イ

l
ハ
ト

l
ヴ

の

屯

倍

棒

稲

植

分

け

走

れ

姉

パ

ス

そ

ぞ

ろ

媒

城

を

守

る

は

土

力

士

切

ら

れ

年

三

の

誤

抑

制

附

し

も

壁

撫

で

て

ま

ど

ろ

む

刻

が

流

れ

た

り

オ

ー

ロ

ラ

の

こ

と

古

九

替

の

制

伎

と

な

り

日

干

の

月

を

我

喰

は

む

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
を
前
じ
た
に
ほ
ひ

通

販

の

寝

冷

え

知

ら

ず

で

大

の

宇

に

賦

験

の

切

り

札

鉛

輸

出

占

あ
か

閉

じ

込

め

た

太

古

の

肥

也

王

朱

し

引

き

出

し

に

蚊

く

同

日

の

新

聞

花

便

り

い

そ

と

立

ち

帯

る

港

町

扶

抗

ら

し

十

=
一

詣

り

て

波
辺
多
一
託
子
捌

ナ
ォ
一
民
り
獅
子
人
か
き
分
け
む
脊

の
官

秋

葉

原

往

き

都

知

事

迷

へ

り
ド

シ

蝦

り

か

ざ

す

事

を

如

何

に

目

制

納

め

破

れ

テ

ン

ト

に

も

れ

る

た

め

也

山
州
市
を
覗

く

お

と

う

の

悦

の

貌

河

豚

の

鮪

消

防

に

染

む

在

百

八

仁

魁

魅

魁

魁

が

到

り

ゆ

く

同

従

の

手

引

き

臨

か

忍

び

て

歯

ブ

ラ

シ

を

替

り

番

こ

に

使

う

朝

揺

の

犬

に

向

川

守

陪

頼

ん

で

十

六

夜

の

月

を

背

負

ふ

て

盟

帰

り

口

木

外

せ

ば

萩

の

こ

ぽ

る

る

1
陣
織
持
ち
女
優
き
ど
り
で
ブ
ロ
マ
イ
ド

市

の

山

で

「

ン

ャ

ツ

を

日

ふ

き

ょ

う

こ

の

日

鉄

腕

ア

ト

ム

誕

生

す

入

牢

式

の

名

札

光

ら

せ

花

合

せ

早

や

タ

ベ

と

も

歌

の

甚

し
‘

E
A
r--

陥

射

し

丸

め

て

石

鹸

玉

と

ぷ

山
地
五
」
l

鈴

rλ

野

臥

淀
川
町
船
昔
美

H
F
m
喜

平

生
町
光
哉細

川光

H

川

雅

迫

似
附
麻
奈
美H

A
J
 

刊

M
U光命

日光

渡
辺
多
柴
子E

L
 t
 

刷、IT
 

wr
成
ト
い
れ
旬
日

l
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円
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l
μ
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H
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立
下
処
た
ち
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企
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、
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柳

紫

と

び

婿

み

な

低

き

相

臼

川

伏

せ

て

通

れ

る

凱

掠

り

山

町

く

き

ず

り

の

春

の

衣

を

染

め

上

げ

て

品

目

役

者

の

楽

屋

訪

ね

る

判

明

と

子

の

台

向

島

は

せ

も

月

の

街

背

も
山
間
山
γ

か
ホ

l
ル

イ

ン

ワ

ン

h
b
 

〉
視

甚

に

灘

の

新

酒

の

郎

被

り

保

育

悶

長

腰

を

く

ね

ら

せ

し
あ
わ
せ
よ
あ
な
た
が
械
に
ゐ
て
く
れ
て

七

」

ー

ま

で

は

い

つ

も

O

K

述

人

は

愛

人

宅

で

突

然

死

制

官

龍

が

凱

肢

を

す

る

豆

町

月

喝

の

羊

も

ね

む

ら

せ

て

薮

蚊

に

刺

さ

れ

柿

官

告

読

む

ナ
ン
バ

ー
ズ
干
恕
ソ
フ
ト
に
金
位
ひ

篠

つ

く

間

が

叩

く

書

道

花

の

山

む

か

し

語

り

の

人

柱

花

の

雛

を

抽

4
に
山
H

ふ

た
か
は
し
水
生

今
油
大
王

緊川
由

乃

中
山
内
咽
枝

細
野
優
悠

出
場
一
民
人生優瑞人買生優r

大人嵐山免
内
自乃

子
山

1
附
句
阿
川

l
h
H
n
M巾

(計

ハ

I
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
I
G

119 

柴
田
由
乃
捌
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鉱山小

u
m
n
叫
辿
句
協
会
ー
その

半
歌
仙
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音

量
回
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An
峠町内
市
岐
阜
川
川
辿
句
協
会
ー
その

V

短
歌
行

秋

扇

回

御

悌

へ

秋

の

悶

悶

の

風

を

添

ふ

肝

物

と

聞

き

能

的

集

石

棺

月

今

宵

塾

よ

り

帰

る

子

を

待

ち

て

垣

棋

を

く

ぐ

る

隣

り

家

の

納

源

氏

統

む

今

へ

也

市

を

最

り

継

ぎ

て

同

級

生

に

逸

へ

る

楽

し

み

石

位

閥

炉

惑

の

宿

の

美

酒

に

私

ね

軒

の

氷

柱

の

育

つ

早

き

ょ

裂

織

り

の

棚

田

風

景

タ

ベ

ス

ト

リ

l

四

段

抜

き

の

新

聞

の

記

事

花

満

つ

る

凶

行

法

師

脱

水

制

蛾

穴

を

出

る

孫

世

き

初

む

可
知
針
子
捌

可
制
批

E
W
カ

メ

ラ

を

呑

む

べ

く

干

約

#

抗

胤

茶

受

け

の

お

か

き

味

の

七

い

ろ

ア

ル

プ

ス

の

裾

野

ち

ひ

ろ

の

絵

画

館

結

断

し

よ

う

よ

ゆ

び

き

り

げ

ん

ま

デ
パ
地
下
町
特
冗
漁
る
ベ
つ
ぴ
ん
さ
ん

物

干

竿

の

き

て

も

に

ぎ

や

か

景

気

浮

儲

河

川

工

事

に

月

涼

し

岸

に

額

づ

き

流

す

形

代

畦

道

は

近

辺

止

の

散

本

道

竿

却

と

聞

く

に

一
輪

車

押

し

部

人

の

耐

を

可

り

L
花

の

制

而

お

ぼ

ろ

に

郷

ひ

納

め

た

り

子

α川
首

子

E
美
代
子

山
A

仕
様
和
臼

命
mw

訂

u

w
子

美
代
子

美
代
子

I
正ー布l災栴l

ft 
江子自子

平
成

l
問
句
九
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六
日
昨
日

日

τ』

美
代
子

山
口
美
智
子

出

平

a

美
代
子

【

二。l'
弓
2

出

干

血
相

hυ

長
官
干

長
代
了

英
計
千

涼

子
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永
い
町
邸
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An
伝

山

錦

心

会

V

1肱

万

の

葉

イ，h

万

葉

の

官

山

ぷ

や

若

某

摘

者

ぶ

く

れ

び

と

に

舞

へ

る

粉

雪

e
b
 

狐

を

守

れ

る

八

十

路

幅

の

健

や

か

仁

近

所

総

出

で

始

む

昆

恨

品

u

u
m
且

の

か

す

み

て

お

ぼ

ろ

朝

の

月

夢

に

よ

く

見

る

称

町

山

川

ゥ
年

金

の

先

ゆ

き

不

安

脳

か

れ

失

駿

の

彼

恋

は

ま

た

別

本

心

は

親

兄

弟

に

告

げ

も

科

で

メ

コ

ン

河

に

て

能

聾

慰

汗

手

質

せ

る

僧

形

の

幾

た

り

も

戦

争

回

避

成

る

や

成

ら

ず

や

月

の

街

飼

揃

探

L
t
く

る

ま

で

阿

波

制

し

て

旅

制

満

喫

引

退

を

口

問

フ

ァ

ン

は

惜

し

め

ど

も

心

お

き

な

く

飲

め

る

気

輩

さ

花

の

門

礼

服

を

も

て

干

を

迎

ふ

O

A

a

 

日

吉

町

祭

に

起

こ

る

ど

よ

め

き

者光臣}芳 r，府芳光器陪光芳居辞恵子紅隠

ナォ
カ
レ
ッ
ジ
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
へ
振
れ
る
肱

手

刊

り

パ

ン

も

革

、
山
尚
魂

蜘

排

を

例

入

輸

入

で

甘

文

し

中

阿

か

ら

は

恐

き

川

世

竹
此
を
あ
ち

』り
こ
ち
ら
に
白
け
る
部
川
町

兎

の

毛

皮

腰

に

巻

き

つ

け

わ

か

き

日

の

制

服

姿

ア

ル

バ

ム

に

税

制

さ

る

、

老

い

ら

く

の

婚

に
こ
や
か
に
飢
を
見
交
は
す
パ
ー
ト
ナ
ー

ァ

ア

i
w
#
臨

に

多

き

日

帰

り

い

と

絞

め

る

月

戦

跡

の

由

晴

雄

に

も

何

処

と

も

な

く

附

こ

え

く

る

山

A

Z
，蹄
し
ぐ
れ
芝
生
を
き
ち
ん
と
光
ら
せ
て

梅

と

見

布

の

お

に

ぎ

り

が

好

き

昼

間

か

ら

技

へ

バ

イ

ト

を

連

続

し

民

ひ

し

車

は

R

V

と

か

公

閣

の

砂

場

の

子

等

へ

花

吹

雪

活

か

の

仲

に

磁

気

慌

た

つ

岐
部
仲
間
捌
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A
H

川
口
く
さ
く
さ
そ
の

一
V

歌

初

j凪

や

j，lr 

初

凪

や

重

な

る

と

き

も

光

る

水

脈

町
四
蘇
に
ほ
ろ

酔

い

開

け

放

つ

窓

子

供

専

の

声

賑

や

か

に

聞

こ

え

き

て

恩

師

は

今

年

末

舟

迎

え

し

十

五

夜

に

範

一

杯

の

萩

を

色

白

見

し

と

メ

ー

ル

次

々

。
収

秘

も

済

ん

で

近

づ

く

在

妨

お

頗

の

手

入

れ

念

入

り

に

し

つ

い
つ
ま
で
も
嫌
わ
れ
ぬ
よ
う
「
ね
え
武
男
」

政

官

財

は

今

日

も

仲

良

し

軒

先

に

降

り

込

む

雨

の

激

し

く

て

B

S

で

見

る

民

間

へ

の

旅

ア
ラ
ジ
ン
の
ラ
ン
プ
灯
せ
ば
明
日
勿
く

月

下

美

人

の

紋

つ

残

り

香

省
エ
ネ
の
画
部
と
な
れ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

野

山

の

あ

り

て

湖

も

あ

り

映

き

満

ち

て

枝

も

た

わ

わ

な

花

の

道

制

を

撫

で

ゆ

く

風

は

畷

か

峨

，
ォ

蹴

餅

流

れ

ゆ

き

し

日

懐

し

相

川

仙

の

彼

と

結

ば

れ

ぬ

ま

ま

適
齢
期
過
ぎ
て
日
成
の
勉
も
川
町
、
ぇ

保

川

り

さ

ん

線

聾

こ

れ

が

天

職

足

腰

の

術

み

も

あ

り

て

サ

ロ

ン

パ

ス

底

冷

え

の

す

る

温

山

市

町

術

石
市
耐
の
花

一
白
山
胞
の
灯
と
な
り
て

写

経

の

航

中

を

洗

い

納

め

る

物
言
わ
ぬ
木
川
酬
の
表
情
は
れ
ば
れ
と

名

所

と

な

り

し

丘

の

工

一肘

村

起

し

眺

め

て

ご

ざ

る

お

月

様

小

川

市

総

脱

駄

の

北

鮮

:
く

ね

く

ね

と

山

る

峠

路

始

、

つ

出

M
U

姥

仲

間

て

今

は

施

設

に

古

時

計

休

む

こ

と

な

く

刻

を

告

げ

お

玉

杓

子

は

い

つ

か

蛙

に

さ

さ

波

の

岸

に

散

る

花

残

る

花

#

れ

か

ね

て

い

て

偲

ぶ

故

時

iu八安喜

み

フ

直
道
捌

フ有iヰ iu八安

出

道

怯
M

川
千
左
代

書
汁
利
子

市
旬
フ
サ
子

“
お
W
M
凸
代
子

山
H
安

子

ト令
部
八
千
代市川山干草フ

機

フ事l干 frf八安苔

フ布l干日立八 3主将

ド
成

l
問

今

日

1
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円

ド
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1
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l
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A
川
日
く
さ
〈
ゑ
ー
その
こ
V

elJ，: 

加5

と

の

制l

蛸

の

事

由

閣

の

中

で

は

い

か

な

ら

む

〈

，

の

う

合

引

，

一

川

市

来

の

揺

る

る

苛

き

海

底

別

唱

に

過

ご

す

休

日

の

び

や

か

に

繰

り

返

し

聴

く

第

二

楽

章

満

月

を

よ

ぎ

る

匙

影

間

に

あ

わ

せ

仰

さ

れ

し

新

酒

害

り

消

し

く

ゥ
フ

ラ

ン

ス

へ

旅

立

つ

今

朝

の

秋

の

戸

母

に

ゆ

だ

ね

る

愛

犬

の

世

話

雨
も
り
の
屋
根
が
い
さ
さ
か
気
に
な
り
て

ね

ん

ね

の

舵

に

命

婦

お

ろ

お

ろ

万

葉

の

歌

が

恋

路

の

手

ほ

ど

き

に

釈

迦

宜

し

る

く

問

ら

す

凍

て

月

車

座

に

な

り

て

担

は

ご

相

談

l

T

革

命

と

ん

と

わ

か

ら

ぬ

自

衛

隊

ま

た

も

不

祥

耶

ス

パ

イ

と

は

ン
晶
、
イ
で
ン
ピ
ア
な
ポ
ア
ロ
探
偵

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ひ
と
つ
つ
ま
ん
で
仰
ぐ
花

長

停

車

す

る

小

駅

の

ど

け

し

磯

ナ
ォ
牧
駆

け

る

若

き

駿

照

的

昂

と

し

て

耐

梨

に
向
か
い

て

指

摘

す

ば

や

く

仰

心

い

ま

山

に

点

向

い

し

み

じ

み

と

敗

血

さ

し

て

流

れ

ゆ

く

川

冷

房

の

せ

い

と

三

十

路

の

凶

」
l

日

天

満

祭

で

通

い

し

年

下

佐

川

刷

は

回

転

ド

ア

も

右

左

レ

イ

ン

コ

ー

ト

の

鮮

や

か

な

彩

公

判

の

傍

聴

器

に

あ

ぶ

れ

た

る

生

年

の

蝶

削

何

に

救

わ

ん

任

院

の

市

継

の

訟

に

か

か

る

け

色

な

さ

胤

に

す

が

れ

ゆ

く

出

1
正

訓

の

刈

干

し

刷

の

懐

か

し

く

ビ

デ

オ

に

収

む

古

き

家

々

被
災
孤
児
こ
こ
ろ
の
慨
は
被
え
ぬ
ま
ま

去

の

彼

方

に

帰

り

ゆ

く

日

呆

け

花

独

り

う

な

ず

く

怒

舟

祝

新

世

紀

来

て

願

い

の

ど

ら

か

昨佐直澗昨世配判断 Wu立澗問、 wf(i: il:J昨佐

匹
近
捌

機

直

道

山
山
佳

子

凶

本

昨

日
本

澗
f1直澗附佐直澗昨 ft直潤問、 fJ直

(文
r
H
)

ド
此

f
問
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an
川
口
く
さ
く
さ
ー
その

V

歌

間j

走

官h

地

下

鉄

の

口

ぱ

っ
く

り

と

師

走

か

な

イ

ル

ミ

ネ

l
ン

ヨ

ン

ま

と

う

裸

木

マ
イ
ホ
ー
ム
子
供
ら
の
者
は
ぐ
く
み
て

泣

き

汽

笛

が

風

に

乗

り

来

L

故

盟

町

山

に

よ

く

似

た

H
の

対

出

温

う

ま

し

新

酒

一

献

和

や

か

に

百

削

巡

る

西

館

忌

日

掛

け

の

恋

が

余

組

お

山

町

き

な

振

袖

の

扶

で

修

縦

の

去

を

被

い

縫
い
ぐ
る
み
よ
り
や
っ
と
遅
い
出
し

思
い
切
り
ぷ
っ
と
ば
し
た
る
オ
ー
ト
バ
イ

月

光
U
7

微

塵

官

湖

町

海

短

冊

の

ひ

ら

ひ

ら

括

る

る

n巾

忍

恨
川
ハ
に
山
間
る
日
戸
の
お
も
か
げ

屋

上

の

原

蚊

稲

術

の

和

尚

応

子

姉

集

り

何

の

相

絞

花

の

下

サ

ー

カ

ス

ジ

ン

タ

賑

や

か

に

く

る

く

る

廻

す

者

の

絵

日

傘

機

+
寸
修
と

路

次

々

変

わ

る

身

の

ほ

と

り

本

官

わ

か

ら

ぬ

椛

H

H

m

r
u

肢

に

似

全

て

隠

し

て

締

約

L

し
お
ら
し
く
編
む
ベ
ア
の
マ
フ
ラ

刊
地
吹
叫
斗
窓

枠

白

〈

凍

り

つ

き

造

花

ヒ

色

飾

る

仏

杭

家

継

げ

ば

何

右

ヱ

門

と

名

来

ら

さ

れ

屯

動

ノ

コ

の

木

間

飛

散

り

佳

架

町

山

引

い

引

け

て

円

を

落

と

し

く

っ

き

り

残

る

似

の

足

跡

旅

来

て

の

告

の

鎌

月

鋭

色

に

財

布

の

仙

の

向

い

爺

強

:
「
も
う
」
と
「
ま
だ
」
使
い
分
け
た
る
年
の
功

さ

め

た

る

事

の

味

気

な

き

こ

と

論

文

の

原

稿

遅

々

と

自

主

ま

ま

一

喝

枠

く

出

出

し

の

出

犯

行

く

人

に

手

を

振

る

花

見

船

お

ぼ

ろ

お

ぼ

ろ

に

雌

か

な

午

後

ι川
悦

ホ

a瑞

北
山
辺
捌

話
口

ゐ幸子千怖澄澄草江 仲 H 泣甘子江子子道

小川淀尚

dlA品il直

B噴川
付
円
口
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3長鴨

川辺

凶
υ
ほ
み

owJ仙
渦

ドド
ほ成
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li 
JlJI 
1ーイ
九六
11 LI 

EM「l

Jヒ
iH 
タ
ウ
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A
H

川口

く
さ
く
ゑ
ー
そ
の
問
V

E私

酉

の

市

仙

F
町

の

灯

の

な

つ

か

し

ゃ

出

町

市

熊

手

か

か

え

る

雑

時

の

冬

プ
レ
ン
ド
の
コ
ー
ヒ
ー
い
れ
て
一
休
み

出

窓

の

能

に

秋

果

雌

ら

れ

て

チ
の
歌
に
ぽ

っ
か
り
上
が
る
今
川
町

H

湖

町

に

目

て

ば

風

は

爽

や

か

ゥ
遺

言

は
ベ

y

ト

の

犬

に

あ

る

治

産

レ

デ

ィ

の

称

を

冠

す

世

婦

人

年

の

差

は

関

係

な

い

と

告

白

し

税

約

の

前

は

ほ

ろ

円

き

昧

iV
上

に

鈴

剛

挿

し

た

υ

川

一

つ

蚊

柱

の

先

月

は

涼

し

く

露
天
風
呂
町
内
川
士
く
っ
き
り
と
旅
の
宿

手

術

の

抗

を

隠

す

に

も

馴

れ

い

た

づ

ら

に

危

迫

阿

す

H
仙

時

万

四

節

と

て

強

か

な

る

貌

咲
き
満
ち
し
花
に
盤
怖
の
悶
と
な
り

大

サ

ー

ビ

ス

の

羽

山

し

弁

当

機

3
先
制
胤
の

白

崎

め

で

た

き

枕

灯

台

き

て

も

見

山

中

な

干

羽

鶴

舛

い

速

め

が

ね

外

し

て

掛

け

て

忙

し

く

か

ん

ば

せ

よ

り

も

む

ぱ

え

だ

ぜ

州

述

の

成

川

雌

舶

は

F
の

rp
の
下

市

天

的

実

は

特

こ

ぼ

れ

部

ち

貼

の

鳴

い

て

山

司

政

び

ま

さ

る

ひ
き

こ
も
り
し
て
宗
引
だ
ん
ま
り

そ
れ
は
そ
れ
ワ
ー
ル
ド
カ

y

プ
弛
戦
に

小

座

布

問

に

は

や

や

濃

の

紡

H
飢
と
市
パ
ン
分
け
る
干
も
出
ら
し

乱

る

る

萩

に

思

う

佐

川

」

:

揚

々

と

谷

間

流

る

る

水

の

音

ロ
マ
ン
の
詩
は
絶
え
る
こ
と
な
く

ぎ

っ
し
り
と

桂

ぷ

川

山

田

k
h
v
棚

散

恥

少

の

川

止

を

止

め

て

収

か

ひ
と
ひ
り
の
は
ら
り
と
韓
え
る
花
衣

け

て

臨

む

品

川

忙

山
道
捌

直

道

威
川
英
子

島
丘
古
代
子rk 

一子

峨酬
明
川
筋

1u"
ル』

よ

世
慣
行
ふ
み
子子川川加μ

 
i
 

一
県
川
“
同

仰川川悦

明

W
川
J

仰

L

立
徳

とH 世代史 H 英と

タ

路
辺
ノ、

y 

ハヱ

emaも
り
、
ぇ

"“山峡

ま

ペ3

や

平
正
1
4
5
1
1
一日
l
六
日
円

ド
成
l
問

zq
ぃ

h
H
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日
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北
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タ
ウ
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ホ
!
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A
H
川
H

く
さ
く
き
ー
そ
のど
A
V

1批

白

き

1111 

言U乙.

白

き

wv
淡

く

ゆ

る

や

信

平

脊

の

障

子

に

か

ら

む

凶

昔

タ
月
に
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
と
蝶
か
か
り

新

聞

で

説

む

明

日

の

お

天

気

搬

入

の

荷

造

り

済

み

し

肝

心

円

バ
ナ
ナ
パ
イ
ン
の
肌
が
テ
ー
ブ
ル

ゥ
ア
オ
ザ
イ
の
裾
掠
し
げ
な
足
の
線

メ

ー

ル

交

換

胸

の

と

き

め

き

紅
を
ひ
く
指
に
絡
め
た
る
こ
の
思
い

家

震

の

こ

け

し

削

る

若

者

次

々

と

観

光

パ

ス

が

立

ち

帯

り

て

湖

艶

む

古

利

名

刺

ア
ル
バ
ム
の
カ
ラ

l
写
其
は
色
が
槌
せ

興

国

の

E

に

口

例

る

満

月

き

あ

山

来

た

亡

父

が

好

み

し

衣

世

静

寂

を

破

る

陥

の

一

戸

花

め

づ

る

万

葉

町

歌

性

き

あ

ぐ

ね

風

股

か

き

小

庵

午

後
る

ぴ〉

磯

リ
ォ
炉
を
器
草
川
崎
に
広
々
す
る
脱
政

剖

や

も

め

と

な

り

て

久

し

き

誰

彼

と

再

舶

話

う

ん

ざ

り

し

願

歪

め

た

る

ピ

カ

ソ

自

画

像

休

日

に

救

急

医

院

転

々

と

何

時

の

間

に

や

ら

降

山

せ

し

釘

世
帯
諸
り
心
に
開
削
す
る
も
の
あ
り
て

鞄

の

中

に

試

験

問

題

沖

純

の

基

地

外

交

の

駆

引

き

に

ベ
ネ
チ
ア
グ
ラ
ス
切
チ
き
か
づ
き

御

祝

儀

の

桜

舛

相

に

ほ

ろ

と

酔

い

直

け

て

身

に

人

む

仙

人

の

小

出

t
月
光
を
つ
と
よ
ぎ
り
つ
つ
鳴
け
る
鹿

紅

葉

明

り

に

浮

品

池

の

而

公

凶

の

的

制

は

版

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ト

人

観

覧

耶

ま

わ

り

つ

づ

け

て

見

渡

せ

ば

遠

近

の

山

花

満

て

る

川

辺

の

畑

仁

誹

人

の

影

ru:多且英 直多上生

直
道
捌

カ

的

直多良 :!A

山

道

山
浦
カ
ア
子

中
山
英
子

小
野
山
品
子

駒
村
多
釘
T

打
M
U

カIE多品 34

カ直多良英

カ

カIH多良英カグと

ド
成

1
四
角
川
川
満
足

(文
庁
)
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An
川
口
く
さ
く
き
ー
そのハ
V

歌

法

蛸i

師

1111 

町

騒

に

何

を

聴

か

ば

や

法

師

蝉

本

陣

の

存

の

降

り

沼

ぐ

中

月

見

し

て

独

り

静

か

に

酒

を

酌

み

ピ

エ

ロ

の

涙

思

い

出

し

つ

つ

霊

犬

と

駆

け

し

故

郷

町

背

凹

迫

明

中

休

暇

の

子

持

は

悲

し

く

ゆ週

一
位

S

L

川

い

煙

を

吐

き

あ

ま

り

に

律

儀

こ

の

辺

の

人

前
回
世
を
撒
げ
て
す
っ
か
り
大
人
び
て

男

心

を

抗

ら

す

刊

陥

れ

た

脱

久

方

に

友

に

誘

わ

れ

絵

画

展

上

野

の

轟

に

諜

の

畳

月

手

袋

を

脱

ぐ

手

揺

れ

ば

冷

た

く

て

翁

ゆ

っ

く

り

車

締

子

押

し

守

せ

に

主

後

の

旅

を

出

し

め

る

山

沿

の

血

は

い

つ

も

賑

や

か

花

舞

い

て

明

る

く

包

む

帯

雨

句

碑

都

踊

の

始

ま

り

て

お

り

ナ
才
一
到
来
の
和
菓
子
の
銘
に
「
ふ
り
こ
こ

」
と

一

服

の

茶

に

し

ば

し

立

さ

去
の
lk
の
M

刑
事
に
終
わ
り
し
官
勺
吉
に

耳

目

の

彼

は

結

く

ハ

ノ

サ

ム

上

の

ん
記
枯

持

に

事

中

生

返

耶

立

の

指

物

町

都

を

H

わ

さ

れ

今
司
ま
た
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

l
見
送
り
て

口地

刑

不

振

の

続

く

こ

の

頃

十

字

路

の

信

号

雨

に

諺

み

た

る

宇

術

開

発

断

、

つ

人

々

浦

附

の

昨

外

立

に

は

刊

い

H

H

印

り

削

ま

す

胤

は

蝉

や

か

:
簡

の

昔

を

川

連

に

聴

い

て

在

祭

戦

自

動

車

の

通

う

山

辺

ど
こ
か
ら
も
一
品
り
か
け
た
る
ん
川
士
が
凡
え

牧

却

を

食

む

牛

は

の

ど

か

に

芦
苔

ぐ
む
湖
岸
に
花
の
咲
き
満
ち
て

品

口

づ

き

む

春

愁

の

時

車並

直
迫
捌

直

迫

ト八段歌

子

日
崎
市
宏

一

瀧

麻

里

佐
野
と
し
干い白歌宏麻

‘織

隔世 l且 Ihとと宏直出;

と

蝉嗣宏 直 歌 と 隔 世直歌と嗣宏 IE歌 と歌と

ド
成

l
同

4
1
H満
υ山

(ex
d
)
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A
H
川口

く
さ
く
き
ー
そ
の
じ

V

歌

初

し、
』

笑

イ111

知

り

合

う

夢

の

古

凶

初

笑

い

三

日

の

棋

の

満

ち

足

り

し

貌

た
っ
ぷ
り
と
浪
き
コ
ー
ヒ
ー
に
く
つ
ろ
ぎ
て

岬

に

向

く

自

主

灯

台

追

っ

制

に

ぽ

っ

か

り

浮

か

ぶ

昼

の

月

い

と

山

円

や

か

に

子

干

の

歌

声

ゥ
舵

“

亡

に

品

川

似

の

姿

見

え

隠

れ

過

疎

と

な

り

た

る

村

の

石

垣

赤

ひ

げ

の

医

者

と

品

わ

れ

五

十

年

お

世

話

さ

せ

て

と

年

明

押

し

か

け

ダ

l
リ
ン
と
時
び
か
し
ず
か
れ
線
が
さ
れ

解

散

迫

り

括

る

る

政

界

戦

な

き

世

の

辛

祈

る

ほ

か

は

な

く

在

と

眺

め

る

月

町

a
加

し

き

次
々
と
プ
ン
ユ
プ
ン
ユ
聞
け
る
釦
ピ

l
ル

制

内

旅

行

は

デ

ラ

y

ク

ス

パ

ス

京

の

花

吉

野

の

花

と

駈

け

ゆ

き

て

ほ

っ

と

一
lp

息

坊

の

戸

磯

;

ゆ

く

り

な

く

野

占

に

想

う

蒋

の

午

後

Mm
約

指

輪

キ

ラ

と

光

り

し

馴
れ
染
め
の
ひ
と
夜
の
契

り
正
れ
か
ね

や

ら

ず

の

隔

の

古

の

激

し

く

狛

犬

は

神

の

足

り

を

待

ち

わ

び

つ

山

部

花

咲

け

ど

は

な

や

が

ぬ

辺

ラ
ン
ニ
ン
グ
オ
リ
ン

ピ
ァ

ク
を
日
椋
に

陰

で

支

え

る

母

の

手

料

理

休

日

の

小

公

閣

は

賑

わ

い

て

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

で

家

族

追

い

か

け

三

官

に

お

間

千

M

叫

ん

で

持

て

る

月

残

る

畳

が

き

ら

と

門

川

1
吹

く

胤

に

千

々

に

た

ゆ

た

う

乱

れ

萩

「
主

主

ひ

ば

り

」
の

歌

を

口

拍

カ
ラ
オ
ケ
に
マ
イ
ク
離
さ
ぬ
人
の
い
て

制

焼

く

煙

白

く

地

を

沼

い

卒

梁

の

記

念

写

真

に

花

吹

雪

放

出

し

の

ぶ

暖

か

な

刻

l~( 史み ち

直
道
捌

治武悦由史み

附加山
httき川

治武悦 IK

俄

子子 子 迫

ち治 武悦 [灯史み

日
れ
ち

よ

み
史

ち治武悦 ia よ

'" " 

ち

的 武悦直!とみ

日
中
成

l
ぃむ句

H
満
足

(庄
町
)
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《
川
H

く
さ
く
き
ー
そ
の
八

V

:fj; 

『
宜

円

麦

制l

J:IH 

四

回

路

や

背

走

畑

望

む

搭

「
ょ

う

お

い

で

た

」
と

お

茶

に

草

餅

臓

な

る

月

に

ギ

タ

ー

を

取

り

出

し

て

や

っ

と

日

」

げ

し

際

杭

の

車

扇

制

の

か

す

か

に

読

め

る

阿

の

文

字

夏

此

ー

っ

と

翻

り

た

る

ゥ

旅

枕

冷

酒

「

菊

水

」
酔

い

早

く

な

か

な

か

云

え

ぬ

好

き

の

一
言

別

れ

た

と

人

の

附

に

騒

ぐ

胸

日

川

鷺

の

戦

う

古

り

し

盤

上

プ

y

シ

ユ

さ

ん

苦

き

勝

利

の

跡

始

末

拘

橘

の

実

の

ほ

の

と

匂

え

る

ま

ど

か

な

る

月

は

今

し

も

昨

離

れ

風

よ

り

細

き

虫

の

淵

白

金

箔

に

山

由

走

ら

す

る

新

趣

向

神

頼

み

す

る

緋

は

直

り

ず

花

守

の

E

い

諸

々

花

枝

春

除

の

中

田

辺

て

り

σ〉し

磯

J

ォ
ぶ
ら
ん
こ
を
独
り
占
め
す
る
苛
め
っ
子

迎

休

-
一

日

野

球

=一

味

リ
ス
ト
ラ
に
慣
れ
し
世
間
に
背
?
を
向
け

川

町

呼

う

た

か

た

と

ま

で

恋

す

る

部

ち

ポ

か

ぬ

先

市

没

後

妻

同

じ

基

甜

団

の

柄

は

誹

の

好

み

か

木

杭

し

の

掘

ら

す

庭

木

は

版

物

め

き

緑

内

陣

の

手

術

近

づ

き

指

て

ら

れ

ぬ

不

川

の

品

が

山

と

な

り

出

も

主

制

の

松

立

の

飯

間

同

月

山

尚

の

友

を

誘

わ

ん

秋

の

端

足

ク

吋

ノ

を

新

制

ナウ
カ
タ
カ
ナ
の
名
札
に
じ
ゃ
れ
る
猫
の
い
て

統

廃

合

の

決

ま

る

学

校

地

下

鉄

の

人

口

陥

き

口

を

聞

け

伝

言

版

に

践

す

「

お

先

へ

」

述

句

仰

に

吹

雪

く

花

片

蝶

の

如

慌

た

な

び

空

と

海

即

直
近
捌

~八
tk !t 
111暁
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品由
彼小脱出

廠節出

Mt 

く

千
此
l
u凡
句
問
月

l
八
日
目
見

(酔
点
以
前
ホ
テ
ル
松
山
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八
花九
州

く
さ
く
き
北
九
州
支
部
V

歌

『
ム
ハ

や

官11

月

六

月

や

雨

に

ひ

も

と

く

芭

蕉

諸

説

時

自

ら

L

FU川
き

一

戸

山

容

を

沈

め

湖

背

く

澄

み

母

と

お

い

た

な

つ

か

し

き

迫

持

官

に

は

る

か

宇

仙

の

事

を

追

ひ

そ
っ
と
取
り
出
す
ど
ん
ぐ
り
の
独
楽

ゥ
大

師

堂

説

摩

を

焚

く

火

の

う

そ

寒

く

サ

イ

レ

ン

鳴

ら

し

走

る

パ

ト

カ

ー

つ
い
つ
い
と
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
釣
り
込
ま
れ

去

の

繰

一

百

ふ

え

し

此

の

頃

若

飾

り

て

嫁

は

泊

り

の

ク

ラ

ス

会

凍

て

月

釧

く

か

か

る

ピ

ル

街

熱

制

を

よ

よ

と

こ

ぼ

し

て

厄

落

し

サ

リ

ン

事

件

に

下

が

る

判

決

塀

の

猫

知

り

ん

ぶ

り

し

て

通

り

過

ぎ

き

ら

き

ら

光

り

帯

す

る

川

波

満

月

の

花

の

中

な

る

小

宮

城

脊

の

行

方

を

惜

し

む

ひ

と

時

ーォ
跡

継

の

決

ま

ら

ぬ

ま

ま

に

畑

を

打

ち

ど

う

に

も

な

り

ぬ

リ

ウ

マ

チ

の

膝

本
部
八
千
代
捌

捌

き

す

る

宮

両

の

述

句

お

も

し

ろ

く

な

ぜ

か

気

に

な

る

髭

の

剃

り

あ

と

味
川
町
け
を
じ
よ
う
ず
に
円
る
長
が
問
て

お

凶

LM

と

包

吊

の

松

北

国

は

ど

ん

よ

り

と

し

て

暮

早

し
百

y

依 III L 111 大本
政 H 帥 1Ji.江部

ゑ安 満惚加l八

つ 智 代 守
主視力Ii満 干 満子加槻 子子子 代

と

ぎ

れ

が

ち

な

る

焼

香

の

幼
な
等
は
川
県
心
に
は
し
山
γ

ぎ
鬼
ご

っ
こ

地

よ

り

湖

き

た

D

の

月

大

き

長

き

夜

点

く

る

出

の

合

引

傾

ぐ

似
uvL 

か

う

屯

卓

:
疎
腕
で
あ
の
手
こ
の
手
の
商
社
マ
ン

並

ぶ

市

町

色

の

鮮

や

か

日

朝

の

扮

致

問

題

は

避

け

ら

れ

ず

風

除

け

を

解

く

浜

の

船

小

鹿

樹

木

医

に

い

た

わ

ら

れ

つ

つ

花

聞

き

初

虹

立

ち

附

れ

し

天

泌

L 

[UJ 

て

ゑ出抗

日
刊
行
代
子緋

向
u
 

i

、
ノ

ポ
ド
成
卜
阿
年
ハ

H

卜
七
日
目

ド

成

問

均

九

日

ハ

H
M
U

(於
此
九
州
山

V
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公
民
館
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八
北九
州

く
さ
く
さ
北
九
州
支
部
ー
その

V

歌

『安

迷

太

良
』

制l

小
女
述
太
良
の

け仏
E

叫
し

か

り

帥

の

忌

H

白

百

合

ゆ

る

る

池

の

辺

の

句

帥

軽
や
か
に
サ
イ
ク
リ

ン
グ

の
子
等
の
き
て

焼

前

餅

は

祖

母

の

ご

自

慢

名

月

に

我

が

出

の

寺

を

刷

、

っ

h
J

ん

縁

先

近

く

す

だ

く

虫

の

音

り

新

酒

古

酒

旧

友

と

酌

む

旅

の

街

気

仁

な

る

k
も

今

は

人

妻

サ
ボ

l
タ

lhγ
主
は
M
m
に
ハ

1
ト
つ
け

大

波

小

波

返

す

砂

浜

ド

ル

売

り

で

市

場

混

乱

株

価

剖

れ

姫

健

の

中

に

も

ぐ

り

込

む

紡

附

や

み

て

匙

瓢

々

と

冬

の

月

検

資

入

院

明

日

に

位

、

え

て

出
て
付
け
の
思
き
引
き
戸
を
蹴

っ
と
ば
し

聞

の

神

ん

さ

あ

の

非

き

，

M
掛

城

跡

の

老

木

の

花

は

匂

ひ

そ

め

M
m
こ

ろ

こ

ろ

閃

か

な

る

午

後

松
問
干
佐
代
捌

ナ
オ

そ

よ

胤

に

緑

町

羽

根

を

つ

け

し

胸

パ

ソ

コ

ン

議

出

通

い

始

め

る

四

骨

八

苦

隣

町

彼

に

助

け

め

れ

こ

れ

っ

き

り

ょ

と

恋

の

火

遊

び

乱

鴻

は

曜

く

の

森

に

消

え

て

ゆ

き

舌

政

打

つ

出

の

鮎

勧

過

ぎ

し

日

の

思

い

出

品

尽

き

も

せ

ず

明

治

。
大

正

昭

和

・
平

成

「
た

け

く

ら

べ

」
一
躍

こ

こ

に

蛙

り

手

入

れ

消

み

た

る

松

の

す

が

し

さ

ピ

ル

谷

川

そ

っ
と

叫

け

る

後

の

月

屋

台

の

弛

ぷ

漸

火

、

の

迫

ナウ
ふ

ら

ふ

ら

と

捗

み

寄

り

た

る

物

狂

い

喝

采

浴

び

て

下

り

る

椴

帳

お
上
陸
の
品
い
ろ
い
ろ
と
桁
み
上
げ
て

平

よ

り

朔

ち

し

初

蝶

の

彩

花

吹

雪

十

三

詣

り

阪

や

か

に

の

ど

か

に

捗

る

る

叫

J

輔

の

空

松
川
干
佐
代

池
山
附
チ

波
書
祐
子

加
官
庁
利
子

米
作
叶
心
hJ古川
t

Z

M
H
h，

代子干干附哨
川芝，聖

憎

F
d

Z
J
 

H
O

，
 

J
A

，
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例
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八
北九
州

く
さ
く
さ
北
九
州
文
部
そ
の

V

歌

!5奇

や

初

1111 

騎

初

や

紺

招

空

舷

し

み

松

の

内

な

る

広

き

山

叫

の

万

葉

仮

名

の

ゆ

か

し

く

て

羽

目

同

時

る

胞

の

附

け

さ

H
眺

め

い

っ

ぷ

く

の

茶

に

心

満

ち

灯

火

親

し

む

孫

の

成

長

ゥ

印

刷

学

の

決

ま

り

安

摘

の

墓

参

り

手

を

繋

ぎ

た

る

色

白

の

立

こ
の
人
の
若
い
ツ
バ
メ
は
お
い
ら
だ
よ

何
時
止
む
の
や
り

土
砂
降
り
の
問

中

東

の

和

平

交

叫

雄

し

く

正

義

の

味

方

ア

ト

ム

査

場

ゼ

ロ

か

ら

の

一
腕

飯

屋

繁

雌

し

涼

し

き

月

に

似

ぷ

故

盟

波

り

く

る

胤

は

植

山

町

詐

り

判

ち

拝

殿

目

指

す

長

い

回

廊

大
杯
を
干
せ
ば
は
ら
は
ら
花
の
散
り

危

叫

く

戸

に

耳

を

す

ま

し

て

σ〉

世つ

出塁

;

出
足
の
子
い
や
は
し
ゃ
ぎ
つ
つ
通
り
過
ぎ

新

事

楚

々

と

直

す

お

化

粧

待
ち
あ
ぐ
ね
つ
い
に
山
し
た
る
鬼
町
内

勝

よ

り

き

っ

と

逃

げ

だ

し

た

姉

仲
良
し
の
ポ
チ
が
応
を
振
り
叩
ね
く
る

お

で

ん

の

尚

討

に

灯

ン

務

み

て

病

名

を

ぽ

つ

ぽ

つ

知

る

影

火

、

く

偽

装

事

件

に

波

紋

ひ

ろ

が

り

純

だ

ろ

う

湖

に

向

っ

て

投

げ

る

石

浮

世

LE
れ

の

旅

は

爽

や

か

楠

文

字

の

看

板

間

ら

す

今

日

の

月

桐

の

一

葉

に

つ

い

と

航

き

Z
厄
年
を
弾
事
に
乗
り
き
れ
そ
う
な
'H
に

校

歌

歌

っ

て

会

は

お

川

き

じ
き
友
の
眠
り

L
H
は
件
れ
な
ず
み

峡

の

は

ざ

ま

に

光

る

残

当

静

挫

の

花

の

ほ

ぐ

れ

に

蝶

は

持

い

の

た

り

の

た

り

と

寄

せ

る

存

湖

市「玲樽{圭淑 ;十i)111 n也玲想 俊淑 紫 )111i!i玲視俊

山
道
捌

百件点
淑*;加 Iι

ft 
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ド
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成

問

角

川

U
M

(
I
o
H
)
 

J 32 



An
k
九
側
く
さ
く
き
止
九
州
支
却
!
そ
の
附
V

歌

『旧盟
の
香

に
』

由IJ

喝
の
香
に
む
せ
び
つ

川本
て
ぬ
は
や

二
H

書

き

足

す

白

状

一

旬

勅

題

故
単
の
街
々
お
だ
や
か

に
た
た
な
い
て

分

教

場

は

今

や

廃

校

十

五

夜

を

指

さ

す

孫

の

愛

ら

し

く

盆

に

慌

り

た

る

加

曜

の

山

拠
出
城
の
制
措
抗
で
つ
つ
酌
む
に
ご
り

ひ
と
り
息
子
町
凶
障
が
決
ま
ら
ず

留

守

屯

に

し

ば

し

ば

残

る

K
戸

あ

た

り

見

廻

し

姉

が

の

っ

そ

り

広
告
は
ハ

リ

l
ポ

y

タ
ー
さ
が
す
旅

川

而

を

折

れ

る

H
の

涼

し

き

胤

立

ち

て

か

ら

か

ら

騒

ぐ

竹

部

車

山

由

し

き

り

に

略

く

こ

の

頃

リ

ス

ト

ラ

で

半

世

作

し

低

金

利

お
玉
杓
子
が
川
市
1

く

う

ご

め

き

古

利

な

る

池

を

班

、

え

る

花

万

染

サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
の
ど
か
な
る
午
後

t置

ナ
ォ
賑
や
か
に
寄
り
て
事
し
く
お
や
つ
食
べ

矧

を

臨

め

つ

つ

交

わ

す

指

き

り

熱
き
胸
お
さ
え
別
れ
は
似
り
向
か
ず

御

幣

そ

よ

そ

よ

M
M

る

る

お

社

必

也

の

中

に

陥

だ

ま

り

草

剤

け

ポ
U

脱

ぎ

れ

に

よ

さ

っ

下

駄

よ
う
や
く
に

，q
ね
当
て
た
る
瓦
の
家

海

の

光

の

や

や

に

陪

し

く

世

年

の

夢

が

ふ

く

ら

む

有

I

以

炭

爪

紅

は

じ

け

紘

の

乱

れ

て

盟
け
る
ま
で
日
比
の
富
町
就
き
た
る

H
H

い

出

持

ち

仲

um

稲

城

ナウベ

イ
オ
フ
の
解
然
ど

こ
に
近
付
く
か

再

選

さ

れ

た

長

野

似

知

市

中

本

棚

を

パ

ッ

ク

に

記

念

船

影

L

日
制
時
を
け
叫
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
丘

小

糠

阿

部

花

毘

た

き

民

共

小

出

H

札

行

時

ら

す

「

同

町

出

ゑ北、満 1I町{市

置
迫
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事
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上
師
渦
知

U
F

F什
ーぷ
奈
英

仇
品
ゑ
つ
子b

‘‘、{
 

市
山

wu巾1
 

p
q
 

mr」
蛾
肉k

b
 

ゑ

池 i度

品書山
倶油

川
崎
州
都
Y

ゑ 志 r品川叫fi古直琴U[f常山学

市直号

正

H

F

I

l

-

-
M
l
V
4
}
l
i
f
 

V
E
l
u
ド
I
l
l
1
6

h

v

f

j

i

!

 
(文
内
)

-I:nー



夏

萩

に

も

つ

る

る

程

の

風

た

ち

由

援

を

隔

て

て

残

鴬

の

戸

U
タ
l
ン
や
っ
と
生
活
に
馴
れ
も
し
て

見

ょ

う

見

ま

ね

の

家

庭

菜

剛

志

枠

に

ぽ

っ

か

り

蹴

る

望

の

月

酔

い

爽

や

か

に

友

と

酌

み

交

う

去
来
己
む
を
修

L
旅

立

つ

秋

遍

路

一
行

の

詩

が

仲

を

取

り

も

ち

何
時
し
か
に
ど
こ

へ
行
く
に
も
ベ
ア
ル

y
ク

恋

は

さ

ら

り

と

お

茶

山

け

の

味

門
町
で
張
気
な
か
な
か
落
ち
活
か
ず

兎

の

民

に

か

か

る

猟

犬

い
み
じ
く
も
謀
九
の
月
と
思
い
つ
つ

ふ

と

口

遊

む

古

里

の

山

学

生

ら

土

日

の

休

み

も

て

あ

ま

し

終

結

願

う

イ

ラ

ク

戦

争

ら
ん
ま
ん
の
花
に
来
し
方
振
り
返
り

石

坦

に

沿

い

上

が

る

蝶

々

!jk 

An
e
山

く
さ
く
き
松
山
支
部
V

仙

『訂瓦

萩

内口政ゐ八午
、
冷
ノ

検
川
辛
子干

、
ク

尚
備

前!
日町

二F子久ルホ栄 代子雨

向
~ 

br
…附悩

成
作
政

武
知
干

J
l

、

H
H
h
y
 

e
H
金

AH

向
川
-
テ

苛
剛
山
川
刑
捌

ド
成

i
五
年
間

H

ー
氏

神

の

務

成

な

り

て

施

ら

か

に

ι
ー

く

じ

口

う

人

の

行

列

一正
彼
に
そ

っ
と

サ
イ
ン
を
送
り
れ
て

燐

け

木

杭

に

又

も

火

が

心

く

位
致
さ
れ
て
過
ぎ
し
成
月
取
り
戻
し

こ
こ
だ
く
活
け
て
匂
う
久
、
パ
ラ

ホ
ス
ピ
ス
の
ケ
ア
嗣
練
の
さ
む
ざ
む
と

小

ま

め

に

動

く

介

漉

ロ

ボ

ッ

ト

松

山

の

在

京

美

し

観

覧

車

笑

い

架

て

ふ

珍

し

き

梨

月

町

内

耳

幼

な

馴

染

み

の

打

州

い

制

車

渓

へ

と

波

る

円

山

り

柿

脱
筒
の
は
る
か
彼
方
に
聞
こ
え
さ
て

い

に

し

え

人

を

偲

ぶ

ひ

と

時

波
静
か
郎
前
酬
の
与

一
の
川
町
の
浦

胸

に

湧

き

出

づ

即

興

の

時

追

手

門

く

ぐ

れ

ば

ど

っ
と

花

吹

首

茶
山
仙
の
座
制
に
燃
ゆ
る
か
げ
ろ
う

i
H円
以
山

(於
松
山
山

一
市
町
コ
ム
ズ

時

iL叩
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山噌
忠
方
辺
時
十
押
す
風
の
あ
り
に
け
り

オt

角

に

ど

っ

か

り

出

る

門

訟

話

の

初

音

ひ

と

声

き

さ

わ

け

て

咲

き

揃

い

た

る

噺

帆

水

仙

ふ

っ
く
ら
と
ち
ぎ
り
絵
に
貼
る
悲
の
月

文

化

教

室

ま

た

町

に

噌

え

州
事
い
靴
ウ
オ

l
キ
ン
グ
の
為
に
日
い

t

体

重

計

は

ア

ナ

ロ

グ

が

よ

し

縮

緬

の

し

ぼ

美

し

く

身

に

添

い

て

手

純

平

M
U
で

燃

え

つ

き

し

一民

主
の
死
に
述
、
え
ぬ
不
・
Y
に
日
の
さ
め
る

本

容

犯

の

飢

く

禅

寺

子

茸

の

高

み

へ

月

の

浪

々

と

石

臼

ま

わ

し

斬

詩

主

粉

ひ

く

蟻
蛤
の
怖
く
せ
せ
ら
笑
う
か
か
ら
財
布

オ

1

1

レ
l

ス

に

妓

周

波

輪

久

制

の

友

の

集

い

へ

服

化

部

花

慌

の

か

な

た

し

ず

む

廃

校

歌 ，健?、v 

仙 f谷e出d 

(J) 

道
』

I11 il 集川中
，i J 供服!日

34京英 7;[布i
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lド

和
枝
捌

ド
成
1
同
年

H
l
じ
H
灯

E

H

I

、1
3

1

1

1

l

{

 

h

ド
イ

)

'

l
j(酔

熊
作
山
札
制
化
セ
ン
タ
ー

」
紙

市

ゆ

る

ゆ

る

u
升

る

湖

世

主

品すすー

男

子

誕

生

肌

く

削

柿

合

併

の

話

と

に

か

く

ま

と

ま

り

て

コ

ー

ラ

ス

隊

も

熟

年

パ

ワ

ー

析
ぶ
く
れ
て
占
郁
鎌
品
川
を
泊
逼
す

的

御

前

を

他

ぷ

キ

傑

コ
テ

l

ジ
は

二

人

の

世

昨

制

近

く

言

葉

少

な

に

肌

の

熱

き

ょ

女
時
と
は
恐
ろ
し
き
も
の
み
ん
な
腿
せ

砂

棋

を

誹

む

出

陣

耐

の

列

月
光
に
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
浮
か
び
山
る

秋

を

惜

し

み

て

拾

う

只

般

川
や
や
寒
に
プ

イ
ヤ
ベ
l
ス

の
寄
り
立
つ

+
ウ(

プ

ロ

ン

テ

帥

鉢

揃

う

名

刊

H
本
町
ア
ニ
メ

l

ン
ヨ
ン
の
町
山
く

峰

山

班

、

つ

サ

イ

ケ

デ

リ

y

ク

μ
に

的

て

趨

述

の

花

を

喧

し

む

仰

げ

ば

燃

ゆ

る

春

暁

の

品

川

U

) 
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ニ
拍

子

で

杭

を

ね

つ

昔

冬

に

入

る

か

け

寄

っ

て

抱

〈

孫

は

着

ぶ

く

れ

臨

場

感

溢

れ

る

太

去

の

声

浴

び

て

舞

台

ゆ

る

が

し

起

る

喝

釆

旧

街

の

各

月

の

夜

の

床

飾

り

患

を

明

け

れ

ば

掠

塚

並

び

ゥ
歯

医

者

よ

り

桝

肱

さ

れ

て

柿

食

ら

う

不

意

の

屯

慌

で

デ

l
ト

誘

わ

れ

姉
き
で
す
の

一
一一百
避

け

て

書

く

手

紙

折

り

目

正

し

く

季

節

を

め

で

る

オ

カ

リ

ナ

の

音

色

が

響

く

朝

の

森

小
少
女
の

一
群

さ

ざ

め

い

て

過

ぎ

行

水

の

胞

に

映

る

月

揺

ら

く

岩

か

ら

務

ち

る

冷

た

い

清

水

引

き

光

り

に

辿

ば

れ

て

来

た

町

の

風

遅

い

帰

宅

に

足

古

し

の

ば

せ

列

島

を

舷

前

腺

ゆ

る

ゆ

る

と

母

に

急

か

さ

る

朝

寝

の

娘

歌 《j崎" 

~ 
仙の

拍

子

で
』

日
片
胤
人

削

山

妙

山
崎
紋
子人

副
作
品
陥
干人妙人紋陥紋b

 
h
 

紋陥紋陥妙士事

白
井
風
人
捌

'
ォ
ラ
イ
ラ

y
ク

航

空

使

に

て

届

き

け

り

コ

バ

ル

ト

ブ

ル

ー

の

海

の

井

り

を

ひ

た

世

る

山

速

道

路

本

以

灯

締

切

迫

る

似

悩

忙

し

仕
料
、
ぇ
終
え
て
入
浴
ど

っ
ぷ

り

と

竹

馬

に

乗

り

遊

ぶ

干

の

戸

朝

闘

に

畑

の

野

菜

生

き

生

き

と

電
子

メ

l
ル

で

来

る

ラ

ヴ

レ

タ

l

身
を
反
ら
せ
タ
ン
ゴ
レ

y
ス
ン
山
を
待
つ

相

時

計

の

醐

押

さ

気

に

な

り

満
月
や
マ

y

タ

l
ホ

ル

ン

却

え

立

つ

凶

同

制

柚

唱

え

る

深

秋

の

飛

機

+ゥ
キ

ラ

キ

ラ

と

と

の

脱

は

総

鋭

波

柏

手

打

ち

て

H
町

山

迎

え

り

折
り
紙
に
英
い
さ
さ
め
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

耳

に

残

る

は

サ

ラ

サ

l
テ

の

山

古

寺

を

お

お

ひ

っ

く

し

て

花

筒

容

の

相

気

の

す

べ

て

よ

り

立

つ

ド
成
l
問
均
一
H

ド
成

f
問
A1
l
H

十七
11 11 
1己(1

文
庁
)

妙防紋 妙 紋 陥 人 紋 人 妙 人陥人紋人砂防妙

- 136 



小

春

日

や

古

利

の

銅

は

天

に

的

る

残

る

紅

誌

の

映

ゆ

る

桜

山

窯
出
し
の
市
で
名
器
を
手
に
入
れ
て

ワ

イ

ン

の

骨

り

独

り

楽

し

む

雲

間

よ

り

紘

け

た

る

月

の

岐

々

と

m
畑

へ

続

く

制

き

猪

迫

旅

先

の

妖

怪

噺

う

そ

媒

く

北

朝

鮮

は

不

可

解

な

岡

県

事

に

改

革

の

足

引

張

ら

れ

H
き

誘

い

に

う

っ

か

り

と

来

り

追
え
ば
逃
げ
逃
げ
れ
ば
追
わ
る
恋
こ
こ
ろ

特

効

薬

の

無

い

も

水

虫

月

上

げ

て

版

わ

い

そ

む

る

鶴

飼

舟

鈴

の

古

色

町

科

く

治

メ

ロ

懸

抗

の

ク

イ

ズ

見

事

に

大

当

り

は

て

な

く

拙

く

子

供

帯

の

事

満

州

の

花

百

選

の

花

且

木

も

つ

れ

つ

つ

舞

う

前

蝶

白

蝶

《E112 1 

耽

手IJ

の

鐙

附

本

昨

捌

凶

本

岡

山
4

制

開
川
恭
子昨澗事

日
向
合
川
紀
子除問出品払紀目ー昨紀H

 

a
u
 m

 

紀

紀
伊
郁
子

ド
成

l
問

4
1
川

平
成
イ
問
均
十

H
↓

ナ
ォ
サ

ー
カ
ス
の
ピ
エ
ロ
の
芸
に
詐
惜
し
み

レ
ト
ロ
プ

l
ム
は
流
行
り
歌
に
も

町

村

の

合

川

協

議

題

々

と

し

て

ち

っ

と

も

減

ら

ぬ

不

良

仙

術

「
踏
ま
れ
た
失
せ
た
」
と
訂
う
は
思
け
始
め

舶

の

中

に

て

お

と

す

河

豚

競

り

出
稼
ぎ
の
ゃ
か
ら
の
晶
、
つ
大
火
鉢

お

札

並

び

L

派

手

な

神

棚

隣

り

合

う

彼

は

山

町

み

の

婚

し

系

九州

附

け

た

く

恕

う

愛

し

さ

く

っ

き

り

と

峻

線

浮

か

ぷ

盟

の

け

長

術

展

へ

と

側

、

ヲ

彩

行

t梨
飯

の

匂

い

を

の

せ

し

萩

事

椀

松

陰

し

の

品

訟

下

村

塾

F

A
の
選
手
の
ゆ
く
え
気
に
か
か
り

ゆ
る
る
と
も
な
く
揺
る
る
ふ
ら
こ
こ

湖

に

さ

ざ

波

立

ち

て

花

吹

笛

平

和

聞

い

て

伸

び

よ

辿

凧
ー
問
H
口

l

、l己
J
l
j
 

{
於
松
山
巾

同
上
中
'
毛

長

μ
弥

昏m
M
V
 

掠
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t
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却
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《
圏内
M

こ
と
ば
の
企
辿
旬
以
来
部
V

半
歌
仙

非

l時

i
t
 

非

時

的

省

跨

み

て

来

L
拍

子

か

な

ぺ

名

も

佐

助

の

紅

の

ゆ

か

し

さ

い
そ
い
そ
と
碁
鯨
持
ち
出
す
亭
主
に
て

大

仲

し

て

を

り

猫

知

ら

ぬ

ふ

り

月

ひ

と

り

我

も

ひ

と

り

の

市

窓

忘

れ

ず

ひ

ら

く

硝

の

香

り

に

ヮ
み

の

虫

の

危

機

も

伝

へ

る

捌

の

記

事

宅
白リ

姿

聾

し

て

老

い

ら

く

の

恋

垣

似

起

し

手

を

振

り

返

す

別

れ

ぎ

は

右

か

左

か

三

叉

路

で

問

ひ

呼

ぶ

や

う

に

こ

こ

よ

と

屈

く

閑

古

応

端

居

し

て

見

る

ふ

る

さ

と

の

月

傾

き

し

府

知

ゆ

ら

り

山

寺

で

土

似

の

腕

を

鎌

抽

間

抜

け

紙

雛

は

母

の

病

ひ

を

蝉

せ

て

ゆ

き

湖

町

望

日

以

春

日

傘

さ

し

は
な
の
目
が
楽
屋
を
の
ぞ
く
悶
吐
き
が
り

地

上

段

か

に

佐

保

姫

の

歌

鈴
木

?見
捌

鈴作
本山

雅
挺

代

怯
4ド
Bニ4
国

情 丸 山，"ト飽
*ぷ川 i例付 iln
光 IYJ陥fIt布l光 協 i抑制l靴作 lj

敏
子子 干 子 代子子敏浪子 干 干子 干 子

ド
此
l
同
今

川

!

日

目

ド
成
ト
同
今

日

l
八
日
地
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An
a
附
こ
ろ
も
辿
句
会
そ
の

一
uv

百

甜i

『
車
日

}!ll¥ 

疾

初
オ
媒
明
け
の
挟
風
や
背
し

三

ヶ
棋
山

海

の

き

ら

ら

に

梅

匂

ふ

里

入

学

式

列

を

は

み

出

る

子

供

い

て

タ
ァ
タ
カ
タ
ツ
タ
カ
楽
隊
が
ゆ
く

き
ん
つ
ば
の

U
く
な
い
の
が
光
れ
筋
に

仰
向
山

，M

の

お

部

い

た

J
Y

く

月
も
よ
し
ポ
ス
柿
き
ま
と
日
が
合

っ
た

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ

9
ゆ
れ
る
吊
り
儲

ゥ猛

嘗

め

て

新

世

り

呑

む

泊

師

村

減

反

な

れ

ど

稲

田

虫

か

に

兄

嫁

の

忍

び

集

い

の

洩

れ

る

部

屋

行

灯

消

し

て

非

の

附

附

法

林

山

法

主

は

誌

は

小

説

草

積

み

上

げ

て

あ

る

阿

弥

陀

紙

本

引

越

も

泥

制

式

の

外

務

省

市

世

情

報

を

そ

っ

と

日

付

う

ち

月

仰

ぎ

薮

蚊

の

悼

み

た

え

が

た

く

網

戸

の

破

れ

ガ

ム

テ

ー

プ

貼

る

矢
~('i 

監
柑l

ほ

ろ

苦

い

決

断

を

す

る

五

十

代

財

産

分

与

よ

き

に

は

か

ら

え

返

り

化

H

の

形

の

門

事

並

h
h

、

の

曲

主

つ

川

沿

い

の

町

占有
新

聞

地

昨

年

ギ

ア

を

ト

y

プ

に

す

メ

ダ

ル

の

行

方

話

姐

沸

崎

大

い

な

る

未

来

型

ま

ず

戒

の

空

オ

l
イ
と
呼
べ
ば
饗
が
振
り
向

く

な
れ
そ
め
は
本
属
の
棚
が
出
過
ぎ
て

う

す

紫

の

車

の

し

た

た

り

シ
ェ
ル
プ

l
ル
モ
ザ
イ
ク
悦
械
の
石
川
刊

入

V
4
3
の

ピ

ル

に

湧

き

立

つ

秀

才

の

削

で

飼

っ

て

る

熱

叩

魚

ロ

ン

ド

附

い

て

る

午

怯

の

倦

怠

不
半
せ
ミ
ス
テ
ィ
ロ
ー
ズ
控
り
重
ね

ち
ょ
っ
と
噛
っ
た
林
摘
さ
し
だ
す

逃

亡

の

た

め

の

ト

ラ

ァ

ク

神

即

プ
ル
カ
を
脱
い
だ
ア
フ
ガ

μ
の
け

今
自

転

す

る

地

味

夜

以

は

醐

い

て

一I

円
い
か
け
て
い
た
組
事
の
み
こ
む

係
車
る
も
帰
る
も
う
れ
し
抜
れ
川
市
て

テ

ル

ン

チ

ュ

ー
が
鍋
に
と
ろ
と
ろ

M

仰
を
却
下
げ
て
偽
装
ン

l
ル
を
貼
り
ま
し
た

肱

ME匝

加
信
リ
市

監

Mt直
子

m
u握
子

山
H
一正

子

山
川
世

子

足
以
節
子山

由ー侯幻

m
f
y寸
枝削

夜

八
本
点
山
盟
盟
干一γ冗品

L
ゐ

+
 

仙仰v
仲紺峨胸叩小品且窓

附盟綱湖車問晶前英究契
h
仰

ι

b

ヘタ

重

先
制

佐
久
刷

治虫枝 iE! 阪両' 鹿山 !fl 砲英出正 'I~ :lfi英 !J:.-If(節 子 女英節

- 140 



泥

水

い

つ

も

か

ぶ

る

の

は

秘

控

除

陥

師

山

て

き

て

お

く

れ

伏

雌

殿

チ
ュ
ー
ブ
の
わ
き
ぴ
や
け
に
効
く
こ
と

こ

の

悲

の

他

は

い

ら

な

い

冬

の

月

初

め

て

ひ

い

た

U
削

の

い

ろ

出

納

が

さ

ら

っ

て

い

っ

た

肱

ひ

と

つ

呆

け

た

鵡

や

た

ら

鳴

き

出

す

花

三

分

併

が

七

分

の

花

の

F

に

じ

り

口

に

は

淡

い

春

の

日

ォ
恕

い

版

の

陶

ぼ

の

と

か

小

京

都

広

告

と

り

に

ミ

ニ

コ

ミ

紙

来

る

値

引

な

ど

出

来

な

い

俺

は

創

章

者

秒

読

み

と

な

る

日

本

沈

没

た

ち

悪

き

聖

に

あ

た

り

て

狼

寝

込

み

不

実

な

ひ

と

に

魅

せ

ら

れ

て

ゆ

く

畳

の

枝

手

首

激

し

く

摘

ま

れ

し

六

条

院

の

制

お

の

汗

弾

く

前

に

鳴

り

は

じ

め

て

る

事

的

容

時

の

あ

わ

い

に

砂

の

き

ら

き

ら

不
可
能
の
文
字
な
き
蹄
』
を
傑
す
ら
ん

防

災

の

目

的

御

飯

加

出

銭

湯

で

垢

を

務

と

し

て

仰

る

月

路

地

の

附

っ

こ

残

剰

の

鉢

IH然保山 lfJl先輩節整然出同礎節正校女節，Tc明枝[白型

-

川

貨

を

口

き

通

し

友

の

逝

く

追

い

出

し

き

れ

ぬ

身

の

う

ち

の

地

化

胤

に

押

さ

れ

て

追

を

2
5
た

り

空

に

オ

リ

オ

ン

凍

て

し

ザ

似

k
あ

り

プ

レ

ス

レ

y

ト

は

伽

に

似

て

叩
;
き

肌

へ

に

胤

湖

と

く

と

く

古
時
計
ポ

l
ン

と

ひ

と

つ

特

き

け

る

戒

厳

令

の

山

町

シ

ャ

ッ

タ

ー

印

度

河

巨

大

空

母

に

彼

自

L

近

く

泣

く

に

矧

昨

れ

飛

品

胤

川

文

似

の

型

の

良

山

毛

雛

人

形

を

飾

る

お

股

赦

退

院

の

径

は

明

る

き

花

脱

り

腿
法
の
出
問
中
の
こ
と
こ
と
と
過
ぎ

仇
オ
カ

レ

y

リ

ン

の

正

門

前

町

砂

絵

柿

予

報

外

れ

て

雨

が

降

り

出

す

献

の

ま

ま

仰

の

開

草

を

も

み

消

し

ぬ

新

航

特

が

向

か

う

防

州

場

川

級

生

な

れ

ば

呼

ぴ

抗

て

閉

さ

れ

よ

ピ

ー

マ

ン

峨

い

い

ま

だ

マ

ザ

コ

ン

1

佐

必

の

お

か

げ

で

叫

せ

ま

し

て

括

的

流

れ

に

栴

け

そ

う

な

キ

ス

顔
文
字
が
に
っ
こ
り
生
っ
て
い
る
メ

l
ル
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通

勤

屯

車

長

す

ぎ

る

脚

沖

純

は

閉

し

て

い

な

い

こ

と

が

あ

る

ハ

イ

ビ

ス

カ

ス

は

燃

え

る

火

の

色

訟

の

空

叫

す

こ

し

動

く

ご

と

孤

独

を

知

り

し

雑

断

的

中

あ

あ

昭

和

手

塚

治

虫

も

泣

く

企

り

無

駄

な

屯

灯

消

し

宇

く

跡

雪

催

い

架

線

工

事

の

出

縁

ぎ

に

ち
ょ
っ
と
気
取
っ
て
プ
ル
マ
ン
蜘
排

逃
げ
出
し
た
大
イ
グ
ア
ナ
町
大
あ
く
び

野

党

与

党

と

凪

党

派

附

と

転

生

の

蝶

て

に

凡

て

い

る

花

万

捺

浅

賀

ま

だ

ら

の

乱

婚

北

上

然 lE元波英度出元監怯節 ihi阿

←f'←1'. 
此此
1. 1 
問凶
~I: {I 

JJJJ 
1. )ι 

1111 
嘉J己目

グ

ン
ホ
ア
ル

ケ

m 
) 
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手

を

う

て

ば

木

魂

に

明

る

哀

の

月

あ

や

め

を

活

け

て

容

を

待

つ

家

再
会
を
在
、
っ

.ヒ

y

卜

の

背

芝

に

繰
り
か
え
さ
れ
る
ピ
ア
ノ
エ
チ
ュ
ー
ド

コ
ー
ヒ
ー
を
ミ
ル
で
挽
い
て
る
午
後
三
時

底

冷

え

の

す

る

川

近

き

町

ゥ悼

の

似

に

肢

を

見

透

か

さ

れ

愛

告

げ

る

戸

や

け

に

早

口

こ
の
恋
は
も
う
終
り
ね
と
走
り
書
き

北

倣

風

の

シ

ン

プ

ル

な

駒

子

H
仰

ぐ

絵

の

な

い

絵

本

の

初

版

本

掛

川

副

W

酒

服

す

地

下

町

酒

蔵

海

猫

蹴

る

父

の

遺

品

の

煙

草

入

お

国

な

ま

り

の

焔

抑

ん

で

若

者

が

パ

イ

ク

述

ね

る

環

状

線

入

学

式

は

引

い

髪

の

屯

花
吹
明
白
見
上
げ
る
空
は
値
…
限
大

蝶

ひ

ら

ひ

ら

と

五

百

叫

相

撲

に

品:CR H ""昔話E混々 JZ々
々

山
川
桜
子

小
野
見
締

Mm+
応

t
f

}
jJ-z
f
F
 

o
k
 

j
 

芳

怯

Mu"u
mr聡良

重イ'li

T
成

l
N
句
六
川
l
八

H
円
地

(於

阪

北

学
同
十
人、，
f 

教
育主
) 

- 143ー

稲
担
蹴
下
捌

《

a
M
こ
ろ
も
連
句
会
ー
そ
の
ニ
V

山叫歌一附

『木
魂
に
明
る
』



〈
凶m浜
柴

崎

!
そ
の

-V

半
歌
仙
兄

『黄

妖

桁

の

イ

メ

ー

ジ

で

売

る

少

女

隊

と

こ

と

こ

列

車

波

る

春

州

ノ
ー
ベ
ル
世
事
は
問
中
で
決
ま
り
け
り

胸

の

飾

り

は

胡

蝶

む

ら

さ

き

他 節

節女杏 子

落

を
』

責

務

を

疑

て

ゐ

る

孔

相

か

な

芭

組

…

破

れ

躍

に

尻

も

煽

が

れ

討
ち
入
り
の
日
や
イ
ベ
ン
ト
が
此
処
其
処
に

惚

可

待

つ

使

の

丁

度

畳

ど

き

破

硝

駐

し

に

出

と

対

而

パ

パ

と

な

る

役

場

の

上

月

が

丸

判ti圭 ih'(0.背
知

子子野 立 Ti

{

)

 

「獅

f
の
干
」と
「ヰ
批
仙
U
L
」は
具
に
什
山
な
「』
定
制
連
句
」
を

凱
う
造
次
の
も
の
で
、

「

r定
明
辿
hw」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「

批

仙
見
」
は
出

一
ス
テ
ッ
プ
、
「
剣

f
の
f
」は
出
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。

取
り
敢
え
ず
い
比
さ
の
矧
川
旧
か
ら
半
世
仙
と
り
刈
叫
さ
せ
品
を
年
究
し
主

践
す
る
。

と

び

つ
く

ら

天

仰

が

履

け

る

枕

足

袋

ご

っ

そ

り

減

っ

た

新

酒

中

汲

み

自

然

唱

の

州

統

く

よ

坂

向

か

ふ

小

夜

の

中

山

路

を

励

ま

す

噴

井

戸

の

深

成

き

ら

り

と

尖

る

も

の

悲

の

手

紙

は

恐

ろ

し

き

か

な

ん

王

阪

の

忘

れ

ん

と

又

苧

み

ゐ

し

マ

ト

リ

ヨ

ウ

ン

カ

は

問

邦

の

民

山

羊

ひ

と

つ

羊

の

群

に

月

寒

く

眠

れ

ぬ

夜

は

ア

マ

セ

ラ

ピ

l

つ

の

ま

ん

A
F
H
な
ぜ
迎
旬
は
さ
ほ
ど
熱
制
的
に
流
行
さ
れ
な
い
の
か
。
多
叶

北
な
る
成
い
は
附
則
的
な
改
小
の
叫
ん
川
と
主
制
を
ル
八
く
か
ら
だ
。
そ

の
よ
出
同
は
、
主
川
辿
hwの
虫
詣
が
品
川
ど
な
い

(な
く
な
っ
た
)と

思
わ
れ
る
の
に
依
伏
と
し
て
山
刷
に
制
句
か
つ
本
米
は
略
物
の

歌
仙
を
辿
旬
の
以
山

N
の
典
担
と
教
え
た
り
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

辿
旬
は
号
れ
ゆ
え
に
、
初
期
の
主
朴
な
心
の
村
A
H
か
ら
離
れ
て
ゆ

き
、
長
い

q
Hの
川
に
、
中
世
近
川
の
封
建
時
代
に
辿
川
す
る
間
都

で
の
お
ー
か
ら
綬
与
さ
れ
た
ご
法
院
式
日
を
全
科
ド
ト
条
と
し
て
此

れ
、
又
以
米
現
代
今
日
に
到
る
峨
々
な
俗
山
の
別
問
、

M
m刊
の
持

と
垢
と
に
ま
み
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
も
今
日
多
く
が
そ
の
ヰ
分
の
興
の
部
れ
る

1
歌
仙
を
品

L
、

型
に
は
そ
の
下
歌
仙
を
す
ら
懸
世
事
的
さ
せ
る
山
の
中
で
あ
る
。

j¥ 

野郎知

ロ

八朱
干

圭子 材l 花古代 ~a

(於
柴
唯
)

司

~， 道

干
班
卜
凶

zq

一月

間

H
町
出

- [44ー



八
肋
間
日
出
柴
山
崎
ー
そ
の
一

V

獅
干
の
子

『日

本

文

芸
』

民日
老繋山本

松き'秘主

F .~ 11ftの 2
井， み

4支え iに
の の

架ホの不

け t甲l
五市議

羽ん良 l時

で風，山

(

)
 

こ
の
こ
と
を
迎
旬
(押
)
の
降
椛
と
と
ゐ
か
附
か
わ
し
い
と
以
行
す
る

か
は
辿
句
人
柄
々
の
与
え
で
あ
る
が
、
連
句
人
が
与
え
る
ほ
ど
辿
旬
が
催

れ
て
山
内
い
か
ど
う
か
は
織
成
に
反
許
し
て
み
る
u
p
は
必
要
だ
ろ
う
。
も

し
そ
の
泊
り
な
句
、
叩
ち
、
何
つ
C
J
b
u
叫
ん
で
も
品
を
し
て
も
催
れ
た
何

日
川
ゃ
い
山
内
い
何
日
川
を
生
み
山
し
て
い
る
か
だ
が
、
そ
れ
な
り
U

黙
っ
て
い
て

も
老
い
も
若
き
も
押
し
に
押
し
寄
せ
辿
旬
人
什
は
削
除
党

mの
現
象
に
児
嫌

わ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

手J(~杏 71

k花宵

る

衣

ヱ

晩

年

は

和

紙

の

よ

う

な

る

月

を

霊

づ

露

漏

れ

柿

も

行

く

よ

共

々

ワ
ル
ツ
一
な
ど
爽
や
か
ス
テ

y
プ

う

な

ゐ

控

「
耳
の
ピ
ア
ス
は
お
も
ち
ゃ
で
す
け
ど
」ひ

U

手

鋭

の

小

さ

な

円

に

過

去

の

緋

間

わ

ず

甜

り

の

聞

炉

裂

吊

り

釜

持

ち

帰

る

テ

ス

ト

は

ほ

に

ひ

た

隠

し

金

接

ぎ

別

u

い

京

の

古

市

は

る

け

き

は

化

方

領

土

伐

る

鵬

ゅ
、
、
げ

間

内
M

背

年

雪

解

笛

吹

く

町

や

町

皆

酔

っ

て

陪

り

花

比

淵

相

ま

れ

罰

ま

す

昨
廿
の

胤

ホ

峨
威
に
反
約
す
る
。
そ
れ
は
多
分
歌
仙
の
亡
咳
に
純
り
れ
て
い
る
か
h
，

だ
ろ
う
と
。
作
り
干
の
仰
さ
を
IMめ
る
品
川
に
(
い
や
そ
れ
は
川
〈
百
う
本
人

もノ，
u
む
の
で
吋
然
と
し
て
付
く
棚
に
l
げ
世
き
て
し
け
た
鎚
を
将
飾
ら
せ

り
れ
て
内
山
川
阜
の
必
仙
に
加
を
川
似
せ
る
の
だ
。
れ
い
大
き
く
パ
え
ば
出

m

辿
hwの
卯
に
。

~4mhは
仇
ハ
別
で
あ
る
が
ゆ
え
に
結
晶
が
出
き
U

勿
く
、
向
敗

し
や
す
い
。

円
い
皮
袋
に
も
新
し
い
耐
を
入
れ
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
今
川

の
歌
仙
な
ど
正
明
迎
旬
に
は
、
も
は
や
全
身
似
だ
り
け
敏
だ
均
け
で
修
復

小
呼
描
で
あ
り
、
析
し
い
測
を
行
れ
る
だ
け
の
訂
怖
は
な
い
と
倣
え
て
断

じ
て
み
る
の
だ
2

圭 八 朱 節
千剖
fl鷺 干子

喜
八
郎

古

野

道

子

B

F

 

E
一オ

h
刈!ヒイ

叫
H

ド

成

問

q
ハ
け
八
日
目
υ山

(M
r

柴
山
崎
)
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八
繍
浜
常
山
岨
!
そ
の

一V

獅
干
の
子

み

ミ

ン

臨

通

う

迫

よ

木

峰

ど

の

山

間

り

咲

き

の
川
県
れ
斑

L 
じ

節み

『水

無

月

や
』

の

同

こ

ぽ

す

稲

ン

zV門
中

日
目

h
刈

(

一
)

さ
て
そ
こ
か
り
何
を
は
何
処
へ
も
が
き
州
ょ
う
か
。
そ
の
試
み
が
取

り
敢
え
ず
の
「半
定
仰
辿
旬
」
で
あ
る
。
形
(と
長
さ
)
の
山
山
と
歌
仙
」
り

の
式
日
や
俗
法
を
外
す
こ
と
の
第
歩
だ
。
心
の
導
く
ま
ま
の
付
介
を
取

り
以
す
。
こ
の

yJ
え
の
追
求
と
尖
践
を
ず
っ
と
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
述

句
は
ト
ン
不
ル
の
先
に
は
っ
き
り
と
此
川
を
比
山
す
だ
ろ
う
e

こ
れ
を
成

の

〈追
求
の
〉
辿
旬
と
称
し
て
日
山
を
い
さ
さ
か
取
り
叫
す
の
だ
。
改

中
の
第

一
歩
だ
。

水

無

月

や

管

公

さ

ん

も

大

昼

寝

河

総

連

音

に

な

地

も

忘

れ

る

す

っ

び

ん

の

飢

夕

立

の

心

地

よ

く

足

踏

路

地

で

背

拍

子、f
t

ノ
ニ

f

「叫l
歌
仙
兄
」
は
午
歌
仙
よ
り
引
の
旬
数
を
一
旬
か

」り
問
ハ
旬
ほ
ど
多

く
す
る
だ
け
で
、
キ
歌
仙
よ
り
過
か
に
剛
山
く
な
る
。
火
ハ
旬
で
は
、
長

以
降
何
旬
で
バ
ラ
ン
ス
す
る
か
。
そ
れ
を
考
究
す
る
こ
と
が
迎
旬
を
考
え

る
こ
と
だ
。
二
耐
で
も
三
而
で
ー
も
十

一旬
や
そ
こ
ら
で
は
荻
が
推
重
す
ぎ

る
(
剛
型
き
で
あ
る
。
式

H
関
係
で
は
段
階
的
に
級
ヰ
あ
ろ
う
。
先
ず
緩
で

も
よ
い
。
問、

K
4の
削
れ
の
う
ち
に
は

2
に
も
な
ろ
う
。
そ
し
て
第
三

ス
テ
ァ
プ
を
絡
み
に
行
く
。
担
と
は
た
だ
打
経
と
近
い
吊
合
や
鎗
廻
を

避
け
る
の
は
辿
旬
の
法
本
で
同
じ
だ
が
、
問
季
、
月
花
ほ
か
式
日
開
係
は

始
ど
山
山
と
す
る
こ
と
。
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
。
次
の
「獅

f
の
イ
」も
そ
う

だ
が
、
例
え
ば
存
秋
も
一
旬
で
な
く
て
も
よ
く
、
手
の
中
の
初
晩
な
ど
文

五
は
成
だ
か
h
，B
I
然
前
後
し
て
も
よ
く
、
川
花
も
あ
っ
て
も
な
く
て
む
よ

い
。
け
八、
辿

hwの
本
町
だ
け
卜
人
事
に
す
る
。
い
や
本
聞
を
司
め
る
も
の
は

排
除
し
本
町
を
能
先
し
連
句
を
謹
る
の
だ
。
本
町
だ
け
な
ら
枇
界
の
京
凶

南
北
何
処
の
国
の
人
と
も
辿
句
は
出
米
る
。

掲

示

板

お

知

ら

せ

は

ま

だ

何

も

な

く

小

豆

者

ま

し

ょ

う

お

客

来

る

ま

で

追

分

に

野

兎

が

出

て

月

杷

り

だ

れ

か

ピ

ア

ノ

を

開

い

て

下

さ

い

雌

民

の

乙

女

二

十

肢

に

な

り

ま

し

た

山下
n

山

明

石

の

限

長

髪

幽

霊

も

応

挙

が

抗

け

ば

写

生

か

と

値

付

け

の

声

も

恐

る

恐

る

に

5
席

へ

招

待

さ

れ

て

燕

尾

服

い
つ
か
は
務
ち
る
ン
ヤ
ン
デ
リ
ア
で
す

医

者

ゆ

え

に

己

の

死

期

は

し

か

と

知

り

初

恋

人

一

信

を

乞

の

古

野
節

子
厄

主

立
u

八
郎

古

野

道

子
朱

鷺
川
村
門他子t

 
f
 

道

{於

紫

唯

)

圭

叫
ド
成
卜
阿

q
仁
川
!

日
目
υ山

つ
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An
揃
桝
柴
山
崎
ー
そ
の
附
V

辿

『風

入

れ

や

』
(
十
八
旬
)

AU 

風

入

れ

や

十

一

円

の

仏

た

ち

谷

戸

行

く

迫

は

石

蕗

の

華

や

ぎ

刺

繍

す

る

主

郎

苦

片

つ

転

が

り

て

ハ

併

が

聞

く

よ

と

客

を

呼

ぶ

小

原

祖
父
像
の
棺
に
し
ゃ
が
ん
で
か
く
れ
ん
ぼ

髭
時
掛
か

L

H

E

悼

の

来

る

ハ
ム

一
枚
下
さ
い
と
百
え
ば
売
り
く
れ
し

学

生

街

の

附

の

あ

町

内

出

先

恋

が

ど

こ

に

も

部

ち

て

い

な

い

床

今

日

も

事

だ

と

踊

る

円
削
除
機

納

酬

は

ま

た

休

場

の

ア

ナ

ウ

ン

ス

午

八

神

町

で

郊

の

水

炊

き

ラ

l
ゲ

リ

の

辛

き

恕

ひ

山

冬

の

H

ひ

と

腕

ご

と

に

流

る

行

き

血

山

峡

に

火

植

の

削

き

実

が

成

る

よ

桃

源

の

村

醸

す

不

老

酒

器
飾

っ
て
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
ぐ
馬
こ
鈴
の
音
こ

婚

の

列

と

て

し

ば

し

待

ち

ま

す

八 ffF41朱古 i色祐 三監
千 八

IDf- 朱道 ニr- 二佐子(~ ~之代市村l 行自11 鷺 ~'ì' 女子チ

(
問
}

「獅

f
の
f
」は
阿
句
点
で
折
り
返
し
、
出
の
長
さ
は
日
山
と
す

る
。
占
的
、
と
も
す
る
と
立
品
を
欠
き
や
す
い

一
旬
を
叫

L
M
aに
入

品
。

2
Aの
あ
る
旬
が
山
米
る
な
ら
、
そ
れ
は
「

r歌
仙
比
」
で
鋭

け
れ
ば
よ
い
。
立
品
の
な
い
も
の
を
無
以
有
に
内
す
よ
り
は
取
り
」

る
占
が
近
代
的
な
若
え
だ
。

そ
し
て
こ
れ
も
や
が
て
山
人
り
佐
(M

M

出
丘
な
ど

IHEを
泊

う
が
、
印
刷
時
代
、
市
町
一
似
切
り
と
か
改
め
と
J

え
ば
よ
い
て

日

山
に
市
町
阿
切
り
を
持
ち
た
く
な
る
だ
ろ
う
。
H
K
M様
々
な
判
市
を

な
晶
さ
せ
る
。
白
山
に
引
を
げ
て
れ
ば
よ
い
。
主
際
そ
う
す
れ
ば
山

山
詩
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
は
も
は
や
「』
山
相
辿
旬
』
と

肋
ど
川
じ
で
あ
る
。
「』
山
酬
明
辿
旬
」
の
聖
眠
と
も
パ
え
よ
う
.

や
が
て
主
践
的
世
句
の
う
ち
、
こ
れ
ら
も
超
越
し
、
ハ
『連
句
」と

の
み
件
す
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。
小
川
ー
の
り
つ
改
や
と
は
そ
れ
だ
け

の
こ
と
。
日
そ
れ
だ
け
だ
が
そ
れ
を
主
行

L
mれ
る
ま
で
に
は
辿

旬
と
人

q
に
対
す
る
晶
と
叫
討
が
躍
る
@
必
究
と
主
践
。
抗
叫
だ
.

道

俳
諦
文
2
F
J克
町
会
は
柴
山
岨
に
於
い
て
こ
れ
り
与
党
と
定
践
的
遊

び
を
品
す
。

(H
H
作

'
M
任
U
山
}

節

r
t
l
u
l
l
一
I
L
l
-己

主

h
-
u
f

一
j
j
i
-
-

(於
木
漏
れ
日
乱
杭
の
柴
砲
)
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《
き
い
K
ま

さ
く
り
市
迎
句
会
ー
その

V

短
歌
行

『野

分

立

つ
』

野

分

立

つ

樺

草

木

の

さ

や

Z
か
一
な

月

光

を

酌

む

市

き

慨

は

L

「太
刀
伽
は
よ
ご
さ
い
ま
す
か
」
と
抱
負
ひ
て

か

ま

ひ

過

ぎ

た

か

姉

が

本

気

に

長

靴

を

き

か

さ

に

冠

る

三

銃

士

ひ

と

り

依

け

れ

ば

見

郁

カ

y

プ
ル

パ
リ

l
mキ
ス
キ
ス
キ
ス
と
い
う
ま
で
も

団

一一M

も

落

ち

て

縁

台

の

夢

地

球

規

模

異

常

気

象

が

相

利

か

し

珊

瑚

に

宿

る

海

蛇

の

説

大

志

秘

め

花

を

浴

び

た

る

昔

あ

り

陪

詩

縮

惜

容

の

官

く

品
凶
作
曲
川
興
捌

擁
立
世

川 11'
I t， t事
雅哲

伊
藤
薮

興彦雅興彦哲雅哲彦子子興

ナ
サ
哨

に

も

の

み

な

す

べ

て

彼

笑

ま

む

型

川

見

の

阪

を

内

〈

向

に

受

け

お

多

制

の

裂

を

か

へ

せ

ば

夜

叉

の

而

は

げ

し

か

れ

と

は

析

ら

ぬ

も

の

を

"

2

・p
s

一

榊

掘

が

趣

味

の

老

孤

児

仮

住

ま

ひ

揖

人

の

駅

に

初

nU
が
姉
、
小

山

間

撲

の

刷

は

術

み

肘

り

凍

る

月

鉄

部

制

服

の

指

で

パ

リ
ノ
コ
ン

ー
お

畳

紀

さ

ん

膝

y

子

抱

え

子

時

歌

故

川

記

述

き

母

に

使

り

を

花

の

雲

斑

ひ

尽

し

て

五

段

郭

日

か

ぬ

匠

越

る

風

船

り

ゆ

ド
此

1
問
白
河
八

H
l九
H
n
M

(肘

T
E
P
C
Oプ
ラ
ザ
浦
和
) 彦 iqそシ興雅~雅智雄官彦ぞ少
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《
き
い
た
ま
さ
く
ら
h
s
連
句
会
ー
その

V

歌

『青

葉

札J

1111 

の

w
停

官

監

の

街

の

万

国

旗

梅

雨

の

附

間

を

抜

け

る

歓

声

幼
な
児
の
髪
を
き
り
り
と
結
い
あ
げ
て

大

野

物

の

今

日

の

献

立

日

の

山

に

山

の

稜

線

際

だ

ち

ぬ

秋

平

を

刈

る

山

艇

の

述

ち

近

ち

と
ん
ぼ
う
の
昨
れ
る
団
地
の
静
か
な
り

夫

婦

の

同

一
岬

ゲ

ノ

ム

感

覚

俄

刑

制

合

傘

で

睦

ま

じ

く

は

ぐ

れ

ア

ザ

ラ

ン

川

を

悠

悠

凍

て

空

に

故

郷

速

く

仰

ぐ

月

腕

の

足

お

百

度

を

踏

む

脱

品

約

四

万

の

山

脈

従

え

て

源

品

川

幅

れ

和

町

地

銘

泊

茄

で

卵

硫

賞

の

匂

い

品

を

衝

き

務

部

進

級

制

廿

を

投

げ

込

む

「

花

町

命

」

花

節

人

に

踏

ま

れ

て

雲

雀

と

び

た

つ

長

誕

の

先

松
本
古
花
捌

中

'" J.." 

ノ、
日11公{，J'ff子子花

4M
山

満

子

保
坂
ー
山
栄
子

らに 1市 ι担保波状
A 水!J IB 辺本

主敬悦班 jj;杏

今

e
a
4

老

い

ぬ

れ

ば

H
水

一
日

持

て

余

し

エ

ジ

プ

ト

旧

棋

を

飽

き

ず

数

阿

問
中
さ
ん
ノ
ー
ベ
ル
抗
に
附
れ
附
れ
と

ド

水

車

に

か

け

る

子

曹

の

司

み

に

洲

に

光

の

と

ど

く

t
A

の

昨

紺

の

浴

衣

に

制

の

駒

千

駄

き

と

り

れ

ぬ

位

に

不

備

も

命

が

け

手

術

の

あ

と

の

持

く

脱

株

価

ま

で

世

昨

続

前

ど

ん

底

に

小

競

り

合

い

す

る

ポ

チ

と

=一

毛

制

再

選

の

柿

仇

選

挙

に

月

の

主

み

ぷ

術

祭

に

民

の

忙

し

さ

+
?
本

苛

柿

空

の

汀

さ

に

と

け

こ

み

て

新

荷

量

打

ち

の

講

刊

に

山

る

い

つ

も

よ

り

平

め

ら

れ

た

る

冬

支

度

掛

け

た

利

子

に

残

る

ぬ

く

も

り

大

使

館

綿

に

枝

垂

れ

る

花

万

川

市

レ

ガ

ッ

タ

待

ち

て

賑

わ

い

し

午

後

』1 J
2

・
4
 

l

、、
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八
飢
町
山
杭
久
良
迎
句
会
そ
の

一
V

1肱

月

未

だ
』

j，lI 

月

未

だ

河

原

の

宴

の

は

じ

ま

り

ぬ

芋

も

ょ

う

よ

う

煮

ゆ

る

喰

ベ

頃

初
紅
葉
子
等
制
ご
と
に
汽
車
と
し
て

シ
ユ

y

ン
ユ
ツ
ぽ
っ
ぽ
と
鉄
橋
渡
る

ぜ
A
7
3
4

遠

近

に

母

飛

び

交

ふ

制

き

川

背

に

天

瓜

粉

追

ふ

腕

白

児

ゥ
キ
ヤ
ツ
キ
ヤ
ァ
と
騒
ぐ
居
間
の
騒
動
母
制
止コ

夢

見

る

服

は

眠

る

姫

親

王

ν
9
V守
ヌ

白
衣
に
く
る
ま
れ
恋
の
そ
だ
つ
ら

ん

待

ち

に

待

っ

た

司

令

鴻

白

来

る

忘
れ
た
き
恕
ひ
の
あ
り
て
酔
ひ
つ
ぶ
れ

迫
ひ
落
と
さ
れ
し
タ
リ
パ
ン
の
栄

4
月

に

悦

ふ

米

機

の

空

爆

に

ム

ヨ
無

事

の

民

ら

は

飢

へ

寒

か

ら

ん

我

が

困

の

海

自

艦

隊

洋

を

征

く

静

か

附

け

合

ふ

連

句

会

な

り

老
い
枝
垂
る
花
の
散
り
敷
く
神
の
庭

故

郷

を

去

る

日

降

る

別

れ

稲

鈴
木
春
山
間
捌

4

ォ
ハ
イ
ヤ
ー
の
赤
き
は
逃
ぐ
る
水
に
消
え

片

手

携

刊

逆

転

シ

ー

ン

次

々

に

五

輪

の

選

手

の

本

き

ま

り

お
し
つ
こ
が
ま
ん
し
病
気
に
な
る
娘

花

火

楠

身

動

き

出

き

ぬ

人

の

昨

孫

を

相

手

に

冷

酒

か

た

む

け

改

革

に

女

大

臣

火

ぷ

た

切

る

老

ひ

し

二

人

的

屯

話

戸

川

特
聾
に
名
残
り
の
主
の
芽
A
J
へ
き

て

後

朝

去

り

て

後

の

静

け

さ

満

月

に

削

弓

の

湖

べ

か

す

か

な

る

夜
な
べ

μu
事
の
し
ば
し
手
や
す
め

ナウ
こ
ろ
こ
ろ
と
こ
ぼ
れ
て
部
ち
る
零
余
子
取
り

足

に

ま

つ

わ

る

小

犬

の

散

宇

転

品

な

と

呉

々

云

は

れ

外

出

し

パ
ラ
リ
シ
ビ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
の
行
方

ト
ET

山

富

淵

の

灯

り

始

め

て

花

見

沼

述

ひ

仔

仙

の

す

り

よ

っ

て

来

る

鉛 1ト伴大
Aド 門 本
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づ
崎
雅

上
野
干

平
成
」
l

凹
ヰ
二
H
J
J
日
明

平
成
」
l

間
内
一一一H
十
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日
厄

(
於
愛
媛
山
町
主

4
活
文
化
セ
ン
タ
ー
)

ま奈干淵奈旦まノ、
万、ま千雅ま千靴ま靴奈ま

- 150← 



A
H

岳
山
怯
久
良
連
句
会
ー
その
こ
V

ォ
マ
ン
ン
ヨ
ン
の
テ
ラ
ス
に
門
火
焚
き
に
け
り

ピ
ル
の
は
さ
ま
に
の
ぼ
る
そ
め
月

虫

の

鴎

く

十

尺

四

方

の

小

庭

に

て

灯

の

下

読

書

三

味

水

不

足

た

っ

て

す

ぐ

消

ゆ

夕

立

主

鮫

遣

の

匂

う

路

地

拠

に

H
み

Y
M
の

相

相

手

打

っ

て

い

ざ

出

陣

お

国

枇

も

人

組

の

中

使

韮

に

キ

ス

を

し

て

山

す

旅

使

り

燃
え
て
尽
き
せ
ば
悦
ら
ま
じ
も
の
を

球

児

等

の

熱

と

一棋

の

甲

子

聞

f
a方
グ

』

メ

l

ル

を

送

る

佳

梨

顕

.，
 

物

の

怪

の

樹

北

町

昨

に

苛

き

月

凍
・7
L
鉄
路
町
地
の
川
市
に
失
せ

続
日
H

さ
ん
次
々
や
め
て
良
紀
子
ま
で

笠

り

下

り

の

浮

世

坂

な

り

昼

eτ

手
を
つ
れ
企
伍
ぎ
訓
親
帆
子
の
く
ぐ
る
花
の
校
門

童
べ

唄

聴

ホ

溢

む

堅

歌

111， 

『門

火

焚

く
』

千ま半襟ま半干雅 '1ニ帥ま'A$'ドま奈昼

ー
パ
イ
プ
す
う
煙
申
ら
め
く
悲
の
破
瑚

毎

朝

出

会

う

小

犬

の

散

捗

そ
よ
風
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
人
組
制
問
と

今

日

で

一
4
ア

メ

リ

カ

の

テ

ロ

制

刊

耶

披

れ

て

仰

ぐ

天

の

川

刊
び
っ
し
ょ
り
の
衣
類
由
主
す
て

顔
見
た
や
戸
も
附
き
た
や
寝
も
や
ら
ず

本

音

建

前

す

べ

て

は

恋

路

あ
な
た
に
は
イ
エ
ロ

i
カ
ー
ド

3
枚
よ

淋

し

く

科

る

る

山

野

辺

を

行

く

そ

れ

ぞ

れ

に

H
を

術

し

て

千

枚

川

秋

気

満

つ

桂

木

正

に

液

み

:
鈎
相
指
十
和
川
の
湖
に
あ
ふ
れ
山
で

向川
μ
寸
聞
の
世
に
絵
は
が
き
を
刊
き

艦
為
に
凡
る
テ
レ
ビ

の
行
の
い
つ
ま
で
も

車

よ

け

つ

つ

救

急

市

行

く

な
よ
な
よ
と
枝
量
る
る
花
的
主
つ
づ
く

浜

辺

に

県

ひ

蛤

を

州

江
川
日
川
a

奈
立

ト
八
本
寺
島
、
」
ル
」

-
V
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通

船

堀

は

秋

の

中

つ

く

っ

く

ほ

う

し

出

き

森

限

友

訪

え

ば

三

日

月

淡

く

残

り

い

て

注

い

だ

グ

ラ

ス

に

泡

の

こ

ぼ

れ

る

酔
う
ほ
ど
に
古
地
図
の
陸
地
ず
り
動
き

南

は

る

か

に

梅

雨

前

線

ゥン

I
サ

!

の

目

玉

に

映

る

海

聞

き

雑

魚

寝

の

朝

の

恋

は

幾

組

古

銅

の

ラ

ッ

パ

高

ら

か

投

げ

キ

ッ

ス

趣
味
も
好
み
も
合
え
ど
フ
ェ
ロ
モ
ン

成

る

ま

ま

に

白

蛇

法

爾

の

風

車

小

股

ね

ぐ

ら

目

指

し

て

丹

羽

の

行

く

月
の

冴

え

眼

鏡

は

ど

こ

と

訴

に

問

う

十
U

ア

ル

バ

ム

を

解

け

ば

十

年

プ
リ

y

ヅ
エ
ル
岩
塩
聞
く
ま
ぶ

さ
れ
て

ゆ

』

勺

つ

り

ゆ

ら

り

と

甥

立

つ

窯

⑤
 州

ぎ

れ

を

過

ぎ

て

一
樹

の

花

に

逸

い

感

涙

す

れ

ば

は

や

す

白

蝶

。
ら
f
…

bu

締

歌

イ111

Anき
い
た
ま

尺
市
ー
その

一
V

『

締

』

関
口
せ
、

院
小
尤

M

m

M
判

問
中
雅

問
中
相
子
捌

っ
せ雅々尤刊1'せi'I'尤靴尤せ明1:尤仲子 一 子子

l
此
卜
問
句
人
口
じ
日
円
出

3
也

つ

き

の

苦

い

つ

ま

で

も

耳

目

永

出

物

の

榔

ず

ら

り

干

さ

れ

て

十

二

代

続

く

帽

子

犀

マ

エ

ス

ト

ロ

町
内
締
ア

l

チ

の

下

に

件

む

建

築

に

方

法

論

あ

り

立

深

み

グ

ラ

ジ

オ

ラ

ス

の

勢

い

の

よ

さ

引

き

寄

せ

て

君

の

う

な

じ

に

唇

を

粉

白

粉

の

化

学

分

析

人

柄

が

何

と

も

い

い

の

ノ

ー

ベ

ル

抗

祝

電

の

絵

は

恒

楽

μ
な

ど

月
前
か
お
婦
は
パ
タ
リ
と
戸
を
聞
き
し

持

て

あ

ま

し

て

る

夜

の

長

き

を

:
う

そ

媒

み

ガ

ン

梢

棟

の

鋭

も

り

に

良

寛

写

本

そ

っ

と

し

ま

い

由

お

寸
一
の

鑑

定

団

が

色

め

き

て

大

八

車

通

る

蔵

川

風

と

き

に

花

の

肱

き

聞

か

せ

て

よ

名

物

う

ま

し

わ

ら

び

餅

喰

む

』?

事
組
出

執

筆尤せ々仲尤やl'雅せやl'尤仰せ尤相尤せ叶i
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時
よ
止
ま
れ
残
る
紅
葉
も
散
り
た
れ
ば

ン
ョ

l
ル

を

ぐ

っ

と

寄

せ

る

日

先

公

証

人

役

場

は

ピ

ル

の

て

っ

ぺ

ん

に

人

も

車

も

混

雑

の

街

ゆ

る

ゆ

る

と

大

空

過

ぎ

る

月

仰

ぎ

峰

町

子

妙

っ

て

地

制

的

み

交

う

ゥ
遺

伝

子

の

蝶

旋

歪

ん

で

秋

渇

誌

に

似

た

る

か

目

元

口

元

五

十

年

を

過

ぎ

て

な

お

閉

す

肌

の

艶

妖

変

と

い

う

人

間

的

欲

bE
 

舗

を

ふ

り

彼

の

棋

界

に

釣

り

に

出

る

相

続

肱

繁

義

母

に

迫

ら

れ

夕

凪

に

月

の

出

を

待

つ

プ

チ

の

丈

教

会

の

屋

川

帆

光

協

る

叱
ら
れ
て
廊
下
町
隅
に
し
ゃ
が
み
込
み

パ

チ

リ

と

打

ち

し

天

正

の

石

組

ん

で

ま

た

離

れ

て

も

ま

た

花

筏

巣

箱

に

貼

り

L
下

鴨

の

護

符

歌

fllJ 

an
き
い
た
ま

尺
屯
ー
そ
の
一-V

『時
よ
止
ま
れ
』

以 111 1) 併怯

'1 '池 F
fiIr雅尤英

舞
雅仲尤 M'尤 韓 雅 々尤仲雅尤持 一 子 子 雄

松
下
英
雄
捌

+
ぷ
白
土

幌

め

ぐ

り

て

行

け

ば

影

脱

甲
山
H

を

瑞

て

父

は

旅

立

つ

熱

気

球

悩

西

風

に

低

水

り

入

れ

て

F

分

の

一

ゆ

」ワ

さ

糊

か

に

オ
ン
ド
ル
に
ド
ッ
ベ

ル
ゲ
ン
ガ
l
ぬ
く
ぬ
く
と

正

ね

梢

の

わ

れ

怯

え

-u
ま

ら

ず

H
林

の

百

血

の

阿

廊

船

で

観

る

淡

訟

の

先

赤

い

ス

カ

ー

フ

gす
り

'

丈

夫

は

制

き

う

な

じ

を

霊

し

み

ラ
ピ
ア
ン
ロ

ー
ズ
お
気
に
召
す
ま
ま

肌
鋭
締
ス
キ
ッ
プ
す
れ
ば
円
が
附
切
り

振
り
向
き
ざ
ま
に
落
ち
る
ひ
ょ
ん
の
実

ナ
ウ
流
木
に
岩
術

の

斑

の

漉

く

な

り

ぬ

シ
ユ
メ

1
ル

文

字

の

碑

文

謎

め

き

こ
れ

よ

り

は

附

日

さ

す

凪

絞

な

ら

ん

古

色

ン

ユ

l

ル

に

栴

梨

と

並

行

起

え

て

そ

よ

胤

が

く

る

化

前

線

日

は

燦

々

に

山

羊

の

毛

を

刈

る

l
成

I
問

q
l
H

，、
H
V
H
M
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An
羽品

三
一川
連
句
会
V

遺
昨
脇
起
り

歌

仙

手大

iAE 

き

秋

深

き

隣

は

何

を

す

る

人

ぞ

基

地

の

上

に

昇

る

薄

月

柿
を
剥
く
手
く
ぴ
総
用
に
動
か
し
て

殿

堂

入

り

の

子

規

の

横

貌

降
り
し
き
る
宙
を
ま
ろ
げ
て
討
だ
る
ま

竹

び

っ

し

り

と

民

を

焼

く

小

底

，鮮
や
か
に
つ
な
ぐ
ピ

l
ズ
の
口
飾
り

王

妃

の

遺

品

め

ぐ

る

世

鼎

を

マ
ン
シ
ョ
ン
の
日
附
占
め
る
富
来
た
ち

メ

ー

ル

で

送

る

恋

の

マ

ジ

ッ

ク

星
座
さ
す
指
は
い
つ
し
か
扇
に
ふ
れ

出

荷

を

急

ぐ

酒

蔵

の

樽

風

涼

L
ぽ

っ
か
り
浮
か
ぶ

三

日

H

飛

び

立
つ

榊

え

兜

う

ご

め

く

出

松

町

少

年

集

う

講

道

館

百

歳

に

し

て

今

も

現

役

う

す

挫

の

花

を

尋

ね

て

旅

マ

ッ
プ

大

空

た

か

く

ひ

ば

り

噌

る

線
制
限
子
捌

ム干
名

物

の

豆

附

旧

来

な

つ

か

し

ゃ

結

繰

り

木

仰

の

去

の

刷

新

吉

日

助

制

の

外

交

聞

に

期

待

す

る

仰

る

故

郷

山

紫

水

明

古

唱

の

庇

に

鳩

が

冬

純

り

霜

柱

踏

み

配

る

新

聞

掠
れ
述
、
つ
己
主
の
視
線
気
に
し
つ
つ

H
H

の

想

い

焦

が

る

思

い

を

庇

に

世

く

附

の

組

も

苔

む

し

て

鼓

打

つ

官

辿

く

近

く

に

後

の

月

池

而

鈍

の

張

と

な

り

紅

裁

か

つ

散

る

魁

山

内

松

凶

ナウ
火

鉢

欲

し

野

山

…

の

席

の

緋

毛

悦

環

境

汚

染

続

く

こ

だ

わ

り

退

院

の

ま

ん

ま

る

い

窓

聞

け

肱

ち

天

使

の

微

笑

嬰

の

寝

顔

に

あ
わ
あ
わ
と
色
こ
き
ま
ぜ
て
花
町
宮

一
期

一
会

輯

う

ら

ら

か

十位平子み釘
づ

面
悠
骨
子

Mm
井
戸
別
一
子

川
口
臼
凱
虫
干

川
ず
れ
附
干

日比
す
す
む

浅
野
一

枝

中
村
き
ぬ
江

川
チ
ロ
弘
子

鈴
本
正
柴

山
川
市
冊
子恒

篠
川川寸
r
wV
チ§

 
ve' 

十
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《
東
山
一
肌
脱
の
会
そ
の

}V

半
歌
仙

sJJ 

ム口、r
自It

か

ん

ば

せ

も

小

ぷ

り

明

治

の

雛

か

な

切

子

グ

ラ

ス

に

注

ぐ

白

湘

辛

災

訓

く

日

臨

画

伯

気

取

る

ら

ん

疑

惑

を

残

し

五

輪

開

幕

月

照

ら

す

窓

辺

に

郁

の

シ

ル

エ

y
ト

柿

の

落

ち

た

る

官

に

驚

く

ゥ
芋
者
会
い
と
こ
は
と
こ
も
集
い
来
て

目

と

目

が

合

っ

て

事

が

始

ま

り

パ
ツ
イ
チ
も
問
題
な
し
と
プ
ロ
ポ

ー
ズ

ア

ラ

ピ

ヤ

文

字

の

や

や

こ

し

き

線

悦

聴

率

う

な

ぎ

上

り

の

真

紀

子

節

火

蛾

は

大

き

な

羽

を

拡

げ

る

夏

の

月

博

多

山

笠

在

を

駆

け

老

い

の

一
微

酔

い

も

は

げ

し

く

阪

事

の

戸

も

な

つ

か

し

無

法

松

さ

ら

さ

ら

と

来

て

雨

と

な

る

富

土

手

の

花

河

の

流

れ

の

ゆ

っ

た

り

と

入

学

式

に

向

か

子

供

らつ

日
下
太
郎
捌子

亦
伝
よ
、
つ
子

徳
純

邦

大
い
れ
勝
五

l

切
り
コ
乙

4
P
H

一オ

様

作

治

" ， 4ド
肘

宮
市
!
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子
規
の
句
碑
か
し
ず
く
如
く
野
菊
か
な

世

身

色

の

月

の

ぼ

る

山

の

端

き
ら
き
ら
と
臨
替
の
か
な
の
副
円
や
か
に

も
っ
と
も
ら
し
く
伸
ば
す
あ
ご
髭

楠

の

幹

に

述

な

る

油

蝉

タ

鮪

の

単

に

茄

子

の

浅

前

け

ゥ
抽

出

怖

の

娘

あ

や

し

き

長

世

間

柔

道

ニ

段

寝

技

依

群

三

つ
指
を
つ
く
掠
も
ら
う
筈
で
し
た

キ
ヤ

ァ
チ
ポ

l
ル
は
長
続
き
せ
ず

日

朝

の

廊

よ

う

や
く

こ

じ

開

け

て

か

け

戸

だ

け

じ

ゃ

持

た

ぬ

空

服

古

見

酒

税

が

出

て

く

る

域

内

米

地

枯

れ

お

残

す

減

の

石

垣

写
生
す
る
ク
レ
ヨ
ン
折
れ
て
泣
き
出
す
児

小

川

も

池

も

本

撮

む

な

り

落

花

舞

う

神

事

の

綱

を

新

し

く

面

に

記

す

惜

春

の

山

ト
ヘ
石
川
師
五

品
医
ょ
う
子

神
戸
4
4

方

乃

川

M
R世
若

山
下
I

太

郎
ト
。勝

か

a
s
f
 

ト
ム
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L
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副
作
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八
柿
健
闘
鳳
越
肌
合
辿
句
会
V

歌

『ど

ん
ど

焼
」

イ111

舟
り
附
れ
て
ど
ん
ど
焼
待
つ
神
の
低

能

備

と

し

て

坦

の

版

権

久

闘

の

友

へ

熱

制

も

て

な

し

て

マ

ァ

プ

を

持

ち

て

町

の

探

検

月

光

に

五

七

泊

と

句

を

紡

さ

ョ

鉛

町

市

ず

に

山

め

る

英

4
4

肥

馬

馳

け

る

山

辺

の

波

に

噺

さ

つ

抽
刷
物
姿
の

我

が

娘

且

直

す

罰
護
婦
も
医
師
も
美

人
を
揃
え
お
り

艶

告

の

束

で

沸

か

す

伍

右

衛

門

迷

い

箸

皿

の

珍

味

の

良

き

匂

い

制

の

媛

僚

を

附

る

中

元

幹

州

が

凝

」り
す
制

1
へ

告

さ

月

思

わ

ず

は

る

小

却

の

節

戦

中

道

川

端

遺

跡

の

山

胞

に

出

繋

へ

盤

、

つ

帯

主

グ

ル

ー

プ

教

会

の

花

祝

稲

の

秘

制

う

け

春

町

嵐

に

沙

説

即

断

滋

ホ
川
玖

J
N
T捌

ー
進
u
川

の

能

は

羊

和

毛

と

朗

読

を

聴

き

謹

師

く

ホ

ー

ム

ラ

ン

何

本

打

つ

や

松

井

訂

他

成

立

と

れ

じ

事

飯

剣

鋭

的

開

山

ん

は

山

く

船

山

似

↓μ

作

と

い

う

鰍

麟

臥

肌

ど
こ
迄
も
慨
抵
抗

ユ
荘
ア
ヒ
ン
サ

!

凍

え

る

風

が

組

衣

の

肌

刺

し

ト
ラ
ク
タ
ア
砂
糠
太
根
こ
ろ
げ
務
ち

緋

い

し

制

納

屋

町

入

口

秋

汐

が

荒

れ

て

小

山

を

辺

避

す

る

月

に

浮

か

び

L
金

彩

の

回

ナウ
長
き
夜
の
机
ほ
の
宇
宙
よ

臼
を
ひ
く

M
M

飽

の

刷

今

も

山

れ

わ

れ

品
押
せ
ば
仙
の
ロ
ボ
ッ
ト
こ
ん
に
ち
わ

雛

段

飾

り

頒

つ

悲

し

み

故

凶

又

川

ゆ

る

や

か

に

花

筏

巡

を

打

ち

た

る

い

泌

路

般

れ

置

。ヲ

か

加
雌
マ
サ
チマ

蛇
梅
山
和
主
子

附

メ
ノ
ン

崎
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太

品
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大

箱

や

手

を

挙

げ

渡

る

登

校

児

垣

岐

に

ひ

そ

と

咲

け

る

山

茶

花

カ

ル

チ

ャ

ー

の

展

覧

会

に

誘

は

れ

て

空

席

を

待

つ

地

下

の

食

堂

終

電

の

車

窓

に

挑

む

望

の

月

ど

こ

で

明

く

の

か

蝉

の

芦

ゥ
村
芝
居
は
ね

L
境

内

ひ

っ

そ

り

と

姉

前

旅

行

発

て

る

空

港

夢

路

る

ふ

た

り

の

英

顔

附

れ

や

か

に

#

財

天

は

H
四

位

を

奏

で

て

の

っ
そ

り

と

牛

繍

た

は

る

ス

ラ

ム

術

械

に

灸

の

資

金

協

力

月

時

し

縁

台

将

棋

興

に

入

り

赤

提

灯

で

冷

酒

酌

み

交

ふ

救
急
車
ピ

l
ポ
ピ

l
ポ

と

通

り

過

ぎ

バ

ラ

ン

ス

崩

す

般

型

飛

行

機

ひ
ん
や
り
と
静
も
る
花
に
件
ち
つ
く
し

域

を

日

が

け

て

市

げ

る

ぶ

ら

ん

こ

R弘

A
H
喰
幻

見
日
本
刷
会

V

仙

『大

箱

や

小 舟ずgtT

品 ZE E 
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ド

J
事

e
r仏
1
1
M
m

rl
m
w
、1
N寸
何
泊

少
す
七
色
に
光
り
つ
つ
飛
ぶ
し
ゃ
ぽ
ん

-f

惜

し

ま

れ

て

去

る

引

の

花

開

リ

ハ

ビ

リ

に

励

む

円

濃

の

足

の

叫
岬

イ

ラ

ク

査

察

に

逸

品

ア

メ

リ

カ

省

邦

算

と

難

民

村

の

直

け

し

夜

芋

雑

炊

の

自

主

勘

気

立

つ

破

崎

戸

よ

り

望

む

辿

山

附

れ

わ

た

り

子

づ

れ

同

士

の

た

そ

が

れ

の

恋

孫

自

訴

同

胞

集

ふ

披

露

耳

白

木

の

香

る

社

部

監

品

り

を

秘

め

て

お

ご

そ

か

月

の

能

と

ぎ

れ

と

ぎ

れ

に

艇

の

戸

聴

く

ナウ
粥

沼

に

煩

を

染

め

た

る

ツ

ア

l
客

イ

ー

ゼ

ル

立

て

て

写

生

す

る

人

西

行

の

歌

に

古

川

仙

び

つ

つ

あ

し

か

の

去

に

お

く

る

喝

采

外

泌

を

ゆ

る

り

と

巡

る

花

弘

山

川

胤

に

畢

る

胤

山

"

と

な

り

ゆ

く

平
成
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《
大
患

獅
干
門
そ
の

一
一v

ロ

ン

プ

ス

卵

を

立

て

て

篤

か

す

ギ
ネ
一
ス
ブ
ッ
ク
は

早

い

も

の

勝

ち

初

花

に

合

掌

造

り

開

け

放

ち

入

学

試

験

終

へ

て

一

息

ォ
ふ

る

さ

と

の

空

を

は

る

か

に

一院
り
鴫

化

粧

直

し

の

道

祖

神

立

つ

相

合

傘

パ

ス

何

台

も

や

り

過

ご

し

死

ぬ

ほ

ど

肝

き

で

夫

婦

別

削

糠

味

噌

の

昧

も

こ

ろ

り

と

忘

れ

果

て

水

平

線

へ

消

え

て

ゆ

く

船

俊

立

の

破

れ

衣

を

ひ

た

す

ら

に

琵

琶

の

音

色

に

諮

る

身

の

上

七

一一

百

詩

型

た

っ

ぷ

り

の

筆

の

披

ね

乳

一一回

ゆ

た

か

な

牛

が

草

食

む

退

職

の

記

念

旅

行

は

チ

ロ

ル

へ

と

す

こ

し

気

取

っ

て

被

り

た

る

附

辰

年

の

辰

の

日

生
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月

の

照

ら

す

本

陣

柿

皮

立

H
み

太

郎

町

梓

を

振

り

あ

ぐ

ゥ一

徹

の

思

ひ

打

ち

込

む

走

り

務

変

英

町

四

川

も

話

す

厚

き

胸

元

ヒ
ッ
ピ
!
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
恋
捨
ふ

ス
イ
ー
ト
ホ
ー
ム
風
を
聞
き
を
り

湖

に

沈

め

て

み

た

き

互

の

月

ど

ぜ

う

渦

巻

く

木

桶

の

底

だ
ん
ま
り
の
何
を
思
ふ
や
に
き
び
而

宅

急

便

は

く

は

ば

ら

く

は

ば

ら

急

が

れ

る

地

民

対

餓

あ

れ

や

こ

れ

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

賞

味

期

限

は

床

上

げ

の

祝

ひ

う

ら

ら

か

花

鰹

奥

の

座

敷

居

く

梅

が

香

ナ
ォ
あ
の
山
の

彼

方

の

閏

へ

山

柿

る

人

気

教

授

の

名

講

義

な

り

ニ
ュ
!
ト
リ
ノ
ス
1
パ

i
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
に
て

砕

い

て

食

べ

る

氷

金

時

位

干

す

路

地

に

ひ

ん

や

り

通

ふ

胤

フ
ア
ツ
ン
ヨ
ン
競
ふ
犬
の
ぞ
ろ
ぞ
ろ

寄
り
添
ひ
て
劫
ね
る
甘
誌
の
椋
に
つ
き

あ

ん

な

立

に

惚

れ

た

悔

し

き

三

川

に

乱

世

を

脱

む

鬼

瓦

海

阪

地

く

指

さ

せ

る

像

査

の

円

も

ろ

と

も

に

飲

み

干

さ

ん

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
ひ
た
る
長
き
夜

ナ
ウ
日
本

-

日

い

鉄

道

断

紅

葉

水

彩

副

家

へ

定

年

の

後

鍔
広
の
附
子
目
深
か
に
か
ぶ
り
つ
つ

流

れ

て

消

ゆ

る

雲

の

自

在

に

花

お

ぼ

ろ

伊

奈

波

神

社

の

太

鼓

嫡

事

的

中

り

他

町

時

く

戸

本
屋
良
子
捌続

判

本
一
川
良
子

甲小
満
智
子

袖向山
初

子

成
揃
貞
子

役
雌
山
嗣
子

役
雌
キ
ヌ
エ長子雄子子子

選
事
主
仮

住
地
博

船主
λ

脳畑
山

内

洋

竹

内
lI[j 

t Z 月
tw.千弥lI~i ひ

ろ雄 Jム生子
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小
紙
五
百
子

千

草

キ
ヌ
エ
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よ

H
A
H
は
つ
江

緑
川
a

出

子

加
盟
及
位
子

4
川
市
町
・

持

久

恐

山

円

陥

山

満
州
μ
子

川
忽
+
£
づ

文

子

良

子
執

筆
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八
東
以
下
町
連
句
会
そ
の

ご
V

.:fk 

『や

さ

し

顔
』

制l

秋

の

朝

街

行

く

人

の

や

さ

し

頗

新

米

で

炊

く

母

の

弁

当

声

色

を

其

似

れ

ば

月

に

笑

わ

れ

て

踏

み

損

な

い

し

柿

の

ま

つ

わ

る

制

乱

雲

立

ち

の

ぼ

り

た

る

水

平

線

ウ
ク
レ
レ
を
ひ
く
ア
ロ
ハ

ピ
y
タ
リ

ゥ
お
目

当

て

は

美

人

教

師

の

英

会

話

お

茶

よ

お

菓

子

よ

準

備

万

端

あ
l
言
え
ば
こ

l
替
え
よ
う
初
デ

l
ト

揃

う

ス

テ

y

プ

前

に

後

ろ

に

原

発

の

不

科

事

か

く

す

お

件

方

桂

大

限

見

習

い

た

ま

え

月

白

L
鶴

渡

り

た

る

あ

き

つ

ぬ

吉

見

の

酒

に

ひ

た

る

幸

せ

そ
の

古
秀
才
に
し
て
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

銭

の

彼

み

て

竹

生

品

浮

く

栄

転

を

送

る

ホ

I
ム

に

花

吹

山富

車

精

子

押

し

野

遊

び

の

列

伊
藤
蔽
彦
捌

ナ
ォ
独
活
和
え
て
向
こ
う
=一
軒
お
す
そ
分
け

粗

大

ゴ

ミ

で

す

古

き

申

械

台

山
羊

の
川
町
く
文
の
故
郷
な
つ
か
し
く

ひ

と

山

越

え

て

若

い

湖

ジ
プ
シ
ー
の
歌
姫
照

ら
す
灯
の
涼
し

タ

ト

ウ

鮮

や

か

刊

の

二

の

腕

兄

司

さ

ん

の

限

強

み

つ

布

団

部

屋

鼠

の

チ

ユ

ウ

か

誰

の

口

づ

け

残
さ
れ
し
ロ

l
ン
山
ほ
ど
夢
の
跡

老

蛇

相
M

の

ン

ネ

一

マ

封

切

り

野

跡

に

月

の

励

ま

し

切

々

と

伝

統

苛

る

遮

砧

胤

く

ナ
y
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
通
り
試
し
て
松
手
入
れ

パ

l
ガ

l
売

り

子

必
て

板

の

弁

北
海
道
凹
武
デ
パ

ー
ト
荒
れ
に
荒
れ

ク

ラ

l

ク

さ

ん

の

言

葉

滅

び

ず

花

明

か

り

持

姿

で

巣

立

つ

娘

仙

寺

品
川

U

漁

祝

蛍

烏

賊

船

伊
藤
哲

子

N
H
H
 

向
舗

出
川

河

忠
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大
、
畠
山
智
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隆
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誠

一
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品
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析
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府
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八千
東
町航
下
町
連
句
会
ー
その
二
V

歌

由h

『

の

酋

や
』

二

の

酉

や

母

の

形

見

の

珊

瑚

柿

L

務

ち

諜

焚

す

る

応

の

人

々

水

辺

町

昔

工

一一

郎

猫

の

い

て

探

せ

ど

見

え

ぬ

屯

話

ボ

ッ

ク

ス

年

下

の

友

来

て

月

に

酌

み

交

す

虫
に
混
じ
り
て
聴
こ
ゆ
ラ
ラ
バ
イ

ゥ
伝

雷

を

残

す

扉

の

秋

う

ら

ら

雑

か

の

影

が

す

う

っ

と

横

切

る

指

重

ね

今

業

平

と

今

小

町

フ
ォ
ー
マ
ル
ス

ー
ツ

巴
旦
へ
飛
立
つ

往

き

復

り

礁

を

な

ぷ

る

仇

L
浪

ノ

ー

ベ

ル

賞

の

や

さ

し

口

元

付

親

の

見

ょ

う

見

真

似

に

月

目

り

全

校

生

徒

へ

百

物

相
川

鉄

人

の

野

菜

カ

レ

ー

を

早

喰

す

テ

ニ

ス

コ

ー

ト

に

遊

ぷ

燦

々
h
u
e
 

静
割
引
の
花
い
と
し
ゅ
う
て
都
町
盟

土

の

匂

い

か

故

郷の

遥

伊
藤
哲
子
捌

ナォ
文

函

の

庇

に

秘

め

た

る

子

安

貝

英

国

制

茶

に

激

石

を

税

む

火

附

よ

り

砂

糠

多

め

の

H
附

日

東

北

枕

り

の

ナ

l

ス

色

白

内

巷

の

府

に

官

く

る

備

な

く

り

討

の

ぬ

く

も

り

慌

の

ぬ

く

も

り

掛
り
向
か
ず
ア
デ
ュ

i
ひ
と
こ
と
タ
ラ
y
プ
へ

南
侮
阿
弥
陀
働
川
市
て
は
奈
裕
か

柴

犬

が

考

え

な

が

ら

足

を

あ

げ

こ

の

紘

か

ら

は

人

る

べ

か

ら

ず

満

月

は

粘

山

水

を

耳

し

お

り

お

掘

る

爺

の

煙

車

い

つ

ぷ

く

:
新

酒

な

る

越

後

名

物

館

土

産

査

察

の

行

方

縄

の

れ

ん

に

て

ベ
1
ル
脱
ぐ
そ
の
下
側
も
ま
た
ベ

l
ル

自

由

と

い

う

は

ほ

ん

に

不

自

由

拙

ぐ

娘

の

心

に

宿

る

花

の

柿

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
し
な
や
か
に
延
ぷ

ほ
什

抜
本

隆

史

向
偏

賢

院雌民税哲T
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小
野
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M
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説
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《
L
A
阪
需
龍
の
人
以

V

歌

『巻
き
そ
め
し
』

イ111

巷

き

そ

め

L
日

間

の

つ

む

じ

出

仔

牛

は

な

ぐ

り

と

は

す

ま

で

の

春

風

杉

山

に

田

打

桜

の

抜

き

ん

出

て

弁

当

は

こ

ぶ

人

授

り

ゆ

く

月

泌

り

し

た

る

艇

事

歌

舞

伎

小

口

問

こ

ん

な

処

に

虫

す

だ

く

と

は

初
ウ
チ

ェ

ス

盤

に

駒

た

ち

な

ら

ぷ

秋

の

間

対

ご

と

盗

む

こ

の

エ

メ

ラ

ル

ド

恋

仲

の

悲

し

rM

ひ

は

末

よ

ろ

し

と

も

に

白

髪

と

口

ず

さ

み

ゐ

る

海

ぞ

ひ

に

特

急

列

車

九

%

を

傾

げ

児

に

み

か

ん

剥

く

香

の

強

く

し

て

遠

火

事

の

戸

の

聞

こ

ゆ

る

方

に

月

原

信

川

紙

マ

ス

日

思

ま

ら

ず

兄

妹

の

同

意

仏

を

気

に

か

け

て

痛

を

る

な

り

柑

が

く

れ

に

花

町

雲

か

き

な

り

合

ふ

て

租

を

叩

び

遊

水

男

虫

き

ず

っ

て

こ

い

地
1'i-

p~朝
す

る

一

O
二

号

主

ノ

栓

を

忘

れ

た

摘

が

聞

に

な

る

と

目

を

研

吉

川

制

内

の

思

ひ

あ

り

虫

も

殺

さ

ぬ

人

と

打

は

れ

つ

う
す
紙
に
く
る
み
お
き
た
き
恋
な
り
し

二

U
三

H

の

船

肱

に

山

む

こ
の
泊
て
に
サ
ル
ガ

y
ゾ
て
ふ
雄
所
あ
り

イ

エ

ス

の

声

に

似

た

る

風

t，

モ
ザ
イ
ク
の
ま
だ
何
の
絵
と
知
ら
さ
れ
ず

熱

気

の

迫

挨

立

ち

ゐ

て

お

川

さ

ま

ひ

る

ね

兎

を

お

い

て

点

し

ミ

シ

ン

附

む

宵

漸

く

に

H

み

E
，虫

臓

の

h
y
k
の

聾

蹴

あ

ど

け

な

く

長

引

い

て

を

り

括

的

修

復

大

附

の

印

措

机

に

ひ

ら

き

し

ま

ま

土

叫

悼

の

持

取

る

を

手

伝

ひ

咲

き

満

ち

し

花

町

ト

ン

ネ

ル

宝

塚

鋭

の

な

か

を

制

ゆ

く

雌

イ(， 生ゆ治 11イ(l Ji代治ゆ l't埠 l.1:代'"治道官

ヅ

ク

迫
捌
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《
山
一
ハ
山
樹
氷
辿
句
会
V

六
時
歌
仙

j炎

や

雪

淡

百

や

御

耳

大

け

石

仏

供

え

る

枝

に

梅

は

一

輪

日

々

と

鶴

引

く

宝

を

仰

ぎ

見

て

味

加

減

良

き

鍋

の

新

仏

…

駅

間

酬

に

友

出

迎

え

る

夕

月

夜

秋

果

を

詰

め

て

送

る

小

包

大

文

字

に

鳥

居

舟

形

燃

え

盛

る

地

下

足

袋

男

同

に

す

た

す

た

あ

の

時

の

百

万

円

は

と

う

し

た

の

秘

密

の

旬

、

つ

う

な

じ

白

々

昨
夜
と
は
う
っ
て
変
わ
り
し
只
而
目
顔

ゃ

い

と

が

効

い

て

ど

こ

も

捕

ま

ず

梅

雨

明

け

の

牛

乳

配

達

制

的

月

柚

子

咲

き

匂

う

盟

山

の

迫

算

額

の

鑓

色

古

く

ひ

び

割

れ

て

呼

べ

ど

お

び

え

る

床

下

の

猫

谷

底

に

置

き

忘

ら

れ

し

花

ほ

の

と

新

入

生

の

お

は

よ

、

つ

の

波 し

い
ぬ
じ
ま
正

一
捌

足先器持 ti
弥妙 ff修霊 .iE

美 箆妙 正愛美正妙箆 修 愛 正 子子 治 古子

トォ
小

仰

を

漏

ら

す

宜

も

う

ら

勺

か

に

摘

み

平

和

え

て

卒

芳

一一目

祝

ぐ

め

く

る

め

く

縦

引

の

断

出

海

の

紺

自

立

つ

ご

と

く

別

れ

た

る

ま

ま

断

ち

き

れ

ぬ

而

影

燃

や

す

火

の

酒

に

独

り

育

て

し

娘

嫁

ぐ

日

術

毘

が
糸
、
の
始
終
を
船

っ

て

い

る

氷

柱

き

ら

き

ら

露

天

刺

風

呂

馬
の
字
の
付
く
村
の
名
を
お
ぼ
ろ
げ
に

記

念

写

真

を

侃

る

趣

味

は

な

し

嵐

過

ぎ

家

版

総

出

の

栗

拾

い

月

に

五

は

尺

八

を

吹

く

ナウ
誕

純

の

匂

え

る

松

の

冬

支

度

日

薬

貼

っ

て

ほ

ぐ

す

む

判

明

り

気

休

め

の

方

が

薮

医

者

よ

り

も

ま

し

ま

ど

ろ

み

て

見

る

天

湖

る

砂

道

化

師

も

輸

に

な

る

人

も

花

の

中

ゆ

ら

ら

迭

の

く

ふ

小

切

れ

の

凧

妙修霊笠正美妙愛 ET修愛 RS定妙 tt修世.JL

平
成
十
凹
有
三
川
十
二
日
目

平
成
十

K
年
五
月

二
目
見

(+X
W
HH
)
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An
東
京
榔
雨
時
制
ー
その

-uv

百

剖l

t

z

p

l

 

J
什

H
W山
吉

和
山
洋
子

今

村

町

機
山
わ
こ

川
県
山
崎
弥
生

相
川
忠
勝

村
J
敦

子

M
W
揃

ち

ゑ

士
川
県
英
郎

久
良
本
州
市
必

W

仰
向
幸
子

鈴
本
良
治

お

宝

は

祖

父

の

遺

品

と

聞

き

及

び

拝

見

乞

わ

れ

出

す

古

株

紗

花

吹

官

問

か

か

る

冠

木

門

土

惜

の

散

を

税

う

子

供

等

ォ

錠

前

し

つ

け

取

り

た

る

春

衣

伏

見

は

神

制

投

川

は

守

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ン

ユ
ミ
レ
l

ン
司
ン
町
山
一と
純

世

の

街

に

謎

の

暗

証

張
り
込
み
の
刑
事
服
く
ば
せ
網
締
め

つ

い

と

り

務

と

す

逝

焼

き

の

事

越

年

の

蛸

的

は

探

く

眠

り

こ

け

口

組

淡

く

道

祖

神

笑

む

少

年

は

官

能

の

告

を

抽

出

に

動

か

ぬ

が

よ

し

好

計

の

ジ

ヨ

オ

パ
リ

l
祭
す
ぐ
に
醒
め
た
る
恋
の
果
て

外

し

た

指

輪

ビ

ー

ド

ロ

の

底

助

教

授

の

波

る

世

間

に

媒

の

月

北

風

に

聴

く

ま

打

つ

官

，
マ

ン

モ

ス

に

一
万

年

の

夢

枕

く

出

土

の

瓦

布

目

く

っ

き

り

空

燥

に

出

タ

ー

バ

ン

は

四

而

楚

歌

日

本

め

ざ

す

ポ

l
ト
ピ

l
プ
ル

水

平

線

ま

あ

る

く

見

え

る

山

叫

i:'f ~X こ 弥前洋幸

司
都
心
湘
南
初
憾
紙

・

.
一

湾

の

凪

』

小
林
静
司
捌
(
前
半
)
土
屋
史
郎
捌
(後
半
)

一
湾

の

凪

わ

た

り

た

る

淑

気

か

な

平

和

を

祈

り

刻

む

七

草

ハ
ミ
ン
グ
の
い
つ
し
か
合
い
し
噌
に

入

閣

の

児

の

胸

の

ハ

ン

カ

チ

大

凧

を

揚

げ

ん

揃

い

の

法

被

に

て

相

も

変

わ

ら

ぬ

傍

目

八

日

山

の

端

に

半

月

自

主

朝

ま

だ

き

角

を

切

ら

れ

し

脱

の

鴫

く

声

今
お
ど
け
て
は
か
か
し
と
並
び
ポ
ー
ズ
と
る

模

様

な

が

め

の

不

況

出

庖

人
生
に
二
度
と
性
け
な
い
ラ
ブ
レ
タ
ー

ユ

ー

ロ

に

換

え

て

新

般

の

旅

ウ
イ
ン
ド
を
破
き
ブ
ラ
ン
ド
ね
だ
ら
れ
て

煙
草
と
讃
巷
述
、
つ
カ
ル
チ
ャ
ー

飽

枕

世

代

を

分

つ

品

濁

音

迫

野

町

民

間

樹

涼

し

き

互

の

街

た

だ

美

し

き

柏

の

道

風

水

適

吉

相

の

里

つ

弥勝車 H 洋敦司 i1¥1Ii 1蹄 硝 fm~面勝こ

169ー
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ナ
ピ
ゲ

1
タ

l
の

誤

差

は

数

ミ

リ

乾

停

は

力

の

か

ぎ

り

戸

あ

げ

て

夜

長

町

古

に

オ

カ

リ

ナ

を

吹

く

ひ
と
り
身
の
悔
か
み
し
め
つ
月
を
飽
き

美

男

葛

の

赤

く

し

だ

る

る

肝

臓

の

自

覚

症

状

致

命

的

朝

寝

の

隙

に

た

た

く

ロ

ー

ン
ヨ
ン

遍
路
往
く
花
の
木
洩
れ
日
ふ
み
な
が
ら

僅

か

に

揺

れ

る

東

風

の

ふ

ら

こ

こ

ォ

停

年

を

ひ

か

え

て

命

か

み

し

め

る

何

よ

り

も

ま

ず

励

む

曲

磨

き

手

土

産

に

銘

菓

の

由

締

役

き

添

え

て

霊

の

告

白

小

笠

原

流

マ
ザ
コ
ン
の
振
り
向
き
く
ぐ
る
隠
れ
宿

寝

覚

め

の

主

に

時

一

日

聞

く

は

ん

ざ

き

の

ひ

た

す

ら

潜

む

苛

き

測

引

込

線

に

帰

化

の

雄

却

頑

悶

き

が

売

り

で

繁

品

ラ

ー

メ

ン

屋

チ

ー

ム

荒

し

の

彼

似

は

大

喰

い

林

立

の

ン

テ

ィ

タ

ワ

1
に

臨

月

な
ま
あ
た
た
か
し
テ
ロ
の
あ
り
そ
な

オ
ル
ガ
ン
で
弥
撒
始
ま
り
ぬ
イ
ー
ス
タ
ー

ロ

パ

が

帽

子

を

か

ぶ

る

花

見

車

ゥ
若

妻

が

エ

プ

ロ

ン

つ

け

る

た

て

結

び

亭

主

煽

ら

れ

ね

じ

り

鉢

巻

薄

事

の

ヒ

ロ

イ

ン

に

似

た

別

れ

際

仰

の

俗

名

佐

藤

義

的

前
の
句
に
つ
け
あ
ぐ
ね
た
る
辿
歌
の
鹿

阜

の

山

崎

に

苔

消

水

叫

く

あ

り

が

た

や

阿

弥

陀

が

峠

の

哀

の

月

y
iう

白

杖

虫

い

て

伝

浪

路

に

発

つ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
思
い
つ
い
た
ら
実
行
にー

沙

慌

に

井

戸

を

掘

り

当

て

し

阿

木

聞

に

似

が

二

つ

あ

り

河

町

ら

し

き

地

球

紀

行

の

カ

メ

ラ

ア

ン

グ

ル

地

主

の

附

に

見

つ

け

し

品

川

り

花

鍋

の

支

度

に

む

弾

ま

せ

ナ
ゴ
じ
メ

l
ル

レ

シ

ピ

沢

山

送

ら

れ

て

急

に

勝

り

し

古

本

の

株

ギ
ベ
ロ

y
プ
に
牝
馬
噺
き
な
が
ら
来
る

峨

々

節

々

と

つ

い

て

ゆ

く

性

オ

フ
サ

イ

ド

ゆ

が

む

航

対

集

う

凱

野

良

犬

飼

っ

て

車

中

間

同

時

世

拙

み

縁

台

の

端

に

街

ピ

l
ル

務

質

の

礼

的

証

る

お

旅

所

十

手

持

ち

平

止

は

ガ

ラ

y
八

を

辿

れ

'‘ i(l 平11

Ui， 勝弥司苛良苗幸弥 。 勝 i宇宙幸こ

m
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サ
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閉

山

由

ど

ろ

沼

山

肌

は

測

れ

ず

t
r
 

ホ

植

徹

く

金

棒

虫

き

を

固

と

し

惜

の

快

が

迩

初

め

の

場

所

月

の

下

心

中

く

ず

れ

ふ

ら

ふ

ら

と

位
置
1

人

の

館

日

瓜

熟

れ

ナウ
郎
郷
町
鳴
く
音
聴
か
ば
や
野
の
あ
た
り

肌

身

離

さ

ず

電

子

辞

書

持

ち

一

つ

知

り

三

つ

忘

れ

て

共

白

髪

高

笑

い

し

て

健

康

地

進

碁

の

客

を

待

っ
て
門
前
ホ
を
打
つ

秘

仏

の

開

旧

制

長

き

行

列

ま

ほ

ろ

ば

に

見

所

多

し

花

の

郷

名

残

惜

し

ま

ん

霞

む

稜

線

ゑ郎弥幸敦司洋悲弥勝良こ司

平
成

4
川
内

)J 

よ
H
円
出

(肘
七
即
日
ケ
浜

E
』
ぺ
)
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A
H
臨
ん
以
湖
南
吟
社
ー
その
こ
V

歌

官IJ

杉
浦
ち
ゑ
女
史
卒
寿
祝

『百

樽

の

』

百

樽

の

稲

荷

酒

軌

る

る

春

の

雪

ピ

オ

ロ

ン

の

山

流

れ

架

明

大

漁

旗

か

か

げ

入

港

東

風

凪

に

沖

ま

で

出

向

く

仲

口

の

報

償

笑

ん

で

童

話

の

よ

う

な

赤

い

月

針

金

山

の

身

町

制

き

こ

と

ゥ

鎌

で

刈

る

校

腿

削

の

坪

聞

稲

農

家

の

隠

間

指

導

只

な

り

自
治
会
の
金
山
口
集
め
に
粧
か
し
こ
み

き

わ

ど

い

写

其

覚

え

な

き

聞

に

選

挙

に

は

障

る

話

を

口

止

め

て

大

根

の

山

小

流

れ

の

脇

走

る

月

神

楽

太

鼓

が

風

に

乗

る

F

A

X

入

れ

て

忙

し

文

晋

金
縁
の
服
鋭
し
ば
し
ば
ず
り
務
ち
て

イ

ン

カ

の

寄

航

記

念

講

演ca
e
z
 

花

を

守

り

崇

め

る

人

の

舟

考

祝

ぎ

脚

に

自

信

遍

路

結

願

。フ

4

，ォ
江
ノ
屯
の
ガ
ラ
ガ
ラ
の
昼
長
閑
け
く
て

立

問

す

る

主

婦

に

邸

使

同

窓

の

ホ

町

平

の

彼

が

入

院

と

艇

も

方

使

や

っ

と

こ

人

に

ジ
グ
ザ
グ
に
ヨ

ァ
ト
は
風
に
ま
か
せ
き
り

英

、

っ

か

泣

く

か

海

猫

の

戸

流

述

に

羽

化

畳

仙

と

な

り

た

れ

ば

術

風

は

受

け

る

文

化

勲

章

紋
付
の
紋
は
気
に
せ
ぬ
こ
と
に
し
て

掛

け

て

船

り

ま

す

カ

ウ

チ

革

製

幻

覚

か

月

の

油

彩

は

提

む

如

く

昆

飛

ぶ

中

に

め

く

る

め

く

旅

ナ今
チ
ャ

l
ル
ス
ト
ン
奴
獄
僻
肱
の
地
の
残
暑

パ

l
に
流
る
る
フ
ォ
ス
タ
ー
の
山

ト
y
プ
記
事
今
日
の
記
念
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

か

み

し

め

て

い

る

栄

光

の

と

き

和
を
以
っ
て
貸
し
と
な
す
花
の
句
座

芽

山

皮

き

銘

並

ぶ

尚

札

小
林
郁
司
捌ゑ司監

山
口
良

子

池
山
紅
魚

“
列
車
特
容
子

小
川忠
附

一

日
盗
品
…
肝

大
治
博
山

前
附
明
水

白
川
明
生
子

ド
d
v
I
V
4

8
1
1
1
 

卯
川
忠
勝

浅
井
悶
丁

卯

川

博

子

J
附

史

郎

?
一敦

子

杉
浦

ち

小
林
静

首
谷
有

の

平
成
十
州
今
日二
日
l
E
円
満
地

(文
官
)

桃
山
ょ
う
子

肉
体
映

子

尚ぬ
辛

子

此
奈
川
柳
町

判
H

F
2八
軍

服“阿
弥

生

雌
協
和
ヱ

製
川
武
彦

舗

正

三

個
岡
山
わ
こ

4
休
し
げ
と

E
W
鞠

久
内
川
本
~
山
中

闘車
悼

一

鈴
本
良
治

山
本

要

子

ト

A
H
作

柚

平

執

怨

一172ー



《
桑
名
山
品
川
迫
句
会
V

歌

『合
歓
散
る
峡
』

仙

タ
づ
き
て
合
歓
散
る
献
の
風
吹
け
り

河

鹿

鴫

く

瀬

に

つ

づ

く

露

天

湯

久

闘

の

肺

と

の

話

き

り

も

企

し

席
屈
の
精
子
で
し
ば
し
う
た
た
寝

月

明

に

仰

の

仰

の

太

き

文

字

税

乾

か

す

縁

は

爽

や

か

ゥ古

手

紙

迷

ひ

て

践

す

白

秋

忌

色

槌

せ

ゆ

け

ど

思

ひ

切

々

嫁
入
り
の
術
に
し
の
ば
せ
る
ト
ウ
シ
ュ
ー
ズ

ナ
イ
ト
キ
ャ
ッ
プ
は
甘
き
葡
萄
酒

惜

し

ま

れ

て

名

物

教

授

退

職

す

校

庭

気

に

な

る

窓

際

の

席

懸
大
観
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
に
月
き
し
て

お
で
ん
口
出
台
の
火
を
搭
す
こ
ろ

夜
通
し
の
逃
吠
え
耳
に
縦
つ
か
れ
ず

秩

父

銑

仙

若

か

り

し

時

記

念

樹

の

花

も

八

分

と

便

り

あ

り

長

淀

は

る

か

か

か

る

初

虹

附
本
緋
史
捌

E
尾
回
世
ゆ
き
て
維
見
し
こ
と
は
古
兆
か

年

並

ね

き

し

遺

跡

発

州

凶

あ

げ

て

位

放

の

一小

訟

を

詰

る

戸

佐

枝

で

過

せ

L
m
u
都

の

円

々

海

の

家

人

影

な

く

て

カ

ン

ナ

燃

え

政

貨

の

除

に

仔

犬

つ

な

が

れ

長

唄

の

勧

進

帳

を

ひ

と

き

ら

ひ

丁

々

発

止

恋

の

鞘

当

て

ほ
ん
わ
か
と
溢
か
い
立
の
彼
で
し
た

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル

ー
で
た
こ
焼
き
を
日
ふ

月
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の

真

珠

舵

ゆ

し

花

聞

く

苗

屈

に

地

の

舞

い

上

り

春

の

間

生

に

床

し

琴

の

音

決 内
irl 111 
U輩

J、自~ Jt. 
{; .1 
遊玲長A

翁

悠
阿
部

伊
藤
紘

り
A
品
一
白む

名
物
の
も
つ
ラ
ー
メ
ン
は
売
れ
に
売
れ

悲

の

告

さ

暇

に

さ

わ

り

ぬ

月

光

に

硝

の

ド

ラ

マ

は

鮮

や

か

に

泣

跡

の

圧

は

秋

の

じ

草

ナウ
諜

附

し

き

余

韻

残

し

て

文

化

の

日

ご

隠

居

様

の

吃

る

義

太

夫

時

日

訪

う

人

稲

な

判

攻

問

旅

寝

の

街

に

容

す

る

潮

騒

学

舎

を

包

み

浮

か

せ

て

花

の

雲

径

筋

の

斑

か

な

野

辺

小
川
出執

成

./1 
{I 

) J 

肝|

析
H l l 
1;円
則l己
." 
J守
tM 
布l
セ
ノ

タ
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《
厳
正

新

H
北
陽
判
ー
その

-v

半
歌
仙

『青

蔦

る

よ蛤 色

斎
藤

一
竿
捌

斎
緋

F、
Jニ』

阿
26 
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干
此
i
k
q
k
H

一l
同

H
V
H
M

{於
祈
パ
山
勤
労
折
制
社
セ
ン
タ
ー
)

背

お

や

町

医

惜

し

き

門

構

口

開

け

て

待

つ

軒

の

小

燕

評

判

の

禁

煙

グ

ッ

ツ

試

し

い

て

刻

を

選

ぱ

ぬ

メ

l

ル

交

換

上
刊
を
ま
ん
ま
る
月
と
祝
、
つ
な
り

2
2
 

添

水

雅

び

な

音

の

坪

庭

ゥ
振

舞

の

舞

茸

飯

の

昧

の

よ

さ

朱

の

様

は

笑

く

ぽ

愛

ら

し

器

誌

よ

り

気

立

の

よ

さ

が

玉

の

輿

薬

の

効

か

ぬ

サ

l
ズ

は

び

こ

る

当

選

の

外

悶

航

行

キ

ャ

ン

セ

ル

し

慣

れ

ぬ

桃

足

に

か

ら

ま

る

附

か

止

る

雪

の

金

附

冴

ゆ

る

月

き

さ

は

し

長

き

羽

虫

本

一

品

不
景
気
も
何
処
吹
く
風
の
パ
チ
ン
コ
屋

昔

偲

べ

ば

酒

の

苛

さ

千

年

の

雌

哀

を

秘

的

花

の

食

欲

そ

そ

焼

い

た



マ

ロ

ニ

エ

の

梢

の

折

る

る

冬

日

和

活

ぶ

く

れ

座

る

公

闘

の

精

子

金

婚

と

卒

寿

の

祝

ひ

重

な

り

て

次

な

る

夢

は

宇

宙

へ

の

旅

月
今
宵
そ
の
満
ち
虻
け
を
孫
に
説
き

寄

せ

て

は

返

す

雌

波

る

海

ゥ
倒
産
の
セ

l
ル
に
列
の
秋
品
。

L

ホ

y
ト
ケ

l
キ
に
バ
タ

l
た
っ
ぷ
り

見
得
を
切
る
歌
舞
伎
役
者
の
作
り
顔

玉

三

郎

の

追

っ

か

け

を

す

る

謎
め
い
た
絵
文
字
で
綴
る
ラ
ブ
レ
タ
ー

ク

レ

オ

パ

ト

ラ

の

名

前

刻

ま

れ

夏

の

月

融

制

肱

は

行

き

ぬ

影

長

く

村

人

集

ひ

雨

乞

ひ

を

す

る

波
つ
け
て
聞
に
出
で
し
母
今
は
亡
く

自

き

浮

雲

風

に

流

さ

れ

苛

く

先

は

何

処

の

岸

か

花

筏

巣

立

ち

の

舟

の

戸

の

や

さ

し

き

歌 《以点

制i 深大

ロ Z
ニニ V 

ニE
』

小
社
内
公
直

長
側
未

知

事

杏

奴

t
m
力

川
刈]

 

4
ノ奴直h

刈
wλ 4
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4
ノ

恥
苅直〕ブV

A
 

立直
P

知
H
川

名
和
未
知
捌

T丸山
V
U

)

E
メ
ー
デ
ー
を
ひ
と
り
雌
れ
て
土
手

の
径

白川寸

後

の

散

容

は

軽

く

ゆ

っ

く

り

殉

教

の

丘

の

型

院

光

り

ゐ

て

y
ル

不

ン

さ

ん

は

国

の

議

員

に

や
っ
と
来
た

雪

山
刊
誌
む
露
天
風
呂

う

し

ろ

安

に

ゆ

り

く

丸

、

灯

立
地
張
ら
ず
川
町
き
の

一
言
何
故
言
は
ぬ

カ

シ

チ

ュ

ー

ハ

イ

で

遂

に

告
白

ヒ

年

経

芦

屋

も

灘

も

復

興

し

も
う
か
り
ま
っ
か
ぼ
ち
ぼ
ち
で
ん
な

月

上

る

仏

屋

さ

ん

の

制

排

ひ

時

冷

え

冷

え

と

し

て

日

台

の

盟

十ゥ
避

く

ま

で

稲

扱

機

断

む

父

と

子

と

寝
付
か
れ
ぬ
夜
の
し
ら
じ
ら
と
明
け

懐
メ
ロ
の
ラ
ヂ
オ
歌
認
を
口
ず
さ
み

た
ま
り
し

写
真
ア
ル
バ
ム
に
貼
司
令

花

明

り

別

の

世

界

に

ゐ

る

や

う

な

春

う

ら

ら

か

に

出

き

琴

の

昔

ー1"1'
成成
一1--1 
四三
4年

凹二

月月
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八
東
京
深
大
寺
連
句
会
ー
その
こ
V

歌

『冬

す

み

れ

」

iIll 

ォ

下

町

の

井

戸

汲

む

音

や

冬

す

み

れ

早

や

も

飛

び

交

ふ

裂

の

笹

山

間

天

才

と

親

喜

ば

す

絵

を

摘

き

て

誰

の

血

な

ど

と

か

し

ま

し

き

こ

と

本

陣

の

月

見

の

宵

を

見

物

に

厚

物

咲

に

オ

オ

ワ

ン

ダ

フ

ル

ゥ

故

郷

の

海

的

は

よ

し

新

酒

よ

し

育

ち

し

家

は

い

ま

荒

れ

る

ま

ま

思

ひ

立

ち

足

向

け

て

み

る

神

楽

坂

問

は

ず

語

り

を

立

に

は

介

せ

ず

男

に

は

立

に

言

へ

ぬ

見

栄

も

あ

る

制

の

目

漏

れ

る

使

迩

不

明

金

こ

は

如

何

に

瓜

強

人

が

月

の

客

太

宰

の

延

に

と

ま

る

唖

蝉

浅

草

の

夜

の

匂

ひ

に

い

き

な

は

れ

電

気

フ

ラ

ン

を

飲

ん

で

た

め

い

き

始

め

て

の

気

功

仲

間

と

花

の

宴

再

開

発

の

港

ら

ら

カ
つ

路子之春 子 i，路 J砕路子之春子路春之路子

ナォ
堂

庭

先

ざ

る

平

み

揃

人

口

減

ら

ぬ

中

国

の

町

ン
ヤ
ガ

1
ル

の

新

婚

旅

行

空

を

飛

び

恋

す

る

彼

は

蛇

獄

の

中

砂

漠

に

は

E
占

ひ

の

住

む

と

い

ふ

王

子

の

影

と

パ

オ

パ

プ

の

影

休

め

ず

に

風

邪

を

こ

じ

ら

せ

戸

山
し

明

け

方

の

雨

い

つ

か

初

当

義

仲

奇

を

訪

ひ

そ

の

足

で

水

を

見

に

好

き

な

仰

者

薄

い

温

味

月

ま

と

か

チ

ヨ

ゴ

リ
の
似

合

ふ

隣

組

金

一

封

を

敬

老

の

日

に

:
設

虫

の

央

き

て

遺

影

の

若

々

し

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

ひ

と

つ

抹

消

慌

れ

の

白

い

ピ

ア

ノ

を

夢

に

口

ひ

昼

行

灯

と

禅

名

つ

け

ら

る

丸

々

仁

母

上

京

の

旋

花

王

ふ

は

り

と

羽

織

る

恭

の

日

掛

々

よ

と

中
山
子
路
捌

川
崎
胸

中
山
何
千

佐
伯
俊

偏
向
HHM

W
T
此
十
二
4
1
一月

1
問
H
V
H

平
成

f
問
h
q
h
H
!
七
H
M

TU人
目
)

主
州
中木
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《
車
以
探
大
苛
迎
句
会
ー
そ
の
三
V

歌

『
市

掛

制l

H寺

雨

燭

ゆ

る

る

弁

嵯

堂

や

霧

時

雨

裂

に

紘

様

の

ご

と

き

秋

蝶

月

を

待

ち

自

慢

の

歌

の

き

り

も

な

し

長

寿

の

秘

訣

教

へ

お

そ

は

る

硬

く

て

も

使

ひ

馴

れ

た

る

能

枕

祭

同

町

き

と

て

い

つ

も

世

話

役

ゥ
大

漁

の

肱

尚

々

と

ひ

ら

め

き

て

和

服

す

が

た

の

提

し

き

ひ

と

束

の

間

を

動

ね

て

も

つ

れ

る

乱

れ

髪

外

れ

馬

券

を

巻

き

上

げ

る

風

テ

レ

ビ

に

は

皇

后

さ

ま

の

彼

笑

ま

れ

夢

を

も

ら

ひ

し

ハ

リ

l
ポ

y

タ

l

山

の

端

の

淡

き

三

日

月

蜜

柑

む

く

税

調

に

ぐ

い

と

灘

の

正

宗

街

角

に

腕

み

を

き

か

す

棋

の

神

背

中

に

隠

す

龍

の

文

身

花

吹

雪

駅

弁

先

り

の

迫

ざ

か

り

手

皿

に

乗

せ

目

き

背

鰻

る

中
山
子
路
捌

4
畑

打

ち

て

山

内

ば

か

り

を

育

て

あ

げ

県

教

徒

め

き

て

噌

え

る

「
と

か

弁

」

山

先

に

民

を

お

と

し

て

パ

ン
を
食
む

帯

組

側

に

い

昨

き

傍

紘

提

昼

の

渡

り

帆

制

ふ

交

悲

占

叔

父

の

官

む

夏

枯

れ

の

術

ひ
っ
そ
り
と
い
た
は
り
合
っ
て
幸
せ
に

未

来

あ

れ

こ

れ

新

舶

の

頃

デ
ュ
エ
ッ
ト
の
文
句
の
ま
ま
に
な
る
不
倫

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
っ
て
お
出
掛
け

防

衛

の

海

岸

線

を

照

ら

す

月

子

却

を

迫

ひ

か

け

招

く

穂

t

z白
日
旧
竹

二

科

展

ま

た

も

選

に

洩

れ

首

ま

で

授

る

旅

の

品

品

帰

る

さ

に

同

じ

東

と

す

れ

迎

ふ

久

し

振

り

に

て

締

め

る

ネ

ク

タ

イ

記

念

樹

の

花

の

盛

り

の

城

下

町

京
，
の

優

し

き

う

ら

ら

か

な

闘

保路世f弘事 In-路脈弘審静路町t弘イ民静針313t

久
保
川
帥
男

路
地
主
帯
生

鈴
木
弘
子

内

藤

股

中

山

干

路争両容弘Z
 

附
陥
ゆ路

包

P血"牢弘
帥
川
ゆ路怜

げ
品川
V弘

平
成
イ
同
均

l
H
-
u
v
H

平
成
十
同
年
十
二
月
五
日
足
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古
)
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人

形

供

発

般

庶

火

猛

る

や

梅

雨

明

間

話

相

咲

き

こ

ぼ

す

広

き

中

庭

速

読

の

初

級

コ

l
ス

を

受

講

し

て

子

ど

も

を

最

せ

L
同

が

ぽ

く

ぼ

く

雄

大

な

観

月

の

宴

鵬

耶

に

了

へ

上

消

一

枚

羽

織

る

や

、

山

地

ゥ
干

帯

魚

は

色

な

き

風

に

踊

り

を

り

テ
ト

ラ
ポ
ッ
ト
に
坐
せ
る
ア
ベ

ァ
ク

老

骨

に

鞭

打

ち

恋

を

す

る

明

角

を

曲

が

れ

ば

居

酒

屋

の

町

開

応

を

祝

ふ

メ

l
ル

を

受

け

取

り

て

ロ
ビ

ー
を

飾

る

オ

ブ

ジ

ェ
華

や

ぐ

琴

の

音

に

き

り

め

き

昇

る

冬

の

月

ヒ

年

射

を

吹

き

冷

ま

し

つ

つ

山

加

の

城

を

株

台

に

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

低

床

屯

都

府

り

心

地

よ

き

川

中

神

を

配

る

社

日

に

掠

る

花

百

噌

り

に

事

の

広

ご

る

歌 《EllE l 

制l iMN L 

形

供
2d拾王三-

ドれ
九
静
月

戒

能

多

立
M

石
九
信
子

雌
胤
十

E

Ltw政

子ト
e政弘

ω
Ji

 
政aHJ 

n川i
 

J
 

政

石
丸
静
月
捌

トォ
ひ

ら

ひ

ら

と

野

山

'

の

仰

に

煉

遊

び

さ

っ

ぱ

り

読

め

ぬ

外

国

町

山

梨

え

ひ

め

丸

事

故

の

艦

長

来

て

謝

罪

女

性

ば

か

り

が

鋭

に

お

そ

は

れ

エ
ン
ド
リ
ン
。

D
D
T
は

然

リ

と

か

十

品

植

、

え

の

早

き

凹

防

相

機

心

太

ひ

げ

の

巡

査

が

殴

り

込

み

多

く

惜

ら

ぬ

霊

の

遍

一舵

好
き
と
一日
ふ
殺
し
文
句
に
ほ
だ
さ
れ
て

不

誌

に

転

が

る

パ

チ

ン

コ

の

一

上

月

止

の

た

ゆ

た

ふ

海

へ

舵

を

取

り

捌

略

い

て

終

は

る

合

目

別

:

古

橋

新

酒

ど

ぴ

ろ

く

等

を

酌

み

交

し

自

献

を

守

る

若

き

樹

木

医

未

開

地

の

旅

は

危

険

を

と

も

な

へ

る

相

林

の

絵

を

飾

る

官

邸

花

冷

え

の

疲

れ

に

足

沿

あ

た

た

か

く

者

の

ス

キ

ー

に

宜

を

誘

ふ

μ
十
曲
帆
11
1
川
門
仇
1

1

1

H
川

ド
岨
1
問

z
q
l
H
l' I 
h 
11 11 

匹Ic! l'i 

松
111 
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f 
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An
束
J

以
浅
作
辿
句
会
V

E
隅

田

川

程

よ

き

陥

の

弔

問

子

吹

か

す

煙

草

は

説

の

昧

す

る

傍

の

ジ

ョ

ン

は

足

あ

げ

お

小

川

出

持

日

正

す

高

町

内

外

白
タ
イ
で
お
辞
儀

一ニ

阻
ノ

ー

ベ
ル
日

1

1

 

町

人

の

ご

と

キ

怨

の

瑛

ヰ

に

余

る

E
き

乳

一一房
の
費
し
ゃ
の

い

よ

よ

華

や

ぐ

恋

の

道

行

f
t
 

永

遠

に

寄

せ

あ

れ

と

旧

相

手

し

て

見

守

る

友

も

心

哨

や

か

生

艇

を

出

子

で

通

す

地

の

月

ぶ

ら

り

ぶ

ら

り

と

や

や

媒

の

中

J
件

、

仕

度

桶

戯

の

足

さ

す

り

つ

つ

あ

が

く

許

り

で

っ

か

ぬ

麻

世

窓

向

う

屋

台

に

占

る

う

ど

ん

の

灯

何

は

と

も

あ

れ

一

家

団

緊

動
物
凶
花
降
り
か
か
る
河
町
内
の
背
に

小

学

問

歌

詐

を

燃

え

て

!fk 

初

時

雨

1111 

殺
議
判

膝

に

揃

窓

を

っ

た

う

て

初

時

間

4
聾

殺

生

け

る

小

さ

き

床

前

心

声

高

く

男

の

子

振

る

太

刀

鋭

く

て

道

行

く

人

も

足

を

止

め

居

り

電
飾
に
押
さ
れ
気
味
な
る
こ
の
良
夜

お

つ

ま

み

軽

〈

新

走

り

酌

む

ゥ
急

行

の

停

ら

な

い

駅

路

紅

紫
E
 

ホ

ー

ム

で

も

知

る

あ

の

女

の

戸

岩

風

呂

に

身

を

段

し

つ

つ

夢

一
夜

老

町

恋

文

旧

仮

名

で

書

く

も
と
か
し
く
縫
れ
た
る
糸
ほ
ぐ
す
指

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
生
れ

我
が

干
い
と
お
し

会

践

を

終

っ

て

出

れ

ば

月

涼

し

tv
A

3
H

，、、

会

鶴

の

限

付

水

刻

逃

散

怖
い
火
は
街
の
灯
よ
り
も
抑
え
て
お
り

前

世

末

世

も

風

の

ま

に

ま

に

花

仰

ぐ

頭

蓋

の

中

に

居

る

ご

と

し

親

子

の

遍

路

目

指

す

極

楽

忠
悦
五
十
子

式
川
利
子

苦
汁
康
夫

主
脱
党

中
野
陸
泊

町貯
紫

乃

世相

一

克

問
中
正
能

控
伏
壮

一
郎五恭成立注品ー紫正社

平
成
イ
四
年
十

一
月
十
五
日
目

平
成
十
四
年
十
二
月
十
三
日
出

(
於
大
手
町
新
公
庫
ピ
ル
該
話
室
}

時五社正 - TI. a争紫!Ii制五 一 正峨紫脱党五
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八
仙
台
せ
ん
だ
い
座
ーその

一
V

歌

朝

市

1111 

朝

市

や

掌

盛

り

目

量

り

高

売

り

遣

部

公

の

と

ぎ

れ

と

ぎ

れ

に

大

講

堂

最

終

講

義

始

ま

り

て

て

に

を

は

お

か

し

恕

い

自

の

人

月
日
計
る
い
つ
か
あ
が
り
し
走
り
雨

い
ろ
は
も
み
じ
の
わ
ず
か
色
づ
く

ゥ
ち
ち
ろ
鳴
き
母
の
夜
な

べ
の
ふ
え
る
頃

窓

の

明

り

を

確

か

め

て

訪

う

覗
き
込
む
仮
面
の
魔
女
の
微
笑
み
て

ス

カ

ー

ト

の

裾

踏

む

恋

敵

ふ
る
さ
と
の
道
は
や
さ
し

く

士
銀

く

発

電

に

よ

さ

風

よ

吹

き

ま

せ

あ

こ

が

れ

の

女

気

象

士

冬

の

月

焼

き

い

も

の

筒

泣

く

近

く

に

ご
苧
主
は
ま
だ
酔
眼
の
醒
め
や
ら
ず

迎

え

の

車

戚

慌

を

正

し

て

花

の

も

と

湖

底

の

村

人

再

会

す

能
川
障
の
石
に
タ
ン
ポ
ポ
の
咲
く

萱
場
健
之
捌

ナォ
ま
ま
ご
と
に
あ
き
て
飛
ば
す
よ
シ
ャ
ボ
ン
玉

ピ

ル

一

面

を

反

射

鏡

と

し

物
言
え
ば
揃
が
尾
を
振
る
夕
ま
ぐ
れ

白

紙

の

ま

ま

の

限

稿

用

紙

山

崎

山

を

眺

め

詳

し

て

夏

に

入

る

背

葉

づ

た

い

に

朝

の

声

明

怯
き
人
の
凶
伽
汲
む
膝
を
深
く
折
り

八

木

山

締

の

心

中

部

り

い
つ
し
か
に
芝

居
も
は
ね
て
胤
の
中

大

き

な

古

時

計

ち

く

た

く

と

天

命

を

直

に

の

ば

し

て

赤

い

月

急

ぎ

仕

立

て

る

旅

の

秋

服

:
番
所
跡
名
残
り
の
虫
の
か
す
か
な
る

作

務

衣

が

述

ぷ

里

山

御

膳

何
も
か
も
知

っ
て
る
よ
う
な
か
ま
ど
神

間

戸

を

聞

け

て

仰

ぐ

星

空

ま

み

ゆ

る

は

樹

令

千

年

し

だ

れ

花

鞄

片

手

に

幼

虫

の

ひ

と

品

工
綾

ホ

伊弘腰由同

=一

伊

藤

鈍

佐

藤

無

風

中
尚
一一尉

子

v
品

沌

佐
藤
阿

一房

群生
芥

子
滋己荒

川無5
 

」州内艶房芥沌阿木

平
成
十
問
均
五
月
一一

l
t
H
n

平
成
ト
凶
均
十
二
月

」1
六
日
出

(肝

エ
ル
パ

l
ク
仙
台

創
刊
ア
ト
リ
エ
) 房水鈍阿女沌芥雨無房鈍南芥房 ì.~ 水芥鈍
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《
仙
台
せ
ん
だ
い
出
ー
そ
の
ご
V

キ
歌
仙

「ヒ
カ
ソ
の
顔
』

蒋
待
つ
や
ピ
カ
ソ
の
顔
が
動
き
出
す

三

寒

四

温

の

街

に

若

も

の

ぼ
つ
ぼ
つ
と
キ
ベ
ン
パ
ス
に
幻
の
と
も
り
来
て

峨

跡

と

い

う

石

垣

ば

か

り

月
の
甚
引
き
う
け
ま
す
と
な
ぐ
り
書
き

お
あ
と
よ
ろ
し
く
虫
が
な
き
ま
す

ゥ
待
ち
わ
び
し
砧
打
つ
音
の
切
れ
ぎ
れ
に

君
柿
則
を
問
、
つ
も
未
だ
期
あ

ら
ず

学

徒

兵

見

送

り

し

院

に

雨

し

と
ど

捌

の

片

捌

わ

だ

つ

み

の

声

陽

あ

ま

ね

く

老

に

H
ん

じ

魚

干

す

立

さ

り

蝶

る

小

応

の

の

れ

ん

走

り

行

く

子

等

と

子

犬

と

夏

の

月

お

不

動

機

の

路

市

り

近

づ

く

大

川

に

並

び

し

筏

草

の

瓜

橋

の

む

こ

う

は

母

の

故

郷

花

嫁

に

欠

伸

の

う

つ

る

花

の

酢

い

ス

テ

ン

ド

グ

ラ

ス

白

き

蝶

舞

う

自
助
他
之
捌

住

雌

柾

風

主
正
介
子

日

腰

掛

山

伊
r

峰
山間

三

位
雌
阿

一一回隆A
叫

訓剛・3
 芥舟品喝南女非俊則包3

 
子釘

刊ー験
剛・3
 

h

凶也
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《
小
限
加
の
会
V

歌

銀

1111 

れ

移

り
く

るる

の

波

て

ナ
ォ
炉

開

き

の

替

へ

L

E
の

匂

ひ

た

っ

は

や

ほ

こ

ろ

び

ぬ

庇

の

水

仙

畳

校

の

干

ら

に

ぎ

や

か

に

通

る

ら

む

無

出

楽

で

す

自

家

製

野

菜

心

ま

で

た

だ

広

々

と

月

澄

め

り

鹿

の

角

切

大

き

声

あ

げ

新

走

古

酒

濁

り

酒

み

な

よ

ろ

し

手
に
手
を
取
っ
て
タ
ン
コ

・
ル
ン
バ
を

熱

さ

め

て

赤

の

他

人

に

な

り

ま

し

た

緒

方

貞

子

氏

ガ

ン

ン

l
賞

受

く

グ
ル
メ
腹
茶
出
け
が
と
て
も
う
ま
い
で
す

ゆ

っ

く

り

団

扇

っ

か

ふ

明

ら

ナウ
哀

の

月

は

ね

上

る

音

池

の

鯉

そ

こ

は

か

と

な

く

人

の

来

る

ら

し

一
万

歩

め

ざ

し

て

つ

け

る

万

捗

剖

毛

を

刈

り

終

え

し

羊

ほ

っ

そ

り

ゆ
ず
り
合
ふ
ベ
ン
チ
へ
花
の
吹
富
な
り

乞

食

の

伯

非

探

き

脚

村
田
治
労
捌男

中
野
た
つ
子子子弓ナした

村
山
比
佃

大
西
h
良

島
町
並

村
山
静

前
川
て

治的重貞て貞治 IW重た

平
成
十
山
51

十
月
一
|
一戸古
川
口

平
成
」l
山
今
4
1

一日
ニ
ー
一H
H出

(於

伊

勢

市
守
治
浦
川
町

銀

の

波

稲

ゆ

く

せ

原

鹿

の

出

て

山

里

の

村

月

階

々

時

た

つ

こ

と

を

忘

れ

ゐ

て

厨

の

母

の

何

き

ざ

む

音

地

球

儀

を

互

ひ

に

廻

し

さ

が

す

困

ア

ン

ド

ラ

を

行

く

椛

小

さ

し

ゥ
セ
ー
タ
ー
の
胸
に
飾
り
し
ペ
ン
ダ
ン
ト

こ
の
日
の
た
め
に
お
め
か
し
を
し
て

占

ひ

を

信

じ

て

あ

な

た

待

っ

て

ま

す

マ

イ

ナ

ス

イ

オ

ン

い

や

し

空

間

「
和

菓

子

の

日

」
限

定

版

売

予
約
す
る

備

前

け

し

手

を

洗

ひ

っ

つ

夏

の

月
志

摩

の

人

江

を

も

て

あ

そ

ぶ

日

朝

交

渉

開

姐

山

都

ア
ン
ケ
ー
ト
だ
か
ら
気
楽
に
マ
ル
と
パ
ツ

ふ

ら

こ

こ

風

に

い

つ

ま

で

も

ゆ

れ

花

の

散

る

そ

の

真

中

の

故

郷

よ

琴

の

音

な

が

山

木

の

甚

て重て i梓貞治 iEた貞た i時た治静治1fiてi当

掠
川
産
仲
剖
}
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〈
来
航
平
門
会
ー
その

一
V

歌

悪

月

1[11 

悪

月

や

海

に

流

れ

る

夜

の

川

蛸

蛤

生

る

、

前

の

い

な

な

き

旧

型

の

タ

イ

ム

マ

ン

l
ン

修

理

し

て

箱

に

し

ま

っ

た

切

手

璃

璃

色

;
2
2こ

小

愛

男

背

を

光

ら

せ

て

越

す

峠

か
ら

す

ム

酬明

子

入

り

の

パ

ス

タ

く

る

り

と

ゥ
数

珠

玉

の

転

が

る

事

の

あ

と

さ

き

に

舟

よ

舟

よ

と

安

珍

の

声

バ
ー
チ
ャ
ル
な
娘
は
脚
を
組
み
替
へ
て

JJ
T
ヲ
レ

j
'
ン

コ

分

裂

で

す

か

臨

時

欝

で

す

か

呉

れ

る

な

ら

鯨

く

ら

い

の

消

ゴ

ム

を

こ

ほ

れ

る

酒

に

映

る

銀

盤

皇

帝

の

命

受

け

て

発

つ

測

量

隊

賭

場

の

捉

は

俺

に

ま

か

せ

ろ

当
日
に
選
挙
区
変
へ
る
ゲ
リ
マ
ン
ダ
!

聞

い

た

傘

の

湾

州

聞

の

廿

花

を

待

つ

騎

駄

の

反

拐

果

て

も

な

し

ア

ラ

ビ

ア

服

の

春

風

に

括

れ

大
橋
俊
彦
捌

7

ォ
百
鬼
闘
忌
な
れ
ば
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
な
ど
弾
か
む

尻

ぬ

ぐ

ひ

す

る

友

の

借

金

カ

ナ

リ

ヤ

の

範

を

抱

へ

て

力

車

の

上

乱

数

表

で

キ

ミ

を

解

説

よ

も

つ

OPH
5
か

共

に

行

く

賀

県

平

坂

ほ

ほ

え

み

て

去

年

の

耐

闘

が

膿

ん

で

〈

る

夏

至

ぶ
く
ぶ
く
と
ぶ
く
ぶ
く
ぶ
く
と

二
番

藍

ιと

忠

臣

蔵

の

因

は

塩

な

り

ど
う
し
て
も
自
爆
の
ほ
か
に
な
い
の
で
す

山

学

阿

世

と

舵

姑

が

肱

く

は

つ

泊

ゐ

4
8

お

祝

に

廿

日

玄

中

を

写

メ

l
ル

で

嫁

の

好

み

の

薄

味

の

芋

P
ゥ
栄
光
の
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
孤
独
な
る

旅

の

衣

を

畳

む

掌

君
も
僕
も
屯
機
ゼ
ネ
コ
ン
見
切
り
売
り

一

つ

誤

字

あ

る

金

泥

納

経

身

の

内

へ

舞

ひ

こ

ん

で

く

る

花

吹

雪

遥

か

に

む

因

坊

の

山

森
眠
子玲t

 

官

慶

子

み

ち

定

史

慶

子

遊

国

春
眠
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An東
京

h
中
山
門
ふ
京
ーー
そ
の
こ

V

:仏

金

主"礼

毛根

イ111

仲彦子玲仲子昨

春
眠
子

実

早
俊

彦

桜

子

容
眠
干

ル
』

』
」

岬玲早

ー

そ

よ

風

が

舞

ふ

な

り

蝶

を

鎮

め

て

三

段

跳

の

ま

だ

情

地

せ

ず

海

担

を

越

え

て

異

国

へ

入

港

す

聞

に

洗

ふ

伐

の

脱

出
γ

援

を

束

ね

て

切

っ

て

前

に

位

く

右

目

は

汝

の

ピ

ロ

ー

の

干

さ

節

穴

を

一

円

玉

で

塞

ぐ

な

り

あ

っ

と

い

ふ

問

に

記

憶

氏

失

パ

l
ス
デ

1
枕
は
ず
な
り
て
久
し
か
り

証

牲

の

附

の

朱

き

給

印

臼

に

帯

ち

銀

他

の

ご

と

月

削

る

桃

に

仕

込

み

し

州

襲

幾

何

:fζ 

Z
聾

た

ぐ

る

た

く

れ

ば

そ

こ

に

好

男

人

は

が

や

が

や

猫

は

ご

そ

ご

そ

毛

衣

の

厚

き

践

を

ま

と

ひ

け

り

来

た

見

た

勝

っ

た

カ

エ

サ

ル

の

文

花
吹
省
あ
の
世
こ
の
世
を
吹
き
分
け
て

洲

の

平

を

漕

き

出

し

て

存

と 雅俊事

工
藤
醐
捌

山
地
帯
眠
子

雌

嗣

川
宜
容
帥

H
向

玲

太
政
雅
子

大嶋
俊

彦

以

忠

雄

子‘
」玲

俊

彦

瀞
眠
子

山

恒

子

春
眠
子玲

立

冬

や

燭

明

う

し

て

醐

鈍

る

pb
目白
"
が
へ
切

官

邸

て

ふ

ま

な

こ

金

環

鏑

矢

は

算

々

た

る

雪

に

放

た

れ

て

空

気

の

層

に

触

れ

る

地

下

政

月

見

草

駅

に

文

雌

を

説

み

始

め

案

山

子

だ

ん

だ

ん

傾

い

て

く

る

今
大

学

祭

利

酒

の

仰

さ

ん

ざ

め

く

凹

季

を

聞

は

ず

に

袖

な

し

の

服

崇
高
に
て
ひ
し
と
抱
か
れ
て
口
説
か
れ
て

滑

り

が

い

い

ね

君

の

構

造

eFヘ

薄

刃

も

て

蛇

の

肌

を

剥

い

で

ゆ

く

前

回

戸

の

月

を

ふ

い

と

消

し

た

る

大

梁

に

世

乏

神

が

住

み

つ

い

て

老

噺

家

の

山

出

か

け

も

ち

蛸

焼

も

や

は

り

目

以

に

限

る

と

か

勘

定

告

の

説

に

メ

モ

す

る

花

が

降

る

縦

柑

子

を

紘

ふ

ほ

に

慨

し

て

く

る

山

は

脱

ぞ

火
t事

と

日
出
実と事

雅 事事雅実と

平
成
4
1

凶
年
十

一
日
九
日
目
隠
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A

円
谷
川

崎
師
会
ー
その

-v

歌

木

の

実
』

仙

宝

石

の

如

く

見

せ

合

う

木

の

架

か

な

狭

腿

限

な

く

照

ら

す

名

月

芋

煮

会

聞

く

通

知

の

配

ら

れ

て

足

取

り

軽

〈

路

地

を

す

た

/

¥

粋

に

括

る

洗

い

闘

し

の

半

酬

酬

を

迫

き

友

よ

り

絵

手

紙

の

く

る

ゥ
生
ビ
ー
ル
ジ
ヨ

Y
キ
は
大
と
手
を
上
げ
る

金

魚

見

る

の

に

似

鋭

外

し

て

湯

煙

に

「

苧

干

代

日

記

」

憶

い

出

す

霊

し

き

想

い

ひ

と

り

あ

た

た

む

荷

量

処

字

の

而

白

き

峻

剛

山

踊

れ

め

っ
ぽ

う

辛

き

つ

ゆ

を

た

っ
ぷ

り

纏

蹴

り

の

缶

の

は

ず

れ

た

音

の

し

て

獅

子

身

中

の

虫

は

秘

性

と

か

議
月
を
官
、
え
ず
に
世
き
し
こ
と
あ
り
て

m
M

め

る

山

の

先

に

あ

る

も

の

糊

没

の

花

の

下

な

る

野

点

傘

の

ど

か

に

明

け

る

古

利

縦

波

奇

石
川
光
州
刀
捌

す
す
い刷

き

出

し

に

忘

れ

て

あ

り

し

制

袋

一一

人

仲

良

く

少

し

悦

惚

屯

子

辞

書

大

き

な

文

字

も

顔

寄

せ

て

判

明

指

族

は

茶

控

金

援

制

徳

利

矩

燈

ぶ

と

ん

の

艶

め

き

て

4
w曲
徹

摘

ん

で

月

に

占

う

白

内

陣

術

後

は

税

鼎

鮮

や

か

に

デ

フ

レ

対

革

良

薬

は

な

し

此

嵯

だ

け

の

問

と

焔

触

れ

ま

わ

り

制

断

み

荒

ら

す

指

の

あ

り

流

れ

行

く

水

に

浮

く

月

流

き

れ

ず

ノ

ー

ベ

ル

賞

に

揚

き

返

る

秋

t
ゃ

、
主
?
の
橋
の
下
住
む
ホ

1
ム
レ
ス

自

転

車

押

し

て

畳

り

来

る

坂

u
f
E
-

蹴

々

と

ニ

コ

ラ

イ

堂

の

錨

が

鳴

る

入

白

を

ま

わ

る

風

の

光

れ

る

花

守

の

花

追

い

求

め

花

の

夢

干

の

純

町

山

車

蝶

の

舞

う

中

災

F
AMT

牧草

町
川
節
子

柏
原
知

子
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光
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A
H

苦
悩

時
曜
会
そ
の
ニ
V

歌

『柚

子

風

呂
』

1111 

柚
子
風
呂
に
九
九
時
川
ん
じ
る
干
等
と
ほ

小

佐

に

彩

る

万

両

の

非

汽

車

の

音

轡

き

を

泣

く

述

ば

せ

て

ダ

ム

の

工

事

は

昼

も

夜

も

な

〈

沿
の
術
は
錫
か
き
分
け
て
結
え
て
よ
り

掛

画

に

さ

つ

と

臼

き

線

姉

〈

ゥ
月

細

く

見

馴

れ

し

山

の

迫

り

く

る

芋

煮

の

韮

の

監

が

ぐ

っ

ぐ

っ

嫌

と

い

う

言

葉

の

奥

を

知

ら

ぬ

人

引

込

思

案

が

ふ

い

に

大

戸

B
型

の

血

液

型

を

当

て

ら

れ

て

雪

解

日

士

の

見

ゆ

る

林

道

ご

ゐ

u
s

月

暑

く

五

六

八

茶

碗

の

削

の

味

与

党

野

党

も

破

れ

雑

巾

古

本

は

叩

あ

る

な

し

で

値

の

変

わ

る

雨

戸

が

た

/

¥

叩

く

つ

よ

ご

ち

花

の

雲

天

苛

の

肢

は

金

光

り

茶

広

の

墳

の

包

む

草

餅

者

う

ら

ら

合

格

通

知

報

せ

く

る

ク
ラ

l
ク

博

士

の

教

え

噛

み

し

め

肱

牧

町

サ

ラ

プ

レ

ァ
ト
の

毛

並

よ

し

兆

八》

新

聞

読

む

ホ

l
ム

レ

ス

ど

の

器

も

物

円

い

た

げ

に

海

を

向

く

刷

出

売

る

小

口
血

に

屯

配

的

腕

毛

糸

編

む

逃

ま

ぬ

手

許

君

故

に

嘘

が

本

当

に

化

け

て

夫

婦

に

女

人

も

つ

菩

薩

の

相

と

彼

叉

の

相

野

分

の

後

の

庖

根

ぼ

ろ

ぼ

ろ

膝

送

り

し

て

い

る

句

艇

に

月

き

し

て

伊

万

阜

の

出国

に

枯

艇

か

る

か

や

。“，
u'

:
渋

柿

の

熟

れ

て

終

日

山

騒

ぐ

飛

行

機

雲

は

真

一

文

字

に

百

姓

の

知

恵

に

観

天

皇

気

あ

り

刷

毛

で

払

い

L
本

の

脊

臨

訪

ね

来

し

初

回

神

拍

の

花

吹

雪

世

の

中

に

昭

和

迫

の

石
川
光
川
町捌子
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r
草

笠

市
川
美
代
子

日

光
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目
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知
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野
弁

一
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《
伊
努
反
応
大
仰
H

院
連
句
会
V

歌

『き
さ
ら
ぎ
や
』

制l

き
さ
ら
ぎ
や
円
空
仰
は
笑
み
を
秘
的

出

窓

聞

く

れ

ぼ

さ

っ

と

梅

が

香

若

駒

を

調

教

す

る

は

誰

な

ら

ん

金

鉱

掘

り

は

西

へ

西

へ

と

合

掌

家

集

落

照

ら

す

望

の

月

輪

開

い

っ

ぱ

い

の

茸

選

り

分

け

今
秋
鍛
主
役
を
決
め
る
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

紅

一
点

に

ち

ょ

っ
と

気

負

ひ

て

未

練

酒

銀

座

部

坂

六

本

木

人

の

振

り

見

て

反

省

の

わ

れ

改

革

の

知

事

執

務

室

ガ

ラ

ス

張

り

水

族

館

の

ジ

ュ

ゴ

ン

こ

ち

向

く

明
け
む

つ

の

錨

に

夢

き

め

月

涼

し

吾

子

苛

る

ご

と

く

瓜

の

脅

す

る

前
中
島
ら
ぱ
即
刻
体
制
と
と
の
へ
て

お

随

技

師

に

は

た

く

大

枚

翁

句

碑

人

を

集

め

る

花

の

山

雀

隠

れ

に

伸

び

し

草

丈

史

，
占
有
少
年
ら
キ
ヤ
ァ
チ
ポ

l
ル
に
戸
、
つ
ら
ら

駐

車

禁

止

の

や

た

ら

目

に

つ

き

耐

を

振

り

わ

れ

き

し

招

く

向

ふ

山

テ

ノ

ー

ル

響

く

ゴ

ン

ド

ラ

の

旅

加
で
た
て
の
本
場
パ
ス
タ
が
や
ま
盛
り
に

風
邪
を
ひ
く
な
と
そ

っ
と
抱
き
し
め

絵
草
紙
を
と
も
に
な
が
め
る
世
矩
悩

言

葉

の

壁

は

低

き

も

の

一

な

り

パ
ー
テ
ィ
に
親
普
大
使
手
ロ
叩
見
せ

蝦

の

蛮

態

虫

の

変

態

月

白

に

分

厚

き

事

典

的

く

り

ゐ

て

恩

師

の

肝

報

そ

ぞ
ろ

身

に

入

む

ナウ
引

回

す

干

柿

臨

ニ

附

ま

で

鋭

に

う

つ

る

空

は

用

璃

色

草

生

し

た

特

攻

器

地

は

創

然

と

肌

身

離

さ

ぬ

古

き

お

苛

り

露
天
場
に
浮
か
ぶ
落
花
を
掌
で
す
く
ひ

信

た

な

び

く

カ

リ

ヨ

ン

の

丘

り 史凶う日11 り

岡
本
耕
史
捌

111 凶
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一
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ふ
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秋
天
や
生
く
る
不
可
思
議
ふ
と
想
ふ

銀

杏

黄

葉

と

戯

る

子

犬

お
月
様
い
く
つ
と
虫
、
っ
た
ひ
ゐ
て

鉄

地

ゅ

の

音

カ

リ

と

か

そ

け

く

サ
イ
フ
ォ
ン
の
コ

ー
ヒ
ー
沸
き
ぬ
久
、
あ
し
た

ま

ず

扶

拶

は

鶴

の

来

し

こ

と

J
怖

留

の

珊

瑚

の

彫

り

の

際

立

て

る

細
き
う
な
じ
の
モ
ジ
リ
ア
ニ
め
き

待
つ
と
い
ふ
こ
と
の
鋭
し
さ
人
を
待
つ

共

白

髪

に

て

語

る

あ

の

頃

赤

米

の

酒

ふ

く

い

く

と

蚊

の

街

山

滴

る

を

事

の

ま

に

ま

に

ま

誌

の

帽

子

板

に

月

悲

し

パ

ト

ン

渡

し

て

時

は

過

ぎ

行

く

詩

に

な

ら

ぬ

事

の

み

多

き

新

世

紀

あ

れ

よ

あ

れ

よ

と

困

も

東

も

オ
ラ
ン
ダ
の
風
や
は
ら
か
に
花
盛
り

土

椀

跳

ね

橋

、

つ

ら

ら

木

の

僻

歌

A 
Z取
jj日

出
六
一人
連
句
会
ー
その

『生
く
る

イ111

v 
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主主
主 lL
M見
ヰそ

ナ
ォ

永

き

日

を

嶋

沌

県

に

医

を

教

へ

志

土

の

靴

掠

れ

ム

加

す

軟

白

坂

多

き

港

町

な

り

「
の

え

」
節

ク
ロ
ワ

y
サ
ン
の
パ
タ

l
た

っ
ぷ
り

茶
の
冷
め
る
に
ま
か
せ
想
を
守
主
税
め
る

逮

ち

近

ち

呼

応

年

の

夜

の

鈍

器
古
し
の
ち
ゃ
ん
ち
守
ん
こ
こ
そ
暖
の
友

波

し

尚

消

ぐ

老

の

盟

錬

ジ

ョ
ギ
ン
グ
に
ま
じ
り
柔
道
立
子
選
手

決

勝

地

点

に

フ

ィ

ア

ン

セ

の

腕

十

五

夜

を

言

祝

の

日

と

お

招

き

し

弛

拘

棚

に

て

グ

ラ

ス

か

た

む

け

ナ
ウ
ふ
う
ら
り
と
鬼
の
捨
て
子
の
全
宇
宙

「食
べ
も
の
世
く
な
」
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
小
屋

シ
ェ
パ
ー
ド
を

三
匹
述
れ
し
制
散
宇

コ
イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー

一
丁

目

刈

花

の

誌

彼

方

政

玉

見

売

抑

制

悲

の

擬

宝

珠

の

列

を

な

し

た

る

イ3
111 

中
ぬ

ま
さ
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《
ボ

応

部
I

ハ
じ
八
辿
何
人
以

l
て
の
一一

V

l肱

f)] 

鵜

1111 

呼

び

交

す

山

よ

里

迎

へ

て

う

れ

し

大

文

机

に

脳

栴

瓜

と

香

り

き

て

跳

ね

出

し

さ

う

な

掲

の

世

物

夜

更

け

て

月

は

静

か

に

日

り

ゆ

く

山

知

釣

る

人

の

一一民

る

突

先

甘

税

制

り

の

郊

外

授

業

雨

天

っ

き

=一

盟

の

先

的

効

き

目

前

ふ

七

掛

け

の

古

柿

は

今

年

は

悲

の

年

ダ

ン

ス

教

室

誘

は

れ

ま

し

た

額

縁

の

街

の

灯

赤

き

旅

す

が

ら

ア

ム

ス

テ

ル

ダ

ム

株

売

り

ま

す

三

角

を

い

ま

は

ひ

た

ひ

に

偶

慨

ら
く
だ
の
応
さ
ん
家
口
を
か
せ
ざ

い
く
た
び
も
怒
川
を
光
る
梅
雨
の
月

ふ

と

こ

ろ

具

合

発

泡

消

の

み

花

に

花

加

へ

て

ロ

ケ

の

花

吹

雪

ト

ロ

ッ

列

車

川

風

の

存 よ

の初

防正日

と旦

コ

浅
野
黍
穂
捌

」ヲォ了
苛
肌
も
て
会
終
わ
る

目
借
り
ど
き

じ

き

凶

丁

氏

凶

国

の

遍

路

涼

法

や

人

そ

れ

ぞ

れ

に

多

而

に

て

迎

に

一
度

の

タ

カ

ラ

プ

カ

行

プ
チ
盤
形
ど
こ
も
か
し
こ
も
奨
立
ぞ
ろ
ひ

信

長

好

き

と

露

見

す

る

事

汐

入

り

の

池

に

居

据

る

怪

釦

あ

り

一
ま

は

り

ほ

ど

老

け

る

先

生

太

箸

に

韮

持

組

純

す

る

り

逃

げ

マ

ウ

リ

の

市

は

プ

ロ

の

腕

前

排

姿

月

も

坪

か

れ

て

制

を

離

れ

穴

ま

と

ひ

と

て

ま

ど

ふ

秋

蛇

:
出

す

だ

く

殺

人

非

の

安

楽

死

リ
ラ
ク
セ

1
ン
ヨ
ン
つ
の
る
む
こ

り

犬

走

る

極

彩

色

の

ブ

l

メ

ラ

ン

通

販

グ

ァ

ズ

気

づ

け

ば

納

戸

盟

主

に

枝

量

る

る

花

の

野

か

と

も

ぐ
う
ち
ょ
き
ぱ
あ
の

子
等
に
除
去

ω 
ま
さ
し 干 木遊穂

黍

自
制
自

A
i
谷
容

攻
問

41

佐川 i事
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《
東
以
前
六
五
連
句
会
そ
の
一日
V

の

む

を

峨

ふ

や

虫

時

間

自

蕗

の

月

を

ほ

た

山

の

上

然

出

の

日

な

り

新

酒

を

供

へ

ん

と

刈
る
田
刈
ら
ぬ
間
早
稲
の
モ
ザ
イ
ク

な

ん

の

事

則

前

児

す

や

す

や

慌

の

中

陽

焼

を

願

ふ

極

北

の

民

ゥ
道

修

町

イ

エ

ロ

ー

ヵ

1
ド

は

捜

楽

3
h
 

針

金

に

衣

モ

デ

ル

往

き

来

す

美

し

き

占

星

術

の

人

殺

し

目

も

て

悩

殺

組

み

て

踊

れ

り

魚

の

色

鮮

や

か

海

の

託

き

国

浦

品

太

郎

つ

ひ

に

帰

ら

ず

餅
抑
く
は
め
で
た
め
で
た
の
月
、
つ
き
ま

筋

肉

融

け

る

病

あ

る

と

は

改

訳

が

ば

れ

て

テ

レ

ビ

の

拙

敬

礼

は

や

草

耐

の

丘

の

そ

こ

こ

、

綱

解

け

ば

犬

と

我

と

の

花

の

畳

お

ぼ

ろ

に

踊

る

遊

動

円

木

:肱

虫

1111 

C 

D 

H寺

雨

、

他風遊
。ヵ

山

口

猛

市

山t
し

知川

佐
川
千
恵
子文子子州

川

小
ハ
合
事
木
捌

3
一
持
の
リ
ズ

ム
重
な
る
「
終
お
記
」

先

師

の

息

吹

川

山

に

通

さ

ん

役
了
へ
て
落
葉
散
り
敷
き
ゃ
す
ら
げ
る

焼

芋

の

骨

に

皆

の

集

へ

る

苦
し
み
て
付
け
る
句
ひ
と
り
月
凍
て

‘

二

人

和

干

の

話

す

な

ご

や

か

地
ピ

l
ル
の
酔
ひ
は
ほ
ん
の
り
恋
の
唄

か

れ

と

党

し

き

短

夜

の

夢

使
徒
み
な
は
表
情
冷
め
て
絵
ガ
ラ
ス
に

第

六

r
人

制

怖

の

干

年

姉

よ

り

の

屯

簡

で

月

に

忠

ま

れ

し

民

き

人

の

亡

き

秋

は

寂

し

き

ナウ
通
ぶ
っ
て
液
刊
ひ
か
へ
め
に
走
り
荷
主

ホ

琴

胞

を

模

造

せ

る

官

定

年

を

岡

脚

あ

ち

こ

ち

訪

ぬ

暇

カ

メ

ラ

片

手

に

観

光

も

よ

し

花

枝

乗

る

身

延

は

祖

師

の

道

な

ら

む

谷

渡

す

る

官

の

近 似 尚子'T i¥ 
~桜応帳滞

執信義権{言 と

品
川
村

腹
() 

r事凧咳
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《
京
M

L

川
川
馬
場
述
句
会
V

歌

京
中
柿
飾
る
』

1111 

ふ

る

さ

と

の

串

柿

飾

る

茶

室

か

な

高

き

ホ

た

ぎ

る

初

韮

の

音

牡

丹

の

芽

乙

立

の

頬

か

紅

さ

し

て

裾

も

て

あ

ま

す

省

解

け

の

道

月

脱

寄

り

来

る

友

の

美

し

き

夜

目

遠

目

ぞ

と

老

女

笑

ひ

ぬ

ゥ
た

め

ら

は

ず

上

陸

に

坐

る

恩

師

而

仲

人

な

し

が

は

や

る

こ

の

ご

ろ

招

待

を

受

け

て

驚

く

干

の

挙

式

奉

祝

記

帳

み

な

脳

々

と

し

て

z
r
f
 

品誌

の

峠

空

の

躍

に

鴻

き

あ

が

り

思

惟

の

仏

の

指

の

た

を

や

か

野

天

風

呂

岩

に

腰

か

け

月

を

待

つ

も

の

附

ひ

た

げ

な

蛸

蜘

の

苗

秋

の

日

に

早

く

も

市

士

は

斎

く

昏

れ

陥

附

を

裂

き

ぎ

ら

り

狛

の

目

辻

々

の

花

舞

ひ

上

げ

て

風

過

ぎ

ぬ

八

十

八

夜

唱

歌

懐

か

し

之 九 三 3E丸常華之栄 三 之丸事華 三 栄丸之

ナォ
久

慈

川

に

タ

陥

か

が

よ

ひ

伐

る

閥

杖

を

選

び

て

明

日

は

退

院

制

ま

れ

し

糠

み

そ

の

こ

と

つ

い

忘

れ

い

く

さ

の

中

に

ラ

マ

ダ

ン

の

夜

燕
村
の
思
す
が
た
こ
こ
ろ
の
ま
ろ
や
か
さ

春

を

採

り

て

型

犯

の

迫

-u干

の

原

ち

り

ぢ

り

帰

る

幼

き

日

行

く

船

倒

的

ん

飢

布

振

り

し

斐

逢

引

の

遊

び

心

に

恋

も

耐

え

シ
ュ

l
ト
は
ず
し
て
大
地
た
た
き
ぬ

た

そ

が

れ

て

直

ぐ

澗

に

な

る

後

の

月

自

萩

た

わ

わ

胸

に

こ

ぼ

る

る

ナウ
檎

聞

の

畝

に

つ

ま

づ

く

喜

寿

の

人

お

き

ば

り

や

っ

し

ゃ

と

家

元

町

戸

宅

其

搬

り

改

め

て

知

る

わ

が

背

丈

孫

が

繰

り

出

す

尽

き

ぬ

謎

々

花
に
寝
て
ひ
と
よ
の
夢
も
か
は
る
ら
し

矢

よ

り

も

迅

く

つ

ぱ

く

ら

め

飛

ぶ

粧
伯
俊
之
捌

佐
伯
俊

伊
様
坊

杉
山
芳

杉
山
杉

町
玲
陽

平
成
十
凹
年

一
月

三
H
白

ザ
成
十
四
均

一
月
イ
七

H
厄

(肝
杉
山
邸
)
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《
待
川

多
庄
市
連
句
会
V

半
歌
仙

『過

疎

の
島
』

白

蓮

の

廃

寺

に

咲

く

や

過

陳

の

ぬ

ま

だ

調

は

ず

飴

の

声

希

望

せ

し

春

の

異

動

で

故

里

に

得

意

の

ポ

ー

ズ

記

念

品

影

満

月

に

引

き

連

れ

歩

り

く

霊

犬

と

怯

手

入

す

る

休

日

の

午

後

ゥ
秋

祭

稽

古

の

獅

干

の

鉦

太

鼓

帰

郷

し

ま

す

と

討

の

使

り

に

誕

生

石

ル

ビ

ー

の

指

輪

開

ら

れ

て

ま

さ

か

リ

ス

ト

ラ

夢

に

思

は

ず

同

僚

を

誘

ひ

て

く

ぐ

る

純

の

れ

ん

ど
う
と
倒
れ
る
フ
セ
イ
ン
の
抽
出

波

寄

せ

る

月

の

峨

犠

海

蛍

冷
え
し
ピ
l
ル
を
自
販
機
で
口
ひ

ダ
イ
エ

y
ト
す
す
め
る
チ
ラ
シ
気
に
か
か
り

一

念

発

起

盤

へ

パ

ソ

コ

ン

肌

あ

げ

の

大

会

集

ふ

花

の

丘

仮

に

お

ぼ

ろ

人

麻

呂

の

歌

碑

日
森
秋
義
捌

恐
怖秋

義

古
川
千
代
他義， 

千
代
位説

千
代
む経

千
代
む殺

ー-[97 

" 

千
代
他義

千
代
血義

千
代
他

ド
成
ト
“
年
四
月
1
・ハ
H
同
地

(於
多
世
山
町
ひ
ま
わ
り
同
地
公
民
館
)

義



A
H
京
都
多
申
連
句
会
V

半
歌
仙

『河

豚

料

理
』

宇
田
川
町
河
豚
料
理
と
は
な
つ
か
し
ゃ

折

か

ら

激

L
吹

き

荒

れ

る

雷

終

識

の

原

稿

準

備

パ

ソ

コ

ン

で

濃

い

め

に

沌

れ

る

熱

き

獅

排

ひ
と
し
き
り
雲
間
四
月
の
さ
や
か
な
り

介

護

の

疲

れ

夜

長

う

と

う

と

ゥ
鰯

々

と

葛

の

葉

渡

る

二

弦

琴

夢

に

抱

き

し

美

女

は

西

施

か

撚

元

の

刺

繍

は

彼

の

イ

ニ

ン

ヤ

ル

三

十

年

も

前

の

思

い

山

駅

袈

に

再

開

発

の

ピ

ル

並

び

紫

け

む

る

巴

単

に

似

た

日

以

乾
杯
の
ピ

l
ル
ジ
ョ

ッ
キ
を
月
に
向
け

話

題

賑

わ

す

子

述

れ

か

る

が

も

的

韮

の

吉

備

津

の

神

事

占

え

り

続

く

並
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滞
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腕

竿

佐

き

日

良

き

胤

立

ち

に

け

り

剛

山

の

干

ば

か

り

が

三

人

の

夏

河

川

敷

銀

輪

つ

ら

ね

打

ち

と

け

て

着

メ

ロ

が

鳴

る

ポ

ケ

ッ

ト

の

中

段

月

に

衛

星

版

活

終

了

す

加

減

よ

ろ

し

く

新

小

豆

指

え

ゥ
今
年
酒
宮
紫
す
く
な

に

悲

し

向

か

い

ウ
プ
に
見
え
て
も
実
は
ド
ン
フ
ァ
ン

ピ
ア
ニ
ン
モ
フ
ォ
ル
テ
手
管
も
掠
々
に

ひ

た

ひ

た

ひ

た

と

迫

る

静

寂

ベ

イ

オ

フ

の

対

抗

措

に

こ

と

も

艦

〈

民
ロ
川
氏
、
ヴ
ラ
ァ
プ
に
テ
イ

ヌ
シ
ユ

身

ほ

と

り

を

小

さ

く

織

的

神

的

制

司

却

の

一

回

日

を

横

切

る

端

研

に

て

俗

伝

を

知

る

"

の

在

aH
』ワ

泣

を

執

り

し

墓

碑

銘

花

盛

り

半

蔵

川

の

大

使

館

貴

顕

着

飾

り

忘

れ

霜

踏

む

歌 《3凪. 

制I ~と

44 L の-

ち v 

ぬ
』

伊
雌
桜
山ゆ
捌

川
中
雅
子

目
黒
駐
車

検
山
わ
こ

佐

々

木

け

ん雅、
」す雅諸国

VT
 

わ雅+' 
3
 

4
4
 

雅わ彦

ド
成

i
問
句

μ
H
I

ナ才
同

定

に

巣

箱

の

下

の

賑

や

か

な

と
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が
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が
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係
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よ
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だ
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冷

や

し

い

て

馴
れ
初
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は
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を
踏
ま
れ
て
総
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付
き

そ

の

ま

ま

添

え

る

生

命

大

切

木

道

も

ガ

ス

も

屯

気

も

と

め

ら

れ

し

知

ら

ぬ

願

し

て

持

ひ

と

つ

ま

み

月

の

石

地

球

と

向

じ

組

成

に

て

ま
る
め
ろ
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尖
の
つ
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や
か
な
こ
と

1
濁
調
的
む
虻
梨
た
な
ご
を
お
目
当
て
に

野

仏

ば

か

り

怖
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束
県
中
央
辿
句
会
そ
の
ニ
V

E臥

『月

代

。コ

仙

コ
ス
モ
ス
に
何
を
か
風
の
さ
さ
め
ご
と

月

代

ほ

の

と

よ

ぎ

り

行

く

鷺

悠

久

を

ま

と

う

山

頂

鋭

け

く

て

チ

ー

ズ

ケ

l
キ

に

は

し

ゃ

ぐ

兄

弟

未

監

理

の

史

料

を

し

ば

し

片

隅

に

軒

端

に

移

る

雪

の

明

る

さ

ゥ
灯
油
売
り
「
ペ
チ
カ
」
の
曲
を
流
し
つ
つ

彼

の

マ

フ

ラ

ー

九

分

ど

お

り

編

む

揺

り

椅

子

に

思

い

出

い

く

つ

酋

色

対

角

線

は

無

機

に

交

わ

る

原

発

の

ラ

イ

ト

は

波

に

静

ま

り

て

P

の

MM
ιg

n
v
b

卯

花

月

に

未

来

占

う

い

っ

し

ん

に

甥

の

皮

剥

ぐ

指

白

く

舞

妓

上

り

の

脂

の

許

判

生
き
馬
の
目
を
抜
〈
パ
リ
の
ダ
イ
ム
ラ

l

パ

ス

は

奇

抜

な

車

体

広

告

花

際

に

大

道

芸

が

筒

を

吹

き

入

学

式

に

伴

を

す

る

犬

し
げ
と自

し 満 洋

'f 
舞尚子鮮と子
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目
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か
な
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制
力
阪
の
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撲
で
、
出
を
も
た
ら
す

主
力
の
来
士
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小
林
し
げ
と
捌

;
銀

河

系

宇

宙

の

サ

イ

ン

腿

ら

か

に

家

系

図

な

と

は

な

い

方

が

よ

い

七

五

調

守

る

藤

村

の

『
若

菜

能

」

事

能

の

街

は

ギ

ャ

ル

で

版

わ

う

た
わ
む
れ
に
掛
け
た
言
葉
に
火
が
つ
い
て

慈

母

観

音

に

浮

か

ぶ

間

影

桜

乱

れ

て

涙

な

が

ら

の

川

千

。

も

う

熱

制

は

冷

め

て

し

ま

っ

た

日

手

株

は

則

待

空

し

く

下

げ

つ

づ

く

ピ

ル

の

谷

間

に

残

る

胤

つ

ぱ

銭

湯

の

煙

突

沿

い

に

月

昇

る

し

ま

い

忘

れ

た

竹

牒

捲

く

:

や

や

梨

の

社

務

所

に

集

う

稲

荷

緋

ま

っ

た

け

飯

の

隙

も

っ

ぱ

ら

太

鼓

判

押

さ

れ

て

干

後

は

順

調

に

見

渡

す

か

ぎ

り

霞

む

旅

の

日

わ

が

国

も

に

ら

い

か

な

い

の

花

悦

り

仲

睦

じ

遊

ぶ

牒

苛 満洋

小
体
し
げ
と

目今 iH，1， 付 IU

洋満博
出

子 々々苗

満

子

し
げ
と制

問
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々
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子前
悶

揮
し
げ
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以

小
池

ま
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企
円
京
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中
央
連
句
会
ー
その
=一
V

半
歌
仙

f告

替

‘え
』

幼

児

の

手

に

食

替

え

の

あ

ど

け

な

し

出

回

土

の

山

と

は

や

す

七

草

藁

屋

根

に

色

鮮

や

か

な

桃

咲

き

て

東

風

が

纏

っ

た

帽

子

こ

ろ

が

る

月

の

さ

す

軍

棚

に

命

い

と

お

し

み

鯛

り

口

で

は

航

下

げ

お

り

ゥ
天

下

人

利

休

に

心

称

わ

れ

て

女

の

怠

地

よ

頑

と

廊

か

ぬ

裏

声

で

恋

の

顛

末

一

な

が

な

が

と

ギ

タ

!

の

弦

が

泣

い

て

お

り

ま

す

ク
レ
ジ
y
ト
カ

l
ド
の
落
ち
る
日
が
迫
り

ビ

ー

ル

ン

ユ

ワ

ッ

と

月

に

蝉

け

て

ヤ

コ

プ

病

誰

の

罪

や

ら

H
し

と

ど

世

の

行

く

末

は

な

る

よ

う

に

な

る

仏

法

も

弥

助

菩

離

の

待

た

れ

お

る

海

に

向

か

っ

て

投

げ

る

員

般

餅

花

を

飾

り

華

や

ぐ

御

本

陣

当

は

し

ん

し

ん

雁

木

か

く

札

る

土
屋
実
郎
捌

悩
ホ
千
明

今

村

苗

j
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平
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車
帖
三
時
金
V

1且

『そ
の
道

の

制l

そ

の

辺

町

制

き

が

よ

ろ

し

宙

の
峨
峨

日

だ

ま

り

に

附

く

冬

の

お

町

通

る

昔

の

力

士

背

広

岩

て

小

学

校

に

土

依

荒

れ

を

る

ラ

ク

ダ

行

く

月

の

沙

棋

を

遥

々

と

赤

い

羽

根

つ

け

コ

ー

ラ

ス

に

立

ち

ゥ

爽

や

か

に

教

会

堂

町

大

司

教

十

字

梨

前

に

評

ひ

合

ふ

霊

初

め

て

の

二

人

の

朝

倒

心

こ

め

い

つ

の

間

に

や

ら

座

敷

輩

が

切

々

と

遠

野

の

は

な

し

接

部

り

何

の

知

ら

せ

ぞ

鈍

の

昔

述

か

軒

の

月

祇

闘

喉

子

に

一史

け

て

行

〈

品

W

4
F

貴

船

川

に

は

川

床

と

も

さ

る

る

は

か

ら

ず

も

向

ふ

山

町

か

ら

友

の

罫

天

狗

に

逸

ひ

に

山

に

入

る

と

た

し

花
の
信
手
折
り
枝
折
り
を
目
じ
る
し
に

無

人

の

境

に

御

形

蓬

が

鵜
滞
治
久
捌

鶴
市
治

諸
島
一掃

制
作
風

人 1R 久人 1E 久人容夕、人ï;!久人f.1 ~ 人 1F 久

E
離

職

し

て

般

郷

耕

す

男

あ

り

苦

労

の

叩

裂

が

今

集

り

つ

つ

こ

の

世

で

は

神

も

叫

教

と

争

ふ

か

核

の

ボ

タ

ン

を

押

す

は

何

者

大

氷

柱

垂

れ

し

洞

閉

山

地

の

怯

む

稲

川

町

か

ん

と

ひ

た

に

豆

撤

〈

傾

城

に

減

無

し

と

は

知

れ

た

れ

ど

ほ

れ

た

男

に

討

入

り

手

引

き

訟

蛇

木

合

闘

の

肱

が

風

に

踊

れ

物

の

慌

そ

っ

と

町

中

を

通

る

ア

ル

プ

ス

は

天

に

辿

な

り

上

り

月

日

開

る

燕

の

巣

の

み

残

る

は

E
，旋

虫

の

文

恋

ふ

沙

汰

に

袖

絞

り

陽

気

の

具

合

気

に

な

る

タ

ベ

縁

側

を

時

折

胤

が

吹

き

ぬ

け

る

括

対

手

の

隣

人

訪

ひ

来

久

々

の

茶

室

の

容

に

花

明

り

歌

仙

世

き

終

へ

は

ん

な

り

昨

日
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A
H

知
情
脱
出
述
句
会
そ
の
-
一V

歌

『野

火

走

る
」

1111 

胸

よ

ぎ

る

戦

の

不

安

野

火

走

る

た

た

ら

を

路

み

て

抑

り

し

薄

氷

春

惜

し

む

舞

踊

町

会

の

幕

開

き

て

胡

弓

に

あ

わ

せ

歌

、

つ

ま

な

ざ

し

月

あ

お

き

騎

駄

に

縮

ら

れ

紺

の

道

同
の
附
に
ほ
ろ
り
、
山
み
る
ど
ぴ
ろ
く

よ

抽

願

の

写

経

納

め

る

萩

の

寺

亡
き
ひ
と
恋
え
ば
い
の
ち
な
ま
め
き

百

年

の

眠

り

を

覚

ま

す

唇

づ

け

に

ビ

ー

ド

ロ

イ

ル

カ

飾

る

窓

際

税
務
唱
の
主
に
お
ど
け
る
ア
ド
パ
ル
ン

年

金

ゼ

ロ

と

泊

つ

ぶ

や

く

波

枕

板

子

ま

か

せ

の

月

諒

L

芭

蕉

の

一

句

し

る

す

白

扇

吟

ず

れ

ば

人

生

う

た

た

五

十

年

く

る

り

く

る

り

と

回

る

縄

跳

び

た

た

な

ず

く

泣

き

山

々

花

雌

り

運

餅

摘

く

音

の

か

る

や

か

引
地
冬
樹
捌

ナォ
品

開

の

県

に

課

外

学

級

は

じ

ま

り

て

手

に

は

デ

ジ

カ

メ

且

は

長

靴

ア

ト

ム

君

い

ざ

出

発

だ

宇

宙

ま

で

遊

泳

し

つ

つ

ベ

ア

I
ス

ト

ロ

ー

ハ
1
ト

突

く

紙

飛

行

機

に

霊

が

長

え

む

ら

さ

き

に

咲

く

蛾

洞

史

陀

総

務

銃

口

に

干

連

れ

弧

が

振

り

向

い

て

夜

鳴

き

そ

ば

な

ど

す

す

る

町

角

改

革

は

民

の

州

み

の

mす
ば

か

り

す
か

っ
と
す
る
ぜ
あ
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

松

鮪

に

友

と

重

ね

る

月

の

盃

病

み

伏

す

雌

の

涙

ひ

と

す

じ

t渡
し

場

の

茶

屋

に

柔

和

な

塞

の

神

ね

ら

い

定

め

て

蹴

る

け

ん

ぽ

石

環

境

に

や

さ

し

い

民

を

め

ざ

し

つ

つ

自
分
山
ー
な
ど
も
引
い
て
み
ょ
う
か

初

日

浴

び

湯

気

立

つ
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後
の
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大
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入

学

祝
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の

酒

蒸

し

ふ樹 w労 智 芳 樹 ふ 中'i，'i樹ふ樹行芳ふ樹柏:

引
地
冬
樹

一目

智

子

山
み
芳
香

刷
機
峰
ふ
み
子樹君芳ふ側

w
t
h
H
 

樹
P
A
N
 

押

u
掌
刀樹観

M
#
h
H
 

P
必

ド
成
ト
h
h刊
一一
川

i
H
n

平
成
」l
vh
年
凶
川
一
l
u足

(F
A
X
I
H
)
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An
船
凶
慨
世
世
辿
句
会
ー
その
ニ
V

歌

緑

つ
』

立

Ilh 

老

幹

に

な

お

大

志

副

知

的

緑

立

つ

潮

時

宵

り

さ

わ

ぐ

東

風

の

賎

が

屋

春

眠

を

目

覚

め

し

嬰

の

ほ

ほ

え

み

て

真

白

き

稿

を

胸

に

抱

け

る

6
n
'
 

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
楽
に
淵
ぎ
出
す
月
の
舟

案

山

子

は

何

時

も

野

良

の

詩

人

さ

ロ
ヲ
W

41

ゥ
雁

来

る

と

備

狩

の

品

定

め

今
日
は
デ

l
ト
に
ヴ
ィ
ト
ン
着
飾
る

ぬ
け
ぬ
け
と
女
優
み
た
い
と
ホ
メ
殺
し

秘

骨

の

給

料

き

っ

と

ピ

ン

様

ね

五

右

衛

門

も

呆

れ

果

て

た

と

苦

畏

い

六

桜

前

浄

ざ

l

ん

げ

償

悔

行

水

の

月

に

み

ら

れ

る

背

の

刺

背

犬

の

鼻

に

も

天

瓜

粉

打

ち

一
仕

郁

か

た

を

つ

け

た

る

独

り

酒

辞

書

を

引

き

引

き

学

ぶ

ラ

テ

ン

開

花

ぴ

ら

に

臨

を

卸

か

せ

霊

干

さ

ま

彩

雲

な

び

く

春

の

あ

け

ぼ

の

和樹子 二 割l桂樹雄樹 事i巷京樹雄子子子樹

，
ォ
若
鮎
の
温
の
ほ
ど
よ
く

m
に

盛

り

行

政

改

革

す

ぐ

に

骨

蚊

き

わ

れ

こ

そ

は

憂

国

の

士

と

倒

叫

し

Lhv
な
り
し
ゃ
な
り
と
流
し
目
を
す
る

死

を

附

し

て

官

の

国

境

走

り

抜

け

熱

制

一
引

き

し

っ

き

さ

れ

つ

寒

山

も

拾

得

も

は

や

高

餌

前

の

座

席

に

ベ

ッ

カ

ム

頭

サ
ァ
カ
ー
の
ニ
ュ
ー
ス
読
む
問
に
来
り
越
し
て

相
子
も
シ
ベ
岬
ノ
も
ベ
ア

ル

y
ク
で

月

例

町

秋

篠

奇

に

願

を

か

け

帥

の

拠

よ

り

脱

の

鳴

く

戸

1
控

年

の

阿

他

火

男

浮

か

れ

出

で

婦

武

者

も

差

L
手

退

く

足

細

川

を

波

る

乙

立

に

鈴

ひ

び

き

新

制

日

ら

に

昭

和

述

け

く

ほ

の

ぼ

の

と

八

州

は

な

や

ぐ

花

前

線

お

ぼ

ろ

の

宵

を

惜

し

む

振

袖

引
地
h

降
、
樹
捌

水引
井地
京 4

~r， J~! 刊i
口 '"粂
義布1巷

l1i r例
制! ，長
1M. n 
t.a!: 1_1 

平
成
十
川
均
一ニ
月
二
十
八
日
目

平
成
十
四
年
ヒ
月
二
十
五
日
地

(於
千
代
川
区

日
本
ピ
ル
)

今和1&'巷京 布l樹 京事l樹 京 事!樹京布I樹和慶
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A

円
世
情
筑
地
連
句
会
ー
そ
の
三
V

歌

五

月

H青

官h

筑

波

制

の

さ

み

ど

り

匂

う

五

月

附

下

界

見

お

ろ

し

麦

茶

一

服

T
ン
ャ
ツ
に
海
よ
り
の
風
は
ら
ま
せ
て

不
況
蹴
飛
ば
せ
ワ
ー
ル
ド
サ

y
カ
l

弓

張

へ

勝

利

の

杯

を

日

く

あ

げ

ス
イ
ン
グ
に
の
る
ワ
ル
ツ
き
わ
や
か

ゥ
と

り

落

す

秋

の

一一踊

が

縁

と

な

り

ホ

ン

キ

と

浮

気

か

け

る

天

秤

借

老

を

契

り

し

指

輪

や

や

ゆ

る

み

恋

句

ば

か

り

が

う

ま

く

な

り

ぬ

る

ベ
ル
ン
ャ
猫
屋
棋
か
ら
屋
収
へ

脱
走
し

捕

ら

え

て

み

れ

ば

元

は

普

官

紡

叫

に

お

ろ

が

む

月

の

冴

え

わ

た

り

棋

深

刊

な

ど

し

ん

み

り

と

吸

う

1
t
 

盤

錬

と

い

う

は

な

か

な

か

退

問

で

芭
批
判
ー
の

「
わ

ぴ

」
に

未

だ

歪

ら

ず

花

大

樹

千

歳

枝

垂

る

る

山

盟

に

目

惜

時

な

る

馬

の

い

な

な

き

樹畠巷 Ijt樹 二 子子樹

ー
陽
炎
へ

打

っ
て

出
ょ

う

か

市

議

選

挙

半

官

あ

て

て

幸

先

の

良

し

山

鳴

り

て

引

に

差

し

た

る

結

び

文

間

に

こ

も

り

て

ひ

と

り

辞

性

引

く

教

主

に

サ

マ

i
ド

レ

ス

町

立

述

ら

抜

き
言

葉

も

も

う

慣

れ

ま

し

た

飢

悩

を

絶

て

と

は

無

理

な

お

怖

で

末

期

の

桶

に

母

郷

旅

す

る

小

鮒

な

ど

掬

い

し

川

町

石

ま

ろ

く

あ
ざ
均
し
タ
マ
ち
ゃ
ん
ひ
ょ
い
と
蹴
出
す

月

自

の

虫

山

に

立

つ

二

本

松

赤
い
羽
似

つ
け
ち
ょ

っ
と
ま
じ
め
に

:
メ

ト

ロ

降

り

鋭

座

に

酌

め

る

今

年
調

滅

び

し

も

の

は

み

な

懐

か

し

く

何
時
ま
で
も
若
い
で
す
ね
と
褒
め
ち
ぎ
り

眼

鏡

拭

え

ば

風

の

光

れ

る

花
び
ら
を
桜
い
ち
め
ん
に
数
き
つ
め
て

鳴

き

交

わ

し

つ

つ
絡
の
引
く
ら
ん

執

術

n義

引
地
冬
樹
捌

水リl

"地
1A4F 

耐
久• 巷

l何
~ 
H .， 

聞
紙
ど相

目
"相

。京樹往 I1樹巷呂京

平
成

1
問
均
五
円

一I
JA
H円

平
成
十
同
年
九

H
一十

l

ハ
円
国

(肝

筑

世

連

句

会
) 日

'" 
樹 l-i荏 干 誕 京雄今m京 巷和樹 替手日京石
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an
航船
健
蹴
世
迎
句
会
ー
そ
の
問
V

歌

鍬

め

告白

イ111

固

に

神

を

還

し

て

鍬

の

始

め

と

す

時

折

宮

町

舞

え

る

若

菜

野

春

の

炉

を

阻

み

話

の

弾

む

ら

ん

新

入

社

員

府

を

張

り

ゆ

く

此

丁

の

香

も

お

ぼ

ろ

な

る

月

の

道

カ

!

ナ

ピ

ば

か

り

刷

る

ド

ラ

イ

ブ

ゥ
夢

を

呼

ぶ

千

枝

一
夜

の

物

知

り

嘘

鮮

や

か

に

恋

は

盲

目

何

も

彼

も

捨

て

る

党

慌

の

逃

避

行

西

日

さ

し

た

る

古

き

ア

パ

ー

ト

琉

金

の

尾

の

旋

回

が

華

や

ぎ

て

政

界

汚

職

ま

た

も

黙

秘

か

月

妖

L
魁

魅

魁

魁

が

胸

に

挫

み

と

ん

ぼ

う

追

う

て

振

る

捕

虫

網

秋

深

む

銭

E
の

離

れ

そ

の

ま

ま

に

俳

融

制

の

附

と

酌

め

る

旨

網

み

は

る

か

す

泣

き

山

々

花

盛

り

相

附

剖

町

の

群

れ

に

も

足

が

現

れ

，
ォ

奥

能

笠

へ

相

氏

を

心

却

す

忘

れ

霜

お

国

枇

り

の

緑

山

ん

聞

き

性

き

弥

陀

続

に

ひ

た

す

ら

鎚

る

寺

桁

で

煩

悩

い

ま

だ

我

を

は

な

れ

ず

紋

服

の

柑

付

け

と

る

母

年

川

語

矩

維

に

摘

の

眠

る

か

た

わ

ら

中

東

の

戦

火

過

大

に

気

も

そ

ぞ

ろ

女

円

前

け

灰

に

な

る

ま

で

古
品
ま
で
も
比
間
開
通
理
と
普
い
つ
つ

心

変

わ

り

を

す

る

も

殺

な

き

誌

を

脱

ぐ

月

に

出

か

岳

町

押

か

ぶ

早

稲

の

都

政

の

括

れ

も

卦

L

Z
帆帽

子

江

干

る

旅

世

間

も

山

円

や

か

に

初

球

ヒ

y

ト

で

飾

る

叫

し

さ

木

挫

の

訟

が

舞

阪

の

彩

を

持

ち

和

紙

の

匠

の

指

が

生

む

技

制

没

の

花

に

遊

び

し

花

疲

れ

盗

り

帯

る

伐

の

戸

ニ
羽
初
干
捌

'" q， 
紫風

ii i阿川
制 本 件 川 本

智総量 利芳

利芳紫風智絞霊利 芳 紫 胤 子干子 公香雲来

よ

執

干
成
」1
五
可
一一一日

一l
u
vH

i
E
一

L
I
u
j
q
i
s

l
H
」

1
1
旬
H
I
P
-
R

{文
百
)
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an
金
沢
説
挫
辿
旬
会
ー
そ
の
丘
一V

短
歌
行

原L

炎

初0
・
風
長
や
猫

折

々

に

昨

伸

び

す

る

杉

花

粉

舞

う

畳

の

ひ

と

と

き

一
年

生

帰

り

を

母

は

待

ち

わ

び

て

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
つ
い
作
り
過
き

初
ウ
月
見
摘
す
き
版
が
ま
ん
の
ダ
イ
エ

Y

ト

戸

細

り

ゆ

く

え

ん

ま

こ

お

ろ

き

杭

陰

に

臨

教

授

の

小

治

舷

妾

版

な

が

ら

し

か

と

家

元

独

身

で

英

明

で

英

戸

気

が

掠

め

る

図

書

か

ら

来

た

ね

え

や

十

六

ど
こ
か
ら
か
厨

へ
落
花
吹
き
こ
め
る

錬

干

せ

ば

騒

ぐ

瞬

太

を

出
稲
川
妖

f
l宅
1

a
z
i
-

-
f
J9
 

子

P
水

干

奇

耐

火

け

て

回

る

や

風

車

ひ
っ
そ
り
と
泣
く
石
町
地
蔵
さ
ん

大

日

間

り

箆

の

水

も

渇

れ

県

つ

る

ラ
ム
ユ
キ
帥
引
か
せ
て
ボ
イ
ン
び
っ
し
ょ
り

ち
ょ
っ
と
だ
け
触

っ
た
併
が
つ
き
ま
と
い

先

事

の

名

を

う

っ
か

り

と

町

ぷ

て
っ
ち
り
を
立
っ
て
も
揮
事
な
明
け
の
月

矩
健
雑
魚
寝
は
い
び
き
う
る
さ

L

E
，則

刊

は

ひ

と

言

で

済

む

長

屯

話

加

晴

朗

の

n
叩

か

準

と

巻

紙

老
い
て
ま
た
花
を
尋
ね
ん
み
ち
の

く

へ

行

く

春

惜

し

み

侃

も

泣

く

勺

ん

々子々子々干々子々々子

ド
此

l
h
q
阿

H
i九
H
円

L
一

Lz
i
l
-
-
i

d
I
M
-
-
4
1
1
j
l
H
 

(於

日
毛
) 々子々干々子々々干々子々
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An
つ
ば
さ
辿
句
会
V

短
歌
行

鵜

事日

ぴ

ん

と

張

る

鵜

純

に

応

ふ

心

意

気

聾

ひ

と

つ

を

頼

む

夏

の

夜

東

屋

を

望

む

あ

た

り

に

碑

の

建

ち

て

行

き

交

ふ

子

ら

の

誰

も

悲

し

げ

ゥ
パ
レ
ー
ド
の
お
伽
の
王
兎
跳
ね

る
ら
ん

コ

ス

モ

ス

わ

た

る

胤

の

七

色

長

身

の

背

広

か

が

せ

の

錨

背

ぷ

り

姉

さ

ん

被

り

戦

く

お

じ

さ

し

「
ほ
ほ
ほ
ほ
ほ
」
な
か
な
か
見
せ
ぬ
胸
町
内

非

時

の

解

か

れ

て

急

ぐ

童

坊

大

書

院

花

の

御

遊

の

歌

合

せ

お

香

漂

ひ

ら

ら

か

な

昼

つ

八
尾
暁
古
女
捌

矢
崎
硯
ホ

八
印
池
山
間
吉
女

時的
三
千
古

川
村
呂
江

主
同
妙
子

山
川
川
節
子

脱

水
眺
古
女

品

江

妙

子
=
一
千
古

節

子

;
泣

き

野

を

若

駒

駆

く

る

軽

や

か

に

期

待

十

分

ゆ

と

り

教

育

町

長

は

住

基

ネ

ァ

ト

を

棚

上

げ

し

夫

哨

姉

随

か

婚

哨

夫

随

か

た
よ
り
な
き
と
こ
ろ
に
惚
れ
て
迎
の
尽
き

酒

詰

め

っ

き

り

哨

え

る

こ

の

頃

悶

や

み

て

媒

月

光

を

ほ

し

い

ま

ま

フ

ェ

ア

リ

l
m
ひ

踊

る

飢

掛

1
名

も

知

ら

ぬ

興

園

町

村

に

旅

の

人

小

さ

き

嗣

を

片

手

拝

み

に

山

家

集

締

き

を

れ

ば

花

吹

雷

雲

の

流

れ

を

う

っ

す

春

木

平
成
」
t
山

4
t
H

ヒ
HvH

平
成
」
1

凶
均
八

H
1九
日
厄

(F
A
X
文
官
)

硯

水

暁
吉
女

畠

日

三
干
古

妙

子

円

U

H

四

千

娩
官
立

脱

水
節

子
妙

子

=
一
千
古
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《
冷
錨
地
幡
連
句
ク
ラ
ブ

その

二
V

歌

『ま

ん

さ

く

』

制l

ま

ん

さ

く

や

ホ

号

制

の

み

や

び

な

官

軒

ひ

る

が

、

え

し

通

う

燕

新

入

生

文

よ

り

大

き

靴

胞

い

て

お

湿

り

さ

ん

は

赤

い

旗

振

り

山

の

端

に

窓

吹

き

得

せ

て

月

ま

と

か

松

茸

め

し

の

炊

き

ト
よ

る

頃

J
抽

太

鼓

仮

設

も

ま

じ

る

虫

送

り

口

紅

ほ

の

と

匂

う

は

じ

ら

い

ネ

ク

タ

イ

の

浮

世

絵

彼

の

府

み

に

て

投

致

問

題

は

ず

っ

と

お

預

け

中

東

町

戦

火

い

つ

ま

で

続

く

や

ら

こ

り

た

る

府

に

エ

レ

キ

パ

ン

貼

る

ほ
と
と

E
す
鳴
く
曜
の
月
の
あ
か
ら
さ
ま

尚

治

の

浴

衣

糊

を

利

か

せ

て

不

玖

気

が

財

布

の

ひ

も

を

聞

く

し

め

限
利
伽
雌
↓
u
v単
純
容
で

打

ち

起

し

賑

わ

え

る

凶

遊

会

の

花

韓

'

官

蝶

は

も

つ

れ

て

印

刷

に

つ

ら

る

る

木
上
紫
主
捌

本
1
1

紫

多
川
巾
ム

川'"肌絞

細
山
U
均

水臥
wmω

細
山
d
b

紙

」I追風封殺史紫湖山紫 刈l

代' ム秋立 代米絵子 代 ;E秋 女 代 絵 来 子代立:

ナ
ォ
春

耕

の

機

被

休

ま

す

昼

さ

が

り

組

子

地

蔵

の

組

せ

た

前

垂

れ

愛

称

で

町

ば

れ
て

占

る
レ
ト
ロ
パ
ス

ゴ

ジ

ラ

松

比

の

剛

も

ち

き

り

か
じ
か
む
手
こ
す
り
テ
レ
ビ
に
口
を
説
ら
し

県

鮒

釣

り

の

準

備

と

と

の

え

ゆ
ら
ゆ
」
り
と
障
を
は
白
い
輸
を
柿
き

ナ

イ

ト

ガ

ウ

ン

に

透

け

る

世

胸

政

治

家

は

ま

た

も

立

に

つ

ま

づ

き

て

弁

古

人

形

お

茶

を

寄

り

す

月

明

の

門

に

附

陣

取

る

陶

抑

新

米

の

骨

に

酌

む

瓢

淵

ナウ
秋
協
澄
む
波
お
だ
や
か
な
花
笠
を
地
ぐ

速

く

で

附

ゆ

和

歌

の

朗

詠

苫

茸

の

土

塀

が

凹

む

苛

屋

敷

こ

れ

よ

り

先

は

F
馬

の

』

札

お

お

ら

か

な

暮

ら

し

の

心

花

の

雨

気

球

ふ

ん

わ

り

浮

ぷ

の

ど

け

さ

追風絞 史芳 白MlE'f迫胤絞史紫訓lIE迫古風綾

日午
成

l
-九
a
q
阿
川
十
阿
川
口

ド
成

l
r九
年
一
九
日
十
一
川
M

(
文
祝
日
)

ft来 子 代絵秋立代聖子代芸秋女代絵来子
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A
H
泊
舗
市
幡
辿
hwク
ラ
ブ
ー
その
二
V

噌〈

『烏

引

く

や

』

制l

む

引

く

や

潟

へ

抑

ま

す

大

投

網

向

こ

う

岸

ま

で

そ

よ

ぐ

森

風

芽
吹
く
も
の
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
香
を
持
ち
て

ま

た

も

通

過

の

パ

ス

を

見

送

り

ポ
ロ
ロ
ン
と
ピ
ア
ノ
洩
れ
く
る
月
今
市

柴

折

戸

位

し

に

曲

粥

白

粥

ゥ
新

築

の

家

に

舞

い

こ

む

鬼

ゃ

ん

ま

あ

つ

あ

つ

の

仲

姑

に

釦

ま

れ

身

鈍

り

を

告

げ

る

幸

せ

而

映

ゆ

く

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

の

曲

が

流

る

る

当

選

町

高

だ

犬

に

も

販

さ

げ

暇

も

て

余

す

だ

け

の

リ

タ

イ

ア

酌

み

か

わ

す

冷

酒

に

月

の

形

作

叩

L

法

被

き

り

り

と

然

り

若

木

連

休

の

旅

の

プ

ラ

ン

は

安

近

続

天

気

予

報

は

附

れ

の

マ

l
ク
に

淡

型

の

樹

齢

を

ほ

こ

る

花

の

彩

ぶ

ら

ん

こ

遊

び

独

り

占

め

た

り

ナ
す
噌

り

に

制

限

せ

し

こ

と

励

ま

さ

れ

イ
ン
タ

ー
ネ

y

ト

で

お

知

自

作

伯

封
じ
込
も
決
め
予
防
明
申
の

E
A
R
S
州

こ

の

山

川

町

は

命

懸

け

か

も

か
る
わ
ざ
の

如

く

U
木

も

河

川

り

て

雌

ず

し

に

は

能

貨

の

火

、

制

お

宝

の

部

値

踏

み

す

る

胸

羽

川

恋

の

名

伐

り

の

文

も

十

日

り

つ

つ

い
つ
ま
で
も
世

話

女

房

に

苦

労

さ

せ

御

前

さ

ま

で

は

怖

い

交

帯

月

間

め

る

ヒ

企

伽

藍

絞

ふ

か

く

山

々

の

慨

染

め

る

紅

掛

:

紬

織

る

窓

に

ひ

ら

け

る

刈

問

跡

世

↓

何

事

げ

て

野

球

世

年

戦

禍

な

お

激

L
イ

ラ

ク

の

救

済

へ

悦

弾

く

ま

な

く

雲

海

の

上

具

合

点

花

筏

侃

抑

制

い

な

が

り

つ

り

な

り

て

来

米

へ

事

を

柿

皆

様

-羽
刊
下
捌

j

y

L

 

I
T

ヨ

山
本
比
佐
子

A
M
T久

子

花
山
村
話

加
盟
慌
に
す

加
桜
定
雄

前
山
桜
英
子

村
仁
町
子

x
m
H

子
加
抑

U
十」ー久村保

安
内

Jι
叫
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枠

く

ド
成
」
l
h
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H
l

H
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平
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h
司
h
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H
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《
ホ幡

市
輔
連
句
ク
ラ
ブ
そ
の
一一
V

E乱

筋

に
』

仙

ぎ

し

ぎ

し

ゃ

良

一
筋

に

生

き

て

古

稀

道

り

ゆ

く

説

的

事

ホ

入

学

の

幼

き

苧

の

ふ

く

ら

み

て

祝

い

の

言

葉

附

削

る

パ

ソ

コ

ン

月

蝕

々

山

く

そ

び

え

る

新

斤

合

記

念

樹

の

下

ち

ち

ろ

す

だ

き

ぬ

ゥ
お

会

式

に

し

つ

け

取

り

た

る

品

納

人

主

と

な

り

艶

や

か

な

肌

い

つ
か
ら
か
慌
自
の
立
と
川
市
め
ら
れ

ホ
ワ
イ
ト
ホ

l
ス
タ
ン
プ
ラ
仁
注
ぎ

よ

う

や

く

に

イ

ラ

ク

戦

争

終

罵

L

ほ

っ

と

ひ

と

い

き

次

は

肺

炎

鈍

行

の

尾

灯

遣

の

く

証

の

月

篠

崎

T
に

雌

し

聞

く

グ

ラ

ビ

ア

生

誕

の

趣

味

の

巧

山

ハ

を

鉛

り

続

け

定

例

会

の

笑

削

集

ま

る

化

の

雲

仙伊

比

の

山

々

巡

る

旅

能

の

仔

紡

に

添

え

し

か

つ

ぶ

し

山
本
方
脊
捌

P

オ
音
階
の
く
る
う
オ
ル
ガ
ン
の
ど
け
く
て

リン

ベ

ス

ミ

ン

テ

ィ

の

件

り

楽

し

み

海

の

ぞ

む

斤

の

上

な

る

町

校

跡

位

致

問

題

は

進

展

の

な

き

包
を

向

つ
ス
キ

l
リ
フ
ト

の
空
ま
わ
り

ス

ノ

I
タ

イ

ヤ

の

準

備

設

い

映

の

盟

大

嶋

り

つ

づ

き

の

登

り

鰐

ひ

と

よ

の

契

忘

れ

ら

れ

ず

に

く
の
い
ち
の
色
。
峰
け
と
は
蕗
知
ら
ず

ま

ん

ま

と

は

ま

る

マ

ル

チ

尚

法

故

榔

の

山

脈

問

ら

す

H
ま

ど

か

鈎

の

て

と

な

り

波

る

脱

+今
秋

祭

辻

に

乱

押

す

駈

時

獅

子

若

衆

剣

士

仁

あ

が

る

肱

声

ぽ
つ
ぽ
つ
と
降
り
出
す
雨
も
い
と
わ
ず
に

す

ぎ

L
昔

を

偲

ぶ

ひ

と

と

き

葛

折

歴

史

街

道

花

盛

り

句

碑

の

ほ

と

り

に

抗

れ

る

陥

炎

茂小 玉 西桁 ，':.iJi山茂霊西王小桁戸i1111芳霊

香子子時子
ι3Jλ 4

 

小
山
凶
的
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小
夜
下

山

伯
尚

し
山
本
骨
万

智
辻
堂

小
円
前
沼
…

多
聞
#
日
戸

山

HRW附

舟
凶
四

1
J

1K 
L凶 J2桁小戸 nr:霊芳
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A
H
伊
勢
つ
ら
つ
ら
昨
社
V

歌

『若

葉

揺

る
』

官h

a
v
r
h噌

S

寄

生

木

町

帥

出

を

抱

え

て

若

葉

抗

る

よ

し

き

り

の

戸

探

す

葦

原

世
界
地
図
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
塗
り
あ
げ
て

ボ
ン
ネ

y
ト
パ
ス
ガ
タ
ゴ
ト
と
行
く

月

光
M
7

に

新

酒

酌

み

合

ふ

献

の

宿

メ

ー

ル

送

信

了

へ

て

や

、

媒

タ
ウ
ン
誌
の
記
者
の
衿
も
と
ホ
い
羽
根

地
下
街
に
あ
る
し
ゃ
れ
た
ピ
ス
ト
ロ

本

当

は

聖

子

あ

る

身

と

言

え

ぬ

ま

、

チ

ー

ク

タ

イ

ム

に

心

ひ

き

ょ

せ

消
す
す
べ
の
あ
ら
ず
栄
火
の
燃
え
さ
か
る

戦

争

御

免

有

事

立

法

聖

歌

隊

通

り

過

き

ゆ

く

H
明

句

雪
だ
る
ま
さ
ん
ち
ょ
っ
と
泣
き
べ
そ

帯
犬
も
不
袈
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

卒

舟

の

mU
に

ま

朕

揃

ひ

ぬ

雛

併

の

列

に

落

花

の

惜

し

み

な

し

処

女

航

海

の

波

は

の

ど

や

か

、

掘

削

機

掴

む

土

く

れ

っ

ぱ

く

ら

め

師

。
純

手

胴

と

竹

刀

掛

り

切

る

ま

路

へ

と

急

ぐ

雑

踏

タ

ー

ミ

ナ

ル

だ

し

が

臼

悦

の

母

の

昧

附

刊

少

年

の

服

ま

た

仲

び

て

古

の

帥

割

に

こ

だ

ま

す

沌

の

と

ど

ろ

き

趣

味

で

説

む

英

字

新

聞

問

く

明

ま

た

哨

え

た

ね

と

ほ

く

ろ

数

へ

る

占

ひ

に

よ

れ

ば

結

婚

古

と

出

て

オ

セ

ロ

ゲ

i
ム

の

つ

ず

く

逆

転

出

滴

の

わ

れ

を

且

守

る

窓

の

月

林

輸

の

皮

を

く

る

く

る

と

剥

く

ハ
イ
カ
ー
は
四
方
の
錦
を
た
の
し
め
り

静

通

の

日

々

続

く

立

口

び

ね

能

の

文

鳥

小

さ

く

う

な

づ

き

て

レ

オ

ン

レ

オ

ニ

の

絵

本

せ

が

む

児

一

粒

の

キ

も

花

町

都

な

れ

や

楽

師

如

来

の

御

手

の

あ

た

た

か

中
北
ひ
ろ
み
捌

1，' 
れ
し、

子美子夫

4
T
E
 

O
'
-1
 

向
山
孝

榊
胤
由

中
北
ひ
ろ
み牢、美い柴いみ牢正い美正

平'1'
!oc 1.且
|屯1
凶i川
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八
市
川
干
川
出
来
辿
句
会
V

:Ik 

『コ

モ

ス
」

イ111

ス

コ
ス
モ
ス
や
生
女
は
素
足
ひ
か
ら
せ
て

烏

の

渡

り

の

ほ

ど

の

よ

き

数

E
よ

1

5

一
節

切

古

城

の

月

に

凱

く

ら

む

折

り

目

正

し

く

交

は

す

挨

拶

短

冊

の

文

字

判

じ

居

り

冷

L

H

の

ん

び

り

糸

に

下

が

る

茶

毛

虫

ゥ
ボ
ー
リ
ン
グ
ま
た
タ
l
キ
ー
を
し
と
め
た
る

賢

兄

怯

弟

大

志

ふ

と

こ

ろ

費

の

県

は

道

頓

掘

の

締

た

も

と

貨

に

負

け

じ

と

小

森

三

官

ブ
ル
ド
ッ
グ
飼
っ
て
ブ
ル
よ
り
朗
恐
く

神

よ

仏

よ

老

践

の

果

て

初

宮

町

波

に

ま

か

せ

る

月

の

舟

油

は

「
皆

伝

」

熱

刷

に

さ

れ

何
時
ま
で
も
ニ

y
ク
キ

l
ム
で
呼
び
合
っ
て

旅

の

ス

l
ヅ
に
ル

l
プ

ネ
ク
タ
イ

矢

狭

間

よ

り

笠

む

里

山

花

の

雲

限

り

し

づ

か

に

覚

的

し

佐

保

姫

:
初

孫

は

お

玉

杓

子

に

倦

き

も

せ

ず

鬼

太

郎

の

下

駄

陰

干

し

に

す

る

京

で

立

ぷ

親

指

ほ

ど

の

あ

ぶ

り

餅

日

を

返

し

つ

つ

廻

る

地

球

儀

銅

婚

の

祝

い

に

世

ふ

ン

ャ

1
プ
ペ
ン

折

鶴

二

つ

卓

に

並

べ

し

附

枕

の

し

び

れ

も

怨

の

深

さ

と

か

濡

れ

に

ぞ

濡

れ

し

汗

に

ま

み

れ

つ

J
P
ぜ

み

ん

な

み

の

渚

に

拾

ふ

成

貝

同
級
マ
ン
ン
ヨ
ン
や
た
ら
建
ち
を
り

望

月

の

か

か

る

一

条

一民

り

橋

品

以

術

祭

に

波

辺

の

制

十ウ
爽
や
か
に
ノ

ー
ベ
ル
ロ
を
受
け
ら
れ
て

野

暮

な

粋

な

と

同

窓

の

友

卯

枠

の

写

真

の

前

に

立

を

合

は

せ

甘

辛

団

子

た

っ

ぷ

り

の

た

れ

咲
き
満
ち
て
花
に
も
言
葉
あ
る
ら
し
き

吟

遊

詩

人

か

げ

ろ

品

中

佐
藤
昌
子
捌

勝

み

つ
芳 7，t;水品つ担iEt芳水市 畠 干名11彦子水子子

佐
藤
回
回

ト
見
川

上
町
一
説

金 伊桜
川 藤 本

美薮芳

ザ
成
十
同
公ι

九

日

九

un

ザ
成
十
阿
年
十

日
卜

一
H
M σ〉

(於
市
川
教
育
会
館
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山
腹
の
寝
釈
迦
よ
パ
ス
は
雲
を
虫
き

こ

ぶ

し

膨

ら

む

旦

の

せ

、
ら

ぎ

入

学

の

童

の

上

下

控

へ

て

コ
ー
ヒ
ー
碗
に
立
て
る
シ
ナ
モ
ン

月

究

心

政

の

銀

絵

の

く

っ

き

り

と

秋

の

風

鈴

澄

み

と

ほ

り

け

り

ゥ
新

米

を

掬

っ

て

こ

ぼ

す

詳

幼

き

去

の

美

し

き

後

れ

毛

転

じ

た

る

舞

台

は

悲

の

道

行

に

そ

っ

と

直

し

て

匂

ふ

ス

カ

ー

フ

税

関

の

怖

い

目

付

の

山

刑

事

犬

行

列

覚

悟

述

休

の

旅

大

振

り

の

日

明

市

の

沖

う

る

め

媒

月

な

ぷ

る

澗

の

提

灯

外

れ

く

じ

夢

と

希

望

も

破

り

捻

て

ベ
ン
タ
ゴ
ン
に
は
新
保
ι
寸
の
パ
ネ

観

覧

車

眼

下

の

花

を

ほ

し

い

ま

ま

湖

の

ほ

と

り

に

も

ゆ

る

陽

炎

《

凶

天
神
述

ノ》、
『 五、

山 ↓

腹 V

:仕

制l

の
』

波

監

禁

穂

八
木
紫
暁

川
似
王
建穂川

町迎松品
沌迦秘暁叩

地総川
町述訓

帖迎峰
山

浅
野
黍
秘
捌

平
成
十
五
均
三
月
二
イ

--
n
n

平
成

i
五
年
凹
川

一ト
七
日
出

(於
偏
向
行
動
阪
学
叫
究
所
)

f

ォ
そ
ら
に
鳶
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
夏
近
し

述

柏

町

に

辛

き

忽

な

校

正

任
さ
れ
し
ガ
レ
ー
ジ
セ

l
ル
声
か
け
て

に

っ
こ

り

笑

ひ

後

で

袈

裟

が

け

博

多

座

の

水

証

言

は

大

当

り

香

水

匂

ふ

か

品

り

っ

き

か

り

お
五
ひ
に
フ

ェ
チ
と
認
め
る
長
い
費

か

み

さ

ん

走

る

丸

太

か

つ

い

で

ベ
イ
オ
フ
に
備
へ
て
金
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト

戯
画
は
き
な
が
ら
オ
ノ
レ
e

ド
l
ミ
エ

月
ま
る
く
ド
ン

。
キ
ホ

I
テ
も
と
び
こ
ん
で

猪

出

没

の

山

m誌

の

畑

ナウ
な
ん
と
な
く
控
へ
め
な
ら
ん
秋
の
官

阿

川

の

瓦

聞

に

漏

れ

を

り

屯
球
に
か
つ
て
は
竹
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

Y

曜
日
討
を
さ
が
す
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

一
盛
八
重
こ
き
ま
ぜ
て
咲

く
花
の
川

と

き

に

は

吹

き

て

風

車

先

る

制
阿
4zb

水
行
純

4E 調i
付 JB
実欣
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《
福
岡
荒
神
辿
句
会
そ
の
こ
V

半
歌
仙

梅

白

真

梅

真

白

遠

ざ

け

得

た

る

ダ

ム

の

壁

薄

々

さ

せ

る

階

的

路

の

翠

初

孫

に

雛

の

節

句

の

用

意

し

て

新

刊

図

書

を

棚

に

納

め

る

雲

の

凧

漕

ぐ

手

ゆ

る

や

か

月

の

舟

舗

の

当

り

竿

先

の

鈴

ゥ
大
韮
に
零
余
子
飯
炊
く
夕
ま
ぐ
れ

デ

ー

ト

の

車

止

ま

る

気

配

に

誰

彼

と

浮

き

名

を

流

す

思

い

榔

ち
ょ

っ
と

ま

づ

い

か

戸

籍

抄

本

モ
l
グ
ル
の
採
点
基
準
ち
ん
ぷ
ん
か
ん

剖

目

倣

妙

に

切

袖

の

衿

神

話

二

H
二

拍

子

一

判

と

型

戦

ご

と

に

m
ゆ

る

難

民

♂

さ

ま

ざ

ま

の

世

を

見

L
人

と

引
戸
掛
り
肱
い
て
服
す
地
ピ

l
ル

阿
蘇
ハ
什
に
円
と
花
と
を
独
り

占

め

遊

子

迫

述

噌

り

の

中

八
木
紫
暁
捌秘J

 

明
/謹

八
木
紫
晩

水
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純
一
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《
山
棟
以
東
京
荘
仲
守
辿
句
会
見
山
人
芯
念
会
ー
での

V

歌

制l

川
野
草
帥
捌

『九
九
八
十
二
』

新

掠

や

夜

の

街

騒

迫

々

オ

レ

ン

ジ

色

に

か

か

る

弦

月

子

等

の

宴

赤

の

ま

ん

ま

を

赤

飯

に

携

帯

屯

話

家

族

そ

れ

ぞ

れ

大

陸

の

土

産

に

貰

ふ

指

輪

位

斑

術

つ
ま

み

つ

れ

づ

れ

に

入

れ

ゥ
附

け

肱

つ
部

屋

突

き

抜

け

て

査

の

秋

駒
山
し
ル
ッ
ク
と
ポ
ニ

I
テ
1
ル
と

今

朝

の

事

官

の

彼

と

抱

擁

す

「
成

美

人

」
と

い

う

酒

に

酔

ひ

し

か

免

停

と

な

っ

て

品

事

も

失

職

し

海

上

に

浮

き

仰

ぐ

官

空

胤

に

M

削

れ

て

波

へ

る

昼

の

月

火

事

の

半

銃

鳴

り

し

大

正

真

四

角

の

神

社

の

山

田

を

丸

く

綿

く

春

の

風

邪

ひ

き

う

つ

ら

う

つ
ら
と

手
に
受
け
し
花
び
ら
い
ま
だ
息
づ
い
て

錆

び

し

プ

ラ

品

の

分

校

神
山
み

内
川
蝉

浜
本
背

附
山
木

村
川
災

川
野

草h
J
 

Z

，
 

笑み麻朱化
A
小

山
a

，
麻みみ朱

ン

コ

藍ちち干帥政権i!.子 ち早海帥早藍海子ち

ー

ひ

め

や

か

に

川

は

崎

市

引

に

忘

稲

胞

の

肌

揃

ふ

恐

ろ

し

呆

け

し

か

九

九

八

十

二

四
四
十

五

ぽ

拙

拠

奇

の

控

長

々

と

マ
ン
ホ
ー
ル
監
を
聞
け
れ
ば
彼
が
山
る

「，
比
え
て
ゐ
る
か
ジ

ョ
セ
フ

コ
ッ
ト
ン
」

黒

髪

の

瓜

実

な

れ

ど

顔

の

な

し

山

刀

伐

峠

蛇

の

ま

く

は

ひ

半

夏

生

陶

土

を

砕

く

杵

の

自

モ
ダ
ン
ア

l
ト
の
何
じ
ゃ
オ
ブ
ジ
ェ

亡
父
山
市
る
名
月
の
光
ゲ
背
に
ね
ひ
て

ン

ヨ

パ

ン

弾

く

な

り

一
心

に

蕗

Z
リ

ア

ス

式

断

出

を

打

つ

秋

の

凶

他

国

の

枇

り

閃

を

越

ゆ

れ

ば

雪

散

り

て

我

は

揮

昔

の

中

に

あ

り

廃

屋

航

に

揃

の

相

談

花

隆

道

く

ぐ

り

て

仙

の

嫁

ぎ

け

り

ボ

ー

ト

レ

ー

ス

の

接

戦

に

あ

り

i再朱麻 TJ尖みみ ずiヨヒ み 麻官琳朱み 行 麻実

ド
成
l
問

4
九
H

H
内
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市
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づ
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会
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H
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《
市
千
以
東
京
義
仲
高
速
句
会
見
山
人
口
山
念
会
ー
そ
の

V

半
歌
仙

『夏

話再

片

踏

を

け

ん

け

ん

遊

び

下

校

の

子

軒

端

か

す

め

て

飛

ぶ

亙

燕

パ
ソ
コ
ン
は
カ
タ
ロ
グ
ば
か
り
集
め
ゐ
て

こ
れ
で
何
杯
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ

ー

居

待

月

ゆ

っ

く

り

歩

む

楚

石

橋

町

破

れ

の

ぞ

く

赤

き

笑

ゥ

捕

え

た

る

強

き

蝶

僻

売

り

に

行

き

ジ

ダ

ン

の

や

う

な

m
m
H
M

り

来

遊
し
入
れ
の
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
ハ

l
ト耶一

待

っ

て

い

る

聞

に

生

ん

で

育

て

て

鉄

道

の

附

歌

覚

え

る

五

十

帯

絡

に

化

か

さ

れ

め

ぐ

る

品

川

淵

柳

町

披

に

ゆ

ら

れ

て

冬

の

月

不

審

船

な

ど

来

る

な

自

認

出
叩
笠
か
ぶ
り

二

次

会

忘

れ

ぎ

り

セ

ミ

ナ

リ

ヨ

跡

ひ

と

り

春

愁

花

吹

省

側

匠

天

女

の

ご

と

く

舞

ひ

曾

孫

祝

ひ

母

胞

に

も

ろ

神
山
み
ち
捌海弘

J子監J
F
 

子巴
勺

川
野
草
帥

朱

監

山

榊

子

Ht
白
砂

t

:

 

麻

子

引
換
千
可
山
民

麻

子

れ

4

ド
M
時

命

古

川

十

み

ち

千
可
良

制宅
本
7ザ

神
山
み

内
側
麻

附
小
川
ル
木

村
川
英

山
榊尖

干
成
ト
刊
均
七
月
七
円
円
児

(肝

訓

布

市
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た
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A
徳
山
笹
山
辿
句
恕
閉
会
そ
の
一
V

歌

『サ

l
カ

制l

ス
』

け
も
の

サ

ー

カ

ス

の

臥

匂

へ

る

背

紫

か

な

o

e
z
q

，
ミ
ム

n

道

化

が

吸

る

氷

菓

一

皿

て

地

球

儀

を

王

者

の

如

く

掌

仁

載

せ

て

未
知
と
い
ふ
名
の
汽
車
に
乗
り
込
む

件

め

ば

す

ず

ろ

心

へ

虫

の

戸

母

の

訂

採

む

月

の

縁

側

ヮ
ダ
ム
と
な
る
村
の
畳
間
を
木
の
尖
降
る

井

筒

に

残

る

協

の

数

か

ず

腔

H
K

き

色

川

町

み

な

る

明

ゐ

て

世

話

女

房

の

悲

の

ま

ま

に

生

き

2

ろ

EA
ぜれ

抽

4
の

奥

に

置

楼

布

軍

艦

旗

歎

興

抄

読

む

老

い

の

つ

れ

づ

れ

俗

人

で

暮

ら

す

も

よ

し

と

韮

喰

ひ

対

円

げ

の

火

耶

い

ま

だ

消

え

ざ

る

サ

ン

パ

ウ

ロ

経

山

飛

行

に

身

を

委

ね

月

は

蹴

に

夜

々

を

紡

ぎ

ぬ

花

咲

い

て

首

位

生

臥

も

華

や

げ

り

鳴

り

の

な

か

描

油

絵

〈

鈴
木

P
ォ
壬

折

も

粁

余

曲

折

も

挫

折

に

て

虹

の

か

け

ら

が

税

線

さ

へ

ざ

る

サ

l
フ
ァ
!
の
沖
に
浮
ん
で
波
を
刊
ち

タ

倒

の

駄

目

は

鰹

尽

し

で

か

柑

な

く

て

誕

の

恋

が

な

る

も

の

欺

あ

っ

け

ら

か

ん

と

当

の

娘

は

銃

を

抱

く

物

見

の

不

安

肌

寒

く

2
〈

て

て
R1

5
A

晩

稲

穂

を

垂

れ

民

は

逃

散

教

会

の

搭

に

と

ど

ま

る

二

日

月

背

信

こ

そ

は

非

の

く

ら

や

み

パ
ー
テ

ィ
ー

の
ド
レ
ス
に
尖
徳
装
へ
り

挺

国

患

に

て

か

か

る

ン

ヤ

ン

ソ

ン

ー

引

跡

的

別

羽

た

り

し

冬

館

年

金

量

く

る

無

為

を

楽

し

く

あ

い

ろ

迷

宮

は

陸

路

へ

足

を

入

れ

し

よ

り

他

的

く

と

い

ふ

伝

承

も

あ

り

官

や

か

に

樹

液

凝

り

し

か

花

万

抜

鬼

ご

っ

こ

な

ど

遊

じ

ゅ

肌

蛸

泌

一

美

恒

子

治

幸
士

郎

菊

世
賢
次
郎

前

幸
一

美仙
人

恒

干
一

日

，MA
V
十

賢
次
郎

一

ゎ
占

的

明

世

j

郎山
川

泌
捌

市
開

山
控
除
士
郎

怯
川

一

英

本
以
恒
子

位
脱
出
辛

加日
目
次
郎

梢

世
恒

子
一

華

民
次
郎

仙

川

坊

寸的
M
K

j

ト

W
川

小

川

E

士

郎

恒

子

t

v

、vp

l
s
Z
E
 

"竹本内

硝

市
ド

成
」
』
問

4
ヒ
川
満
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フ
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An
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ん
の
突
を
吹
く

:
山

援

を

深

く

沈

め

て

拐

の

海

謝

押

上

手

な

刊

の

指

制

官

新

幹

線

お

ら

が

故

郷

に

駅

が

山

来

事

の

中

に

も

む

の

鴫

く

な

り

般

継

ぎ

さ

れ

淡

損

の

花

絢

制

と

迫

陽

炎

い

て

聞

ゆ

足

白

小
林
際
司
捌

他
山
一
向
車
挫

小
説
市

杉
浦
+
つ

青l臼ゑ

鋪
山
陽
停
雲
子

h
r
d
u
v
』

可

I
l
-
-

仰は
伸
明
パ
ヨ
子干t
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A
WM山

山
山
川
町
述
句
協
会

l
て
の

一一

v

脇
起
歌
仙

『ほ
と
と
ぎ
す
』

旬
暗
法
制
が
山
内
白
に
米
り
け
る
を
と
ど
め
て

一豆
腐
こ
そ
な
の
ら
ぬ
山
は
ほ
と
と
ぎ
す

酒

屋

へ

一

旦

去

を

打

つ

型

判

長

や

め

茶

腕

造

り

の

土

こ

ね

て

金

釘

流

で

唱

名

落

款

H
の
宵
子
ら
け
ん
け
ん
で
遊
び
お
り

牛

乳

び

ん

に

押

し

た

秋

ヰ

ゥ
木
の
ベ
ン
チ

硝

人

形

を

飾

る

駅

す

ら

り

と

刺

さ

ジ

ー

ン

ズ

の

昨

口
説
か
れ
て
す
げ
な
い
事
綴
り
し
た
も
の
の

い

と

し

殿

御

の

夜

の

抵

の

香

「

仕

立

物

致

L
図
」

札

軒

先

に

帯

茶

を

飲

め

ば

油

扶

と

雨

術
火
焚
き
い
き
よ
い
待
て
る
艦
名
山
崎

氷
魚
を
す
な
ど
る
湖
の
き
ざ
な
み

料

亭

の

裂

に

い

つ

も

の

姉

正

嵯

む

に

気

温

の

上

が

る

週

末

ク
レ
メ
ル
の
タ
ン
ゴ
に
合
わ
せ
花
と
舞
う

た

ま

や

を

吹

く

と

ゆ

が

む

ヒ

色

4

，ォ
鋭

削

A
P
A

m

提

を

人

定

る

品

か

イ

ラ

ク

は

戦

乱

の

空

車
い
も
の
ば
か
り
い
岳
か
の
土
産
物

竹

?

で

取

る

幌

の

か

ら

も

も

維

の

T
ぞ

お

化

以

般

の

聞

の

中

逸

わ

ぬ

恋

ほ

と

而

影

は

濃

く

俗

的

事

の

日

認

を

破

る

旅

の

術

尋

ね

そ

び

れ

た

退

職

の

訳

背
番
号
良
い
立
味
ば
か
り
あ
て
は
め
る

合

ん

で

吐

い

て

情

し

い

利

き

泊

月
澄
む
と
仰
ぎ
て
独
り
古
柿
の
ひ
と

献

血

を

終

え

鵡

即

の

辺

t
韮
の

成

新

米

の

向

げ

お

に

ぎ

り

に

締

切

ち

か

き

ね

じ

り

鉢

世

火

附

日

は

立

ば

か

り

で

古

典

読

み

転

居

祝

い

に

臨

時

計

来

る

巡

礼

の

一

列

ま

じ

る

花

の

除

昨
仲
の
矩
継

に

櫨

や

す

風

邪

の

気

問

二
村
文
人
捌レしf
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an
泊
山
山
山
県
辿
句
協
会
ー
その
こ
V

い
ぬ
じ
ま
正
二
珊

2
春
場
所
に
惜
し
ま
れ
て
去
る
安
芸
乃
山

v
H

無

し

地

蔵

叱

る

出

人

ア
フ
ガ
ン
へ
事
送
る
と
川
町
び
か
け
て

三

山

知

主

義

を

通

す

一

徹

枝

先

に

尺

取

虫

が

の

び

ち

ぢ

み

鏡

が

不

思

議

零

歳

の

孫

予
約
す
る
去
年
の
今
日
の
レ
ス
ト
ラ
ン

美

女

と

野

獣

が

踊

る

フ

ロ

ア

ー

態
態
を
つ
く
だ
け
つ
い
て
あ
と
は
泣
き

無

声

映

画

の

弁

士

復

活

満

月

の

く

ま

な

く

附

ら

す

も

や

ひ

山

剖

楽

に

決

ま

る

心

の

ヰ

の

池

:
竹

巾

と

木

の

災

で

刊

る

や

じ

ろ

べ

え

銀

研

ぎ

ま

す

目

立

て

や

り

ま

す

う

た

た

寝

の

少

し

気

に

な

る

北

枕

柴

の

仔

犬

は

凶

肢

を

ふ

ん

ば

り

筏

と

は

な

れ

ず

花

開

流

れ

出

る

家

族

総

出

の

若

布

干

す

浜

協
起
歌
仙

『蚊
帳
の
に
ほ
ひ
』

二

三

日

蚊

帳

の

に

ほ

ひ

や

五

月

雨

庭

の

小

瀧

の

石

を

打

つ

音

若

練

梁

士

き

柱

を

立

ち

上

げ

て

も

ろ

手

で

受

け

る

金

の

大

盃

点

滅

灯

過

ぎ

て

良

夜

の

迫

と

な

る

長

い

へ

ち

ま

の

写

其

ぴ

ん

ぽ

け

ゥ
凶

作

の

錨

も

っ

て

打

つ

獅

子

頭

似

し

に

く

し

と

認

の

人

形

し

の

び

進

ふ

覧

船

あ

た

り

を

定

宿

に

V
サ

イ

ン

し

て

粘

妨

し

ま

す

い
つ
か
ら
か
親
に
よ
く
似
る
指
物
好
き

細

身

の

猫

の

く

ぐ

る

僅

穴

凍

月

に

菓

子

屈

横

町

寝

静

ま

り

ん

そ

の

醐

霊

俳

倒

の

婆

宅

配

で

も

ら

ふ

土

産

は

宇

市

立

ま

れ

に

抑

制

離

が

あ

る

と

訴

は

れ

ユ

ー

カ

ラ

を

唄

ひ

出

す

客

花

鑑

裂

の

井

曜

に

跳

ね

る

若

鮎

浪

化

山
本
秀
夫

叱
豹
民
知
子

袋谷
小

菊秀

い
ぬ
じ
ま
正

一

行

谷

拶

サ

山
中
狐
太

税滞
尚

子
牢子術前町司牢昨

叫

山

vi
叶狐

伊
勢

品

ht
o
l
-
-
i
i
:
l
i
}
i
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《
“
M

弘
前
町
会
V

歌

『ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
』

fJlI 

県
南
風
や
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
彼
方
よ
り

シ
』

噌

f

沖

合

脱

む

哀

の

暗

獅

子

連
休
は
家
の
印
刷
守
居
を
決
め
込
み
て

好

物

並

ぶ

食

卓

に

座

す

肢

消

越

の

月

も

仲

間

に

な

る

全

線

気

の

向

く

ま

ま

に

括

れ

る

裂

虫

y品
、
つ
わ
り
と
金
木
即
時
の
匂
ひ
来
る

足

音

だ

け

で

君

と

判

り

ぬ

飛

び

こ

み

し

胸

の

鼓

動

を

矧

で

聞

く

地

図

い

っ

ぱ

い

に

旅

の

刑

剛

戦

争

も

テ

ロ

の

連

鎖

も

収

ま

ら

ず

お

百

位

指

で

祈

る

平

問

ピ
ー

-e

生

壁

泊

ぽ

ん

と

松

抜

く

月

明

り

白

日

曜

干

の

泣

く

特

け

る

銀

輪

に

別

賞

ブ

ラ

ウ

ス

ひ

る

が

へ

り

大

の

字

に

寝

て

酸

紫

吸

込

む

文

学

の

小

径

は

花

と

人

と

碑

と

さ

へ

づ

り

務

つ

る

瀬

戸

の

品

々

三
日
怖
早
出
捌

Z
外

γ
凶

の

ロ

マ

ン

を

映

す

磁

気

機

也

け

の

は

じ

め

か

F
か

う

つ

つ

か

市

時

計

な

ほ

幸

せ

の

刻

き

ざ

み

内

胤

親

干

の

住

ま

ふ

屋

川

帆

掛

手

前

学

び

会

話

は

づ

み

て

也

'H
く

北

窓

塞

ぎ

出

目

る

文

集

っ

た

な

く

も

若

さ

溢

れ

る

草

稿

に

稗

で

も

め

る

ス

カ

ー

ト

の

丈

美

し

き

要

は

エ

ス

テ

で

陪

き

ぬ

き

-Y

7

1

x

 

S

A
R
5
に

向

ふ

医

師

の

而

々

ふ

る

里

町

月

を

パ

ン

ダ

も

恋

し

が

り

遥

か

な

る

峠

竹

の

株

な

り

t新
務

置

は

出

版

先

の

老

舗

に

て

ゆ

と

り

も

に

じ

む

主

陪

仮

抑

ひ

ほ

を

継

ぎ

ゆ

較

じ

ょ

ん

が

ら

一
筋
に

パ

y

ク
ミ
ラ

l
に

写

る

ラ

イ
バ
ル

お

遍

路

町

白

衣

に

花

町

務

そ

よ

さ

本

丸

町

m
M

む

帆

制

平節一弘霊随伴 弘幸平霊前向事節弘 一

憾

mιT

内
川
剛
恭

平子ヱ
』

弘

佐
々
木
栄

一

主
忠
則
子

官
汁
洋
子以

出霊弘泰u
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門

什
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A

円
八
守
代

判
官
町
通
句
会

V

歌

1111 

『

ン

ソ

公

聞

に

ン

l
ソ

l
伐

り

冬

日

務

つ

ス

ト

プ

の

側

絵

本

を

広

ぐ

建

替

へ

の

校

舎

三

代

学

ぶ

ら

ん

ソ

ナ

タ

流

る

る

美

し

き

街

蛇

み

月

の

窓

郷

想

ひ

っ

つ

紅

紺

ほ

ど

く

そ

こ

は

か

と

な

く

通

ふ

秋

風

菊

田

町

の

釘

外

の

菊

飾

る

応

文

箱

に

残

る

捨

て

き

れ

ぬ

文

港
の
灯
ス
イ

1
ト
ル

l
ム
よ
り
眺
む

目

覚

時

計

旅

立

ち

の

引

事

を

切

る

は

主

婦

天

職

と

符

ひ

て

ノ

ー

ベ

ル

賞

の

ご

人

間

時

に

渓

声

を

聞

き

つ

つ

酌

み

ぬ

互

の

月

社

の

森

に

降

る

蝉

時

雨

伎

芸

天

和

服

の

姉

妹

み

つ

め

お

り

隅

問

川

辺

に

廉

太

郎

歌

帥

散
る
花
は
そ
ぞ
ろ
捗
き
の
日
に
持
ひ

リ

ハ

ピ

の

杖

戟

き

存

昼

ー

泣

き

砂

に

泌

じ

り

泣

き

ゐ

る

舷

只

柵

に

飾

り

し

啄

木

部

集

香

席

に

座

L

一
念

の

今

日

の

幸

相

の

郁

の

酒

務

も

の

城

主

ベ
ラ
ン
ダ
の
切
一
十
大
川
駅
姉
じ
ゃ
れ
る

糸

、

航

の

出

光

る

飛

石

流

れ

ゆ

く

主

に

の

せ

た

き

己

が

怖

忍

び

の

宜

も

衛

星

屯

稲

ハ
チ
公
の
，
山
が
デ

l
ト
の
指
定
場
所

行

き

迫

ひ

し

て

時

間

の

流

る

中

天

の

月

三

山

の

陰

失

せ

り

現

体

仏

に

添

ふ

て

数

耳

玉

4
y
八
つ
舗
の
ふ
も
と
虫
の
官
絶
へ
だ
へ
に

一
ア
ポ
ド
ン
去
し
位
致
も
恐
ろ
し

砧

幻

消

え

聞

を

後

に

し

旅

f
る

つ

る

平

町

は

ふ

路

地

泌

を

姉

〈

明
く
化
も
や
が
て
散
る
花
フ
ォ
ル
テ
イ
ヌ
ン
モ

故

里

の

名

物

凧

の

戦

四
イ
九
院
科
峠
捌

問
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a
H
阿
見

市

h
l
山
地
句
会
V

1此

「花

畑

菜

イ111

輪

中

い

ま

f
M
き

上

が

り

け

り

花

菜

畑

た

だ

水

平

に

霞

む

附

門

春

惜

し

む

読

み

さ

し

の

本

重

な

り

て

つ

け

っ

ぱ

な

し

の

B

5
肱

送

名

月

に

発

屯

風

車

よ

く

回

り

ジ

ェ

ッ

ト

気

流

を

借

り

る

脱

が

ね

今
秋

祭

準

備

に

う

つ

つ

抜

か

す

人

見

る

阿

呆

よ

り

踊

る

阿

呆

を

い
つ
ま
で
も
バ
ブ
ル
/
¥
と
一一百ひ
な
が
ら

旅

の

終

り

に

め

く

る

め

く

恋

ホ
ス
ピ
ス
の
ナ

l
ス
が
天
使
に
且
え
た
と
き

洗

ひ

饗

し

て

こ

ぎ

つ
ぽ

り

す

る

鴫

き

交

す

蛙

に

ぎ

や

か

梅

雨

の

月

年

子

の

せ

い

か

す

ぐ

に

喧

嘩

し

山
は
向
じ
ユ
ダ
ヤ
キ
リ
ス
ト
マ
ホ
メ

ァ
ト

自

由

民

主

は

鑑

品
川

だ

い

併

さ

花

の

域

日

本

一

の

洲

眼

下

若

鮎

釣

っ

て

酒

の

う

ま

か

り

閉
山
川
竹
凶
捌

気そ 可¥ IH 111 
伏 iた向 山
冬草も竹竹も冬 22も竹草寺も竹 41F竹も

り美郎り四

ナ
ォ
万
川
田
節
こ
の
世
は
甚
し
と
あ
き
ら
め
ぬ

ゆ

と

り

教

育

賛

否

こ

も

こ

も

閑

居

し

て
不

器

を

噌

や

す

体

み

と

は

パ
パ

は

自

制

の

ギ

ョ

ー

ザ

円

っ
て

挺

降

る

F
町

通

り

路

次

の

由民

裂

の

荒

別

に

吠

ゆ

る

山

犬

マ

ラ

ソ

ン

は

山

地

を

選

び

強

化

す

と

監

督

恭

ひ

ど

こ

ま

で

も

堪

へ

今
日
も
ま
た
ロ
ケ
だ
ど
言
っ
て
外
泊
し

特

ダ

ネ

欲

し

い

週

刊

枇

配

者

う

っ
す

ら

と

有

明

の

月

待

ち

ぼ

う

け

西

行

雌

に

館

の

石

く

れ

t紅
葉

の

絵

平

成

琳

派

と

剖

さ

る

る

美

女

の

お

酌

で

撞

町

時

限

制

服

の
似

合

ふ

筈

だ

よ

元

パ
ー

サ
ー

ゃ

う

や

く

馴

れ

し

飼

猫

の

三

毛

池

の

鯉

静

か

に

く

ぐ

る

花

筏

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
習
ふ
、
水
き
日

もtt-f.7:竹冬 も竹 22冬草 も竹 ZR4も竹冬 1;1

四美flIl凶四郎奨りり英郎り

平
成
」
l

山
4
一一
円
八
川
円

平
成
十
凶
年
凶
月
十
t
H足

(，X
P
H
)
 

四

四flI~ W.り 四美日11四郎 rit.fll;りりり 英 UII凶 美

228ー



《
w
mwM

に
ほ
ん
ご
連
句
会
V

キ
歌
仙

『グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
』

目
を
こ
ら
す
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
霧
時
雨

徒

長

枝

は

ら

い

待

つ

今

日

の

月

粥

脂

呉

須

の

小

鉢

に

こ

ん

も

り

と

次

か

ら

止

に

ブ

ラ

ン

ド

シ

ヨ

y

プ

熱

帯

夜

フ

ラ

ノ

地

選

ぶ

デ

ザ

イ

ナ

ー

曝
品
川
U

に

赤

い

傍

線

を

足

す

ゥ
詩

集

よ

り

宮

町

写

真

は

ら

り

落

ち

ど
き
つ
い
恋
を
と
曹
っ

て
み
る
だ
け

タ
マ
ち
ゃ
ん
は
ガ
ー
ル
ハ
ン
ト
に
来
て
た
ん
だ

ひ
び
割
れ
か
く
し
つ
く
ろ
い
の
日
々

巡

転

手

気

つ

け

諜

に

又

一

杯

札

の

森

に

せ

せ

ら

ぎ

を

聞

く

冬

の

月

外

つ
回

か

ら

の

通

夜

の

在

泥

の

眠

り

を

打

つ

し

ず

り

百

剛

追

を

猫

車

行

く

犬

を

来

せ

山

川

を

灯

し

て

白

ι
引

を

汲

む

金

山

は

花

の

吐

息

の

風

と

な

り

も

や

晴

れ

わ

た

十

=
一
詣

る

柳
沢
そ
の
倒

杉
川

出44

柳
沢
そ
の

制
本
夕
子

百
件
香

山

川

藤

桁

附

英

市
出
ま
ゆ
み

鈴
木
六
美必ノそ香噂

万
歩
必
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八
飽
n
M

川

能
川
公
川
連
句
友
遊
ク
ラ
ブ
V

:且

『回受

珠

沙

華
』

制l

長

珠

沙

華

一
村

組

く

染

ま

り

け

り

月

あ

わ

あ

わ

と

湖

の

北

端

風

呂

名

残

り

米

寿

町

翁

正

容

に

手

入

れ

府

き

し

髭

を

し

ご

き

つ

筆

ま

め

に

日

々

肝

日

の

日

記

帳

浴

衣

姿

に

暑

さ

な

ご

み

て

ゥ

企

茶

髪

裾

を

絡

げ

て

背

に

団

扇

近

江

唐

崎

一

つ

松

迄

か
の
岸
に
待
つ
は
い
と
し
き
妥
あ
り
て

い
も
せ
の
霊
は
果
つ
る
こ
と
な
く

次
の
世
は
間
わ
れ
て
我
は
弥
陀
の
手
に

献

句

供

え

て

修

す

時

雨

忌

寒

月

を

鳩

の

き

ざ

浪

ち

り

ば

め

て

望

遠

カ

メ
ラ

五

0

0
ミ

リ

て

ふ

露
天
風
呂
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
り
山
の
街

吠

え

た

つ

龍

の

口

が

湯

口

に

散
り
初
む
る
花
ひ
ら
ひ
ら
と
蝶
の
ご
と

天

女

の

衣

春

風

に

舞

つ

坊
位
佐
太
郎
捌

ムア
ォ
炉
を
惑
ぎ

町山
町
り
部
婆
に
市
の
助
勢

そ

ぞ

ろ

宇

き

の

哲

学

の

道

怖

に

句

帳

歳

時

記

忍

ば

せ

て

刷

れ

土

塀

も

歌

の

つ

れ

づ

れ

夏

宵

の

潜

り

戸

山

で

し

彰

二

つ

ほ
の
か
に
残
る
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
脊
の

開

帳

の

秘

仏

は

霊

の

姿

な

り

抑

初

屯

稲

肌

身

離

さ

ず

我
が
祖
父
は
ま
め
な
動
き
も
制
時
々
と
し
て

出

口川

端

に

こ

め

る

丹

精

金

一成

に

浮

か

ぶ

名

月

飲

み

ほ

し

て

天

王

越

え

行

く

脱

が

ね

の

竿

:

子

が

継

さ

し

鉦

や

太

鼓

の

秋

祭

り

震

度

速

報

泣

隔

地

ら

し

補

聴

総

も

鞄

に

入

れ

て

旅

支

度

ネ

ク

タ

イ

靴

に

背

広

新

剖

夢

に

見

る

己

が

花

咲

く

響

の

来

て

主

社

噌

る

お

き

大

空

首不可L恵消俊 1Jた 2lt不 E 附佐 f主!.!{ ii~í' 俊苛

H
K

谷
川
琵
描

幼
良
佐
太
郎

大問
昭

三

奥
村
主
義

組
川
不
二
子

河
崎

杵中

谷
村
た
え
子

偏
陥
昔

友

浅
草
世

子

川
市
消
夫

前

谷

官

邸

宏琵昨
何佐4
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A
H
所
沢

俳
誹
工
一一M
V

俳
持
ト
ロ
ワ

七

章
』

ロ
を
尖
ら
せ

柿
の
木
に
椋
立

て
掛
け
て
そ
の
ま
ん
ま

何

の

話

か

口

を

尖

ら

せ

ま

ま

事

の

小

ま

に

住

ん

で

夫

婦

な

り

一
本
の
ベ
ン

リ
ス
ト

ラ
に
私
物
を
包
む
き
り
な
が
ら

使

い

古

し

た

一

本

の

ペ

ン

板

張

り

の

診

療

室

に

宜

的

月

永
代
崎

新

造

の

小

走

り

に

な

る

#

し

ぐ

れ

永

代

怖

の

空

を

服

手

の

者

と

深

編

笠

に

月

を

見

る

出
凶
阿
空
編

'ー

花

衣

解

か

れ

る

紐

の

散

り

杭

れ

部

紅

さ

せ

る

魚

の

身

の

反

り

四

候

流

包

τ
か

ざ

す

訟

の

際

り
ん
立先

日時空

ZE苗 2E

尤
も

な

而

独

吟

蹴

飛

ば

し

の

大

鍋

つ

つ

く

若

い

衆

一

句

詠

ん

で

る

尤

も

一

な

而

初

産

の

茶

髪

ベ

ァ

ド

に

民

ま

り

と
き
主空空

川

蛇

独

吟

子
を
と
ろ
の
遊
び
の
刷
出
ら
も
い
な
く
な
り

中聞

の

色

に

染

ま

る

町

組

側

街

に

工

日

弁

当

箱

を

提

げ

Fト

EE Jな空

hHJ
ルMλ

仲

捕

ま

出掛!
日守

々

郎 f;:ql 

化

風

の

月

を

偏

る

か

却

さ

止

む

'H
刷

の'『;の

}ト八

hv
H
N
q
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A
H
人
辰
俳
時
接
心
ー
そ
の

-uv

十

捌

『い
く
た
び
を
』

い
く

た
び

を

か

ぞ

え

て

午
の

年

の
春

稚

児

輪

に

結

い

し

頃

を

初

夢

途

中

下

車

前

途

無

効

の

切

符

に

て

藍

染

の

れ

ん

松

前

座

と

あ

り

』

α
a
n
h

場
つ
ぽ
へ
と
二
合
半
ほ
ど
の

笥

の
務
つ

濁

り

酒

と

て

神

慢

と

な

す

抱
き
合
う
て
タ

l
ジ
マ
ハ
l
ル
の
月
の
夜
を

ミ
イ
ラ
に
な
っ
て
も
愛
し
て
ほ
し
い

空
蝉
の
く
だ
け
そ
う
な
る
あ
や
う
さ
に

猫

の

戎

に

猫

の

大

黒

云

々

す

二

人

静

の

咲

く

場

所

を

海

市

を

見

ん

と

ひ

と

び

と

の

群

れ

リ
フ
レ
イ
ン

業

平

も

通

い

し

暗

が

り

峠

と

ぞ

撫

で

る

が

ご

と

く

遺

跡

発

掘

霜
よ
け
の
風
車
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
と
茶
畑

附
本
盟
主
捌

凶
本
星
女

球生
は
て
お

竹
内
茂
翁

羽
川
定
女

以
臥
町
議

折
体
り
え
こ

林
道

子

山

口

組

お設定翁

232 -
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《
大
阪
俳
措
按
心

V

ート

i甜

『若

日書

~ 

膝
送
り

若

葉

路

上

向

き

給

う

羅

漢

か

な

後

を

も

見

ず

に

青

蛙

跳

ぶ

酔

う

ほ

ど

に

陰

陽

道

を

能

舌

に

千

と

千

尋

の

試

練

の

あ

け

く

れ

ケ

イ

タ

イ

の

親

指

忙

し

氷

き

日

を

逸

い

た

い

見

た

い

も

鑓

の

彼

方

流
れ
も
の
の
京
女
な
り
わ
た
し
も
ま
た

荷

揚

の

絵

と

知

る

人

ぞ

知

る

山

の

端

を

は

な

る

る

月

の

大

い

き

ょ

山
地
の
捨

子

の

ご

機

嫌

如

何

被

き

も

の

め

か

し

て

菰

の

典

、

牡

丹

に

じ

り

口

よ

り

す

る

り

茶

室

へ

1;': M 附鈴
岡野 111 本
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関
本
昆

平
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四
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四
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同
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首
厄

233 

{酔
。

西
脇
松
円
}



A
H
入
札
臥
帥
株
擢
心
ー
そ
の
三
V

R 

青

蛙

膝
送
り

青

蛙

か

ぽ

そ

き

足

で

跳

ぴ

ゆ

け

り

か

わ

た

れ

ど

き

の

十

薬

の

白

そ

も

何

々

ぞ

世

界

の

七

不

思

議

見

た

こ

と

も

な

き

月

の

痕

側

議
枝
の
香
露
と
消
え
に
し
楊
貨
妃
よ
り

チ
ン
ザ
ノ
賭
け
て
ポ
エ
ム
パ
ト
ル
を

人

事

に

こ

の

紐

解

け

と

い
う

は

誰

ぞ

す

っ
ぽ

ん

提

げ

て

金

借

り

に

ゆ

く

天

邪

鬼

伏

惚

と

し

て

蒋

の

昼

山

町

向

う

よ

り

煙

ひ

と

す

じ

厄

払

い

東

方

朔

は

九

千

歳

陶
本
昆
女

球
少
は
て
お

M
F野

晶

星お袋皐お品皐お
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《
大
阪
俳
訴
接
心
ー
そ
の
悶

V

十

調

虫色

の

蛤

の

二

見

に

か

こ

つ

秋

暑

か

な

め

っ

き

り

小

さ

く

な

り

し

朝

顔

観

音

の

お

ん

唇

は

色

槌

せ

で

ふ

っ

と

せ

つ

な

い

沈

黙

の

と

き

ふ
た
り
な
ら
あ
の
世
ま
で
も
と
ふ
ぐ
と
け

琵

琶

の

名

手

と

耳

初

期

し

芳

一

大

山

の

街

に

巨

犬

の

飼

わ

れ

い

し

「

黒

松

翁

」
の

あ

て

に

路

昧

附

雌

帰

る

有

明

月

に

郁

な

し

て

蹴

越

に

励

む

若

き

祢

宜

た

ち

衣

紋

竹

き

の

う

雑

今

日

浴

衣

柿

に

あ

で

翌

桁

な

り

ら

岡
本
旦
女
捌

間
本

昆

附
ぬ
も

州
桝
川
防

相
凶
型

池
附
利

忠
世

立背 一二 制りり明l旦背 二 一

- 235ー
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A
H

後
山
白
水
台
迎
句
会
V

歌

堰

の

水

官11

う
ら
ら
か
や
ポ

l
ル
放
さ
由
砲
の
水

諸

草

萌

ゆ

る

ジ

ョ

ギ

ン

グ

の

径

目

刺

焼

く

匂

ひ

か

す

か

に

漂

ひ

て

ほ

ん

ぽ

ん

ぽ

ん

と

古

時

計

略

る

月

光

の

射

す

吹

抜

き

の

向

き

窓

自

転

車

湘

ぎ

て

帰

る

夜

学

子

ヮ新

型

の

肺

炎

凶

の

う

そ

民

一

く

栄

転

な

れ

ど

支

社

は

香

港

鈎

裂

き

を

締

ひ

く

れ

し

人

に

し

て

化

粧

つ

気

な

き

肌

の

つ

や

や

か

恋
い
ま
だ
知
ら
ず
激
し
き
恋
を
詠
み

ベ

ノ

を

片

手

に

仰

る

冷

酒

片

割

れ

の

月

が

雲

間

に

桜

桃

忌

薮

に

ひ

そ

む

は

鬼

か

紡

か

独
裁
者
キ
ム
ジ
ョ
ン
イ
ル
の
気
味
悪
き

押

せ

ど

叩

け

ど

聞

か

れ

ぬ

ド

ア

議

酒

な

る

邸

宅

お

ほ

ふ

花

の

枝

遠

E
の

子

に

つ

き

ま

と

ふ

猫

大
西
紫
之
捌

，ォ
茶
摘
唄
聞
こ
え
て
安
ま
だ
見
え
ず

紋

浪

癖

が

頭

も

た

げ

る

エ
ジ
プ
ト
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
に
魅
せ
ら
れ
て

棚

に

蛇

び

し

が

ら

く

た

の

山

若

襲

に

愛

知

っ

か

さ

れ

不

利

髭

出当

立

郎

に

も

母

叩

本

能

こ
は
ご
は
と
慣
れ
ぬ
手
つ
き
で
お
で
ん
煎
る

今
も
引
き
ず
る
地
震
の
ト
ラ
ウ
マ

学

校

を

巡

り

て

聞

く

コ

ン

サ

ー

ト

文

山

一
羽

ポ

ケ

y

ト

に

入

れ

叱

ら

れ

て

お

泊

ひ

に

行

く

萩

の

泊

タ

月

か

か

る

産

土

の

森

1品
川

M

年

を

祝

ふ

老

若

集

ひ

来

て

も

っ
た
い

つ
け

て

手

品

ご

岐

路

フ
セ
イ
ン
の
消
息
と
ん
と
伝
は
ら
ず

行
き
つ

一一民
り
つ
貨
車
の
入
れ
替
へ

職
退
き
て
の
ん
び
り
花
を
霊
づ
る
旅

噛

め

ば

な

つ

か

し

虎

杖

の

味

大
山間
紫
之

凶
川
伊
勢
子

名
本
敦
子

向
井
由
利
子

山
口
附日

=一込
え事故紫出山

詞
H
H由も

え事輩出
山ルえ

咋
窃索

前
唱
す-uw 

平
成
ト
五
年
四
月
十
八
日
目

平
成
ト
E
年
五
月

一
日
応

(
於
道
怯
白
水
平
) 務 由伊 紫由敦 1輩 出 伊 敦 紫敦紫 11:1博敦伊由
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A
H
芭
松
山
記
念
館
連
句
Amu
-

そ
の
ご
V

歌

落

椿

{III 

山阜
市

腕

骨

オ

フ

イ

リ

ア

の

ご

と

水

の

上

オ

た

ま

ゆ

り

の

事

淡

き

弥

生

野

若

駒

の

噺

き

高

く

駈

く

る

ら

ん

山

脈

越

え

て

未

来

聞

く

か

望

月

の

き

ら

め

き

を

ゆ

く

宇

山

船

地

球

の

磁

の

秋

は

さ

や

け

し

沼

町

び

醒

ま

す

小

学

哨

歌

晩

翠

忌

今t

白

墨

の

粉

袖

口

に

つ

け

胸

厚

き

ウ

ィ

ー

ン

生

ま

れ

の

検

事

正

肌

を

燃

せ

る

指

の

し

な

や

か

縁

先

町

維

の

艶

鵡

の

黙

り

こ

む

早

り

つ

づ

き

の

月

は

細

り

て

百

姓

の

図

太

さ

冷

酒

酌

み

あ

え

り

お

ら

が

自

慢

の

一

茶

の

栖

め

ぐ

り

ゆ

く

戒

岨

の

附

探

か

り

し

婚
や
し
い
や
し
の
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ

l

花

筏

海

の

ロ

マ

ン

を

か

き

た

て

て

雲

を

透

か

し

て

春

の

羽

衣

三
枝
誠
子
捌

ル
山

帰

り

尽

せ

し

後

の

虚

ろ

な

り

ムナオ(

部

屋

に

散

ら

ば

る

玩

具

さ

ま

ざ

ま

問

り

な

い

舌

を

ま

わ

し

て

英

知

盤

じ
ゅ
げ
む
じ
ゅ
げ
む
で
大
家
び

っ
く
り

ぼ
ろ
市
町
削
に
ち
守
り
ん
こ
た
む
ろ
し
て

師

走

の

街

に

宙

の

降

り

出

す

恋

つ

ら

し

結

び

の

神

に

願

を

か

け

弟

の

方

へ

告

げ

ら

れ

し

霊

干

し

物

に

派

手

な

色

彩

殖

え

て

ゆ

き

風

の

巡

ぴ

し

ピ

ア

ノ

の

昔

い

ろ

中

空

に

砂

棋

の

月

の

し

ん

し

ん

と

背

骨

ち

ち

ま

る

ほ

ど

の

下

冷

え

ん
仲

見

世

仁

勲

章

売

れ

り

明

治

節

J
Aリ(

竹

の

ス

テ

ッ

キ

鳩

町

寄

り

〈

る

天

割

に

か

け

し

平

和

と

戦

争

と

掌

の

な

か

コ

イ

ン

に

ぎ

」り
る

わ

た

飴

の

ち

ぎ

れ

て

飛

べ

り

花

の

畳

影

ゆ

る

や

か

に

括

る

る

鰍

犠

長
鶴

子

E
勝

典

雄

刻
印
仇
香
寿
子

Z
H澄
子

a
m
F
 

骨典量
制香雌

伊香澄轟澄典骨典澄

平
成
4
1
同
年
間

H

一l
問

u
n

平
成
十
問
4
ヒ
川

ザl
問
日
厄(酔

川
点
区
也
梨
花
念
館
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《
芭
相
川
記
念
館
連
句
会
ー
その
ご
一V

1政

『懐
か
し

ゃ
』

1111 

山県
明

か

し

ゃ

枝

川

削

茶

事

の

母

の

所

刊

宥

昔

冴

え

冴

え

と

機

を

織

る

鶴

再
生
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
梢
ま
れ
い
て

開

発

進

む

中

世

の

街

月

光

に

幻

の

同

車

横

切

れ

り

人

の

輪

招

れ

て

踊

り

広

が

る

叫
列

な

し

て

十

重

に

二
十

毘

に

稲

架

概

【

廊

下

と

ん

び

の

迷

い

込

み

た

る

ち

ん

ま

り

と

畳

付

嬢

は

細

面

見
知
ら
ぬ
ふ
り
で
そ

っ
と
ウ
イ
ン
ク

設

も

な

や

ア

ダ

ム

と

イ

ヴ

の

繰

返

し

宜

ベ

残

し

た

る

川

の

品

物

登
h
リ
窯

大

の

入

り

継

ぎ

て

耳

の

月

河

鹿

の

戸

の

澄

み

波

り

ゆ

く

来

年

の

ア

ト

ム

誕

生

侍

ち

い

た

り

地

方

へ

移

す

本

相

工

場

花
の
も
と
ケ

7
・
サ
ー
ビ
ス
の
ゆ
き
凧
き

の

ど

か

な

昼

に

聞

悲

を

打

ち

合

い

雅雅 芳 I!I:雅児稔!lJ:fi雅芳児児紫雄子児子

ル
変

る

た

び

雄

雄

し

く

な

り

ぬ

部

し

向

ナ
オ(

能

の

太

鼓

で

ポ

l
ン

と

き

り

こ

む

深

深

と

吏

け

ゆ

く

空

仁

北

斗

星

み
ん
な
つ
け
て
る
カ

1
ナ
ピ
ゲ

I
シ
ヨ
ノ

三

県

の

あ

と

の

凶

泌

が

縦

し

く

て

事

い

て

み

た

い

出

似

つ

き

の

橋

マ
ジ
ソ
ン
の
小
説
ま
が
い
の
恋
を
す
る

不

倫

と

知

り

つ

綴

る

日

記

に

夏

落

葉

天

神

繊

の

石

仕

外

回

選

手

招

致

脱

争

満

月

へ

大

刀

か

ざ

す

捗

城

山

考

古

学

者

の

ふ

る

ざ

け

の

酔

い

μ鉦
叩

子

等

が

見

付

け

て

い

ぶ

か

が

り

す
ヴ(

グ

ラ

ピ

ヤ

雑

誌

鮮

や

か

な

色

集

腕

の

峨

々

の

持

を

取

揃

え

ヨ

ガ

教

主

へ

通

う

あ

け

く

れ

列

品

を

花

前

線

の

走

り

抜

け

万

組

問

師

干

載

の

器

中
昨
総
子
捌

山
中
野
稔

折 til t公。
n I!I ?i- III 
世芳雄 fjl

I 
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《
芭
和
記
念
館
辿
句
会
そ
の
一一一
V

歌

秋

や

色

制l

出
秋

色

や

石

和

み

古

り

し

パ

ン

フ

駅

才t

蔦

紅

葉

せ

る

窓

に

人

影

横

笛

の

桂

男

に

吹

か

る

ら

ん

渚

に

寄

り

し

小

さ

き

貝

般

王

宮

を

飾

る

酬

明

釧

の

華

や

か

に

そ

ぞ

ろ

容

さ

の

械

の

涼

し

さ

球
お
台
場
に
昨
れ
て
こ
、
つ
も
り
舞
い
出
で

L

t

尾

崎

挫

の

影

い

ま

も

尚

ゴ
ン
ド
ラ
に
ふ
れ
合
う
膝
を
凱
く
し
て

か
ら
む
悦
柏
酬
の
夢
ご
こ
地
な
る

位
致
さ
れ
し
ひ
と
に
ふ
る
里
や
さ
し
か
り

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
乳
の
出
の
良
き

教

会

の

讃

美

歌

洩

れ

て

争

の

月

軒

の

氷

柱

の

乱

反

射

し

て

辛

口

の

先

祖

伝

来

に

ご

り

酒

信

楽

の

盃

ぶ

ら

り

ぶ

ら

り

と

夜
の
花
に
も
の
の
怪
版
の
術
り
い
し

子
ら
喜
々
と
し
て
春
を
惜
し
め
る

松
探
附
美
捌

"怯
7f i事

Jli1i 
優

俊典紋春雄優附子紅 英

飯
川
川
春

川
上
絞

後
樵
胤
ハ

子
，x， 
4ι 

ク

ル
不
ク
タ
イ
を
替
え
て
銀
座
に
荷
風
の
忌

+
ム
す(

ナ
イ
フ
と
フ
ォ

ー
ク
ベ
ネ
チ
ア
グ
ラ
ス

ゆ
っ
た
り
と
汽
筒
を
き
い
て
船
の
旅

姿

を

変

え

る

裂

の

百

態

白

服

を

祖

被

と

お

て

フ

ラ

ン

ス

語

女

狂

わ

す

立

の

夜

の

恋

教
え

子

の
未
来
を
思
い
あ
き
ら
め
て

小

説

に

山首

く

波

測

万

丈

街

並

を

眼

下

に

ひ

と

り

耐

む

窓

辺

慌

の

フ

ル

ー

ツ

彩

と

り

ど

り

に

三
日
月
に
来
っ
て
し
ま
っ
た
鬼
ゃ
ん
ま

聞

梨

こ

ろ

と

坂

を

こ

ろ

が

る

ん
荒

川

し

世

界

辿

産

の

仏

国

寺

Lr
ウ(

遥

か

に

続

く

マ

ラ

ソ

ン

ロ

l
ド

た
ゆ
ま
さ
る
大
志
が
実
り
グ
ラ
ン
プ
リ

ふ

ら

こ

こ

的

り

す

母

の

面

影

千

年

を

湛

え

し

花

町

妖

艶

に

連

山

脈

光

妓

雪

綾 典綾典典春絞春 11百典春日時典 l甚蒋綾 i!12催

綾列附優春時

る

W
T
山
川
町
」
1

川門仇ル
1

4

1

川川
一
一J
I

一円M
丸山
H

平
成

f
同
年
l
一
月
二
十
六
日
同

(川町

江
点
以
」芭
烈
記
念
飢
)
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山地
梓

草

や

相

寄

り

て

洞

組

め

き

れ

ず

オ(

剖

回

な

が

ら

に

畳

呼

ぶ

唄

錦

絵

の

名

品

ず

ら

り

一
堂

に

祝

い

の

席

に

集

う

人

々

月

の

出

を

待

ち

て

鎧

戸

開

け

放

ち

秋

気

澄

み

た

る

述

き

山

嶺

法

制

年

の

苦

労

の

果

て

の

稲

を

刈

り

ウ(

観

光

パ

ス

の

や

っ

て

く

る

頃

カ
ル
ダ
ン
の
悶
干
制
服
よ
く
似
合
い

花

束

を

手

に

行

き

つ

一民

り

つ

ド
ラ
マ
よ
り
素
敵
な
恋
の
結
ば
る
る

奥

の

院

へ

の

径

の

急

峻

自

の

前

に

ふ

い

に

跳

ぴ

出

す

白

兎

枯

木

の

裂

に

凍

り

つ

く

月

遭
難
を
告
げ
る
サ
イ
レ
ン
け
た
た
ま
し

右

も

左

も

無

関

心

決

め

ビ

ル

街

の

狭

間

に

生

い

て

花

盛

り

ま

た

も

重

ね

る

消

明

の

酒
草。
や

小成法厨
向 111 辺井

信淑ゆ世
太 り

ゆ淑信ゆ淑世淑男信淑淑信ゆ世郎美子紫

T
咲
U
A

、

新
判
世
紫
捌

ん
春

眠

に

凶

行

訴

う

友

の

顕

れ

ナ
オ(

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

史

跡

発

掘

雄

品

の

懸

賞

つ

き

の

ネ

ッ

ク

レ

ス

団

地

の

ひ

と

聞

物

で

い

っ

ぱ

い

梅

雨

蘭

叩

r

徹

毛

徽

徴

煙

新

人

ア

ナ

の

強

き

香

水

巷
で
は
出
来
ち
ゃ
っ
た
婚
あ
た
り
，
刑

詐

ら

し

は

甘

く

料

理

昨

っ

ぱ

く

あ

れ

ほ

ど

の

熱

柾

き

め

L

W
杯

走

り

根

太

く

不

況

ど

ん

底

ア
ト
リ
エ
の
裸
問
削
除
月
を
あ
び
て
件
ち

東

京

湾

に

績

を

釣

る

舟

陥
脚

腰

の

姥

き

は

じ

め

し

そ

ぞ

ろ

寒

ナ
ウ(

秘
官
基
地

へ
と
子
等
の
駈
け
ゆ
く

ル
ー
ペ
で
も
探
せ
ぬ
ほ
ど
に
小
さ
き
町

沓

脱

ぎ

石

に

雪

解

し

た

た

る

品

り

を

押

え

て

花

の

史

茶

縦

寺

願

い

を

託

す

天

に

初

曲

平
成
十
凶
均
五
月

平
成
十
四
一
勾
七

H

ト
一一一
日
打

イ
凶
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AU眠
中
巴
世
血
辿
句
会
そ
の

-v

2臥

1明

gj 

官iI

削
削
削
の
蔓
ゆ
る
み
た
る
あ
し
た
か
な

風

に

揺

れ

た

る

機

織

の

ひ

げ

官

邸

に

月

見

の

容

の

集

ま

り

て

と

く

と

眺

め

る

軸

の

箱

性

鉛

少

し

浮

か

ぶ

鉄

瓶

湯

気

を

吹

き

拍

寝

息

立

て

膝

に

埋

も

る

る

ゥ
ふ
す

ま

陥

て

て

家

庭

内

別

居

中

ゴ
ミ
を
出
す
の
は
彼
の
目
前
中
よ

分

別

を

か

な

ぐ

り

拾

て

し

定

年

後

布

起

、

つ

な

が

し

符

皮

子

育

て

下
駄
川
印
刷
ミ
ュ
i
ル
パ
ン
プ
ス

ス
ニ
ー
カ
ー

殺

人

事

内

迷

宮

に

入

る

主

を

出

て

雲

へ

駆

け

込

む

互

の

月

夜

間

の

屋

般

へ

来

た

る

編

劇

タ
ト
ゥ
ー
な
ど
気
分
次
第
に
貼
り
は
が
し

明

日

は

十

八

今

日

は

十

七

ス
カ
ー
ト
の
裾
ひ
る
が
へ
る
花
の
門

音

楽

室

へ

蝶

が

ひ

ら

ひ

b 

一一
ォ
啄
木

大
目
的
士
捌

「宕

東

空

に

血

淡

ラ

y

ン
ユ
ア
ワ

l
に
歌
作
り
つ
つ

ハ
ン
サ
ム
な
部
下
三
人
に
か

し
づ
か
れ

柔

道

五

段

女

署

長

は

亡

き

母

と

同

じ

所

に

泣

き

叩

r

子

た
だ
待
つ
だ
け
の

日
々
は
も
う
い
や

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

B

G

M
に
裕
次
郎

こ

の

辿

休

は

化

の

小

榊

に

南

国

の

子

の

は

じ

め

て

の

雪

述

麿

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
副
而
く
っ
き
り

堀

端

の

肱

身

二

本

を

月

間

ら

し

飛
耐
E

H

E

昨

盟

跳

び

は

ね

Z
本

時

の

阿

弥

陀

州

来

に

新

米

を

明

治

生

ま

れ

が

仕

切

る

宴

会

張
り
合
へ
ば
法
刷
用
が
法
螺
呼
ぶ
武
昂
伝

浅

醐

光

る

戸

路

地

裂

を

抜

け

大

潮

の

掛

川

を

包

み

て

花

の

雲

凧

を

般

若

空

の

県

σ〉

く

鋭
部
比
呂
美

作
傍
恵
子

消
し
五
日
久
彦

大
将
洋
子

作

時

U

久
代
{
也
子

中
桶
利
子

大
竹
恵
子

句

作

れ

ν

1

T
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八
鉱
山
甲
山
世

m迎
句
会
ー
そ
の
一一
V

短
歌
行

蛤

や

蝦目

蛾

榔

や

医

剛

と

い

ふ

名

の

免

罪

符

自

主

廊

下

を

辞

む

、

っ

そ

九

、

街

あ

か

り

微

笑

む

月

に

誘

は

れ

て

協

繋

山

は

第

二

楽

平

服
炉
焚
き

一
人

寝

そ

べ

る

床

の

よ

毛
布
の
ぬ
く

み
ふ

っ
と
気
づ
き
し

昨

夜

ま

で

教

師

と

生

徒

今

こ

こ

に

円

の

摘

さ

方

縁

の

切

り

方

似
利
屈
の
ト
ラ
Y

ク
に
杭
む
古
道
具

土
産
の
こ
け
し
ぽ
つ
ね
ん
と
立
つ

花

の

宴

お

国

の

言

艇

よ

み

が

へ

り

は
な
ば
な
し
く
も
脊
の
ス
カ
ー
フ

大
野
間
士
捌

清
水
質
久
彦

社
主
忠
子

東

信

雪
前
也

久
代
山
川
尚
子

乾

hH
H

A

1

叩

む
出

一
躍で

ι

奥山
節

子

品
イ
ゾ
リ
ヲ
ィ
ッ
シ
、
ー

J
選

ば

る

る

都

を

ど

り

の

踊

相

手

に

姉

に

教

は

る

織

さ

悶

墨

し
の
の
め
は
セ

i
ヌ
の
川
の
苦
枕

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
は
ト
マ
ト
ソ
l
ス
で

H
拭

き

て

息

整

へ
て

プ
ロ
ポ
ー
ズ

縦

深

く

透

け

る

月

光

逆

縁

と

な

り

し

は

何

の

因

果

か

と

生

命

保

険

満

州

削

は

山

ず

ゥ
公

闘

に

ぬ

く

も

り

残

る

計

り

台

散

告

の

犬

の

起

き

足

取

り

酔

容

に

花

散

り

初

む

る

城

下

町

受
H

れ
の
知
ら
せ

一小

沼

に

来

る

荘

く

ιrq

j
'
ef
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〈
岐
阜
巴
世
型
連
句
会
そ
の
一二
V

大
野
拍
士
捌

ォ
左

か

ら

そ

し

て

右

か

ら

蛙

の

干

D

N

A

の

せ

い

に

し

て

を

く

其

実

は

泣

控

が

括

る

附

の

附

日

間

マ

ン

シ

ョ

ン

墓

地

の

正

岡

鯛

焼

の

応

を

起

り

つ

つ

ま

た

挫

へ

こ

の

ご

ろ

少

し

ド

が

る

偏

差

仙

そ
も
そ
も
は
個
人
指
導
の
宵
の
こ
と

枕

平

子

を

散

ら

す

枕

辺

水

古

に

別

れ

稲

の

戸

の

消

え

践

の

術

れ

る

蕗

の

放

鍋
者
、
え
て
月
は
い
づ
こ
へ
行
き
に
け
る

利

泊

し

た

る

訳

に

あ

ら

ね

ど

ご二

男

に

胞

を

譲

っ

て

楽

隠

居

前
日
出
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等

公

園

に

子

供

が

は

し

ゃ

く

昼

下

り

靴

の

形

も

色

も

と

り

ど

り

今
年
ま
た
め
ぐ
り
会
ひ
た
る
花
惜
し
み

風

車

胤

は

み

か

ら

か

戯
川
格
付
川

?を
ひ
ろ

節 子 み雪 忠 彦 班 、 吉 彦 肱 士 lL47b一 節 ー
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『ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
』

ク

リ

ス

マ

ス

ソ

ン

グ

早

々

街

中

に

時

間

か

け

つ

つ

選

ぶ

マ

フ

ラ

ー

決

勝

戦

応

媛

せ

む

と

誘

は

れ

て

快

速

電

車

満

員

で

来

る

肌

開

業

の

窓

か

ら

見

ゆ

る

月

九

し

予

約

入

れ

た

る

新

酒

稲

荷

酒

ゥ
火

祭

り

の

炎

の

中

に

縮

れ

し

影

京
の

言
葉
を
ち
ょ
っ
と
真
似
し
て

や
ん
わ
り
と
断
る
技
が
身
に
付
き
ぬ

恋

愛

ご

っ

こ

す

め

ば

修

縦

坊

に

あ
て
も
な
く
速
い
海
見
る
旅
の
果
て

貝

絞

な

ぜ

に

相

似

形

な

の

か

く

や

姫

叩

し

き

月

へ

耳

を

向

け

一

司

法

師

五

分

の

魂

ダ
イ
エ
ソ
ト

お
俄
に
か
る
く
半
焼
り
に

H
A

応
ゆ
っ
く
り
巡
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ

府

口

に

花

の

ひ

と

片

付

け

し

ま

ま

新

人

生

の

校

歌

た

ど

ど

アニ

J、

怯
地

一

2

1

b

 

A
V
I
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作
務
恵
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A
n
w
胤
京
は
ね
だ
連
句
会
V

半
歌
仙

豆

手L

鍋

ヨ
ん
、
，
偽

浪

々

と

浅

間

の

出

湯

や

冬

紅

葉

豆

乳

鍋

に

甚

の

賑

や

か

外

つ

国

の

人

の

話

題

は

さ

ま

ざ

ま

に

手

入

れ

よ

ろ

し

き

庭

の

閑

寂

蓑

虫

は

隈

な

き

月

を

ほ

し

い

ま

ま

か

け

じ

白

露

に

掛

軸

掛

け

下

ろ

し

見

る

す
‘

ば
色

ゥ
垂
般

に

夢

を

丸

め

て

郁

子

の

実

を

行

き

交

う

恕

い

秘

め

や

か

に

燃

え

帯

と

い

て

少

し

拒

ん

で

雨

の

宵

巴

御

前

の

岬

誌

の

乱

れ

よ

逃

祖

神

微

笑

み

た

も

う

騒

の

路

涼

風

に

の

り

子

等

の

コ

ー

ラ

ス

月

光

の

砂

に

見

つ

け

た

恨

の

影

忘

れ

た

ふ

り

で

ご

み

袋

世

〈

松
本
に
ス

l
ン

・
ア
ラ
イ
ブ
あ
ず
さ
号

小

さ

き

川

を

渡

す

鉄

橋

い

ざ

行

か

ん

友

を

誘

い

て

花

の

山

hu
ぷ

仔

猫

に

酒

の

つ

ま

み

紙

ら

す

今
村

甜
却l

今

村

萌

藤
M

弘
正
子

山
口
和
義

柴
原
暁
子義

主
阜
市
吉
郎朗L
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an
樹木会

B
而
V

半
歌
仙

出来

日

手口

縞

日

和

向

河

岸

か

ら

声

遺

る

お

下

屋

敷

の

門

に

厚

物

月

の

宴

古

九

谷

輪

島

運

ば

せ

て

七
十
路
の
伯
母
う
た
ふ
ン
ヤ
ン
ソ
ン

ゃ
う
や
く
に
ユ

l
ロ
に
な
じ
み
汽
車
の
旅

白

雲

ぽ

か

り

冬

利

子

日

ふ

今
日
神
有
月
風
土
紀
の
聞
は
お
ほ
ど
か
に

向

き

梯

踏

む

版

み

こ

の

足

さ

ら

ひ

来

て

玉

と

車

み

か

し

づ

き

ぬ

は

げ

め

ば

い

つ

か

塩

の

長

者

に

絵

詞

の

子

供

の

喧

嘩

口

あ

け

て

様

千

切

木

が

今

は

燥

弾

痕

女

よ

ろ

ほ

ふ

空

に

月

涼

し

太

る

を

待

て

ず

さ

ぐ

る

新

平

甘

々

見

た

こ

と

の

あ

る

山

の

貌

雪

解

の

水

の

瀬

昔

日

噌

し

に

初
花
の
い
と
、
つ
つ
く
し
き

二
三

輪

朱

H
H
来

て

舞

へ

こ

の

御

代

の

春

ヤ

内
聞
き
ち
子ヤ+

勺

鈴
木

ア

ちヤちヤヤヤちヤちちヤちヤ
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An
e
川
健
連
句
会
V

歌

『赤

と

ん

ぼ

』

官h

群
れ
に
人
り
又
離
れ
ゆ
く
土
砂
と
ん
ぼ

仰

ぐ

大

樹

に

か

か

る

昼

月

秋
の
海
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
水
尾
引
き
て

パ

ン

ダ

ナ

巷

い

た

興

国

船

日

竹

か

ご

に

躍

を

詰

め

る

作

聾

終

え

冷

え

た

麦

茶

で

先

ず

は

休

憩

ゥ
夕
暮
れ
て
影
絵
の
ご
と
き
輔
副
舷
訂
士

は

な

び

ら

摘

み

て

恋

を

占

ふ

人
怖
じ
っ
握
手
し
た
だ
け
ラ
ン
デ
ブ
ー

携

帯

電

話

サ

イ

ン

発

信

研

修

が

名

所

を

巡

る

旅

と

な

り

関

空

一
せ

い

舵

税

き

び

し

く

月

天

の

真

只

中

に

凍

り

つ

き

あ

り

か

尋

ね

る

駄

の

戸

銀
行
の
火
薬
服
い
つ
か
火
を
帥
引
け
る

血

税

使

ひ

後

始

末

と

は
3
M
め

う

た

か

た

の

浮

世

の

運

命

花

に

雨

輪
の
広
ご
り
に
餅
剣
が
尾
を
振
る

相
松
川
干
捌

P
ォ

蓬

餅

な

ら

ぷ

屋

台

を

覗

き

こ

み

オ

カ

ル

ト

レ

デ

ィ

羽

織

稲

川

ベ
ン
に
ぎ
り
帯
せ
い
珪
し
て
経
を
佼
む

白

装

車

の

昨

れ

は

い

づ

こ

へ

満

水

の

池

に

詳

し

げ

り

た

る

時

折

凡

せ

る

ど

ん

他

の

日

遊

泳

の

気

分

如

何

と

問

ふ

毛

利

総

て

を

拾

て

て

行

く

は

地

の
出

メ
キ
シ
コ
の
マ
ル
が
リ
l
タ
に
口
説
か
れ
て

ウ
オ
ツ
カ

l
ぐ
い
と
滅
茶
苦
茶
に
酔
ひ

凶

般

の

窓

よ

り

眺

む

月

背

く

盟

述

鈍

に

う

つ

る

苦

純

子

:
視

野

間

く

限

り

県

な

し

鰯

答

航

の

帯

り

来

て

大

あ

く

び

す

る

神

前

に

消

し

き

音

色

鈴

の

川

町

り

お

み

く

じ

引

け

ば

小

吉

と

山

て

位

向

く

花

浄

土

な

る

城

の

比

へ
ん

問

先

も

ゆ

叫

の

辺

背

石

山

引

マ

寸

秋

義
マ
キ

T

附

干

K
S

P

3

 

I

1

4
 

枇

義
附

子

背

石
マ
キ
子

マ
キ
子

附

子

秋

義
マ
キ
子

背

石
マ
キ
子

秋

義

し
I

戸

3

1

1

 

uE
判

明

子

広
主
官
石

g
n軌
義

大
石
マ
キ
子

附

子

官

石

秋

義
マ
キ
子

hH4

戸コ

1

1

 

附

子

秋

義
背

石

秋

義
マ
キ
子

背

石

秋

義

山

川

平

'

マ
キ
子

る

wr
成

l
E
4
-
H
一

1
六
日
刊

平
成
卜
五
年
五
川
八

H
M

(
机
広
大
野
出
町
会
場
ア
ト
文
行
)
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企円
鈴
山
東
松
山
連
句
会

V

歌

ff 

イllt

や
』

官

や

御

仏

御

山

肌

閉

在

し

草

芳

し

き

山

の

辺

町

径

風
船
を
追
ひ
か
け
は
し
ゃ
ぐ
子
等
の
ゐ
て

引

越

し

街

物

や

っ

と

落

ち

つ

く

頗

伏

せ

て

摘

に

友

待

つ
十

三

夜

時

々

秋

の

蚊

を

払

ひ

も

し

ゥ祖

父

の

忌

と

盆

の

供

聾

を

態

に

後

輩

に

炎

を

つ

け

し

賀

妊

企
よ
り
も
霊
き
へ
と
言
ふ
し
ほ
ら
し
さ

テ

レ

ビ

面

而

に

写

る

現

実

イ
ラ
ク
戦
ど
ち
ら
も
正
義
か
、
げ
つ
、

株
価
の
ゆ
く
へ
フ
セ
イ
ン
に
訊
け

夢

描

き

涼

し

き

月

に

酌

め

る

楢

ヰ

も

冷

し

て

山

内

も

洗

う

て

故
且
の
鹿
山
ん
は
本
に
ま
と
め
ら
れ

小

川

の

よ

ど

み

稚

魚

の

天

闘

白

寿

祝

ぐ

笹

は

花

の

も

と

と

決

め

西

行

偲

ぶ

旅

は

ど

け

き
じ

σコ

波
部
仲
間
捌

+占有
も
て
一
な
し
は
朴
紫
に
成
れ
る
蓬
餅

聞
は
ず
組
問
り
に
も
ら
す
来
し
方

駅

前

の

路

上

ラ

イ

ブ

に

人

群

れ

て

道

幅

狭

め

放

位

自

転

車

お

互

ひ

に

勝

手

つ

ん

ぼ

の

腕

組

鑓

楽

食

と

て

喰

ら

ふ

ゐ

の

し

、

そ
の
む
か
し
そ
ボ
と
言
は
れ
し
研
述
男

刑

務

所

暮

ら

し

媛

交

の

川

市

て

弓
を
引
く
極
意
の
技
を
お
披
露
目
し

こ

め

か

み

聞

く

緊

ま

る

や

、

媒

名

月

を

浮

か

べ

る

淵

に

也

市

み

夜

な

べ

の

母

に

送

る

絵

手

紙

ナ
ウ
け
な
げ
に
も
土
佐
の
は
ち
さ
ん
腕
ま
く
り

時

き

闘

の

婦

へ

る

岬

品

な
じ
み
た
る
ア
メ
リ
カ
兵
の
的
聞
し
て

王

役

不

在

に

荒

る

、

非

場

所

昼

下

り

野

占

の

車

へ

ふ

ぷ

く

花

彩
変
は
り
つ
、
ン

ヤ
ボ
ン
玉
飛
ぶ

執

霊

山

仰

居

戒
能
匁
N
J

申超

大
野
順
子

土

凶

架

M
m
m
間

i

去
十

脂製造中寸
忽
タ順居幸聾弘

7R
 

H
 

悲
T居多

一r山
岨
イ
紅
白
a

一一一
H
一
ー
問
円
門
出

(於
e

松
山
山
小
野
公
民
飢
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《
一一
見
日
の
出
迎
句
会
V

キ
歌
仙

水

1R 

む

竹

林

の

背

き

目

ざ

し

ゃ

水

温

む

け

ふ

の

収

雄

浅

醐

一

刊

毛
を
刈
る
に
逃
げ
る
羊
を
追
ひ
か
け
て

乾

き

の

起

き

厚

手

T

ン
ヤ
ツ

雲

ち

ぎ

れ

立

筒

月

の

見

え

か

く

れ

ふ

た

り

で

持

ち

て

大

襖

ほ

め

ゥ

火

却

も

お

か

め

も

老

ひ

て

村

知

天

気

予

報

の

又

も

は

ず

れ

る

本

命

と

決

め

て

秘

か

に

接

近

す

ラ
イ
ス
ン
ヤ
ワ
ー
を
浴
び
て
は
に
か
む

三
つ
指
を
つ
い
て
待
た
る
る
こ
と
も
な
く

赤

い

新

車

で

高

速

道

を

安

土

岐

上

り

来

る

月

蝶

々

と

年

末

賞

与

で

文

に

日

ふ

酒

コ
ー
ラ
ス
は
オ
l
ル
ン
ル
パ

1
で
「
鼠
稲
」
を

掛

け

む

り

淡

く

応

帰

り

ゆ

く

幡

槌

せ

て

花

満

聞

の

薬

師

堂

螺

の

舞

ひ

来

し

窓

に

よ

り

そ

ふ

'
h
a
v市
川

v

t
j
u
 

御
辺
卯

山
快
於

中
川
町
出
正

持t
宇IJ京郁京郁京1iI1郎京郁 fE京 f型 f出京径京 t聖子
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平
成
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四
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(
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京
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《
神
戸

ひ
よ
ど
り
迎
句
会
ー
その

一
V

~fk 

言

の

業

1111 

言

の

灘

の

行

く

末

お

も

ふ

今

朝

の

秋

月

の

宴

に

琵

琶

の

競

演

駒

迎

へ

緋

の

監

を

匂

は

せ

て

い

い

歳

を

目

し

て

さ

ら

す

生

き

恥

反

り

島

根

の

四

方

八

方

夏

忽

に

飽

枕

に

は

飴

色

町

鈍

ゥ
当
節
の

霊

的

鞭

と

ふ

怖

き

も

の

浮

気

ど

う

し

の

仲

を

と

り

も

ち

喜

望

峰

め

ぐ

り

の

船

へ

逃

避

し

て

ひ

げ

の

却

の

事

姓

わ

か

ら

ず

結
ん
ず
る

「
戦
陣
訓
」
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に

主

演

賞

み

な

思

人

が

受

け

は
る
か
な
る
沙
漠
に
を
り
て
糸
、
の
月

空

輸

の

鮪

こ

ち

こ

ち

の

ま

ま

銀

行

は

当

て

に

な

ら

じ

と

蛮

に

貯

め

鷺

も

抜

き

足

差

し

足

を

し

て

ど

こ

の

家

も

出

払

っ

て

を

り

花

の

昼

啄

木

の

忌

に

歌

帳

長

ふ

品
川
鈴
子
捌

2
た

は

む

れ

に

風

市

早

川H

ふ

老

二

人

パ

y
ク
ミ
ラ
ー
を
よ
ぎ
る
モ
ン
キ
ー

芸

も

な

く

匠

拍

ば

か

り

さ

せ

ら

れ

て

句

会

の

後

の

迫

の

淋

し

さ

白

地

帯

て

硝

ひ

な

れ

し

仰

と

揃

立

ナ

ポ

レ

オ

ン

て

ふ

熱

帯

飢

飼

ひ

浜

風

の

明

く

す

ぐ

る

泣

き

ぬ

身

篭

り

し

と

は

知

ら

ぬ

有

ぜ

品

企

せ

び

り

お

茶

屋

通

い

も

板

に

つ

き

妙

企

刺

R
H

朗

揃

に

彫

り

酋

長

と

月

を

待

つ

附

に

交

は

す

斑

村

を

総

出

に

木

版

刈

ら

る

る

:

骨

輩

の

く

さ

ぐ

さ

磨

き

秋

収

め

的

の

術

み

に

も

効

き

し

誠

長

ま
じ
な
ひ
の
お
た
め
ご
か
し
に
励
ま
さ
れ

フ
ォ

ア
サ
マ
グ
ナ
を
た
ど
る
旅
立
ち

公

速

の

誰

か

ど

は

か

そ

花

の

山

錨

の

供

聾

に

布

施

は

い

か

ほ

ど

鈴 ひ 腕鈴腕ひ鈴 l庇ひ鈴llIiひ鈴脱ひ鈴蹴ひ

本
下
ひ
で
を

内

維

腕

日
開
川
鈴
子ひ

防
砂鈴ひ厨鈴ひ附

似鈴ひ成鈴ひ股鈴

平
成
十
同
年

一
月

二
日
間

平
成
十
四
年
十
二
月
十
六
日
足

(
文

昨

日
}
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an伸
μ

ひ
よ
ど
り
連
句
会
そ
の
ニ
V

百

市1

工

房

折
自

の

れ

ん

掛

け

て

卯

月

の

竹

工

房

窓

を

捌

け

れ

ば

怖

れ

る

風

鈴

道

お

し

え

先

へ

先

へ

と

進

み

ゐ

て

水

平

線

に

崇

華

客

船

読
み
づ
ら
き
野
附
し
の
文
字
な
ぞ
り
て
は

秋

の

七

都

ひ

と

つ

忘

れ

る

月

岐

々

記

憶

の

庇

に

た

ど

り

つ

く

角

を

切

ら

れ

て

う

づ

く

ま

る

鹿

mボ
ジ
ヨ
レ
!
の
荷
が
箭
く
応
に
長
き
列

牧

閉

ざ

し

た

る

由

布

院

の

正

逢

瀬

に

は

わ

ざ

と

時

計

を

隠

し

世

く

命

に

換

へ

て

君

一

を

守

ら

む

行
き
場
な
き
悲
の
柑
酬
明
に
阪
ま
り
込
み

市

揖

阿

弥

陀

働

他

力

本

願

手

習

ひ

は

思

ひ

っ

き

た

る

時

よ

け

れ

国

を

あ

げ

て

の

産

児

政

策

弦

音

の

つ

い

て

く

る

ご

と

寒

の

月

狙

っ

た

狼

物

鷹

に

取

ら

れ

る

品
川
鈴
子
捌

抱

負

な

ど

な

き

が

幸

せ

迎

ふ

古

稀

巡
ぐ
り
め
ぐ
り
て
は
や
り
ゆ
く
も
の

花

肝

き

が

興

じ

て

花

の

山

崎

辿

つ

仮

而

の

#

の

ゆ

る

ぴ

出

す

都

品
舶

干

の

ト

ロ

箱

日

〈

政

み

イ

ヲ

ぎ

て

毛

生

裁

で

夢

を

山

川

は

む

か

濃
茶
入
れ
話
題
こ

ろ
り
と
す
り
か
は
す

櫨

へ

て

探

ぐ

ら

る

悲

の

あ

れ

こ

れ

姉

詰

に

蛇

の

目

の

傘

を

回

し

つ

つ

沼

山

川

れ

直

す

品

川H

梨

の

片

側

戸

締

り

を

泥

棒

に

州

く

世

紀

末

馴

染

の

届

台

お

帰

り

と

需

ひ

干

梅

の

匂

ふ

軒

先

月

明

り

時

間

地

獄

あ

り

走

り

艇

の

洞

速

く

よ

り

車

つ

ら

ね

て

市

水

汲

む

巨

人

を

破

る

虎

の

反

惣

泣
く
子
に
は
そ
の
干
の
在
地
を
通
さ
せ
て

財

布

の

中

は

カ

!

ド

ば

か

り

に

品
渋

滞

の

せ

い

と

冒

い

間

銑

の

仰

一也

子

辞

世

引

く

嶋

の

円

十

世

羽

衣

の

ン

テ

一

日

る

月

見

舟

平

に

も

錦

陶

で

名

を

成

し

き

ぬ

ぎ

ぬ

に

た

っ

ぷ

り

使

ふ

化

粧

水

谷

幸

tM野 市
川口 ，.

繁美 EZ!uf
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受

話

器

隔

て

て

熱

き

口

づ

け

さ
り
げ
な
く
主
性
遍
歴
し
ゃ
べ
ら
せ
る

覚

え

て

ゐ

て

ね

こ

ん

な

私

を

鬼

刑

事

た

り

し

は

白

宮

駄

臨

き

た
ま
に
虚
し
く
な
る

こ
と
も
あ
り

冗

談

を

言

ひ

合

ふ

仲

間

ゐ

て

若

し

混

じ

り

こ

み

た

る

薄

北

町

砂

花

の

下

太

極

拳

の

息

づ

か

ひ

天

ま

で

と

ど

け

肌

閣

が

る

連

凧

y
p
変

用

の

鞄

と

共

に

春

惜

し

む

栄

蝶

の

斑

に

ひ

び

く

海

略

り

生
大
仰
ば
か
り
し
て
ゐ
る
届
棋
の
揃

制

に

夕

映

え

淡

く

か

か

り

て

そ
れ
以
来
気
持
の
か
よ
ふ
こ
と
多
し

洋

髪

で

嫁

し

じ

わ

り

角

出

す

遺

言

は

私

だ

け

に

し

て

欲

し

き

甲

斐

で

求

め

し

水

n
聞

の

玉

久

々

に

明

る

き

報

せ

ノ

ー

ベ
ル
賞

冷

気

抱

き

て

山

の

蹴

れ

る

水

没

の

決

ま

り

し

村

の

月

の

冴

え

将

棋

の

川

町

き

な

当

直

教

師

モ

ン

ゴ

ル

へ

新

大

聞

の

里

締

り

質

量

袋

に

住

基

番

号

ノ典
前

日

咲

く

最

北

端

的

見

張

り

小

屋

M
M

の

廿

切

り

板

前

の

技

ゆ
る
や
か
な
カ

1
プ
で
明
え

る
体
脂
肪

女

心

を

知

る

や

知

ら

ず

や

告

白

も

別

れ

も

み

ん

な

E
メ

l
ル

鮭

合

戦

池

を

は

さ

ん

で

い

に

し

へ

の

都

大

路

に

帯

の

月

門

前

市

に

求

む

菱

餅

北

枕

し

て

か

げ

ろ

へ

る

浬

繋

陸

子

供

部

屋

か

ら

掛

却

の

九

九

送
ら
れ
し
俳
句
雑
誌
の
う
づ
た
か
く

何

に

つ

け

て

も

興

味

本

誌

に

位
百
合
は
谷
川
に

雲
を
ひ
き

止
が
ら

画

廊

受

付

け

縦

を

折

る

山
町
内

J
I
丈

蜘

妹

に

あ

は

て

塩

蕊

取

り

出

す

日

を

寄

せ

あ

ひ

歌

う

ラ

ラ

ラ

ラ

捕

弱

の

彼

を

選

ぶ

か

見

捨

て

る

か

離

れ

て

分

る

胸

の

と

き

め

き

影

の

び

て

気

忙

し

く

な

る

焔

り

道

述

く

の

力

に

火

事

の

サ

イ

レ

ン

い
つ
し
か
に
姐
健
の
席
の
決
ま
り
ゐ
て

浪

山

町

節

こ

ぶ

し

ま

わ

ら

ず

投

致

の

こ

と

憤

慨

ば

か

り

次

々

と

務 llfip:務 !lff荘事 iU13Y繁栄古都宮 !ftf泰喜美 !11f楼桜美!開

山
総

干
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弛

ま

ぬ

努

力

き

っ

と

実

り

て

絵
便
り
は
下
手
で
も
よ
い
と
教
へ
ら
れ

六

根

清

掃

杖

を

頼

り

に

盃

に

さ

し

込

む

月

の

ひ

と

し

づ

く

早

生

の

み

か

ん

の

香

り

た

だ

よ

ふ

鮎

筏

ノ

鳴

の

立

つ

沢

の

彼

方

に

浮

見

堂

子

役

達

者

な

名

残

狂

言

丹

精

の

野

菜

歪

を

自

慢

に

す

つ

れ

づ

れ

の

旅

西

へ

東

へ

ひ
ょ
い
と
出
る
お
国
枇
り
の
懐
か
し
く

飛

石

濡

ら

す

暖

か

き

雨

占

出

し

の

幌

幕

に

花

ふ

〈

ら

み

て

祝

の

膳

に

鯛

の

浜

焼

器照菩恭喜照泰菩 HR恭宰照喜
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A
神
戸
ひ
よ
ど
り
連
句
会
!
その
三
V

1此

『ほ

こ
ろ

び
』

j，h 

入
れ
特
へ
に
ほ
こ
ろ
ぴ
綴
る
滞
告
か
な

文

机

を

道

ふ

背

き

尺

鰻

先

輩

の

能

面

展

に

招

か

れ

て

聞

き

耳

た

て

る

松

お

し

ゃ

べ

り

ふ

と

見

れ

ば

物

千

台

に

訟

の

月

株

立

の

梢

続

く

段

丘

蕗

動

を

巾

に

か

ざ

し

て

小

商

ひ

髪

の

香

り

に

名

残

り

惜

し

ま

ん

お

み

く

じ

の

悲

の

成

就

を

今

更

に

川

県

人

の

ぬ

を

か

け

廻

る

馬

副

室

に

七

つ

道

具

を

収

り

揃

へ

回

全

延

び

て

逮

捕

い

つ

や

ら

梓

か

み

て

瓦

傑

を

権

づ

る

地

震

の

月

ベ

ッ

ト

ボ

ト

ル

に

寒

の

ホ

受

け

煉

炭

を

使

ひ

こ

な

せ

る

料

班

長

彩

の

制

出

せ

た

る

歌

切

り

の

軸

暫

く

は

臨

時

停

車

の

花

の

駅

包

を

解

け

ば

あ

さ

り

蛤

品
川
鈴
子
捌

メ

ー

デ

ー

の

腕

を

掲

げ

る

仮

装

し

て

ほ

ろ

酔

ひ

気

分

日

比

谷

公

悶

朝

夕

に

慣

ひ

と

も

な

り

太

極

準

野

口

英

世

を

知

ら

ぬ

若

者

結

界

の

州

よ

り

外

の

胤

涼

し

世

袋

の

咲

き

て

ふ

っ

く

ら

う

た

た

寝

は

や

は

り

世

女

の

膝

の

上

紙

の

つ

ぶ

て

は

霊

の

誘

ひ

弔

板

の

「
油

断

大

敵

」
剥

が

れ

落

ち

旅

で

立

ち

容

る

ベ

ル

リ

ン

の

雌

月

に

甘

む

夢

か

な

へ

む

と

術

立

を

枝

豆

つ

ま

み

ほ

っ

と

ひ

と

忠

全

優

の

生

徒

は

秋

の

チ

マ

チ

ヨ

ゴ

リ

比

較

に

な

ら

ぬ

脳

の

重

た

き

熱

お

ぴ

る

長

持

部

に

川

市

て

も

な

く

古

名

録

に

僻

宇

僻

や

か

こ

こ

よ

り

は

塩

の

径

と

か

花

の

品

目出

光

こ

ぼ

れ

て

生

ま

る

蝶

蝶

師
側
河

イド伐白内矧 Yi
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an
仰
戸

ひ
よ
ど
り
辿
句
会
ー
そ
の
阿
V

M
M
起一肌

田

キ文

凶

一
枚

拙

ゑ

て

立

去

る

柳

か

な

せ

め

て

見

送

り

わ

め

く

限

切

新

幹

線

座

席

は

願

に

決

ま

る

ら

ん

あ

れ

そ

れ

だ

け

の

話

通

じ

て

月

の

宴

下

戸

は

肴

に

鞘

の

ば

し

お
ん
ぶ
ば

っ
た
は
川
を
越
せ
ず
に

提

灯

の

名

前

く

っ
き

り

地

磁

孟

姉

と

言

わ

せ

て

は

げ

む

通

勤

や
き
も
ち
の
笹
紅
を
し
て
お
ち
ょ
ぼ
口

亡

命

さ

わ

ざ

屯

波

乱

れ

る

学

校

を

き

ぼ

り

て

畢

瓜

救

出

へ

姓

み

な

同

じ

重

い

旅

の

術

甲

板

の

月

に

向

ひ

て

豆

を

撒

く

緩

炉

の

ぐ

る

り

融

解

乾

か

す

味
変
る
ぽ

っ
と
胡
阪
を
ふ
り
か
け
て

ワ

ー

ル

ド

カ

ァ
プ

消

ゆ

る

強

張

老
木
も
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
花
万
染

焼

蛤

の

匂

ふ

街

道

ナ
ォ
代
々
の
長
押
に
か
か
る
訴
し
品
川

句

を

つ

け

探

す

笠

器

俳

諦

お
目
あ
て
は
臨
時
休
み
の
札
下
が
り

庇

抑

聞

の

孫

は

ス

タ

l

に

互
の
日
士
近
い
附
火
の
予
知
さ
か
ん

三

段

胞

も

木

知

き

こ

な

す

影

向

の

松

に

凶

ま

る

嫁

が

山

辞
世
U

を
ひ
き
ょ
せ
つ
の
る
想
ひ
を

相
性
は
良
L
ひ
ょ
っ
と
こ
と
一一口
は
れ
て
も

猛

犬

あ

り

と

独

り

世

叫

に

月
の
臨
時
か
か
れ
ば
雑
仙
も
じ
だ
ん
だ
し

リ
フ
ト
の
足
に
触
れ
る
コ
ス
モ
ス

ー
動

き

ゐ

る

鵬

の

早

貸

後

生

楽

観

光

課

よ

り

案

内

た

の

ま

れ

茶

一一叫

に

て

政

治

非

難

に

刻

過

ご

し

サ

イ

ン

コ

サ

イ

ン

他

は

忘

れ

て

花

衣

身

帽

を

ひ

ろ

げ

鑓

ひ

置

し

は

る

か

へ

霞

む

大

儒

小
似
み
ど
り
捌

UML
也

被

小
以
み
ど
り

製

u
三
保
子

川
中
千
代
子み子

4

寸T
T
 

米
日みf

T
 

み杏4+目み保ヰ
・杏

l
l
一
T

H
I
乃

の

品

平
成

1
四
年
百
円
九

H
n

平
成

1
凶
年
六
日
十
一二
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(以
前
相
日
教
室
)
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A
H

神
戸
ひ
よ
ど
り
連
句
会
そ
の
rR
V

歌

日|

率
』

官h

引

率

の

集

合

刷

帆

審

の

丘

風

仁

さ

ゆ

ら

く

か

た

く

り

の

花

新

作

の

弥

生

狂

言

芙

ふ

ら

ん

紅

茶

の

香

り

賑

は

ひ

に

添

へ

苑

め

ぐ

り

械

の

お

掛

に

月

今

宵

栄

転

閉

さ

は

や

か

に

し

て

ゥ

赤

道

の

滋

雄

客

船

盆

踊

り

デ

ー

ト

に

誘

ふ

千

と

千

日時
で

夢

枕

は

っ

き

り

見

え

し

君

の

願

ぐ

る

ぐ

る

回

る

大

き

ア

ン

テ

ナ

街

角

に

焼

肉

の

応

復

活

し

堪

忍

袋

破

裂

サ

前

H
涼

し

ど

っ

さ

り

量

的

部

し

も

の

溺

り

の

洞

ア

ト

リ

エ

に

し

て

与

野

党

も

し
U
月

も

刺

さ

が

し

あ

ひ

版

へ

こ

ま

せ

て

映

す

盗

見

い

ち

早

く

梢

国

神

社

花

聞

き

飛

ば

ん

と

も

が

く

風

船

の

束

ナ
オ

叫

抗

さ

れ

る

雛

の

彩

に

川

染

ま

り

パ

ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク

し

あ

わ

せ

の

村

ト
ラ一
y
ク
の
都
内
川
に
リ
ボ
ン
峠
ご
え

別

用

の

姉

は

い

つ

も

新

郎

コ
l
ン
ス

l
プ

寄

せ

す

く

ふ

釦

の

也

お
し
ゃ
べ
り
お
ば
さ
ん
だ
ん
ま
り
お
じ
さ
ん

う
た
た
寝
に
上
着
を
か
け
て
患
を
閉
じ

押

し

く

ら

鰻

顕

子

ら

に

ま

じ

り

て

炉

開

き

に

ま

た

届

即

さ

れ

て

自

在

鈎

も
う
そ
こ
ま
で
か
ま
だ
そ
こ
ま
で
か

品

目

の

附

間

空

港

滑

走

路

の

そ

り

の

そ

り

と

穴

ま

ど

ひ

す

る

t枝
豆

を

大

盛

に

し

て

泊

先

L

体

立

ち

の

干

に

指

せ

る

振

袖

週
末
の
先
れ
ゆ
き
ア
ウ
ト
レ
ッ
ド
に
て

時

計

の

ね

じ

を

巻

く

だ

け

の

役

指

犬

の

砲

の

ふ

り

っ
ぱ

な

し

花

の

「

新

人

制

う

け

る

件

能

I~ 1範

品
川
鈴
子
捌}、

神
H
州

北
山
川
明
子

氏
古
川
鮎

qM地
附

子

叫子

丹

市
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お

の

ず

か

ら

結

び

目

と

け

し

夕

飯

鋭

に

写

る

孫

の

初

雛

、‘&
ζ

ど
hq

黄

粉

山

鳴

き

続

け

た

り

袖

垣

に

小

物

ば

か

り

を

一

竿

に

干

す

月

代

に

甘

さ

抑

え

し

悩

の

味

南

王

の

突

の

垂

れ

る

ゆ

た

か

さ

ッ

秋

冷

の

ミ

サ

に

集

ま

る

人

の

数

此

処

に

も

波

る

木

の

橋

の

あ

り

見
つ
け
た
り
奈
落
の
底
に
光
る
も
の

賀

く

海

立

の

霊

は

実

り

て

傷
に
秘
む
断
て
ぬ
因
果
を
限
り
と
し

猫

に

は

猫

の

指

定

席

あ

り

遠

雷

を

聞

け

ど

近

付

く

気

配

な

く

た
だ
の
荷
物
と
パ
ラ

ソ
ル
が
邪
聡

ロ
ビ
ー
に
は
ア

マ
チ
ュ
ア
た
ち
の
写
真
展

ピ

ル

の

谷

間

に

腕

月

印

刷

れ

花
の
散
り
佳
境
に
入
り
し

平
家
琵
琶

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
に
父
母
は
な

く

広
野
連
句
会
V

脇
起
歌
仙

『タ

八
大
山

和
問
』

瞬

間

石

材
木
佐
紀
夫

中
ぬ
ふ
ゆ
み

助野
昭

子
夫み子夫み子夫み子夫みみ子夫

村
木
佐
紀
尭
捌

(文
背

ーォ
路

地

惑

に

壬

生

念

仏

の

鉦

の

古

民

げ

し

紺

に

向

針

を

打

つ

AV

0

 

4
上

は

鉄

の

ヰ

鮭

で

般

せ

と

か

向

か

い

風

に

も

恭

快

と

し

て

沈

黙

の

冬

回

一
枚

本

去

に

添

い

泣

さ

れ

た

子

と

明

日

を

占

う

附
れ
た
れ
ば
山
原
に
立
つ

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

何

は

な

く

と

も

鮭

と

梅

干

し

親

知

ら

ず

還

暦

過

ぎ

て

親

不

知

町

内

会

の

世

話

で

忙

し

き

綻

灯

を

吊

す

梯

干

の

上

の

月

世
と仁
川
に
逸

っ
て

寂

し

さ

を

知

る

1
秋

莱

斑

の

少

し

の

泌

さ

懐

か

し

く

締

め

切

り

近

き

即

抗

上

げ

る

禁

煙

を

始

め

て

既

に

十

余

年

来

飯

に

添

え

し

国

禁

を

ま

ず

髪
を
染
め
今
年
の
花
を
見
に
ゆ
か
ん

羽

艇

を

広

げ

て

蝶

の

如

く

に

平
成
十
四
4
三
月
二
十
五
日
首

平
成
十
四
4
八
月

十
六
日
児

) 

圭 子 み夫 子 み 圭 子 み 夫 子み夫 子 み夫子み

256 



A

円車
窓
風
刷
祉

V

E払

藤

の

房

fllJ 

藤
の

一一厨
ト
ン
ネ
ル
出
る
時
入
る
時
も

速

く

近

く

に

笑

ふ

山

々

絵

手

紙

の

春

季

講

座

を

楽

し

み

に

ひ

と

り

ぐ

ら

し

の

自

由

気

能

さ

望
の
月
ピ
ル
の
谷
間
に
射
し
掛
か
り

子

等

で

阪

は

ふ

虫

売

り

の

応

ヲ
柳
散
る
下
に
維
を
ぱ
待
つ
の
や
ら

鋭

見

な

が

ら

化

粧

念

入

り

赤

い

糸

探

し

当

て

た

る

議

離

船

ぞ

っ

こ

ん

の

女

二

ま

わ

り

よ

大
リ
ー
グ
ゴ
ジ
ラ
イ
チ
ロ
!
の
び
の
び
と

ル
ン
パ
の
リ
ズ
ム
流
し
コ
ー
ヒ
ー

b

vnu

L

 

噴

水

が

月

を

挿

到

に

夜

の

街

安

隠

し

て

見

え

ぬ

較

鴨

車

精

子

初

老

の

夫

い

た

わ

り

つ

体

内

時

計

酒

を

欲

し

が

る

心

能

的

写

経

満

願

花

吹

雪

蝶

を

追

い

か

け

孫

は

よ

ち

よ

ち

若
尾
よ
し
え
捌

ー

耕

し

の

人

尋

ち

り

ば

め

維

子

の

戸

薗

を

値

え

つ

け

紛

木

並

べ

る

和

物

が

出

来

て

負

債

の

つ

け

悩

む

裁

を

除

け

ん

と

張

れ

る

パ

ラ

線

隠
し
湯
に
世
間
知
ら
ず
の
し
の
び
逸
ひ

援

を

と

か

す

伊

豆

の

お

と

り

こ

初
ぬ
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
切
ら
れ
た
り

亙

に

聞

く

神

の

託

草

株
も
だ
め
金
利
も
低
い
ど

う
し
よ

う

ど

の

抽

出

し

も

趣

味

の

耳

か

き

月

仰

ぎ

述

歌

序

破

急

巻

き

あ

ぐ

る

自

き

杖

っ

き

秋

の

道

行

く

t
こ
だ
わ
り
の
石
臼
で
挽
く
走
り
そ
ぱ

世

は

変

は

れ

ど

も

武

士

の

京

荷

刺

官

も

芸

術

の

う

ち

義

の

一
宇

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
フ
ィ
ル
ム
裂
ら
な
い

花

筏

岩

場

に

走

る

放

ち

鮎

姫

島

女

聞

み

御

所

の

雌

日

執

計
M
地
ト

ATし
、
え

臼
作
跡
見

茂
問
キ
ヨ
コ

町
山
川
順
風

川
沼
み
よ

盟
主
虫
干

戊
川
玲
子み泊コ風玲部

側、ぇ迫L
 

届コ

平
成
十
五
年
配

H
十
八
日
目
出

(
酔
品
川
川
持
地
院
会
館
)

み

酔コ玲ココ梯コみ玲道み玲え風みtj'i胤玲
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《
仙
台

北
村
辿
旬
強
ー
そ
の
-V

歌

{，h 

政

祉

庁

走

り

梅

雨

斜

面

さ

び

し

き

政

庁

祉

木

下

附

よ

り

飛

び

出

せ

る

猫

チ

ェ

ロ

奏

者

弓

水

平

に

構

え

い

て

エ

ン

ト

ラ

ン

ス

で

交

す

目

礼

会

的

L

し

大

理

石

の

像

が

ほ

ほ

え

む

月

宮

殿

白

梅

干

の

咲

き

残

り

た

る

ゥ
新
首
都
は
い
ず
こ
に
定
む
夢

二

の
忌

諮

り

で

も

あ

る

硬

さ

ベ

ン

だ

こ

時

経

り

て

獄

中

の

文

母

の

許

絶

唱

な

ら

ん

ひ

と

り

寝

の

う

た

恋

秘

め

し

ま

ま

背

王

の

下

り

ゆ

く

御

簾

の

端

よ

り

零

る

打

衣

山

政

仁

狐

火

が

揺

れ

胞

の

月

内

凶

改

造

丘

袋

持

え

一
本

の

電

話

が

暴

く

事

故

隠

し

固

か

ら

悶

へ

レ

ク

イ

エ

ム

の

輪

憂

欝

を

花

前

線

が

吹

っ

飛

ば

す

パ

ッ

ス

神

を

嚇

す

蜜

蜂

カ

ナォ
ゆ

っ
た
り
と

舌

を

山

し

て

る

大

浅

劃

親

の

勧

め

る

司

法

浪

人

タ
フ
な
り
き
聞
い
て
閉
じ
て
ジ
ャ
ン
プ
傘

ご

み

収

集

車

通

り

過

さ

て

く

日

備

諜

探

し

あ

ぐ

ね

て

世

耕

玉

虫

色

で

手

打

せ

し

こ

と

内
鎚
の
か
け
ら
れ
て
い
る
両
立
の
部
屋

フ
ァ
イ
バ

ー

ス
コ

ー
プ
さ
ぐ
る
肉
袋

捜
せ
ま
し
ょ
う
あ
な
た
の
書
に
な
れ
た
な
ら

屋

上

陸

間

月

を

歓

迎

大

韮

に

沿

気

た

ち

の

ぼ

る

芋

煮

会

舟

を

紡

え

ば

朔

ぷ

沼

太

郎

ナウ
還

暦

の

祝

い

に

ハ

ワ

イ

行

き

決

め

る

パ

パ

イ

ヤ

極

め

次

は

ド

リ

ア

ン

金

ぴ

か

の

釈

迦

は

御

利

益

議

そ

う

な

未

完

の

大

部

と

言

わ

れ

続

け

て

花

嫡

漫

幻

の

ご

と

幼

き

名

践

の

新

に

忘

れ

ラ

ケ

拍
野
山
出
子
捌

狩
野
中陣

子

秋
山
て
る
干

鳩
山
告
白
子

怯ノ
井
洋

子

前
部
弓
子

唯
一れ
よ
う
子弓て畠洋 てよよ

y 

て 昌 洋 弓

EI ト

執

ード平
成成
1-1 
l引凹

"!'-'.I 

プL
nJ'J 

六十
LlLI 

(!4fl 
肝

世
車
問
m 
A z、
所

F J 
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か
さ
旬

《
仙
台
北
社
迎
句
畠
山
ー
その
一
-v

歌

『ヒ
1

ス
の
丘
』

イ1[1 

た

た

な

は

る

ヒ

1
ス

の

丘

や

夏

時

制

見

え

隠

れ

す

る

子

辿

れ

市

山

和

綴

せ

る

郷

史

拾

遣

を

載

さ

て

築

二

百

年

移

築

終

り

ぬ

盟

の

月

茶

飽

の

中

に

小

宇

宙

出

の

苛

也

を

聞

き

分

け

る

ほ

ゥ
行
く
秋
の
般
味
の
効
い
た
モ
カ
マ
タ
リ

指

ほ

っ
そ
り

と

ヘ

ッ

ド

ハ

ン

タ

ー

組

の

イ

ラ

ク

破

裂

に

殺

意

な

く

源

氏

観

と

す

る

偽

系

図

あ

り

さ

び

し

げ

に

怖

く

陶

の

合

女

院

夢

に

初

ふ

禁

断

の

辻

大

奇

の

附

の

夜

、

戸

月

蝉

〈

児

置

の

減

り

し

校

舎

枯

W
M

針
沢
町
則
市
て
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
を
心
が
け

特

急

停

ま

ら

む

不

辛

幸

せ

散

り

し

花

眠

ら

ぬ

川

を

流

れ

ゆ

く

小

町

の

忌

な

り

し

た

た

か

に

老

ゆ

ぞ
X

Z
草

餅

を

焼

く

柑

械

の

喪

が

傍

山

肌

一

柿

色

よ

み

が

え

る

カ

l
ナ

ピ

に

託

し

て

走

る

聞

の

迫

ハ

ッ

カ

ー

述

を

mm
ふ
ハ

y

カ

l

u
鑑

の

ず

さ

れ

工

郁

の

似

事

務

所

過

去

を

削

と

し

士

る

甘

舵

牛

柾

ふ

世

に

若

者

の

も

の

想

ひ

気

軽

家

出

の

メ

ル

友

と

金

ふ

ヤ
ン
マ
マ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
ベ

l
ピ
ー
は

海

浜

公

刷

照

ら

す

桂

川

町

台

胤

の

市

駄

五

世

り

し

た

る

跡

脳

の

鋭

れ

を

婚

す

也

胆

:
世

昏

る

る

体

内

時

間

泊

以

め

世
間
門
家
泣
か
せ
の
政
治
家
が
明
え

間

口

一
川

底

号

暖

僚

の

古

び

た

る

山

間

る

火

一

さ

に

イ

コ

ン

鮮

や

か

特

み

た

る

パ

イ

プ

オ

ル

ガ

ン

花

の

山

者

光

溢

新

q
児

ur

狩
野
市
附
干
捌

E
E出
子

山
川
巾
人
マ
寸

佐
々
本
部
加

d
守

本
川
尻
智
子

尚
防
止
地

4
干

使
蝶
千
枝
子山

入民え
P
A
 

干史子史民干政干L
 

る

ド
成
i
凹

4
t
H
l
H
n

ド
成

l
凹
句
九

H

l

H

M

(肝

依

藤

宅
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企
円
伊

-w

判，

L
一連
句
会
V

2ι 

『靴

音

凍

てコ
』

I111 

凍

て

つ

き

し

靴

音

向

く

戦

士

ゆ

く

当

歳

の

馬

育

つ

宮

中

通

販

の

申

し

込

み

舎

に

記

入

し

て

ゆ

め

閉

じ

込

め

し

球

根

の

箱

水

平

線

大

き

な

る

月

日

例

り

初

め

ポ

ジ

ヨ

レ

ヌ

ー

ボ

ー

は

や

も

解

鍛

ゥ
而
つ
け
て
駄
々
こ
ね
て
い
る
ハ
ロ

l
イ
ン

拳

を

あ

げ

る

父

は

江

戸

つ

子

お
か
し
き
は
罪
の
深
さ
の
弥
治
郎
兵
衛

残

生

と

い

う

明

か

り

掬

い

し

獲

る

鍵

ら

ぬ

冬

期

五

輪

の

メ

ダ

ル

数

栄

誉

剖

る

も

金

銭

の

沙

汰

鍵

普

の

葛

き

り

添

え

て

輩

出

前

タ

月

ほ

の

と

剛

服

飾

唱

し

な

る

上

人

の

お

ん

自

の

し

ず

く

揖

訟

光

日

中

国

交

転

換

の

と

き

行

き

つ

つ

も

奥

な

お

探

き

花

硲

揺

り

能

の

唄

泣

く

の

ど

け

し

藤
周
よ
し
子
捌

サ
ず
な
な
た
び
の
神

戸

の
春
は
巡
り
来
由

活

断

層

の

よ

に

在

り

慣

れ

れ
叫
押
せ
ば
姉
型
ロ
ポ

ァ
ト
こ
ん
に
ち
は

屋

台

を

虫

く

も

孫

の

代

な

り

措

膨

れ

て

小

走

り

に

ゆ

く

影

は

雅

そ

厳

鰍

ぴ

ろ

ん

と

ぶ

ら

下

が

り

た

る

大

急

き

洗

っ

た

顔

は

平

前

図

活

信

昔

は

丑

三

つ

を

過

ぎ

億

劫

な

記

憶

の

底

を

抗

す

る

も

の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
ほ
ど
よ
い
距
離
に

名
岡
山
聞
の
テ一
ネ
シ

i
ワ

ル

ツ

川

の

月

風

を

遊

ば

す

萩

の

ひ

と

む

ら

:
HE僻
と

縦

り

の

際

を

わ

か

ち

合

い

「
ゆ
と
り
か
ね
も
ち
」
趣
味
も
松
ほ
ど

飛
行
桟
と
ロ

l
プ

ウ

ェ

イ

の

遍

路

旅

竹

棒

の

先

数

珠

子

き

ら

め

く

士

消

の

反

古

塚

に

降

る

花

血

肉

、

事

ら

し

あ

た

た

か

誕

町

あ

た

り

龍

一

よ
し
子

幸

子
F
ι
 

市

-u

-4
a

耐
必

蛇
十九

澄

子

静

子

龍

一

幸

子

泣

子
澄

子

よ
し
子

p

t

 

行

一寸

幸

子
澄

子

手

巻

よ
し
子

辛

子

山
口
組

一

件控
除
正
子

藤
附
よ
し
子

杉
ぷ
静
子

情

円

削

除

柴

山
UM

手

巷

よ
し
子

小
息
日
子

品

川

町

乙

'

f
ニ

よ
し
干

正

子

出

一

よ
し
子

附

子

同村山
辛

子

池

一

正

子

静

子

平
成
十
四
均

一
日
ニ
!
大
口
市

平
成
イ
凶
均
二
月

l
六
日
尾

(
於
附
勢
制
光
文
化
合
飢
会
議
宝
)
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A
H

岳
山
松
山
連
句
協
会
V

2臥

潮

騒

官11

月

待

て

ば

潮

騒

と

み

に

日

ま

り

ぬ

磯

馴

れ

松

吹

く

胤

は

や

、

寒

マ
ン
シ
ョ
ン
に
招
か
れ
新
酒
酌
み
交
ひ
て

床

の

掛

軸

「

寂

」
の

一

文

字

ふ
う
り
ん
の
音
色
や
さ
し
く
ぽ
ろ
り
ん
と

天

日

伽

村

の

朝

の

に

ぎ

は

ひ

?

l

a

 

ゥ
魁
魅
棲
む
森
の
深
し
に
踏
み
入
ら
む

謎

が

謎

呼

ぶ

投

致

の

北

鮮

ひ
と
手
ご
と
溜
息
も
ら
す
へ
ぽ
将
棋

車

に

乗

れ

ば

彼

の

残

り

香

郁
び
た
る
温
泉
街
に
進
嗣
重
ね
を
り

怖

心

叱

叱

す

A
V

の

父

親

焚

銭

の

轡

き

に

冴

え

て

口

到

る

月

恒

越

の

上

で

蹄

る

チ

ン

ひ

た

む

き

に

叫

ぶ

総

理

の

核

脱

止

制

教

終

へ

て

駁

る

瑚

排

冥

恕

に

耽

れ

ば

か

か

る

花

吹

雪

パ

ン

ト

マ

イ

ム

の

芸

に

春

光

r
F
Il
m
 

寸

7
E
時

-a

ナォ
微
英
め
る
嬰
児
の
身
近
を
あ
や
す
蝶

蛇

と

叫

と

を

つ

な

ぐ

円前

橋

テ

ロ

支

ふ

思

の

枢

軸

名

指

し

し

て

退
官

後

に

は

好

き

な

パ

ソ

コ

ン

市

凝

り

に

涙

ぼ

ろ

ぼ

ろ

土

用

灸

祭

の

筒

も

は

た

と

途

絶

え

る

し
っ
か
り
と
し
が
み
つ
く
手
の
可
憐
に
て

胸

乳

の

終

き

止

め

る

術

な

し

読
む
ほ
ど
に
ハ
リ
l
ポ
ツ
タ
l
引
き
込
ま
れ

ブ

ラ

ン

ド

物

に

い

つ

も

執

着

巳

は
総

塚

月

夜

棚

田

千

枚

照

ら

す

且

庭

面

散

敷

く

木

犀

の

金

ナ
ウ
石

鎚

山

を

仰

げ

ば

波

る

艇

の

梓

茶

仙

陸

羽

も

立

で

し

茶

の

説

子

条

幅

の

墨

絵

の

ほ

か

し

美

し

く

水

琴

簡

の

音

の

妙

な

る

花

満

ち

て

沿

築

械

祉

に

人

あ

ふ

れ

衣

冠

車

初

蹴

鞠

の

ど

け

し

立
与
叫

斗

小白
押

庄

:
f

I

 

M
本

昨

荻山
玲

幸

h
九

静

月屯波昨玲同
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及
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附玲日

付也被同

い千成
十
附
句
J
l
H

一
十
日
目
見

(酔
松
山
市

か』ト久
給
n
M
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《
伝
山
松
山
連
句
教
室
V

歌

牡

鍋

丹

制l

師

の

在

さ

ば

共

に

閉

ま

ん

引

丹

鍋

障

子

に

写

る

庭

の

松

ケ

枝

辿
弾
と
お
ぼ
し
き
ピ
ア
ノ
聞
こ
へ
来
て

休

日

な

れ

ば

振

る

う

ア

イ

ア

ン

海

苔

粗

呆

を

挿

す

遠

浅

の

月

明

り

ち
び
り
ち
び
り
と
新
酒
た
し
な
む

ゥ
病
む
母

に

作

り

ま

い

ら

す

羽

枕

普

光

4
4

吋

へ

と

詰

る

相

談

年

頃

の

丸

く

可

愛

ゆ

き

膝

小

僧

ひ
と
め
惚
れ
と
は
ほ
ん
に
こ
の
こ
と

横

綱

の

斡

背

竜

の

技

と

意

気

団

扇

片

手

に

寄

れ

る

縁

側

満

月

も

目

立

た

ぬ

程

の

大

花

火

根

昆

布

飴

を

舌

で

ま

ろ

ば

す

官
業
の
ト
ッ
プ
あ
ら
そ
ふ
棒
グ
ラ
フ

あ

ざ

け

る

如

く

船

時

く

原

宮

腕

に

枝

垂

桜

の

浮

き

あ

が

り

わ

ら

び

餅

売

る

老

舗

に

ぎ

は

ふ

紀多波由政真白多弥波紀由 子美答 水波生

ナ
オ
産
土

の

竣

工

式

も

雌

ら

か

に

木

町

ヰ

間

に

心

液

み

ゆ

き

無

残

な

る

イ

ラ

ク

の

民

を

想

ふ

刻

株

価

下

部

は

止

め

る

術

な

く

く
く
り
た
る
ま
ま
に
枯
れ
た
る
義
則

弘

、

附

深

く

か

ぶ

る

あ

の

k

柔
肌
に
は

り

た
る
竜
を
秘
的
も
し
て

生

涯

か

け

し

恋

と

う

そ

ぶ

き

鮮
や
か
に
画
面
明
る
き
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

志

立

て

出

づ

る

郷

関

山

の

端

に

弓

張

月

の

か

か

り

を

り

今

年

米

炊

く

香

り

ほ

の

か

に

t
入

賞

の

子

等

の

合

唱

赤

と

ん

ぼ

文

化

の

里

と

い

え

る

吾

が

町

蕗
天
風
呂

カ
ラ
ク
リ
時
計

足

場
な
ど

背
ナ
を

伸

し

て

あ

く

び

す

る

犬

人

に

酔

ひ

花

に

酔

ひ

け

る

花

の

昼

見

果

て

ぬ

夢

に

つ

の

る

春

愁

判
上
弥
生
捌

路
上
弥

市小
念公
白 ir~

武水武威
1'1 .Jt.智能

其政紀多

怯
水
由

平
成
」
l
k
年
二
月
l
五
日
間

平
成
十
五
年
三
月

l
江
日
足

(肝

松

山

市

引
上
宅
)
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A

円
東
京
窓
連
句
会

V

歌

『紅

葉

散

る
』

1111 

紅

葉

散

る

掃

く

手

休

め

て

眺

め

を

り

水

音

絶

え

ず

媒

き

夕

暮

す
や
す
や
と
眠
る
子
事
に
ほ
ほ
笑
み
て

コ

ー

ヒ

ー

の

香

に

し

ば

し

安

ら

ぐ

や

や

あ

っ

て

飽

く

月

の

丸

き

こ

と

枇

の

鵜

飼

を

除

ふ

文

来

る

ゥ
白

々

と

証

の

郁

胞

の

ゆ

れ

動

〈

あ

れ

か

こ

れ

か

と

天

秤

に

か

け

相

性

的

宝

山

間

接

中

の

人

思

ひ

小

さ

き

電

話

相

前

り

し

め

ら

れ

難

問

を

何

か

と

総

理

切

り

掠

け

て

ラ

イ

オ

ン

キ

ン

グ

満

只

御

礼

な

め

く

じ

が

削

酬

の

キ

引

く

月

の

証

諸

に

の

が

せ

し

冷

去

の

お

拡

っ

き

て

掠

す

記

憶

の

辺

倒

神

舷

車

太

郎

今

H
は

掛

か

に

こ

の

先

に

何

あ

る

ら

ん

や

花

の

主

品

の

お

土

産

制

酬

明

お

は

じ

き

自
演
節
子
捌

ー

わ

ら

べ

唄

聞

を

打

つ

里

を

流

れ

ゆ

き

H
事

の

区

切

り

交

す

析

畑

町

底

的

石

の

配

約

一

に

腐

心

す

る

臼

戸

か

ら

続

く

染

物

の

山

悦

ひ

新

の

ぽ

っ
く

り

杭

げ

千

歳

飴

鍋

の

奉

行

は

い

つ

も

父

さ

ん

散

世

直

魁

の

リ

ー

ダ

ー

胸

張

っ
て

渚

の

ホ

テ

ル

記

念

日

に

行

く

思
は
れ
て
行
方
も
知
ら
ぬ
恋
と
一
な
り

床

患

の

し

る

し

佳

限

回

転

限

立

-
人
影
山
X

い

て

飛

ぶ

月

赫

し

葬

列

は

る

か

彼

出

花

併

れ

2
こ

っ
く

り

と

践

の

甘

露

新

制

上

り

て

明

日

待

た

る

る

中

国

の

空

老

若

の

机

最

ベ

て

学

び

ゐ

る

太

柿

の

古

の

た

た

ら

踏

む

ご

と

4
令

重

ね

花

の

故

郷

な

つ

か

し

む

牧

場

を

駆

け

る

仔

同

制

見

ヤeりt
 

f
 

陥純澄

必
UH
--
一例
子市

L節

野
川

敏

ち陥代敏陥ち玲澄代

平
a

内
山
さ
ち
子敏

耳
目
陥
干私

d

J
q
休

純

子

守
仲
玲

鈴
木
ア
ヤ

白
忠
則
子

イ

持

和

市

中-
れれヤ玲

白川崎

A
M

干

μ同
M
M

久
代純陥ヤ

「
正
1

句
l

H

l
問
H
vi

r此
l
問

q

-
H

I

H

M

(肝

点

以

k
f太
子
同
窓
会
館
)
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A
里
P

摩
耶
辿
句
会

V

歌

行

の

雁

官11

行

雁

の

消

え

な

ん

と

し

て

光

り

け

り

川

而

に

と

ど

く

岸

の

芽

柳

ネ
ク
タ
イ
を
外
せ
ば
蝶
の
た
わ
む
れ
て

屋

内

香

ら

せ

ジ

ャ

ム

た

き

あ

が

る

月

杷

る

し

き

た

り

孫

に

教

え

こ

み

続

わ

れ

て

い

る

鹿

町

内

切

y，
、
ぐ
り
ゆ
く
萩
ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
り
こ
ぼ
れ

女

ら

し

き

の

に

じ

む

物

腰

風
呂
敷
の
は
し
に
仮
名
文
字
う
っ
す
ら
と

腕

物

く

さ

き

瀬

戸

の

大

皿

ふ

り

返

り

ふ

り

返

り

つ

つ

隆

下

る

月

の

屋

台

に

き

ゅ

っ

と

熱

畑

お

お

ぶ

り

の

蕪

に

女

の

こ

と

思

い

こ

こ

一
帯

と

撮

っ

た

饗

の

目

蚊
柱
の
立
ち
た
る
路
地
の
行
き
ど
ま
り

携

帯

電

話

ふ

と

速

く

な

る

咲

き

満

ち

て

影

も

明

る

き

花

の

昼

お

遍

路

さ

ん

と

会

釈

交

わ

し

て

佐
野
千
遊
捌

E
到

来

の

若

鮎

き

っ

と

塩

利

か

せ

土

問

ぬ

け

て

来

る

加

茂

の

タ

風

読

み

さ

し

の

置

の

小

文

に

来

し

て

首

を

か

し

げ

る

底

の

め

ん

ど

り

燐

い

も

の

簡

が

と

ま

り

し

坂

の

下

ひ
と
つ
コ

l
ト
を
か
ぶ
る
カ

y
プ
ル

ハ
不
ム

I
ン
は
地
球
の
裂
の
ぬ
と
決
め

目

覚

し

時

計

遅

れ

が

ち

な

る

窓
明
け
て
刈
田
の
日
差
し
ま
ぶ
し
め
り

後

の

月

見

の

趣

向

島

れ

こ

れ

的

き

下

手

も

脇

役

と

な

る

虫

時

間

「
す
こ
や
か
ケ
ア
」
の
通
知
ま
い
こ
む

ナ
ウ
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
ピ
ン
ク
に
か
え
て
ク
ラ
ス
金

蛸

薬

師

み

ち

京

の

あ

ま

か

ら

短

夜

の

話

し

上

手

に

聞

き

上

手

名

水

百

選

刷

り

あ

が

り

た

る

乳

母

車

押

し

て

花

散

る

岡

の

辺

を

野

点

的

晶

悼

の

ゆ

ら

く

陥

員

秋~~不服毒思惑附秋持不在~~ IIs不繁持 53:
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触

れ

合

ひ

の

淡

き

世

に

骨

て

花

日

浦

声

弾

ま

せ

て

綿

日

傘

動

く

里

山

に

馴

れ

軽

ト

ラ

が

愛

車

に

て

子

等

の

土

産

に

鳩

苗

を

M
M
ふ

葡

萄

稔

る

興

国

の

月

を

盃

に

秋

を

彩

る

ボ

レ

ロ

の

一調

べ

'
h
か

ゥ

京

し

み

も

昂

ぶ

り

も

あ

る

萩

の

辻

胸

の

谷

間

に

汗

し

と

ど

し

て

曽

根

崎

の

轟

に

行

き

つ

く

就

き

ぬ

恋

社

致

の

家

族

の

思

ひ

そ

れ

六

¥

ン
ア
ト
ル
は
来
ず
ソ
ユ

l
ズ
に
助
け
ら
れ

ア

ザ

ラ

シ

の

怪

我

一

面

に

載

る

凍

て

月

の

我

が

故

郷

は

M

池田
人
駅

白

殴

る
b

糸、

至

の

粥

温

く

き

こ

と

鮮

や

か

な

筆

勢

制

る

料

理

札

楽

勝

の

見

込

は

づ

れ

し

市

長

選

お

遍

路

の

読

経

見

事

に

花

の

寺

つ

ば

〈

ろ

か

え

る

独

り

居

の

軒

1ム 鎌 今~
谷 111 .Jt. 附

青耕 水遼

石雲映 仁石雲石 映仁 石 映 雲仁 石仁 雲 l決 JE

平
成
十
五
年
五
月
五
円
円
足

M' 

八
仙
諮
問住
)

- 265ー

今
井
水
映
捌

《
丸
亀
丸
屯
辿
句
会
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半
歌
仙
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《
目
立

水
銀
月
連
句
会
そ
の

一
V

E政

イ~

i主

餅

制i

旧

道

や

の

庖

の

蓬

餅

嶋

を

く

杉

の

切

株

校
庭
に
ふ
ら
こ
こ
ゆ
る
く
揺
れ
て
ゐ
て

原

稿

用

紙

の

マ

ス

目

埋

ま

ら

ず

扇

状

の

街

の

要

と

望

の

月

鈴

虫

の

音

は

空

耳

な

ら

ず

よ

出

願

の

明

日

は

鞍

馬

の

火

祭

に

夫

の

居

ぬ

聞

に

真

似

る

刊

謝

恋
の
娘
に
嫉
み
ご
こ
ろ
が
語
い
て
き
て

人

目

を

忍

ぶ

逸

瀬

い

つ

か

ら

札
束
を
ケ

l
ス

に

詰

め

て

美

人

秘

書

そ

の

日

の

使

で

高

飛

び

の

指

示

せ
め
て
も
と
茅
の
輪
を
抜
け
て
拝
む
月

背

大

将

が

梁

に

這

ひ

ゐ

て

滞

引

い

て

小

さ

き

港

へ

帰

る

船

展

望

台

の

梯

子

降

り

れ

ば

花

万

染

棚

問

へ

注

ぐ

水

の

お

と

尾

を

振

る

牛

が

陽

炎

町

中

間無

人

堀
江
水
域
捌

ナォ
体

好

と

入

学

の

子

の

集

ひ

来

て

故

宮

を

望

む

高

層

マ

ン

シ

ョ

ン

脱
ぎ
来
て
た
下
着
を
探
す
け
だ
る
き
に

絡
ま
せ
て
く
る
べ
テ
イ
キ

ユ
ア
の
足

矩
儲
か
ら
猫
逃
げ
出
し
て
逃
げ
出
し
て

間

に

紛

れ

て

ア

フ

ガ

ン

国

境

一
杯

の

ス

l
プ

に

力

わ

き

お

こ

り

試

告

を

伸

ば

し

て

無

断

外

泊

こ

ぼ

れ

玉

拾

っ

て

打

て

ば

大

当

有

為

転

変

の

世

の

而

自

主

リ
ス
ト
ラ

に

耐

え

て

明

る

き

小

望
月

抱
い
て
帰
る
は
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ

ー
ボ
ー

ナウ
カ

ラ

オ

ケ

の

反

省

会

に

菊

附

も

っ

て

の

ほ

か

の

山

知

請

求

軒
燈
の
刑
え
た
わ
が
家
が
見
え
て
き
て

濁

声

の

唄

述

さ

か

り

行

く

池

の

面

の

空

を

彩

り

花

筏

都

の

か

な

た

に

霞

む

ピ

ル

街

舟耐小似割以

主主主主主
茄

芭益水文ホ古美笠文白木美水晶l江蒲子城

SF平
成成
H 
山山

戸ldl 
十一ト

あJPI
村卜 1
石凹プ、
神日日
コi4fl

ユ

ア
イ

セ
ン
タ

日文韮水文口英水笠美日文笠口英水文美
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《
日立

水
無
月
辿
句
会
ー
での
一一V

1此

梅

本本

イ111

権

林

の

一
樹

限

自

の

戸

し

げ

く

句

碑

な

ぞ

り

ゆ

く

訟

の

蒋

風

小

道

具

を

確

か

め

雛

を

納

む

ら

ん

ピ

ア

ノ

の

調

べ

ど

こ

か

ら

と

な

く

雲

間

よ

り

き

っ

と

射

し

入

る

月

明

り

竹

慌

に

押

す

深

山

屯

胆

ゥ
露
時
雨
ひ

と

り

と

決

め

て

旅

立
ち
ぬ

燐

の

席

の

同

じ

若

メ

ロ

似

扶

に

好

み

の

名

所

巡

り

つ

つ

互

い

に

交

は
す
メ

l
ル
ア
ド
レ
ス

き
っ
ぱ
り
と
ゴ
ジ
ラ
松
井
は
大
リ

l
ガ

l

へ

タ

マ

ち

ゃ

ん

人

気

い

よ

よ

本

物

川

面

に

は

揺

れ

る

月

あ

り

祇

図

祭

胤

鈴

の

音

も

こ

ま

や

か

に

し

て

手

入

れ

よ

き

格

子

戸

続

く

宿

場

町

行

列

で

き

る

手

造

り

コ

ロ

ッ

ケ

は

じ

め

て

の

ネ

ク

タ

イ

結

び

花

の

下

研

究

室

を

小

猫

が

の

ぞ

く

ナ
ォ

述

霞

幾

曲

し

て

信

発

表

其

近

女

世

コ

l

ス

お
に
さ
り
の
具
揃
い
ろ
い
ろ
彼
の
た
め

片

時

か

る

ま

ま

耳

た

ぶ

熱

く

新

事

の

助

ね

る

を

党

ゆ

日

向

ぽ

こ

「
物
も
言
ひ
械
で
角
が
立
つ
」
と
か

大

国

の

ゴ

リ

押

し

一
触

即

発

か

次

々

起

こ

る

小

さ

な

地

震

念

願

の

二

世

帯

性

宅

親

が

建

て

せ

っ

せ

と

辿

ふ

と

げ

ぬ

き

地

蔵

く

っ

き

り

と

餅

っ

き

兎

望

の

月

を

の

原

野

被

剥

加

盟

が

過

ぐ

:

倍

楽

図

萩

刈

る

午

後

の

湖

光

り

紙

芝

居

来

て

見

入

る

子

供

等

犬
連
れ
の
散
世
コ

l
ス
は
決
ま
り
ゐ
て

北

町

離

れ

の

維

新

ら

し

三

の

丸

史

を

秘

め

花

の

ゅ

ん

ら

り

と

班

蝶

の

持

ふ

古

里

畳

り

大
山
と
し
子
捌

大
山
と
し
子

上条
洲

紅

μ

持
矢
麻
K

M
本

茂

畳か
大洲ル」排

出、と茂矢洲

自
作
香

官
同
茨
糖ιA 

と

設(J) 

111 

フ

平平
成成
H 
l川山

並441ド
.H 

3H月
村 t"t
石凹六
神日日
コl五百

ユ

テ
ィ

セ
〆

タ

茨と
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an
目
立

水
優
月
辿
句
会
そ
の三一
V

歌

春

の

雨

官h

端

や

か

に

幹

を

濡

し

ぬ

容

の

雨

け

ぷ

る

芽

木

山

借

景

の

庭

膝

に

乗

る

小

猫

の

鳴

ら

す

鈴

の

音

に

大
盟
一

H
A念
入

り

に

拭

く

海

原

は

満

月

上

げ

て

波

静

か

飽

か

ず

眺

む

る

か

り

が

ね

の

抑

ヮ
紅

葉

に

酒

盃

重

ね

て

日

も

す

が

ら

不

覚

に

漏

ら

す

屯

括

帯

号

持

ち

き

れ

ぬ

思

ひ

の

丈

を

隠

し

得

ず

真
紅
の
ル
ー
ジ
ュ
た
め
ら
ひ
も
な
く

婚

約

の

ダ

イ

ヤ

の

指

輪

ひ

け

ら

か

し

路

線

パ

ス

行

く

朝

鶴

の

中

川

の

字

に

寝

る

子

ら

硯

く

E
の

月

さ

い

か

ち

虫

が

飽

を

ぬ

け

だ

す

夢
か
け
て
メ
ジ
ャ
ー
リ

l
グ
へ
次
々
と

胸

と

き

め

か

す

磁

の

申

出

し

枝

垂

れ

咲

く

花

に

も

神

銭

結

び

つ

け

暖

簾

く

ぐ

っ

て

厳

餅

買

ふ

弥t):逼弥弥 n子恵 子

ー
日

の

永

き

旅

の

土

産

が

ま

た

も

附

え

幼

な

馴

染

は

今

も

美

人

で

丸
に
途
ふ
そ
の
背
が
世

L
扮
ね
て
ゐ
る

そ

こ

が

魅

力

と

殺

し

文

句

を

せ

が

ま

れ

て

宮

町

一
夜

を

共

に

す

る

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
の
淡
き
火
山
路
に

奥
久
慈
に
建
ち
し
駅
舎
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス

正

午

を

告

げ

る

童

話

流

れ

ど
こ
か
ら
か
も
の

の
け
舵
が
現
は
れ
て

国

境

の

な

き

医

師

団

が

ゆ

く

焼

土

に

も

テ

ン

ト

に

も

月

朗

々

と

白

萩

折

り

て

空

備

に

抑

す

:
や

や
煤
に
そ
そ
く
さ
と
着
る
柳
川
れ
消

選

挙

事

務

所

は

賑

ひ

て

を

り

広
告
を
剥
し
て
ま
は
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

主

吹

き

払

ふ

風

の

立

ち

た

る

鯉

の

背

に

う

ら

ら

う

ら

ら

と

花

筏

う

す

む

ら

さ

き

に

従

む

山

脈

日
木
述
干
捌

後円高
騰，.t -f，; 

t):弥 i量

引
下
秋

山
中
器
官

里 算 i量弥弥t):t):遁月

平
成
十
凶
作
十

一
月
十
六
日
百

平
此
十
四

4
十
二
月
十
四
日
足

(
於
車
梅
村
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
) 杏秋弥 i量弥 n11埠温骨折弥 弥 杏 ili秋却弥
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《
仙
台

宮
崎
県
連
句
協
会
V

歌

花

野'

fdl 

母

を

追

う

花

野

は

い

つ

か

手

暗

が

り

気

付

け

ば

独

り

山

に

望

月

パ
ピ
ル
ス
に
淡
き
仮
名
文
字
秋
附
け
て

払

加

の

眼

の

何

み

つ

む

ら

ん

ダ

イ

パ

ー

が

昆

布

の

林

通

り

抜

け

ラ

ジ

オ

体

操

ば

ら

と

夏

向

ゥ
窓

辺

に

は

反

り

美

し

き

木

苦

あ

り

出

産

予

定

日

時
間

ら

か

に

告

げ

未

来

へ

と

霊

は

沸

点

ラ

タ

ト

ュ

l

ユ

守

秘

義

務

の

あ

る

狛

の

集

会

荒

海

に

自

爆

を

静

さ

ぬ

工

作

船

生

誕

ち

ゃ

め

っ
気

持

ち

し

真

打

ヘ
デ
ィ
ン
グ
の
ペ
ツ
カ
ム
ヘ
ア
l
に
乱
れ
み
、ぇ

凍

み

豆

腐

干

す

ふ

る

さ

と

の

家

b

干

の

月

長

兄

搬

に

み

ま

か

り

ぬ

広

場

に

尼

僧

鳩

と

戯

む

れ

花

盛

り

ハ

l
ブ

奏

者

は

紅

一
点

淡

雪

に

な

る

フ

ィ

レ

ン

y
ヱ
の
朝

狩
野
市
附
子
捌

ナォ
苦

笑

う

考

古

学

者

の

目

仙

時

勝
っ
た
こ
と
だ
け
宮
う
ギ
ヤ
ン
プ
ラ一
l

奇

術

師

の

我

は

空

か

ら

コ

イ

ン

出

し

ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
ぱ

っ
と
パ
ノ
ラ
マ

禅

寺

町

栄

枯

盛

衰

あ

や

め

草

男

の

汗

は

其

聞

で

臭

う

れ

少

年

の

汚

れ

を

知

ら

ぬ

指

迷

い

パ

カ

ラ

の

割

れ

て

今

日

は

仏

滅

発

抱

酒

池

町

分

だ

け

税

制

叩

え

て

被

面

パ

ト

カ

ー

巡

回

中

で

す

三
日
月
町
ド
ラ
イ
ア
イ
に
は
突
き
さ
き
り

と
ん
ぼ
と
ん
ほ
と
ん
ぼ
目
指
せ
大
陸

3
椴
聞
を
夢
い

っ
ぱ
い
の

「
は
や
て
」
行
く

太

巷

ず

し

の

両

端

が

好

き

日
階
に

シ

ャ
コ
ン
ヌ
の

金

聞

か

れ

て

ダ

l
ツ

で

当

て

る

磁

献

耐

岡

山

文

帰

る

大

笑

い

し

て

花

の

F
U
K

天

狗

の

品

に

革

航

梅

雨

降

る

文史聡千千て
い

uk
r
h
 

市町紀

鈴
木
文

男

桃
山
て
る
子史光聡文て光史

草
川
政
子

柳
生
聡
子

依
縦
千
賀
子

向
草
地
斗
子

wm川
達
雄

浅
野
史
郎

出
別
光
子巾

人光被雄紀山
入聡光

4

寸聡

" 
到F

平
成
十
四

年

ヒ
月
三
十
九
日
目

平
成
十
四
均
十
二
月

十
七
日
昆

(
於
均
当
台
会
館
)
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A
H
相
続
以
八
千
草
辿
句
会
ー
そ
の

V

歌

『ロ
ボ
ッ
ト
犬
』

イ111

う

ち

わ

胤

歩

き

通

し

の

ロ

ボ

y
ト

犬

廊

下

の

隅

に

燃

え

る

サ

ル

ビ

ア

塾

へ

ゆ

く

姉

妹

お

に

ぎ

り

頬

張

っ

て

五
時
を
知
ら
せ
る
山
聞
は
「
こ
の
道
」

夜

々

の

月

め

で

る

狭

庭

の

陶

の

椅

子

ぶ

ら

り

瓢

箪

ひ

と

銑

に

姉

く

ゥ
秋

探

L
文

停

年

の

さ

ま

ま

旅

安

達

太

良

山

の

ゆ

れ

る

稜

線

君
の
手
に
背
中
押
さ
る
る
こ
と
も
あ
り

体

せ

で

す

と

嘘

を

つ

く

立

カ
ラ
オ
ケ
の
オ
ー
ル
ド
ジ
ャ
ズ
に
酔
い
柑
れ
て

発

砲

泊

だ

け

と

う

に

売

り

切

れ

地

冴

え

て

月

の

小

舟

の

影

も

な

し

大

砲

台

に

世

き

し

手

袋

ボ

ス

ト

ン

の

中

に

は

昭

和

万

葉

集

と
ん
ぴ
の
纏
う
干
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

ひ

た

す

ら

に

花

を

守

り

て

髪

白

し

産

土

神

も

春

の

夢

見

る

山
元
志
津
香
捌

4
さ
わ
さ
わ
と
露
地
栽
培
の
活
独
e

水
菜

静

け

さ

破

る

ブ

ル

l
ト

レ

イ

ン

桁
れ
て
い
る
串
の
空
気
を
呑
み
込
ん
で

単

身

赴

征

恕

く

も

な

い

ぞ

短

夜

の

枕

の

下

に

あ

る

写

真

角

出

す

妻

へ

思

案

投

げ

首

温
も
り
の
柿
抱
き
し
め
て
逃
げ
ら
れ
て

あ

す

の

休

日

名

所

見

物

御

香

焼

お

つ

む

胸

膝

せ

わ

し

な

き

我

楽

苦

多

市

に

撫

り

出

す

銚

位

紺

忽

を

透

か

し

明

月

定

り

ゆ

く

餌

も

付

け

ず

に

娘

二

十

匹

:
幕

開

に

新

掛

川

置

す

す

る

古

右

衛

門

あ

の

古

時

計

今

も

チ

ク

タ

ク

出
米
利
加
へ
移
利
し
た
が
る
エ
ス
テ
ィ
シ
ベ
ン

滑

走

路

に

は

残

る

淡

町

当

花

の

曲

メ

ロ

ス

の

蹄

高

鳴

り

ぬ

幸

稲

駅

の

切

符

平

に

あ

り

中
村
副

山
元
志
津
香

浅
井
よ
し
み

初
川
奨
代
子

飯
川
恭
子

川
小
時
子香村山跡

作
日
久

白
剤l

よ

山下
し
ょ
う
子叫

M
12

 

1
レ

東

杏

時奴 美容知美

ドミl'
成成
十一1-
凹問
年，，!-'
九八

長引ll
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世HH
1T11t¥首
主主
タ
ウ

ン
ホ

ル
レコ
小

レコ
す
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A
円
相
模
以
八
千
日
下
辿
句
会
ー
そ
の

V

歌

{ 

書く

計百

イ111

家

猫

に

ま

だ

な

り

き

れ

ず

鳳

仙

花

食

前

立

佐

残

暑

満

々

望
月
に
影
踏
み
を
す
る
児
等
も
な

L

電
子
メ

l
ル
で
は
げ
む
ア
ク
セ
ス

ジ

ー

パ

ン

と

袴

姿

の

閥

歩

し

て

山

上

湖

H
十

や

凍

り

初

め

る

ゥ

越

の

旅

冬

限

定

の

相

主

魚

消

駒

子

に

見

え

て

牒

を

判

情

あ
た
く
し
の
知
ら
な
い
結
聞
か
せ
て
ね

マ

ク

ロ

な

悦

山

ミ

ク

ロ

な

恕

い

新

紙

幣

偽

造

防

止

の

ホ

ロ

グ

ラ

ム

羽

蛾

が

と

ん

で

う

ら

ぶ

れ

の

月

草
風
邪
と

一一U
い
伝
て
を
す
る
作
り
戸

学

力

低

下

親

の

心

配

-一

胡
の
弦
平
な
び
か
せ
て
ホ
帰
れ
て

ド
ー
ル
も
憩
う
ア
ロ
マ
セ
ラ
一
ピ

l

伯

μ
の

花

か

ら

花

へ

か

ろ

や

か

に

防

長

抜

け

て

托

鉢

の

僧

日
木
原
子
捌

ー
事
に
み
た
鱒
の
ム
エ
エ
ル
デ
パ
地
下
へ

あ
ち
ら
向
く
川
に
財
布
す
ら
れ
る

口

元

を

く

い

と

引

き

し

め

刀

楽

劇

LrH

い

お

山

崎

で

釦

び

た

問

大
江
戸
線
今
日
の
冷
房
利
き
す
ぎ
る

五

月

場

所

呼

ぶ

椴

く

れ

な

い

当
節
は
ワ
ン
ギ
リ
と
い
う
制
り
も
の

う

は

う

は

う

は

と

も

て

る

金

持

あ
ん
ま
り
な
探
り
も
な
く
抱
き
あ
い

夜

更

け

を

知

ら

ぬ

世

荘

の

窓

路
地

一
歩
出
れ
ば
既
盟
の
う
す
明
り

柴
田
枇
近
し
と
は
ず
む
チ
ェ

ン
ゾ
ー

ナウ
ま

し

ら

耳

手

品

の

よ

う

な

村

起

し

と

ん

と

ん

机

干

で

必

れ

た

自

宅

ベ
ッ

カ
ム

の
人
気
天
井
知
め
ず
に
て

テ

l
ム
ズ

川

町

流

れ

長

閑

け

く

弥
撒
町
立
を
ほ
ど
け
ば
は
ゆ
と
花

一
日

タ

車

風

ひ

た

と

得

せ

る

追

起

子

打
引

E
冗

干

物
江
附
子

舟
情
千
枝
子F

L
 

一
7

中
日
英

子明干

山

κ乱
心
叶
叩
昨
H千円

川η' 
明日

縦
駆
り
く
を

向
本
一
昨

冗;

霊
山
叶束

中
立
問

英子月

平
成
十
問
均
九

H

1
九
日
目

平
成
ト
問
年

l

H
一一1
-
H
地

(於

相
棋
州
市
一げ
大
野
市
公
民
館
)
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A

円相
燃
胤
八
千
革
連
句
会
ー
その
三
U
V

オ
ン
鹿
六
句

長日

盛
山
元
志
津
香
捌

太

刀

魚

は

か

の

知

盛

の

落

し

も

の

秋

の

色

混

き

小

さ

き

渦

潮

ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
つ
ん
と
月
を
抑
く
ら
ん

左

脳

休

め

る

ア

ロ

マ

セ

ラ

ピ

l

き
り
も
な
く
指
で
た
と
り
し
世
界
地
図

ぐ
っ
ぐ
っ
煮

立

つ
鍋
は
け
と
ば
し

連
束
の
間
を
そ

l
ゼ
の
加
く
氷
湖
ゆ
く

ほ

ど

け

し

ま

ま

の

靴

の

紐

噛

む

ニ
ュ

1
ハ
l
フ
ぴ
た
り
と
波
誠
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

A

B

C

の

ひ

と

り

は

ご

免

疾

風

に

利

子

も

霊

も

鍵

わ

れ

て

挺

て

な

く

つ

づ

く

か

ら

ま

っ

林

雄
裁
判
の
な
ん
と
理
不
尽
ふ
ん
だ
り
け
っ
た
り

基

の

援

に

廻

る

山
百
合
の
白
く
激
し
く
白
汚

L
合

う

長

い

坂

ま

っ

す

〈

そ
こ
の
け
そ
こ
の
け

一
輪
車
が
通
る
よ

グ

出

し

て

指

買

う

羽

田

足 取 tiia出
杏柏志杏肱仙志千千久偵芯杏杏久禎千志

津 市校校 ￥l' 枝津
奴子呑奴哉子骨子子子子香奴奴子子子香

間進

路

も

や

ら

ず

捲

る

は

雨

月

物

語

「
蛇
性
の
蛭

」
が
老
い
を
ゆ
さ
ぶ
る

低

気

圧

臨

も

ち

去

り

て

弓

始

め

騒

ぎ

足

り

な

い

烏

便

乗

イ
ヤ
ホ
ン
の
ラ
y
プ
で
ゆ
ら
ら
ら
で
ゆ
ら
た

っ
た

御

神

渡

り

待

つ

旅

の

其

ん

中

正進
小
屋
建
て
て
ニ
ュ

ー
カ
レ
ド
ニ
ア
幾
年
目

ワ
ン
切
り
な
ん
ぞ
か
か
わ
り
も
な
し

も
も
い
ろ
の
ア
セ
ロ
ラ
ド
リ
ン
ク
刷
帆
呑
み

う
ら
ら
か
に
坐
す
石
の
ま
ろ
さ
よ

人

は

人

花

は

花

と

し

生

か

し

た

い

ゆ

る

る

平

肌

一

八

O

皮

久

子

志
津
香

飯
山
泰
子

沓

奴
禎

子

辛

子

志
市
香

禎

子

久

子

士
応
体
骨

杏

奴
帯

干

ド
班
十
四
年
八
月
九
日
目

平
成
十
四
年
八
月
十
六
日
尾

(於
世
間
柱
タ
ウ
ン
ホ
l
ル
b
ぷ
ら
す
)
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《
北
本
山
利
科
会
V

歌

制l

『エ
コ
ロ
ジ
ー
』

者

大

根

つ

つ

い

て

諮

る

エ

コ

ロ

ジ

ー

狸

ゆ

っ

く

り

寝

て

も

い

ら

れ

ず

選

挙

戦

槌

る

候

補

に

背

を

向

け

て

歓

立

制

の

歌

に

集

、

つ

若

者

酔

い

醒

ま

し

立

待

月

と

泊

落

て

み

せ

宵

聞

に

聴

く

人

間

話

ッ
コ
ス
モ
ス
を
訪
ね
て
友
と
小
さ
き
旅

京

の

五

条

の

町

家

の

娘

人

言

わ

ぬ

初

恋

な

ぞ

る

物

性

き

の

朝

な

夕

な

に

遇

、

つ

コ

ン

ビ

ニ

視

聴

率

総

白

痴

化

の

極

ま

り

て

定

会

な

し

に

厳

医

川

町

々

す

る

梅

雨

の

月

肌

漏

れ

お

わ

す

摩

崖

仏

飛

び

移

り

怖

く

山

時

山

鰹

口

い

お

ろ

し

て

み

れ

ば

上

物

で

衣

班

活

両

ち

て

染

ま

る

村

盟

花

狂

い

木

に

話

し

か

け

撫

で

ま

わ

し

雛

人

形

の

髪

の

た

ゆ

と

う

Z
部
活
で
は
女
子
ア
ナ
す
る
と
孫
の
い
い

テ
レ
ビ
五
十
年
世
は
臨
時
前
不
思
議

新

世

紀

ま

た

も

戦

さ

は

止

め

ら

れ

ず

黒

人

霊

歌

聞

に

な

が

れ

る

掛

川

抜

く

民

婦

の

尻

に

刷

日

射

す

押

さ

れ

て

泣

い

た

押

し

く

ら

能

頭

乙

姫

の

土

産

長

寿

の

探

用

水

HM
日

ぴ

組

と

巡

り

会

い

た

い

パ

ピ

ロ

ン

は

神

の

怒

り

に

提

て
し
街

ど

ん

窮

鼠

猫

を

柑

む

と

う

首

領

の

い

て

柏

宵

の

ひ

か

り

求

め

る

奈

良

の

人

仲

良

し

見

つ

け

宇

み

市

る

雌

t山
内
山
一
叫
に
溜
め
た
文
庫
を

一
気

読

み

路

傍

の

石

の

動

く

こ

と

な

く

街

躍

に

間

報

来

せ

て

}

マ

ホ

l
ク

共

山

悼

の

み

が

明

日

を

桁

き

て

町

く

は

不

況

を

忘

れ

花

見

柑

北

ま

で

届

列

ぬ

の

蒋

粒
針
不
修
捌

加山 /ij n 
d奈川町"

哲 利不
令誠鰐 孝

哲利孝不令誠鰐哲 利 孝不 央子 修

佐
藤i!i 内

く

執

平
成
十
凶
年
Jl
-H

十
日
目

ド
此
l
k年

一一

H
一
一」
1

一
日
地

(文句作
H
)
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か

に

か

く

刊

な

ぞ

れ

る

指

に

器

の

冷

風

な

す

ま

ま

に

ゆ

れ

る

芽

柳

川

鴬

の

谷

波

る

戸

高

ら

か

に

円

錐

形

の

門

の

政

り

塩

月

も

出

て

馴

染

み

の

客

の

揃

う

頃

浅
川
以
つ

く

ら

む

間

引

某

を

し

て

ゥ
「=一

国

志

」
や

っ

と

読

み

終

え

秋

深

む

外

人

墓

地

の

ク

ル

ス

傾

き

新
世
界
コ
イ
ン
で
動
く
パ
ン
ト
マ
イ
ム

酔

え

ば

何

で

も

し

山
γ

ベ

り

出

す

榔

も
た
も
た
と
手
繰
り
合
っ
て
る
赤
い
糸

は
っ
き
り
云
っ
て
よ
ア
イ
ラ
プ
ユ

!
と

泣

近

に

雨

制

的

く

宵

の

月

術

物

も

持

た

ず

ぶ

ら

り

旅

立

つ

加

賀

友

禅

初

韮

に

と

て

族

と

く

深

防

水

に

狛

御

満

悦

老

大

樹

花

制

没

と

咲

き

誇

り2
2
 

思

い

出

か

す

む

故

郷

の

山

体行川
林伏

巡り博
ぇ

追えtw:迫え道道え I専迫え1-'.11道え博子子干

JE 

平
成
十
四
h
q
三
川

一」
l
l
ハ
日
目

平
成

1
凹

q凶
川

二

U
M

(於

一か
に
カ
く
俳
」
d
H
作
田
の
祉
仲

「か
に
か
く
に
祇
凶
は
Z
L
荘
る
と
き

新
世
界
大
阪
市
辿
天
間
保
限

枕も ホ

σコ プ

ル
グ
ラ
ン

」流るる

ヒ
ア

- 274ー

問
伏
山
間
干
捌

A
門
大
阪

体

q八日
V

半
歌
仙

『か
に
か
く
碑
』



《
縦
一
以
隔
世
辿
句
会
そ
の

ご
V

脇

起

半
歌
仙

鳩

の

海

四

方

よ

り

花

吹

入

れ

て

鳩

の

海

打

瀬

ゆ

っ

た

り

霞

む

山

脈

子

等

は

皆

お

玉

杓

子

を

追

ひ

掛

け

て

速

い

汽

笛

に

耳

を

傾

け

屋

敷

町

タ

三

日

月

町

坂

上

る

色

菱

、

え

ぬ

松

風

に

動

か

ず

日

出

禁

縦

に

残

り

の

粥

の

供

へ

ら

れ

特

別

展

に

逢

瀬

約

す

る

変

り

身

の

早

い

却

に

手

を

焼

い

て

ベ

レ

l
斜

め

に

畳

の

鋭

ぶ

ち

削

り

出

す

か

ら

く

り

時

計

刻

告

ぐ

る

留

学

生

の

汗

の

労

働

編

銅

の

月

に

故

郷

を

思

ひ

出

し

和

解

望

む

も

止

め

ぬ

報

復

ノ

l
サ
イ
ド
ラ
ガ

l
一点

に

打

伏

し

て

薬

缶

に

入

れ

て

遡

す

側

酒

露
地
お
ぼ
ろ
何
処
か
で
泣
話
鳴
っ
て
を
り

柳

町

下

に

並

品

骨

麓

土
屋
尖
郎
捌

占忠
実

翁
郎

以池今小
川 111 付税

武耕昨{
m 

i苦泊町治彦郎出 - l古前 一 間彦治
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平
成
十
四
均
四
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九
日
目
尼
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A
門
市

m
u
郎
疏
沙
連
句
会
ー
その
ニ
V

半
歌
仙

『ム口

風

禍

鉄

塔

を

ひ

ね

り

て

去

り

し

台

風

禍

水

郷

に

叩

i

る

飽

々

の

月

敬

老

日

百

才

の

由

貿

舞

ひ

納

め

高

層

ビ

ル

に

鼓

打

つ

人

量

殺

の

今

は

流

行

ら

ぬ

錦

訟

杖

誉

め

ら

れ

て

久

、

附

子

と

る

ゥ
胤
引
い
て
や
や
上
が
り
し
か
男
振
り

そ
の
日
で
見
れ
ば
そ
う
ら
し
き
仲

政
治
記
者
跡
を
つ
け
れ
ば
ラ
一
プ
ホ
テ
ル

歌

舞

伎

町

に

は

興

央

騒

ぎ

が

序
の
口
の
ピ

l
ル
二
本
で

二
日
酔
ひ

汗

を

拭

き

拭

き

飛

ば

す

タ

ク

ン

I

立

の

月

仰

ぎ

思

仰

の

邸

を

辞

す

三

冠

王

を

願

ふ

散

郷

お

司

り

と

お

札

次

々

送

り

来

て

茶

室

に

掛

か

る

文

の

一

幅

削

け

放

っ

窓

に

舞

ひ

込

む

花

吹

雪

梢

遥

か

に

艇

と

噌

り々

土
屋
尖
郎
捌

t
M笑

坂池 小
HI !11鋭
武耕 i目

同
f~. 
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平
成
十
四
均
十
月
八
日
町
応
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両
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《
京
以
聾
門
辿
句
会
ー
そ
の

-v

歌

イ~I

『し
ん
し
ん
と
』

し

ん

し

ん

と

迫

り

来

る

も

の

夢

凍

る

埠

九

の

ポ

ス

ト

落

ち

る

郵

便

ひ

ょ

う

き

ん

者

凡

人

面

を

賞

き

て

や

さ

し

い

言

葉

も

て

る

世

の

中

西

東

は

て

な

き

海

を

月

わ

た

り
0
4
ん

古

川

灯

碑

あ

る

山

の

瓢

の

実

ゥ
ピ
ス
ト

ル
の
屋
根
に
こ
だ
ま
す
運
動
会

ゃ

れ

よ

そ

れ

よ

と

家

族

総

出

で

あ
ざ
ら
し
の
タ
マ
ち
ゃ
ん
川
を
さ
か
の
ぼ
り

山

の

タ

雲

オ

ー

ロ

ラ

に

似

て

生

涯

を

誇

り

続

け

し

恋

の

旅

無

駄

骨

折

り

も

愛

の

醍

醐

味

週

末

で

噴

水

越

し

の

畳

の

月

舟

浮

か

べ

る

子

お

へ

そ

丸

出

し

お
び
ん
ず
る
撫
で
て
は
拝
む
中
風
病
み

ま

あ

よ

く

食

べ

る

木

の

者

出

来

花

筏

山

市

に

あ

わ

せ

て

流

れ

ゆ

く

大

名

庭

園

風

の

や

わ

か

ら

偏
向
新

偏
向
朱

朱新朱新朱新朱新朱新朱新朱新朱新鷺 吾

ー
文

も

乗

る

汽

笛

一

戸

新

橋

を

山

高

帽

に

八

の

宇

の

髭

向間

竿

の

日

々

懐

か

し

く

彼

の

女

も

言

葉

は

い

ら

ぬ

熱

き

ま

な

さ

し

部
身
の
ン
ュ

l
ト
直
撃
ゴ

l
ル
成

り

軌

制

求

め

な

じ

み

械

丁

、つ
づ

く

ま

る

不

景

気

而

の

か

ま

ど

猫

グ
ロ

ー

バ

ル

な

る

盗

み

の

渡

世

ア

フ

ガ

ン

の

難

民

放

、つ
医
附
あ
り
て

深

き

ハ

什

聞

を

下

る

激

流

ふ
る
さ
と
の

火

の
見

棉

に

月

ま

ど

か

梨

茸

林

そ

っ

と

手

探

り

:
去

来

忌

に

嵯

峨

野

の

小

さ

き

墓

詣

足

も

弱

り

て

旅

も

速

の

き

自

己

流

に

フ

ラ

ン

ス

料

理

手

際

よ

く

庭

の

飛

び

石

虻

が

ま

つ

わ

り

参

道

の

制

慌

の

緑

決

花

の

下

し
や

ほ

ん

玉

に

は

色

の

き

ま

ざ

ま

新朱新朱新朱新*新朱新朱新朱新朱新朱

'¥'T 
成成
¥--¥ 
1i問
年4

H月

五九
日日

(J4凸
m 
世
11¥ 
谷

世
鴎
勺
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《
叫拠
点

描
門
連
句
会
ー
その
こ
V

半
歌
仙

『明
日
ひ
ら
く
』

明

日

ひ

ら

く

服

梅

ま

ろ

き

干

の

粒

散

世

に

は

げ

む

罰

ぶ

く

れ

の

文

に
こ
や
か
な
全
身
の
指
揮
見
事
に
て

濡
れ
て
あ
ざ
や
か
絵
ガ
ラ
ス
の
窓

埠

頭

に

は

客

船

二

つ

月

の

下

し

ば

し

休

暇

の

新

米

の

味

ゥ
紅

葉

酒

や

が

て

唄

あ

り

喧

嘩

あ

り

方

丈

の

僧

燭

を

灯

し

て

砂
漠
越
え
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
た
ど
る
地
図

旅

好

き

知

っ
て

そ

れ

よ

り

の

仲

以

舗

が

そ

っ
と

見

て

い

る

新

世

帯

サ
ル
ビ
ア
紅
く
郷
且
の
あ
ば
ら
や

夕

立

の

残

す

雫

に

月

の

舟

粋

な

芸

人

志

ん

朝

が

逝

き

波
の
穂
に
神
話
の

う
さ
ぎ
遊
び
い
て

睦

か

が

や

く

孫

の

入

学

こ
の
春
を
生
き
る
し
あ
わ
せ
花
の
迫

よ

く

響

き

あ

う

頬

自

の

戸

稲
山
何
時
子
捌

似品
時

子

今

作

楊

舗
内
川
新
吾

矢
口
美
曲
目
子

内
川
た
づ時裳新た年作新奨新美F

 

昨
仲た美雛

- 278ー

平
成
十
四
年

一
月
七
日
百

平
成
十
四
年
三
月
十
日
尼

執

(肝
川
白
山
谷
布
随
一f
)



《
川
口
よ
み
う
り
文
化
セ
ン
タ
ー
川
口
V

歌

浅

き

春

イ111

瀬

の

音

の

低

き

ま

ま

一

な

り

浅

き

春

妓

月

淡

く

萌

え

る

早

政

や

わ

ら

か

き

風

に

北

窓

聞

き

み

て

ポ

チ

を

呼

ん

だ

ら

ひ

が

み

た

る

揃

孫

三

つ

し

が

み

つ

く

ま

ま

離

れ

ず

に

南

天

の

実

を

つ

つ

く

冬

山

口

〉

庭

澗

ぽ

辿

新

し

く

年

立

ち

し

苅

の

一肌

の

澄

み

し

柏

手

お
い
ち
よ
か
ぶ
ど
こ
で
止
め
る
か
思
業
頗

ス

マ

ー

ト

な

女

似

合

う

ジ

ー

パ
ン

ひ

っ

そ

り

と

銀

杏

黄

葉

の

旅

の

術

む

き

さ

び

の

楼

む

山

は

こ

ん

も

り

訟

の

月

時

折

主

に

か

く

れ

つ

つ

航

路

に

つ

き

た

る

托

鉢

町

制

こ
の
と
こ
ろ
膝
の
お
肌
が
磨
り
減
っ
て

初

出口

聞

の

こ

ろ

ん

こ

ろ

ん

と

ふ
ら
こ
こ
の
ま
だ
招
れ
て
い
る
花
の

下

ほ

ほ

ろ

酔

う

て

タ

ベ

暖

か

ろ

磯

Z
寄

席

は

ね

て

柳

家

こ

さ

ん

偲

び

つ

つ

i

;

I

t

-

p

l

i
 

前

日

桂

村

よ

監

罰

則

附

銅

像

に

協

と

叫

が

削

Au
せ

化

粧

置

し

て

時

間

気

に

な

る

出

張

の

央

の

留

守

を

不

倫

し

て

こ

こ

し

ば

ら

く

は

続

く

日

時

り

帯

小

屋

は

松

葉

制

丹

に

そ

ま

る

径

サ

y

カ

l
試

合

足

り

ぬ

チ

ケ

ァ

f

あ

れ

こ

れ

と

世

界

の

料

理

味

見

を

し

と

ど

の

つ

ま

り

は

新

米

の

飯

山

す

だ

き

務

に

映

り

し

月

の

影

菊

の

大

輪

金

の

短

附

t腕
端

を

そ

ぞ

ろ

歩

け

ば

雨

仰

い

に

こ

り

侠

拶

名

前

わ

か

り

品

分

校

の

鶏

が

逃

げ

て

は

ま

た

帰

る

ふ

る

旦

自

慢

棚

凹

千

枚

し

き

り

な

る

孫

花

岬

を

曇

ら

せ

て

日

水

を

か

こ

つ

俳

山

天

狗

等

滋 美品美 lJl n 
同A、

直
道
捌

ふふ澄美品 i{lふ英ふふ日

直

道

院奈
川
美
代
子

何
台
市
叫
臼澄

川
村

μ
臼

江

依
捜
谷
ふ
み
子澄美英R

U
 

8
 

》み
円

E美液A
M
 

λ
 

m 

r此
l
同

zq凹
H
V
A
H
v
u

ド
成
l
川

qlハ川

l

川
出

(酔

杭

4
4文
化
セ
ン
タ
ー
川
川
}
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《
船
情
よ
み
う
り
文
化
セ
ン
タ
ー
京
聾
V

短
歌
行

旅

の
』

人

J

た
ま

新

涼

の

脇

は

た

し

か

師

の

御

魂

美

男

か

ず

ら

へ

盆

の

タ

月

そ

ぞ

ろ

築

家

伝

の

刀

透

か

し

み

て

太

極

拳

の

あ

と

に

そ

カ

飲

む

ラ
公

閣

の

声

に

ぎ

や

か

な

滑

り

台

パ
リ
祭
に
ゆ
く
泊
落
れ
た
ネ
ク
タ
イ

街

角

に

香

水

の

娘

が

待

ち

つ

づ

け

警

察

官

に

投

げ

キ

y

ス

さ

る

救

急

車

パ

ト

カ

ー

つ

ぎ

は

霊

枢

車

仔

犬

抱

き

し

め

じ

っ

と

見

送

り

品
切
々

能

持

台

熊

野

あ

で

や

か

な

花

吹

雪

屋

根

茸

く

人

の

天

に

届

い

て

引
地
冬
樹
捌

引
地
M

件
、
樹

阿部
朝

子

中
川
あ
か
り

伊
藤
哲
子

佐
野
千
恵
子あ朝哲哲干削山市千

t
炉

塞

ぎ

に

ま

だ

酔

い

足

ら

ぬ

国

枇

川

鉢

に

嵐

の

お

む

す

び

隠

し

子

を

突

き

つ

け

ら

れ

る

良

い

限

D

N

A

の

む

ご

き

訓

停

鬼

の

豆

版

こ

わ

す

ほ

ど

年

重

ね

穴

に

入

り

た

る

蛇

の

し

な

や

か

川

胤

に

水

面

の

月

の

ゆ

ら

ぎ

お

り

秋

う

れ

い

る

一

弦

の

琴

ナ
ウ
詩
を
吟
じ
独
り
ま
ほ
ろ
ば
さ
ま
よ
え
ば

益

干

の

碗

に

渋

茶

な

み

な

み

ぐ

ほ

う

じ

弘

法

寺

の

段

へ

し

だ

る

る

花

大

樹

う

ら

ら

う

ら

ら

と

普

川

内

普

女

z 
dト
ノ、
fJ 

( ー

於 ーJ
_L 
ノ、

市連日
J111WI口
市協尾
山会
崎千
パ~
ノ~)<
{j主
企部
会総
館会
) 
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《
島
田
屯
神
連
句
会
V

歌

fJiI 

1京

投

山

う
ら
ら
か
や
日
差
し
吸
い
こ
む
鋭
投
山

J

剛

の

畑

に

土

鋒

顔

出

す

弥

生

尽

心

湧

き

た

つ

孫

生

れ

て

ね

じ

り

鉢

巻

聞

く

競

り

市

有

明

月

見

あ

げ

て

犬

と

散

歩

す

る

織

の

実

務

ち

る

か

す

か

な

る

菅

ゥ
秋

借

り

男

が

よ

が

る

パ

チ

き

ぱ

き

乙

女

と

な

り

て

恋

に

胸

ゃ

く

ジ
ユ

リ
エ

ァ
ト
壁
を
ほ
と
い
て
バ
ル
コ
ニ
ー

北

町

大

地

を

サ

ラ

ブ

レ

ッ
ド
馳
す

イ

ラ

ク

戦

ラ

ジ

オ

が

告

げ

る

十

一
時

先

に

へ

ば

る

は

町

工

場

な

り

手
を
触
れ
る
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ

ン
互
の
月

明

日

が

あ

る

さ

務

ち

こ

ま

な

い

で

横

綱

は

モ

ン

ゴ

ル

出

身

朝

背

飽

幼

な

な

じ

み

と

旅

の

計

闇

舟

ゆ

ら

り

花

は

万

栄

町

隅

田

川

春

香

に

の

せ

合

格

る

長
坂
節
子
捌

ナ

ォ

初

雛

を

飾

り

て

笑

の

飢

と

頒

老

眼

鏡

の

皮

が

進

ん

で

る

医
者
が
よ
い
予
約
合
き
込
む
カ
レ
ン
ダ
ー

竹

村

新

池

並

ぷ

釣

り

竿

凍

つ

る

空

且

骨

叫

甘

く

の

れ

ん

街

土

産

の

地

滅

熱

制

で

飲

む

彼
女
か
ら
無
事
に
着
い
た
と
メ

l
ル
く
る

阿

修

艇

の

ご

と

く

霊

を

つ

ら

ぬ

く

府

き

で

す

と

言

え

ぬ

私

は

未

亡

人

保

険

受

取

り

一

億

数

千

月

の

窓

ピ

ア

ノ

の

山

が

は

た

と

や

む

銀

杏

蹴

抑

制

が

う

め

つ

く

す

出

+ゥ
秋

山

仙

り

耐

影

し

の

ぶ

通

夜

の

席

心

し

ず

め

る

ア

ロ

マ

テ

ラ

ピ

I

揃
ち
守
ん
も
う
つ
ら
う
つ
ら
と
膝
の
よ

市

販

の

味

略

で

木

の

苦

凹

楽

友

と

来

て

打

た

せ

湯

に

い

る

花

の

昼

の

剥

肢

は

年

二

回

な

り

益

美
英
忠
子

と
み
子

と
み
子

文

干
文

子

桜

方

桜

方

益

英
文

子

蛙

挺

と
み
子

美
代
子

と
み
子

吋

ik

トワ

t

:
 

と
み
子

節

子
阪

方

民
主
帥
子

坂
本
益
美

小
京
阪
方

問
中
イ
ス
ズ

住
汁
文
子

細
立
科
水
千

必
舗
と
み
子

2柴
山
刊
チ

武
桜
美
恵
子

と
み
子

美
代
子

と
み
子

イ
ス
ズ

推

奨

奨
恵
子

文

子

美
和
子

桜

方

平
成
十
五
均
三
月
一
十
日
町

平
成
イ
五
均
四
月
イ
ヒ
日
厄

(
於
竜
神
交
流
館
)
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《
仙
台
辿
句
会
ひ
ら
め
き
そ
の

一V

歌

不

，鳥

死

idl 

不
死
臼
や
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
タ
焼
る

白

蛇

ゆ

っ

く

り

よ

ぎ

る

草

限

定

洋

の

舎

に

落

款

を

書

き

入

れ

て

低

き

綱

聞

は

文

視

の

代

よ

り

腹

立

の

空

港

月

下

に

販

わ

え

る

い

の

こ

づ

ち

付

け

走

る

S

F

ゥ

正

合

院

曝

涼

騒

然

か

め

虫

に

山

岨

尖

と

り

混

ぜ

噂

ふ

り

ま

く

異

肢

の

二

人

揃

っ

て

硝

子

吹

き

生

の

極

み

よ

燃

え

盛

る

恋

河

原

揚

に

慨

を

被

せ

し

獣

逮

不

審

船

か

ら

プ

イ

流

れ

措

く

毛

晶

編

む

月

の

国

境

越

え

し

友

大
相
世
帯
一
つ
け
の
匂
い
た
ち
こ
め

長

嶋

息

啄

木

ロ

ー

マ

字

日

記

伏

せ

プ
ー
ヵ
プ

l
カ
と
鳴
ら
せ
オ
ル
ガ
ン

宙

返

る

か

ら

く

り

人

形

花

散

ら

し

高

居

の

隅

に

葱

坊

主

立

柏
町
脱
子
捌

す
ォ
兵

吉

の

教

え

を

恭

い

遍

路

道

ニ
ュ

1
ト
リ
ノ
に
て
の
ぞ
く
天
文

渦

潮

に

迎

ら

う

仇

の

如

く

に

て

さ

す

が

需

物

切

れ

味

の

良

さ

独

裁

者

秘

訟

に

し

て

る

暑

気

中

り

母

さ

ん

伐

の

ハ

ン

モ

y

ク

ど

こ

意

地

悪

な

言

葉

で

太

る

抱

き

枕

過

去

の

男

を

数

う

両

の

手

う
っ
す
ら
と
火
屈
の
煙
の
立
ち
判
る

出

話

も

れ

く

る

十

六

夜

の

村

漉

訟

を

祝

う

縁

者

の

明

え

て

駄

夢

の

ポ

ン

エ

ツ

ト

爽

涼

に

揃

れ

土
持

つ
閏

は

持

つ
大

H
M
破

現

兵

船

回

転

車

対

司

に

ま

わ

る

日

の

丸

酔
い
醒
め
の
水
市
士
眺
め
飲
む
甘
館

歓

戸

上

る

フ

ェ
ン
ス
泣

し

か

ら

児

の

手

引

く

骨

班

市

の

花

通

り

地

球

的

援

へ

飛

ぷ

し

ゃ

ぼ

ん

玉

つ

iia EK4BZ 
孝 良 満 寿 井千 J;!t

型到
良;両裕良史子秀孝 1"千野史雄子雄子子子

(
於
パ
ル
長
町
)

十台

千
成
J
t
問

4
t
H同
日
円

平
成
十
問
年
十
二
月
五
日
応

良持裕史良史満干舟満史 二[-Mi血持均千裕

ー-282一一



A
H
仙
台

辿
句
会
ひ
ら
め
き
ー
その
こ
V

短
歌
行

初

喜

初

夏

の

魚

に

近

ず

く

器

か

な

浦

島

草

を

摘

ん

で

子

供

ら

調

教

師

鞭

撮

る

昔

の

高

か

ら

ん

金

鹿

に

は

E
腐

沈

ま

せ

ゥ

焚

殻

も

貨

に

名

香

月

の

宴

り

ん

ど

う

色

町

後

姿

よ

新

婆

の

ジ

ー

パ

ン

濡

ら

す

下

露

に

微

熱

伝

わ

る

あ

や

と

り

の

川

風

紋

は

緩

衝

地

府

ア

l
卜

す

る

転

が

っ

て

い

る

革

靴

片

方

占

い

の

告

げ

し

方

位

の

花

を

兄

ん

噌

ば

か

り

神

隠

し

と

ぞ

狩
脚
制
服
干
捌

息佐符

立 雄"
か干!Il
1;; 11 

Mi宣7か府千か包干lJiる子子

ナォ
い

ざ

寝

禿

頭

の

王

山

遊

び

天

井

桟

敷

は

い

つ

も

満

附

宇
宙
儀
に
お
目
見
え
す
る
か
タ
マ
ち
ゃ
ん
座

出

迎

え

て

い

る

一
等

書

記

官

附

の

秘

技

尽

し

て

国

家

機

智

得

る

寄

り

添

う

よ

う

に

立

つ

無

線

基

月

光

に

滋

め

く

蕊

京

の

ん

そ

核

実

よ

そ

に

旨

し

熱

制

:

と
り
ど
り
の
野
菜
に
宰
な
し
昧
け
な
し

ポ
ー
ル

ベ

ノ
よ
り

ベ
ン
と
イ
ン
ク
派

平

和

へ

の

捌

印

今

ぞ

花

焼

燦

慌

の

奥

に

浮

か

ぶ

絶

対

M

世
間

平
成
十
四
年
九

H

六
日
間

平
成
十
四
年
九
月
二
十
五
日
尾

(I
世
) 主I阪か 21千か昔日正予 言 か干
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《
仙
台
連
句
会
「
遊
」
V

2臥

冷

き

官Ir

冷

査

や

街

一

番

の

味

処

浴

衣

桐

下

駄

結

ぶ

兵

児

制

貨
車
に
割
引
む
生
き
物
何
か
音
立
て
て

隠

道

出

れ

ば

強

き

浜

風

ロ

ン

グ

パ

ス

夢

の

舞

台

に

上

り

月

盟

作

ら

し

き

案

山

子

作

ら

れ

ゥ
法
潤
に
人
り
て
聴
き
た
る
ち
ち
ろ
虫

修

行

中

と

て

人

目

は

ば

か

る

焦

が

れ

て

も

逢

瀬

叶

わ

ぬ

物

語

松

竹

歌

舞

伎

地

方

巡

業

岡

持

の

ず

し

り

と

周

き

置

く

枢

貧

乏

徳

利

す

ぐ

に

空

っ

ぽ

狼

の

吠

え

る

荒

野

の

弘

、

の

月

ペ
チ
カ
聞
み
て
唄
う
カ
チ
ュ
l
シ
ャ

戦

争

の

諮

り

部

と

な

る

高

齢

者

ひ

っ

く

り

返

し

砂

時

計

見

る

市

か

ら

北

の

果

て

ま

で

花

の

旅

古

式

ゆ

た

か

に

耐

水

の

宴

小
野
寺
妙
子
捌

;
淡

雪

に

幼

な

子

付

け

し

靴

の

瓜

グ

ラ

ウ

ン

ド

e

ゼ

ロ

追

悼

の

刺

イ
ン
ク
の
宇
に
じ
ん
で
若
い
た
航
空
使

魁

魅

魁

魁

の

潜

む

図

柄

病

窓

に

望

む

大

橋

述

花

火

こ

け

し

木

地

師

の

玉

の

大

汗

は

つ
け
よ
い
張
り
手
巧

み
に

土
依
下

果

て

は

不

倫

に

落

ち

る

恋

路

よ

来
世
に
出
会
、
つ
話
の
た
わ
い
な
く

勝

負

互

角

に

競

う

桂

敵

白

々

と

伯

者

の

山

を

月

渡

る

か
"
が
ね

軒

端

に

仰

ぐ

臓

の

列

:
ふ
る
さ
と
の
母
送

り
来

し
つ
る
し
柿

昔

質

屋

の

朽

ち

し

石

古

湧
き
水
の
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
小
さ
き
厨
桶

自

恨

の

革

飯

添

え

て

歓

待

哀

調

の

祭

文

奏

上

花

の

宮

ぬ

か

u
q

若

布

刈

舟

出

る

凧

の

海

小小
n 'l!t 'i' ず弓
寺、与村良

信妙記柴

夫 w郎子 M，夫 子 郎夫康 子 郎 夫成郎子康夫
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成
十
凶
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b

H
十
二
H
百

平
此
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凶
年
十
二
月
二
十
四
日
出
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国

際

ホ

テ

ル

世

仙
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A
H
鍋
浜
辿
句
企
遊
子
山
居
ー
その
ご
V

~fk 

膝

す

正

制l

理

数

図

に

晩

節

の

膝

正

し

け

り

車

髭

草

咲

く

縁

先

の

鉢

張

山

に

小

綬

鶏

人

を

呼

び

立

て

、

旬

の

野

某

を

飽

に

聞

く

背
な
の
子
が
指
さ
し
て
い
る
丸
き
月

述

励

金

の

準

備

と

と

の

う

y

独
り
砲
の
仕
舞
い
そ
こ
ね
し
秋
の
蚊
帳

別

れ

し

女

の

爪

を

噛

む

癖

紅

を

引

き

柑

告

の

傘

附

け

て

遣

い

し

小

犬

飼

う

こ

と

に

決

め

ふ
っ
切
れ
て
出
る
と
こ
に
山
て

一
勝
負

寿

限

無

の

名

前

附

え

ず

に

一言
、
ぇ

月
間
者
し
漬
け
物
み
ん
な
つ
な
が
っ
て

雪

渓

す

ベ

る

ヤ

ッ

ケ

い

ろ

い

ろ

ベ
ン
ン
ヨ
ン
の
主
と
な
り
て
都
住
い

近

況

の

せ

て

腐

く

絵

手

紙

湧
い
て
き
た
よ
う
に
淀
み
あ
う
花
の
客

拳

ほ

ど

あ

る

塀

の

峰

の

県

和
問
也
勝
捌

ナ
ォ
切
れ
凧
を
隔
て
る

川
に
浅
瀬
川
畑
く

パ

レ

ス

チ

ナ

で

は

自

爆

矧

括

経
こ
じ
れ
て
ワ
イ
ン
を
注
げ
ば
夫
も
来
て

今

吏

ほ

め

る

出

袋

町

艶

恋

心

冷

め

て

瓦

怖

長

続

き

カ

ン

ツ

オ

ネ

聞

く

包

し

ま

く

街

あ
つ
あ
つ
の
芯
助
股
り
て
ダ
イ
エ

y
ト

志

操

堅

固

は

武

士

の

北

神

主

は

装

束

た

だ

し

御

職

い

へ

蹴

る

世

間

は

山

地

ば

か

り

陪

て

渋

滞

も

解

け

て

い

川

辿

盆

の

月

目

品

く

っ

き

り

築

山

干

蝋

爽

:
政
釣
り
の
仲
間
に
分
け
る
に
き
り
め
し

内

助

の

功

で

す

ぐ

に

訂

進

ス
ピ
ー
チ
の
ち
ょ
っ
と
挫
絞
め
く
が
怯
〈

持

胸

日

送

別

の

門

満

々

の

花

の

下

な

る

挽

茶

附

ミ
ニ
コ
ミ
冊
子
記
事
の
う
ら
ら
か

阪
本
良
之
助

LZ英

子

細
川
洋
子

栃
木
や
よ
ひ

uutヲ
め
子

制
川
忠
勝

賢
次
郎洋め平日I

 

V
W
 

緋
怠
aひ

"じ
it 

訟

助的 MI英

平
成
J
l
凶
4
凶
日
ヒ

H
H
U山

(於
e

車
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
)
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《
型
携
辿
句
会
遊
子
座
ー
その
一一V

歌

『腕

白

時

代
』

fllJ 

木

守

柿

腕

白

時

代

機

む

朽

ち

葉

お

こ

し

て

探

す

幼

虫

ぎ

こ

ち

な

し

太

極

拳

の

着

ぶ

く

れ

て

長

寿

の

水

の

様

々

と

湧

く

γ
テ

商

は

ず

し

て

仰

ぐ

月

さ

や

か

赤

い

羽

根

へ

と

時

付

は

匿

名

ゥ
ぬ

人

の

医

縦

相

版

物

官

澄

む

位

置

良

薬

な

る

野

菜

活

き

活

き

絵

手

紙

町

教

室

終

え

て

に

わ

か

絵

師

影

武

者

多

い

不

審

人

物

大

画

面

私

の

彼

の

よ

ぎ

り

し

か

祭

の

中

で

そ

っ

と

口

吻

つ

ぶ

ら

な

る

随

に

映

る

月

拍

L

蹴

き

釣

り

し

て

遊

ぷ

旦

の

子

賑

や

か

に

姉

妹

都

市

か

ら

視

察

団

草

食

う

虫

も

旅

は

道

連

れ

し
だ
れ
咲
く
花
の
ト
ン
ネ
ル
触
れ
な
が
ら

ラ

ス

の

友

は

蝶

と

変

身

L 

ク

和
問
忠
勝
捌

ー
ォ
妖

精

と

戯

れ

て

い

る

春

の

夢

さ

め

な

い

う

ち

に

婚

約

の

宴

い
つ
の
間
に
尻
に
敷
か
れ
る
心
地
よ
き

召

し

上

げ

ら

れ

る

寄

席

の

雌

布

団

湘

息

を

開

制

叫

が

ま

ね

て

繰

り

返

し

凍

て

つ

く

山

を

越

え

て

脱

北

雪

洞

の

ピ

パ

l
ク

の

夜

も

語

り

草

そ

、
っ
か
し
い
も
江
戸

y
子
の
く
せ

世
話
物
に
入
れ
あ
げ
て
い
る
芝
居
好
き

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
文
化
飛
び
交
う

戦

争

の

簡

は

止

め

よ

う

月

眺

め

映

ゆ

る

も

み

じ

繋

寺

の

お

ち

こ

ち

Z
良

き

新

酒

杉

玉

吊

る

も

訪

ら

し

く

観

光

資

淑

土

蔵

見

直

す

早

割

も

激

安

も

あ

り

杢

の

使

デ

フ

レ

の

波

は

深

く

じ

わ

じ

わ

火

輪

潜

る

海

豚

に

か

、

る

花

吹

笥

粒

も

残

き

ず

嫁

某

弁

当

執

中
止
笹
輔

州
知
酬
忠
勝

似
本
良
之
助

王
生
う
め
子

水
谷
英
子

比

松

雄

和
川
洋
子

中
止
制
干

注
賢
次
郎

栃
木
や
よ
ひ

大
駒
辛
子

t
E柑
子

豊
島
自
動
如輔勝I

 

W
ルめ英

F
成
」'
四
年
十

一月

一
日
目

平
成
十
五
年

三
月
十
四
日
足

(
d
w入
山
首
)
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八
償
浜
迎
句
会
遊
子
出
ー
そ
の
一-一
V

歌

長ι

度
』

支

1111 

指
て
き
れ
ぬ
物
泊
め
こ
ん
で
冬
支
度

ち

ろ

、

鳴

く

な

り

巾

世

間

全

集

月

ま

ど

か

山

々

の

影

重

な

り

て

世

界

に

日

間

る

貨

の

朗

報

学

生

に

化

学

解

く

似

の

盤

錬

と

申

し

分

な

き

室

咲

き

の

梅

J
私
問
に
附
れ
や
M

で

交

わ

す

年

の

礼

い
つ
も
の
獅
子
札
な
り
を
ひ
そ
め
る

駅

伝

の

最

後

の

順

位

見

と

ど

け

ん

た

す

き

受

け

継

〈

嫁

の

重

立

外

聞

を

逆

手

に

取

り

し

色

男

白

百

合

句

、

つ

雑

魚

寝

台

街

背

酷

木

菟

神

楼

む

湖

に

月

波

る

天

下

町

険

で

分

つ

東

凶

ガ
ン
ダ

l
ラ
遥
か
な
時
を
感
じ
い
て

限

る

お

宝

目

利

き

騒

然

蔵

の

街

立

の

波

と

花

の

川

会

席

判

理

旬

の

官

能

和
問
洋
子
捌

サ才
能

書

の

聞

き

上

手

い

て

部

屋

日
永

あ

す

の

予

定

も

樹

て

ぬ

老

々

夢

迅

観

音

像

の

あ

ら

た

か

に

住

民

登

記

知

り

ぬ

タ

マ

ち

ャ

ん

サ
ー
カ
ス
の
ジ
ン
タ
が
ひ
び
く
大
テ
ン

l

哀

愁

ま

と

い

あ

の

彼

が

米

る

明

け

日

却

の

抱

い

て

離

さ

ぬ

共

枕

体

地

計

も

振

り

き

れ

る

熱

舌
戦
の
火
ぷ
た
切
ら
る
、
知
事
選
挙

祝

述

惜

の

黒

限

と

ち

ら

に

な

み

な

み

と

注

く

巨
杯

に

映

る

月

相

円

や

か

に

往

く

宇

筒

飛

行

士

，
ッ

緊

迫

の

交

信

記

録

冷

ま

じ

く

今

年

な

る

ら

し

ア

ト

ム

誕

生

と
め
ど
な
し
ク
ロ
ー
ン
人
間
生
れ
し
と

爪

先

立

ち

で

春

泥

を

よ

け

花

吠

富
一
聞
に

一叫

に

浴

び

な

が

ら

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
と
遊
ぶ
ど
じ
ょ

っ
こ

英め制帯勝淑自11勝料鈴洋 削1)11， :JAめ輔辛勝

桜
本
良
之
助

相
川
洋

子

注

賢
次
郎

絹
本
や
よ
ひ

中
井
棋

子

拘
川
忠

勝

点
別泰

子

中
坪
一倍

輔

1
1、
つ
め
子

木
作
英

子

ν仰い

M
m刊助単

干鰯子v
p
 

自均
机ひ

辻怯尚武
正
当

肥
川帖

平
成
卜
同
年
卜

一日

川

町

平
成
卜

K
4
一一
月
卜
九

U
見

(丈
百
)
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八
一一一貫
辿
句
協
会
三
草
山
支
部
V

歌

冬

日

向

f~1 

冬

日

向

神

の

貌

せ

し

親

父

ど

の

三

寒

四

温

ま

ど

ろ

み

の

中

寿

ぎ

の

電

報

来

た

る

戸

の

し

て

飾

り

つ

け

た

る

パ

ー

テ

ィ

の

席

雲

を

い

ま

出

で

あ

る

光

月

前

L

獄

釣

る

竿

に

帯

す

る

あ

げ

湖

ゥ

口

過

ぎ

て

本

音

を

も

ら

す

新

走

そ

っ

と

手

渡

す

部

屋

の

合

鍵

こ
ま
や
か
な
逸
瀬
の
刻
の
流
れ
ゆ
き

あ

な

た

は

も

し

か

異

次

元

の

人

投
致
交
渉
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
先
見
え
ず

煉

瓦

屋

敷

に

魔

物

住

む

ら

し

天

心

の

月

賞

で

憩

ふ

避

暑

の

宿

破

璃

の

器

に

旬

の

蚕

豆

快

く

凶

悲

の

相

手

を

引

き

受

け

る

太

極

拳

を

オ

カ

リ

ナ

で

舞

う

振
り
む
け
ば
万
菜
の
花
に
見
送
ら
れ

白

い

仔

同

も

あ

と

縦

き

て

ゆ

く

衆
判

ナォ
春
の
陽
を
浴
び
て
山
自
の
機
嫌
よ
き

裸

婦

に

い

ど

め

る

趣

味

の

水

彩

、
え
も

言

へ

由

香

り

涼

ふ

紺

衣

一

き

ゅ

っ

と

結

ぶ

君

の

唇

恒

例

の

箱

根

駅

伝

道

凍

つ

る

枯

木

飛

ぴ

湖

つ

殿

の

山

ジ
ー

ン
ズ
の
気
較
さ
パ
イ
ク
乗
り
但
し

人

待

ち

顔

の

ポ

ス

ト

町

向

職

選

き

て

附

排

雨

説

の

持

し

ぶ

り

手

斧

の

梁

の

煤

け

た

る

地

歌

心

湧

き

上

り

く

る

月

今

宵

ち
ち
ろ
酬
明
〈
音
を
た
だ
に
聞
き
ゐ
る

ナ
ウ
草
の
突
を
つ
け
て
遊
び
し
幼
な
ど
き

挽
き
た
て
コ
ー
ヒ
ー
少
し
濃
い
目
に

床

の

間

に

ま

宝

と

伝

ふ

軸

か

け

て

母

系

三

代

文

雛

を

継

ぎ

花

梓

ら

紅

旗

紅

戎

那

と

せ

ず

長

旅

終

え

て

う

ら

ら

か

な

午

後

り

間附付

'"本'"背耕治

間
叩

b
町
、イF

 
E
 

子

山
村
か
つ
干

策
本
静

子

。
口
敏

子

羽山悦
千

班

市

r向

-m幸
子

杉
本
従
子

大
凶
貞
子

中
野
た
つ
子

村
川
静
子

山川

崎

且

子

前

川

て

い

小
川
秋
野

d
w
多
さ
か
え
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峰
山
間
よ
し
子

竹

内

茂

翁

裕
山

孝

子

村
野
正

実

山
U
龍

一

4
現
世

子

山口
手

巷

中勧
告
正

郎

m旦
尚
子

野
口
良

夫

池
川
利

一

山
Mm
於

京

E
4M
提
子

山
付
俊

i
b
竹

川
内
M
d
u

平
成
J
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五
年

一
一
月
十
九

H
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テ
ル
グ
リ
ー
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パ
l
ク
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八
茨
域
迎
句
供
事
部
そ
の

-
uv

l且

『老

制l

7，4 
‘W 
』

老

鴬

戸

先

述

に

峠

越

ふ

れ

て

さ

さ

や

く

背

羊

胡

の

昨

子

沢

山

ワ

ン
ポ

y

ク

ス

に

皆

乗

せ

て

築
制
刷
ひ
ろ
が
る
パ

l
ム
ク

l
へ
ン

月

今

宵

側

聞

の

彫

り

を

く

っ

き

り

と

形

と

と

の

え

垂

れ

る

設

出

ゥ

行

く

秋

を

奥

の

細

道

ひ

と

り

旅

に

わ

か

文

士

が

ド

ラ

マ

人

選

位
、
ン

ヨ

ン
と

三

行

半

を

去

に

あ

げ

王

女

は

べ

ら

す

白

昼

の

事

吹

き

附

す

ゴ

ピ

の

砂

漠

の

古

城

跡

ゆ

た

か

さ

故

に

心

貸

し

く

激

石

忌

霊

姉

迫

く

月

の

世

に

鍋

焼

う

ど

ん

欲

し

く

な

る

頃

涌

ホ

の

流

れ

き

ら

き

り

さ

ざ

れ

石

秘

伝

の

湘

を

つ

く

る

蔵

元

花

並

木

知

ら

ぬ

同

志

の

カ

ル

テ

y
ト

路

而

一也

事

に

ゆ

す

者

灯

σ〉

勺

萩
谷
悦
子
捌

2者Rf
英悦珠英悦珠 fl(布l英悦訓|悦英覗l珠 布1芸 悦

峻

ヱ紗子ヱ 干 紗ヱ枝ヱ紗 子

ナォ
附

艇

の

仏

押

さ

ん

位

の

ぼ

る

祁

説

紛

々

救

援

助

教

綬

新

薬

の

開

発

待

た

る

謎

の

曲

動

物

凶

も

つ

い

に

閉

ざ

さ

れ

止

の

身

と

こ

に

世

こ

う

か

ヒ

変

化

消

せ

ぬ

火

開

り

を

陶

の

枕

に

マ
ド
ロ
ス
の
ひ
と
夜
か
き
り
の
探
情
け

メ

ー

ル

で

届

く

絵

文

字

陥

号

地

下

街

に

食

べ

政

組

の

脂

は

し

ご

か

ち

り

と

な

ら

す

腰

の

鍵

東

峻

線

の

袋

へ

月

光

政

く

淡

く

組

み

上

げ

ら

れ

て

旬

、

つ

新

民

土
威

儀

正

し

舞

楽

演

じ

る

秋

祭

り

少

年

学

ぶ

伝

統

の

技

釣

竿

は

ほ

ど

よ

く

し

な

り

具

合

良

し

雪

解

ヰ

の

ぽ

つ

り

ぽ

つ

り

と

生

命

線

ま

つ

直

の

び

る

北

の

窓

ジ

ャ

ン

グ

ル

ジ

ム

へ

股

ば

す

風

船

昧 1i，相l依 悦 珠 依 芙 珠 1i(利J1止英和:(fl、悦 <11耐え

紗子校紗子 枝子

平
成
問
年
七
川

↑
H
口
出

(於
耕
杭
滝
川
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A
n
w次

械

辿

hw飢
輩
出

その

司V

歌

水

の

音

イ111

目

盛

り

ゃ

袋

小

路

に

木

の

均

一

日

土

用

鰻

に

事

の

行

列

練

達

の

技

に

心

の

お

ど

る

ら

ん

父

子

で

は

げ

む

ハ

l
プ

栽

培

ク

レ

ー

ン

の

影

長

々

と

望

の

夜

秋

狂

告

の

案

内

を

受

く

群

れ

な

し

て

山

か

ら

虫

へ

赤

蛸

蛤

腕

白

坊

主

馳

け

て

ゆ

き

た

る

号

外

に

記

憶

の

中

の

顔

見

つ

け

節

約

指

輪

今

も

そ

の

ま

ま

ホ

ノ

ル

ル

で

美

人

ガ

イ

ド

と

評

判

に

榔

下

の

木

陰

に

ひ

び

く

ウ

ク

レ

レ

ロ
ボ
ッ
ト
に
税
み
と
ら
れ
た
る
パ
ス
ワ
ー
ド

月

凍

つ

る

道

遠

回

り

す

る

温

突

と

地

酒

で

み

ん

な

上

機

嫌

核

で

言

い

寄

る

凪

も

あ

る

ら

ん

神
境
の
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
踏
み
し
め
て

母

か

ら

た

よ

り

雲

雀

鴫

き

し

と

j成

ナォ
存

の

県

川

町

流

れ

の

早

く

な

り

バ
イ

ト

休

ん

で

長

距

離

ド

ラ

イ

ブ

部

舎

の

へ

の

へ

の

も

へ

じ

消

し

忘

れ

や

さ

し

く

し

て

と

ハ

ン

サ

ム

の

彼

さ
ま
さ
ま
の
宜
的
味
見
の
川
市
て
の
こ
と

上

手

に

な

り

し

今

日

の

草

筒

「
北

斗

星

」

津

軽

海

峡

ひ

た

走

り

大

志

を

抱

く

子

専

の

目

yh

六

代

目

や

っ
と

決

ま

り

し

老

舗

耐

介

護

保

険

は

掛

け

捻

て

が

よ

し

道

路

鋭

ま

ん

ま

る

な

月

映

し

山

す

塔

に

帯

り

添

う

小

引

胞

の

戸

t風
炉

名

技

師

弟

怖

い

の

刊

し

め

て

宅

配

便

で

印刷

く

出

物

い

つ

迄

も

友

制

限

き

郷

町

友

臼

惜

の

こ

け

し

棚

に

並

べ

る

設

然

と

オ

フ

ィ

ス

街

の

花

万

川

市

だ

あ

れ

も

悶

な

い

怖

の

防

虫

光英且わ英あ l車悦埠事J-1，光良依わ英悦あ

依
子
捌子風樹制単串

様哲川川把川児
ι和
刊
エ

化花5恒ま齢併史ん介立υι山帥帥

一

山占
ω谷E什2bあ
め
や
を

此依堅駅摂M
符
什
悦
チ

M
制
制
目
川
英
紗

t
 

H
官

尚
愉
良

川
町
臨
光

成
川
英

域楠
山
わ

ー』w珠布I美光且依

平
成
十
四
年
八
川

一
日
行

平
成
十
五
一
均
四
月

一ト
凹

U
地

(す
ん
山
口
)
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八
東
京
辿
句
研
究
会
V

脇
起
り

百

部

f朱

儒

衆
判
(
附
)

あ
し
た
穿
〈
破
れ
ジ
ー
ン
ズ
吊
し
お
く

行

く

先

決

め

ぬ

気

ま

ま

な

る

旅

博

多

よ

り

花

前

線

と

連

れ

立

ち

て

捌

の

ま

な

こ

を

吸

ひ

し

蹴

夜

場

手

続

に

容

の

愁

ひ

の

そ

こ

は

か

と

牛
小
山
肌

刊十

の

朱

ヶ

の

映

え

る

口

甘

し

ん

か

ん

と

文

士

旧

陪

の

控

匂

ひ

っ

と

怯

え

た

る

幻

の

影

あ

や

か

し

か

船

足

と

ま

る

出

き

滞

制

開

電

球

た

の

も

し

く

市

〈

息

継

い

で

ヒ

ュ

ッ

テ

へ

辿

る

若

者

等

本

場

ア

ル

プ

ス

越

え

し

こ

の

靴

打

梨

出

の

ひ

び

き

合

品

よ

り

風

タ

ベ

ベ

y
カ

ム

へ

ア

l
小

沢

ス

タ

イ

ル

芝

背

く

闘

志

に

燃

え

て

奮

ひ

立

つ

村

議

の

祖

父

の

一言

葉

噛

み

し

め

月

天

心

戦

無

き

世

を

念

じ

つ

つ

ピ

ル

の

瓦

傑

を

踏

み

て

ひ

や

や

か

ゥ

秋

彼

岸

櫛

脳

匂

ふ

脇

箪

笥

形

見

の

和

服

扶

そ

の

ま

ま

色

変

は

り

欄

間

に

ほ

ほ

ゑ

む

古

写

真

祝
ぎ
の
臨
な
れ
は
差
し
っ
き
さ
れ
つ

睦

ま

じ

く

召

舟

と

米

寿

の

共

白

髪

- 291ー
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初イ
木

下

間

保

側

は

金

の

箇

を

吹

き

峰

を

解

き

て

踊

る

白

蛇

タ

ー

バ

ン

の

陰

に

悩

み

の

跡

も

な

し

は

つ

か

に

日

ざ

す

水

間

あ

り

け

り

め

ぐ

り

つ

つ

行

け

ば

陶

焼

く

煤

立

つ

異

国

の

船

の

寄

り

し

津

と

い

ふ

広

縁

に

黙

っ

て

座

る

望

の

月

忘

れ

団

一一川

の

透

か

し

絵

の

鹿

初
ウ
爽
や

か

に

桜

元

を

詰

め

し

初

山

田

た

だ

な

つ

か

し

さ

幼

友

達

詩

集

よ

り

秘

せ

L
架

の

は

ら

り

務

つ

士白
山
υ
応

街

の

昼

ど

き

は

ひ

ま

矢

印

の

板

傾

き

て

を

り

道

の

端

宅

急

伎

の

駆

け

ぬ

け

て

ゆ

く

限

り

あ

る

浮

世

の

時

に

逆

ら

ひ

て

喫

泉

の

口

た

だ

に

と

が

ら

せ

大

口

出

恨

の

反

り

に

弓

臨

月

凍

る

以

鳴

い

て

静

も

れ

森

る

il '1 限阿
沼 林 制片

桐1 三 瓢
梁 千

梁古制1!荘古手11梁古干11梁古布1梁古子 古 郎



幾

千

代

か

け

て

副

都

品

老

松

小

鼓

の

昔

流

れ

来

る

築

地

塀

藩

聾

今

日

は

休

講

の

日

4
月

に

夜

間

飛

行

の

興

の

灯

聞

神

格

め

る

訂

て

る

岩

間

丑

ま

ゐ

り

裂

け

る

ま

在

じ

り

物

凄

く

笠

を

ふ

か

め

に

坑

船

川

ぞ

ひ

満

聞

の

花

の

揺

れ

つ

つ

散

り

も

せ

ぬ

長

堤

十

些

末

は

霞

め

る

ォ
森
町
駒
ポ
ニ

l
テ

l
ル
の
般
を
来
せ
て

腕

決

め

て

叫

く

悲

の

告

白

遍

歴

を

重

ね

た

晶

て

の

御

門

跡

焚
く
は
艇
昏
甘
か
ほ
の
か
た
だ
よ
ふ

身
支
度
の
叩
r

き

っ

ぱ

り

と

鹿

島

立

ち

ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
の
指
蹄
に
招
か
れ

作

り

沌

ホ

テ

ル

の

ロ

ビ

l
閑

散

と

澄

め

る

瞳

に

仰

ぐ

百

渓

惚

松

を

装

ふ

版

艇

を

し

か

と

踏

み

鋭

鎗

を

艇

に

仙

の

明

容

茶
華
町
沿
た
ぎ
り
て
ゐ
る
は
た
の
も
し
く

胸

中

に

成

る

三

分

の

割

望

郷

の

時

を

山

口

川

崎

す

月

の

友

今

年

組

織

る

あ

に

よ

め

が

ゐ

て

ゥ
首

相

探

い

つ

し

か

村

の

ア

イ

ド

ル
に

い

ろ

は

に

ほ

へ

と

恋

の

手

剛

山

信
じ
つ
つ
待
ち
し
二
人
に
能
き
日
来
て

ハ
ー
ド
ル
越
え
て
栄
え
の
ゴ

l
ル
に

す

る

す

る

と

日

の

丸

ょ

が

る

荻

彰

台

母

の

写

真

を

に

ぎ

り

し

め

つ

つ

半

世

紀

核

許

さ

じ

と

慰

謀

格

友

愛

の

輪

を

ひ

ろ

げ

つ

な

ぎ

て

純

文

の

丘

に

出

土

の

留

な

づ

る

車

か

げ

ろ

ふ

に

ほ

そ

き

タ

月

瓜

帯

の

小

出

よ

り

漏

る

る

川

町一
靴

山

協

改

組

の

帥

飛

び

交

ひ

記

者

な

り

L
H
踏

ら

ず

花

守

り

は

百

噌

り

に

立

つ

る

聴

き

耳

4
階
下
よ
り
そ
ば
を
打
つ
音
め
か
り
と
き

秘

境

民

俗

探

る

こ

の

旅

枕

惚

と

目

つ

む

る

瞥

女

の

弾

き

語

り

か

く

ま

で

深

き

出

ひ

伝

へ

ん

ひ
た
す
ら
に
親
の
い
き
め
も
う
ベ
な
ら
ず

街

へ

慨

草

に

火

を

点

け

ぬ

ま

ま

同
年
司
器
て
沖
の
荒
る
る
を
見
て
を
り
ぬ

氷

の

凶

ざ

す

還

ら

ざ

る

山

ハ
l
プ
テ
ィ

l
呪
縛
の
刻
を
解
き
ほ
ご
す
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大

方

知

ら

ぬ

生

薬

の

こ

と

人

体

も

除

と

陽

と

の

う

ら

お

も

て

阿

昨

の

仁

王

山

門

に

立

つ

飛

行

雲

水

煙

向

く

減

る

月

三

つ

の

み

係

る

車

畑

町

柿

ナ
ウ
色
貨
で
て
絵
僚

は

し

ら

す

銅

H
M
E

惜
し
ま
ず
拾
て

L
職
お
も
ひ
っ
つ

渦

湖

町

難

所

越

え

れ

ば

新

航

路

伐

を

あ

げ

て

四

回

一

U

Jん
h

戸

肱

っ

す

ず

め

燦

を

放

っ

樹

々

幾

年

ぷ

り

か

生

ま

れ

夜

所

に

城

跡

に

名

践

の

花

の

存

を

と

ど

め

地
輸

の

英

み

の

ま

こ

と

の

ど

や

か

和 o!;梁 fll古梁和古和梁古梁和

y
-
一

H
I
-
-
-

、1
1

1
HHJIHV4
1
1
l
J
l
r
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-
比

占

l
l
H
I
L
I
E

-
u
J
I
I
4
U
1

1

1
仁
川

-
日
)
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《
術
院
迎
句
な
な
の
企
ー
その

-
V

i位

干lt

イ111

遊
』

L
【

、
か

純

文

の

丘

の

叫

山

境

神

遊

日
が
ひ舟

の

湘

に

と

け

る

粉

雪

旧

友

の

杭

も

る

話

に

果

て

も

な

き

土

問

の

寵

の

岬

一
る

タ

詐

月

さ

し

て

影

絵

の

如

き

苫

の

家

銀

輪

つ

ら

ね

花

野

ゆ

く

子

等

企
令
そ
隅

μ

ジ

η
秋

鹿

向

鹿

躍

州

の

古

墳

賑

ひ

て

十

三

の

恋

誘

う

山

街

ラ
ブ

レ

タ

ー

誤

宇

多

け

れ

ど

胸

弾

み

親

指

だ

け

で

動

く

ケ

イ

タ

イ

不

器

用

も

開

き

直

っ

て

斜

に

椛

へ

切

り

口

辛

し

相

会

評

論

山

英

田

に

故

郷

偲

ぴ

月

m

L

和

竿

し

な

ら

す

岩

魚

大

型

宮
崎
に
ほ
め
る

言

葉

を

か

け

そ

こ

ね

観

光

パ

ス

に

野

抜

群

が

り

独

り

よ

し

仲

間

本

よ

し

花

の

頃

川

出

堤

お

ぼ

ろ

懸

命ク

jレ

崎勝楓勝楓 H自附勝郎楓正郎正夫楓 三 郎 三

J
7

ォ
蝶

乱

舞

東

へ

凶

へ

旅

立

ち

ぬ

官

山

あ

り

と

誰

が

云

ひ

に

け

る

悲

の

居

る

臨

本

避

け

る

山

頭

火

丘

叩

い

て

不

倫

許

さ

ぬ

受

け

応

え

当

意

即

妙

笑

顔

見

せ

石

の

削

れ

日

に

収

付

く

雑

草

人

自

め

ぬ

火

山

の

山

に

二

年

越

し

問

訪

れ

て

村

長

の

友

十

六

在

の

潮

騒

眠

り

訪

ひ

く

る

過

疎

合

制

の

里

に

河

西

風

馴
染
み
た
る
銘
地
に
お
で
ん
の
犀
台
あ
り

熱

畑

一
本

さ

し

っ

き

さ

れ

つ

:
新

王

を

九

辿

休

で

過

ご

す

奴

独

楽

に

興

ず

る

年

下

の

去

重
い
腰
や
っ
と
上
げ
さ
せ
歌
蝉
伎
見
に

私

達

い

ま

倦

怠

期

よ

ね

眼

底

に

花

の

き

か

り

の

鈍

姿

挙

止

ゆ

る

や

か

に

進

む

釈

奨

土
産
実
郎
捌

正
直
笑

附村
井
附

川
市
子

叫根本
勝

Y
E
l
q
l卜

-j
l
t
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1己

h
-
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-
-
j

J
I
-
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知
山
肌
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《
横
浜
連
句
"
な
な
の
合

M
l
p、の
こ
V

歌

月

牙

泉

自IJ

z，，
t
 

月

牙

白

木

砂

泌

を

圧

す

弘

、

銀

河

ヤ

ッ

ケ

重

た

く

仰

る

老

酒

山

荘

の

暖

炉

に

人

の

輪

も

燃

え

て

環

境

汚

染

明

か

す

ラ

イ

ダ

I

緬

羊

の

群

動

か

ず

に

秋

昏

る

る

獲

物

生

な

き

猟

の

解

禁

ゥ
観

光

と

な

り

し

ア

イ

ヌ

の

月

第

立

待

岬

啄

木

町

歌

刷

昨

朝

市

に

烏

服

売

る

娘

頼

非

く

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

で

上

下

す

る

恋

ア

パ

ー

ト

の

家

賃

折

半

籍

は

未

だ

内

縁

保

慨

に

強

い

助

っ

人

こ

の

不

況

飛

ば

す

か

犬

諸

翻

訳

機

論

山

ほ

か

し

死

地

を

脱

出

株
主
日
の
想
い
山
馳
せ
る
ン
ヤ
ボ
ン
王

桂

兎

仰

ぎ

て

的

け

よ

貌

山

口

か

ぐ

や

姫

花

の

か

ん

ば

せ

竹

林

に

山

は

築

い

て

木

艇

中

立

楓 三 三 郎先

ー
お
も
む
ろ
に
目
立
て
や
す
り
と
老
眼
鋭

挟

、

市

ぴ

回

る

江

戸

鮎

細

工

今

度

こ

そ

官

は

ふ

か

町

に

市

雌

う

戦

後

名

作

「
ま

た

迷

う

日

ま

で

」

哀

れ

て

ふ

百

紫

た

ど

れ

ば

霊

の

追

わ

び

し

き

も

の

よ

竹

夫

人

と

は

寝

殿

に

住

ま

ふ

英

に

蛍

抑

ふ

行

く

末

祈

る

吾

子

の

む

災

秋

商

品

か

し

げ

い

る

桁

の

先

柴

山

子

と

な

り

し

総

理

外

相

盟

の

月

か

か

げ

て

寺

の

大

淀

い

つ

も

山

て

く

る

ロ

ケ

の

昨

対

t加
り

部

の

知

る

歴

史

に

戸

冴

ゆ

る

餅

焼

く

制

ほ

の

両

手

あ

か

ぎ

れ

何

に

つ

け

熊

野

の

護

符

を

伏

し

判

み

遊

盟

の

士

夫

起

紡

乱

発

花

の

散

る

自

に

昨

夜

も

秘

も

や

ら

ず

阿

閣

制

陀

波

る

す

縁

台

紙

土口仲
-挺
郎
捌

総
本
時

i
u
m
実

t
b
r
昨

時{

早正
附
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AHahm
辿
楽
会

V

歌

イ111の

4 

『夏

め

く

や
』

て

ナォ
彼

岸

会

の

禅

問

答

は

浮

世

柿

唱

え

女

人

霊

す

も

一

休

は

聖

人
の
世
は
お
と
こ
お
み
な
が
携
え
て

ワ
ン
ツ
ヮ
ワ
ン
ヅ
ウ
む
か
で
競
走

タ

陥

に

ポ

プ

ラ

唯

木

の

影

長

〈

さ

あ

町

だ

め

し

あ

っ
山

足

駄
AH
Z
V

瑠

健

は

夜

の

集

い

に

ざ

わ

め

け

る

γ
，

ド

寝

間

の

行

灯

あ

か

〈

接

き

立

て

和

枕

お

ぽ

こ

娘

町

気

に

か

か

り

い

ず

め

こ

人

形

阜

の

土

産

に
花
i

あ

と

何

年

月

へ

制

復

こ

の

干

ら

は

N
A
S
A
の
予
却
を
削
り
給
う
な
高
1

1
制

悩

の

矛

収

め

れ

ば

ホ

の

液

み

鈍

乳

洞

に

仲

び

る

石

町

世

々

と

父

祖

伝

来

町

民

を

縦

ぎ

テ

レ

ビ

の

武

将

我

が

系

図

見

る

一
4q

荒

峻

の

腕

の

r
N
藻

に

花

泣

き

て

初

音

を

耳

に

巡

る

ひ

と

と

き

可
此

1
附
句
ド
札
口
l
仁

u
n

l
E卜
q
l
i、1
1
1
d

h
m
V
4
J
1
1
1
 

械

は

(
g
m
的

)
1
人
の
官
席

4

，
 

川
知
自
遊
捌

伊
能
緑

(
日
1
)

(
日

2
)

(
正
3
)

(「什

4
}
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夏
め
く
や
ン

l
ス

ル

ー

は

や

街

角

に

中

村

洋

右

カ
E
W

，n
t曹

外

揖

脱

け

し

軽

ぬ

の

列

4
休

梁

九

か

た

に

郷

里

の

兄

に

電

話

し

て

山

畑

自

遊

ヨ

コ

ザ

お

国

な

ま

り

に

横

座

ま

な

か

い

在
l
)

山
本
房
子

校

ぷ

り

の

一
本

松

に

月

例

L

加
且
出

子

団

子

つ

ま

ん

で

夜

学

へ

急

ぐ

右

血

時

雨

ひ

と

き

わ

向

く

住

生

部

屋

梁

帥

の

彫

刻

は

槻

婦

般

に

し

て

一一同

而

影

の

英

み

の

い

さ

さ

か

彼

の

ひ

と

か

望

二
人

に

邪

ほ

な

サ

ッ

カ

ー

列

品

右

熱

に

浮

く

ひ

と

つ

き

ほ

ど

は

聖

の

う

ち

梁

呆

け

の

平

和

は

常

民

の

幸

遊

月
日
く
時
一
手
の
平
じ
め
賑
や
か
に

一一同

ボ
ー
ナ

ス

片

手

に

同

券

売

り

場

へ

右

五

十

年

枝

位

の

女

王

も

ご

観

戦

挑

ロ

シ

ア

書

加

で

平

に

G

8

遊

花

の

下

ワ

イ

ン

ス

コ

ッ

チ

・

ウ

オ

ツ

カ

と

開

一

睡

醒

め

春

愁

悶

(フ
ァ
ッ
ク
ス
サ
A
J
H
}

ま
な
か
い
は
出
削
に
仙
怖
の



a
H
伊
努
崎
古
品
辿
句
会
V

第
三
起
し

歌

仙

『湿
地
相
会
や
』

担
繋
金
や
生
か
さ
れ
て
成
す
こ
と
あ
ま
た

出

院

の

窓

に

映

ゆ

雪

間

草

ケ
ン
ケ
ン

と
高
音
に
維
の
飛
び
立
ち
て

構

図

決

め

か

ね

た

た

む

三

制

法

の

聞

に

月

光

千

々

に

砕

け

散

り

宝

石

ひ

き

ぐ

爽

涼

の

向

ゥ
鳩
笛
の
作
い
づ
こ
よ
り
央
く
愁
思

同

級

生

に

似

た

る

横

顔

赤
い
来
鍵
れ
て
は
ま
た
ほ
ど
け
た
る

家

伝

の

昧

を

呉

国

の

嫁

に

絡
め
や
か
に
長
押
の
而
の
見
下
ろ
し
て

鬼

女

伝

説

の

残

る

山

盟

む
き
さ
び
が
凍
て
月
を
裂
き
横
っ
飛
び

革

路

の

泣

き

サ

ッ

カ

ー

少

年

ブ
ラ
ジ
ル
も
フ
ラ
ン
ス
人
も
血
の
熱
く

ラ

テ

ン

の

乗

り

の

調

場

開

応

輸
に
な
っ
て
踊
れ
ば
ぱ
っ
と
花
耽
笛

西

郷

像

の

鵬

め

き

た

る

ナ
ォ
新
刊
日
手
に
リ
ー
ダ

ー
本
隠
し
持
ち

明

日

の

天

気

を

下

駄

で

占

う

干

の

県

い

大

人

の

数

が

上

回

り

世

也

し

を

説

く

M
U

よ

郎

節

っ
き
に
つ
き
カ
ジ
ノ
に
財
布
向
き
忘
れ

あ

ま

り

弛

く

て

月

も

い

ふ

け

し

部
恒
の
鍵
こ
ぼ
れ
高
ち
そ
な
旅
前
衣

悲

劇

の

亙

女

町

長

き

川

品

目

安

町

内

の

嫌

わ

れ

者

が

気

に

か

か

り

二
人

で
持

っ
た

コ

ン

ビ

ニ

の

山

新

聞

の

夜

共

の

乱

れ

の

十

三

夜

蛾

蜘

ば

り

に

満

足

り

し

鋭

ナウ
ね

威

し

町

の

中
ま

で

こ

だ

ま

し

て

あ

ち

ら

こ

ち

ら

に

展

示

館

出

来

寅

彦

の

科

学

文

学

時

を

超

え

ロ
マ
ン
の
雲
が
ぽ
っ
か
り
と
浮
く

花

万

染

お

商

綿

菓

子

ベ

っ

こ

飴

い

の

ち

溢

る

る

踏

背

正

川
削
指
先
捌

』
映
糸、

山
崎
浪

竹'"内 問
普 12

m
U
H川
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平
成
十
同
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一
l
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平
成
十
州
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二
!
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文
官
)

執
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《
仙
台

若
棺
迫
句
会
V

歌

『黄

蝶

駅

伝
』

仙

我

が

庭

や

坑

蝶

駅

伝

折

り

返

し

応

援

団

に

ゆ

れ

る

陥

先

雛
の
酒
ゆ
る
り
ほ

ん
の
り
染
ま
る
ら
ん

在

言

葉

に

て

時

刻

聞

か

れ

て

主

席

の

月

下

に

眠

る

縦

覧

車

木
の
実
時
間
に
し
ば
し
歩
を
止
む

ゥ
嫡

人

形

大

河

ド

ラ

マ

の

前

問

般

ヌ
ー
ド
モ
デ
ル
に
選
ぴ
う
っ
と
り

特

技

に

は

料

理

上

手

と

記

入

し

て

皿

に

錨

き

た

る

企

来

世

は

二

羽

カ
プ

l

ル

の

廃

嵯

に

渡

る

子
守
歌

僧

の

衣

に

鎚

る

老

人

地
べ
た
肱
水
車
祇
め
つ
つ
月
見
上
く

西

瓜

の

般

を

飛

ば

す

板

敷

き

日

附

の

テ

レ

ビ

は

馬

を

競

わ

せ

て

ベ

イ

オ

フ

騒

ぎ

迫

る

実

施

に

予

約

し

た

そ

の

夜

は

雨

の

花

見

金

蛇

皮

線

奏

で

惜

し

み

い

る

春

L
旅

の

街

川

面

に

映

る

糸

柳

出

産

終

え

て

ほ

の

顔

な

り

減
誌
を
目
指
し
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ン
ュ

I
ズ
目
、
つ

盟

側

尋

ね

て

お

説

教

し

て

消

防

車

小

火

で

静

か

に

戻

り

ゆ

く

年

末

商

戦

縁

者

総

山

で

ク
ヅ
キ

ー
を

こ

ね

て

般

の

隠

し

事

プ
ラ
カ
ー
ド
持
つ
君
が
気
に
な
り

な

つ

か

し

き

泊

目

た

ど

る

地

方

側

弱

み

は

い

つ

も

お

財

布

の

ひ

も

不

本

意

な

サ

ー

ビ

ス

残

聾

月

山

く

刷
間
続
み

税
み
秋
万
魚
を

州
、
が
す

Z
茸

取

り

山

の

賑

わ

い

こ

こ

あ

ち

ら

総

理

の

人

気

下

る

ば

か

り

で

業

待

つ

待

合

室

で

じ

っ

と

待

つ

悠

り

は

あ

え

て

エ

ネ

ル

ギ

ー

源

「
限
坂

」
ハ
ミ
ン
グ
つ
づ
く
花
の
坂

今

度

で

能

指

践

を

舶

、

つ

fJ' 
藤

航
開l

州
出
陣
航

小

野

手

妙

子

必
括
原
子航妙

L
U
F
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円
子航妙

今
野
一
拍
子

徳
川
圭
子ト

y
h
笠原

作

t
せ
つ
子

一川
信
町

令

T妙圭福

前
根
本
市

iil 

平
成
ト
問
自
・
二
H
一-l
ヒ
n
v
H

平
成
十
問
均
五
日
ニ
イ
四
日
出

(
酔
仙
台
市
若
林
区
中
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市
民
セ
ン
タ
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八
町
間
利
光
大
学
V

歌

「坂
道
の
木
々
』

イliJ

坂

道

の

木

々

も

ふ

ん

わ

り

山

笑

う

汗

に

じ

ま

せ

て

煩

脱

色

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
は
じ
め
は
緊
張
し

乗

っ

て

み

せ

る

よ

自

転

車

く

ら

い

月
ま
で
は
余
裕
で
行
け
る
気
持
ち
だ
け

竹

林

の

秋

憩

う

ふ

る

さ

と

ゥ
松
茸
が
ま
ね

く

京

都

に

旅

を

し

て

あ

い

あ

い

傘

で

畳

る

石

段

恥
じ
ら
い
が
カ
ラ
リ
附
れ
た
ら
く
ち
づ
け
を

ク
ラ
ク
ラ
し
た
の
は
日
射
病
か
な
?

保

健

室

ひ

と

り

静

か

に

ズ

ル

休

み

寂

し

く

蜘

甘

く

犬

の

遠

吠

え

当

こ

ん

こ

ん

柿

の

か

ぎ

爪

空

に

浮

く

ド

ア

を

叩

く

な

北

風

さ

ん

よ

暖

か

な

コ

コ

ロ

が

札口〈

の

強

さ

だ

ね

附
削
る

言

葉

で

立

つ

卒

業

生

新

幹

線

ホ

l
ム

し

ば

ら

く

花

ふ

ぶ

き

器

の

ひ

か

り

を

写

生

す

ば

や

く

山
左
右
捌

ナ
ォ
意
辺
か
ら
う
し
ろ
す
が
た
を
追
い
か
け
て

壊

れ

そ

う

だ

よ

ガ

ラ

ス

の

想

い

恋
愛
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
プ

y
ク
嘘
ば
か
り

暑

く

な

っ

た

し

髪

切

っ

た

だ

け

文

相

帆

と

話

し

た

が

ら

ぬ

反

抗

期

部

屋

に

内

か

ら

鍵

を

取

り

付

け

証
拠
出
て
首
謀
ト
リ
ッ
ク
や
ぶ
れ
た
り

パ

イ

プ

の

匂

い

ロ

ン

ド

ン

の

街

ど
の
パ
ブ
も
笑
う
カ
ポ
チ
守
に
灯
を
と
も

L

大

地

位

か

な

収

穫

の

と

き

切

り

株

に

座

っ

て

待

と

う

月

の

使

者

セ

ー

ラ

ー

服

に

閲

し

た

秘

街

1
告

白

は

テ

ス

ト

用

紙

に

赤

ベ

ン

で

来

年

あ

な

た

パ

パ

に

な

る

の

よ

平

野

球

約

束

通

り

ホ

ム

ラ

ン

不

立

の

水

音

多

摩

の

川

づ

ら

あ

ざ

ら

し

の

世

に

広

が

る

花

の

森

冬

眠

明

け

の

熊

と

出

会

っ

た

卯
左
子

骨

織
又

々

山
坊
正

u
E
1
 

U
2
4
4
 

自
笑
一川、

p
t
c
 

'D

7
 

山
左
右

Lr

、

実

1

ひ
だ
ま
り
庖

赤

兎

火

時
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h
ハ

雨

単

美
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左
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叫
伊
世

ポ

チ
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左
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智
古
庖

揃

目

光

匡

軒
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七
対
子

山
左
右

某
つ
知
&
大
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( ~gゆ会)

お20条 理事会"以i聞として年 3 阿会廷が抑~

する。 思ιJ'会のJRUIま会民とする。 刈lJ~f，の
雄常については別に定めるところによる。

(常任埋~J~会)

第21条 常任政明会は脈問として附11に会長が

.j ii!息する。 常任 ~" lH会の巡併については別に
定めるところによる。

{車窓会}

第22条総 会はh.fiド1I~)会長がm集する。 また
必z!と必めたとき会11:は臨時に総会を初処す

ることカできる。

{総会の波長)

第23条 総会の，ilWは公民がこれを務める。

{総会の議決)JiJill
aP14条総会l玄;;1.:の事瓜を議決する。

1. -'Jim，!t醐必よぴ収支予算についての'11lJi
2. lJi，t械的必よぴ収支決算についての事庁1
3 役nの選何
4 名~会民の推蚊
5 その他この会の宗務に関するlR要包JIlJiで

~P.lJí会において .e. ~と認めた]J~ .rri
(総会の縫ik;刀法}

第25条総会の:It\'JHま会nである/lI~W ，I'i'の過1ド
放をも って決L 百f百同敬のときは議長の決

寸るところ仁よる。

第 7車会 計

{会計の傾矧}

出26条 この会の会計"次のとおりとする。

l 経常会計

2 特別会，lt

(経常会百十}

街z7条料常余計の収入は会作協力金その他

とし、ニれによってこの会の終常的運符の支

1111 あてる。

(軒別会.ft)
第28条特別会計の収入l主連句グル プ会

日、l則係川体等よりの4寄付金とし これを法

金として続み主Jてるものとする。

{経常会，1Jの剰余念)

第29条経常会計に乗吋?金があるときは、.l:M'JI
会のよ持決および総会の本訟を経て そのー部

もしくは全，mを特別会計の必金へ繰り入れる

こと.'できるc

{41fqMZ) 
前"粂 この会の会計年度は 1rf (ド lJ]IIHニ

"まり 12JJ.3I日に終わる.

第8.線約の変更

ゆLf.Jのf2民)

ゐ~31* この加J約はJ3l' JI 会{おいて~~'Jifjl{i:数
の4分の3以 tの議決を鮮 かつ総会tおい

て山W慣行の 4分の 3以上の議決金絡なければ

変班することカZできなし、。

第 9寧解散

(解任ρ

第32条 ニのf，の解散については前条に川包める

子続きを準111する。

ニの腿*"のかIJ;~ 総行"附刷163句IOJJ1 r-lと

するe

) '.成 2年 9111 11 一部改;lf• 
'1 '.成 8年6112311 部改訂ー

fi主句協会j雌川 44YP会n 岬よ淀川及ぴ役n名簿
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小川日賢明 川野馨伸 μ村鴫己

F理

A • 監

11似.ii子 山川."，".!t:.fiJ1I1太ろを

は下太郎 八本現行眺

J' 街Jt.秋)ゲ今村凶作門可ヲ長女

1/¥訟向，'1r 内科i紙夕日 岡本齢

判'ff“ 子 品川鈴子品部制

I.l;~附三 阿穐多 付文人

M1iimgR 矢崎低

十i11' r-l作品F氾(濠}

Ji ~i i崎丹イヒ 桜}下 治
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I辿句協会J制約

第"億総則
( :t'o1本)

~ï 1 ~ この会は連句協会という。

PJI務所)

者324決 この会の"務所は会肢の指，じする場所
に附く。

(文飢}

第3条 この会l孟J:'~ :rJI会の締決を純て. 裂の地
に支持拡を抱くことができる。

.".. 目的および移築
(1.)的)

寄~~条 この会は迫句文:.iAの.，造的後腿とその

作Iえならびに連句兆作 ^ 迎合IJ$;野手?の交流

を凶り 雄市J文志の"陵1':;~与することを日
的と 4る。

「ド$)
術 5~ ニの会は前条の目的を達成するためt
次の'JI$を行う。

l 全1!1大会およぴ地h大会の聞出

2工 会報(附lJlの先行

:l. :r皇).);ド鑑の11 \I~j

4. i.車1iJ協会貨の選足

5. Isl民文化務への参加l
6. その他泊条のH的を述成するために』佐官長

な 1'$
第 3窓会 員

(的別}

抑 6条 この会の会"は次のとおりとするa

1. iE会"
2 伐助会"

L 名3子会"
(入会)

第i* jE公"または代助会 11になろうと寸る
約は入会金 2 千川と I~fíi:の会慨を納入するこ
とにより入会できるものと jるー
〈会，，，

省、 8~ この会の会iW:次のとおりとする。

1. IE会U if.智¥:lll'J

2. tt助会n {j'.徹 I万円以i
名性会日{本会伐を納めることを裂しないs

w怖の災失)

前9条会"は次の'l'l!rによってそのすt怖を?を

フとする。

1. ill会Lたとき

~ . 1'1[111なくして会貨を 1年以 l溜糾したと

き

(辺公}

有~!O条 会"が氾会しようとするときは辺公1，I i 
を会長に従山しなければなりない@

第 4章役 員

(楠別)

第11粂 この会には次の役目を ì~( く .

1. ~iJi ;j5~円以内(うち会長 1 1れ 副会長

5 :ý，以内J!~~JrfA 1 名常行T:J~I!*許干名}
2 監.tjl2名
{役目の選任)

箔12条 .l:'P'lJiおよび監lliU会日のなかかり総会

でこれを選任する.会長副会長理11'Uおよ

び常任殿場はJ:'~lH会の互選でこれを定める。
(J:'nmの聡務}

節目粂

1 会見はこの会の業務を総別しこの会を代

[&-"る。
2 調会廷は会長を紬依し会見に?山吹あると

さは あ勺かじめ会民カ指名した町Hr.でそ
の駿傍を代行する。

3. J!r.'li災は会以 刷会見を補佐してニの会

の業務をホF型する。

4 常任問1ド{卓会長、副会l毛および血事長を

補佐し組事会の議決に法づき業務に従事す

る。

5. .elPJiはl.'P')Ji会を組織して業務を行う。

(藍 "の聡務}
第"条 監."は会の会計をIt'脊守る

(役"の任期り

1i15長 この会の役"の任期は 211とする。た

だし11.任を妨げない。

第5傘名誉会長顧問名誉会員 野"員
(名参事会長}

第16条 ニの会に名作会長をi71(ニとができ
るe 名，.，会HIまさ窓会の議決を続て相献する，

(顧問)

第17条 この会に顧問を置く ことができる。胤

川は理事会の議決を終て会民が委税する。顧

川はこの会のXHjjについてなはを述べ また

会長のJ古川に応じる。

(名手子会1I1

第18条 この会に.rd写会“をmくことができ

る。名手e会"は州事会の議決を位て 会"の

【l'か勺会長が安噺するe名'子会"はこの会の

1H先について怠見を述べ また会長のお市川に

応じる。

(前線1I1

第四条 この会にぷ歳口金問くことができる。

評議11は般市会の採決を続て 会"の，1 'から

会H1I'委嘱する。抑制は即!ほAO〉必問にli:.'

じる。

第"障 会 " 
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{047-441:H260}合0101乃

若柿舎連句会

奥閥 保
迎絡先616-叫 95);(都rli;(-;以医院

峨小計111i寄付i;'7(075-8Eト1953)
会n9 j円

竜神亜句会

W'-.i ii百f
附 J、 夕、自伝説辿絡先47ト

曲之7CE川dj点多聞14日長抜節子

会n15~行

鈴処進句会

H谷川口 f
辿絡先513-08削鈴脱rli1'):所3-8-
IO!Ht川口 {I田93-70-27H)会
n 51角

連句会道子座

手11111 忠勝

川，f，• il'i ;j、強 1，連絡先立3一
回52概iJtrlj地化区制品取5-22ィ
狛l川忠勝{例5-5:>1-717.1)会U12
r， 

連句会「遜J
小~f ，\妙 f

辿絡先制o-ooo~仙台 dh'J' ~庫区梅
111阿f4-28小野寺妙 r(O22-2:~:) 
0'出)会rt5れ

亜句倶楽部

城 It~ ( 
川;f，• 'j':り:冬リj 辿絡先3凶
1636;;少城県i凶ilGH1:利似町川Z

!lff' 800-55械1t<~f (0297-61l-.Hl4) 
会U1ot，

連句「笹J
伊藤敬 f

述絡先465-00:回 t，Ilj!:ll di:l円以ド
神 Ii:町2-5トi伊様敬子 (052-
701-5050)会Ui t， 

連句研究会

小村 1A 
州系 t、111東洋域町村弘舟
阿J13重郎 連絡先214-0012川崎

山多陪 l淀川l野山4-23-H小体
梁(0-14-922-7削お)

連句ななの会

1'"'. 'Ji日目
j!ll旅先233-0014蛾浜dJ港市1;<:1 
水谷3-20- :~~ 1".I::It'J;;n耶(O15-843-
8059) 

連句パワ

11¥泊喫

師串揖鍋天H.¥ 辿絡先241-
曲目概浜市地区'1寸lT1今任97

1 'Il史的.lJ'l(0-15-362-2717)会 1I 
3名

連 楽 会
許可制 11遊

制系阿J¥-:l郎迎絡先16R一
回"1多般区和1:hl4-26-15仙畑，.，
;Il (03-3323-2454) 1':; lllOt， 

廃吟舎
池 央駄

連絡先215-∞0'川崎 市目前I生円

前 '1;'2-15-2-502池央欧(削4
855-8545) 

箸泉違句会

川川 l;Uよ
刷系子 Pt冬!H 辿絡 先372
0842f}t勿崎J1115且どまJ!lfI12H/l1
川市夫(02iO-32-84IOJ会!l8 :?" 

若笹連句会

f川11 Y { 
迎絡先982一冊 03仙台市太山lバm
(l12-9-11t時 )[1 J~ 7-(022-246 
2892)会010名

和 光 大 学
i1< ìJ~ 興

連絡先405-∞02111朱!V，~京 111製部

#U間町別1H520ぶ末沢R

ワラハナ連句会

山E 俊i
迎絡先330-00泣きいたま rliilliお1
区本木5-16-6山正佼 [-1刷8
886胡 20)
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北社直句盤

狩野 1JU 
連絡先 81-0921仙台l!iI'i'到底lズ足

袋ケ任2-5-12狩 野 山子 (022
271-0∞5)会1l15:lドl

匂豆の会
藤凶よし子

連絡先:516-∞28伊勢市't> ilr~02
~7桜附よし [ (0596-25-3735 ) 会
fl8名

松喜 久会
届藤井 ifi 

f.!li ，;れ阿J¥-:&郎 辿絡 先173ー
似~5 似flI' 1)(仲 1(，58-8ω3103
3~ ω -1:m ) 会 li3 :Y，

松山連句縮会

，押f ，'u: '1 
巡絡先791-011:1怯111山花"水向
1-1-91111 J陥 (089-927-3231)

会il20~抗

松山連句教室

Jt L 弥生
側糸 nu'.{;刷訟水防~1i連
絡先7ω-00.15怯111，lj余Ji '1'2-
13-19汗 l体生(089-97:，ω55)
~Hl lO~九

a露天機連句会

J'~. 'r {j符:

制系 !'Ht'1"-1] 述絡先2U
∞.16 r柴山花見川似花見JlI2-6-
105Ji~. '!!rイt徹 (0.1:1-286-0725)~~ 
n 6:Y， 

窓連 句会
づ林 省J.iJ!:

帥 d干 名，'i1川 I 通絡先 1 5~

0∞引時川?H元木 f壮3-5-1:1小神

科n.l!.(03剖 13-44:¥1)会1111~九

摩耶遵句会
佐野 7遊

，.系 "' 川イι 主，絡九和4
0075伸Jt l!i勾omイ潮見n隠f3-2-
:-¥0伎.if辺{Qi8ー7:l1-0:J:l.1l会II
11仇

丸亀連句会
ノ'iJt. ，j<峡

述絡先76:1お691)Ut!.，!i 1能町北

ト18オド制リH印刷仰~\H今井水
喚 (0877-2:j-1300.FAX25-0664) 
会日 G:Y， 

三重県連句協会
州イド 排リヒ

迎約先512-0921四日市市1(， ド町
3768-J総凶 HI背沙 11，:じにト'AX
(0593-32-8931)念日801，

実々っと運句会

成 111 淑-1::
M系 ヲゴ咲 冬リj 述続先354←

0018日J見i!j酎みずI!合計6-1-
402成川悦美(049-252-5318)公

n7名

宮械県連句協会

8宇野山f
述給先;981-0924仙台IIi咋策医双
業ケ J正2-5-12狩 野 山 ごy.(02:1 
271-0005) 

三河撞句会

了干藤 ft例
附系 1ifF 太郎 辿絡先4~ 5-
080~削也市fJf~町伊藤前 1 5- 1斉
藤軒別(白日 57-8332)会日12.-Y

三重連句会

ItIit公 附 f
迅i約先7ω1613待川県三位t拡大
軒以町イ日制07剛 75-52-2137)

水無月窪句会

峨fI 似別
連絡先310-ω0;水 戸 市椀 町
11 ~7- 16JM 江 町別 (029-252-
2634)会1'l12t，

未来図運句会

鎚"川{由 子
迎絡先15Cべ剛I渋特区神日泊4
23-23紅銘ゆき[(03抑制一

2023)会Ul3名

Wcil BBSめぎつね座
八木喰 f

述絡先470-0331 ~~ 111 !Ii ']'. T'崎町

千 戸13-5八木町民子(凶65-43
∞921会 n7名+α(イ特訓U

メヌ工ツ卜 若い現代連句の会
川指先夫

連絡先152ー∞351J川lえれ山が Ir.
2- 15-9~'f， 憐ピル302 メヌ エ ット
の会下務局(03-3724-4263)会II
3名

祉の会
~Ic多さヵ、ぇ

連絡光516以沿8伊勢市船iU-9
29，'-"多きかえ (059(;-22-331il z1 
n 151'， 

八千Z革連句会

34ー

11 ，冗ベむilt~存
削系 が咲毒事リj 連絡先21S
醐 6川崎市麻 '1区金制4-9-8
(ひ14-9::>5-9886 トAX(882)会n
m名

やまくに逮旬の会

水谷純郎

迎絡先871-0712大分県下毛11&111
I同町 j尖ホ谷純一郎(0979-62

2加"会日:;;;1'， 

山手'J事会

位"修
迎絡先泌4∞14.lt本市二ッ家2
51絃針鯵{o叫5-92-8951}会fH

f， 

大和屋別荘連句の会

鈴木が山尚
連絡先791-8061怯山市三ilt]-3
l 訓~-t-; -#山嗣 (089-9 5卜例 641

やみつくば会

トりf 挑港
連絡先6ω-0823怯iJ:!!i関川市首1
10臥ぬ似大学文学部内(0852

32-6扮"会日""

弥生会

体 温子
師系 附イドイ俳人 州本ht女 連

絡先ヨ6:¥-0341人つPiHHHjg(lIHre:勢
町 1(1!'f150U本;{j子(Q727-~
∞幻 )~HI 5名

l'沙遵句会
iポ{ リ巳郎

，.系 31f水虫丸 述絡先233
∞14峨桃山地l旬!'<'..1;水谷3-20-
31 1市叫郎(例5←&13-8059)会II
15名

業門痩句会
}下口日兆

師系 j :li l'{~f羽 イド村柴"， 鍵
，1，辺雄絡先156-0057慨川谷区
t~ヒ沢3-28- !:l内 111 たづ(03

3303-5，157 )会“Il:?" 

よみうリ文化セJタ 川口
a拠 出迎

附系 j': III '.{; Io]，i連絡先33
'
-

0023)111 1 IJj飯塚~-4-7俄出迎
{例8-251-3033)

よみうり文化センタ 京寮
引地冬樹

削系 今月込 j~ ~I i 連絡先274

01( 1~船総 di ，aX:8λ20iJlj-也冬紛



進 絡先15O-QOI2i売俗J<広'.3
17-4二村マシション205'1'ぬま
さし (03-30107幻，.，合口20名

猫 要会

地t 明推

進絡先182-(X焔3誠イ¥，，li li~ lIf2 
21-16吋本発州(03-33ωω53)
会I!160?， 

乃ヨ示板倣人選

，';館作人

偏系 r:1II1J.両 川氏冬山連
絡先102"ぺ醐ntt 1II1i!: . r.; IIf 
20叶 0一鈎'占館何人(03-3262
9350)会H3名

簸霊川遺句友道クラブ

nl~川 JHI
進絡先521 - 1 20~ iÐ.rlM神崎"能
笠川町'HIJ668U:谷川N量

俳路 工房

"九
俳 諸 機 'C'

凶イド H45E 
師系凶イドtr:i質問波野庁畝
岡本作人 ，.絡先555-∞""に阪
ili商泌川 lざ 't~n2- 11 - 16メロデ
イハイム島民.{o:502剛イドM!x.(06 

6477-7445)会Jlオープν制

俳腿国国(笥会主償)
連絡先:!.27-∞.13慣副1(，，11，'j. ~宿区藤
が1I".2-25-2'l' ) ~ ，'f.f'l" (0，15-9i3 
17ω"休11..'1・)

'"盤文芸考究会

'1' J~ 庁内
進絡先227 叫IJ繍iß ， Iit'j'~際 i王嵯
令丘公25-:l'I・lel'f"l'f 1'&1' (015-
973 日印)1-:111<1;1 怖~@F()7
目、"011l.nd

白水台遁句会

I!JI 1 109 
師系 j< 111 'J，志川 、?阿付i耐 :cli 
絡先791-0113絞山illl'r，f-fil-r
9111111事 (08g-927-323lJ会 U
4仇

自Z書留隊仙会

依級俊 " 
途絡先35O-021;.JU)i，IiIlIV:の"1
町日 JO会UII:Y， 

曹司臨包念館温句会
子.，冬リJ

師系 絹件費伝説~ . 'r.1II場尚途
絡先日イ醐3il:Jl!l'<掛川-2-2-
501佼滞111n103-泌3Hω"会
日JO名

"' . .， 
巴世星通量句会

k'f :m I 
M糸 見区別清白 附山 i時j 通絡

先501 -叫81岐阜県羽.(~l:ti笠怯町
来隣町1(058-387-20:i5) 11 U20 
4れ

八戸傷譜倶楽=
l細川竹同

組絡先"卜側12八μ I!iilmIの
山55-?関川竹問(0178-33-3432)
会 n58~同

花野漫句会
小川iきよみ

制系I!I.Wi'I;ヒ点qj雄巡絡
先390-0舵 llf:.{o: ，Ii即'，f!l!2'Il9/J、
IIJきよみ(026325 5436)会1111
r， 

"ねだ遁句会
内海 Jlみよ

鋪ぷ r"・，.U~ { 巡絡先216-
償却1川崎市町前I.{ft /113138-17 
!IJ 1 1側兵{刷 1-771-2'1ω)t'<tlI6
れ

晶、 111
.'.1.\川，~

削系 r，;-+-作IlliH rl!絡先791
ω83鈴 l'1山新ilE9-2a11iii勝

(0899-51 2側"公Jl9名

U ・b・
芭涜朱遵句会

'"ド作山副
t>>s， • li:阪~沖械巡絡先拘卜
戚焔lli:ll!市 iln 3- 13~ ，j.; # 1 1l 
桐{鮒9-951 一例剛}会 1130~九

B 萄

内IIJさ"
剛.j(， . .1'，山則子巡節先176
∞23制.'.!H.(oj'付北4-234内'"き
ち{-(03-3970-24 (8)会Ll5れ

ひいりぎ選句会
凶川陥都

通絡先514加点il¥，lii洲町山l
附111鈴o!f>(059-2"l討航附)l1Ll3
仇

纏遺句会
HH，':附{-( .. '/時}

- 3)ー

自U，.~';':#lll剥途紛先769

16日ff川県 0.1$)，;野島{町花稲
9071i1ti':附 ('(087552-2131)

日ノ出遭句会

1 II似除以

進絡先'"ω00.~ 'f(恥1"会，.ー
込町茶，"，150-~山悦於 Jì( (05%4 
3-21121会111t， 

東低山選句会
n~目的然

防系阿 1;.:1郎連絡先791
02時t": IJldi ，制阪本側f6 1 9(ω~.
975-3251)会l120t，

憂 の実会
厳 3棋江

..ぷ・，，'~ N"f'l"迎絡先210-
O恥24JII崎，1J川崎1，(11ノ/111-15
11プロピデμス却2脱出川ω14
277-51431 

ひよどり温句会
品川鉛 f

帥 系 償 問 " 述 絡 先65卜

1123神 p ，訂Jヒ"ひよどり台，
17-]， .... ，JIIf;: [-(071¥ 7，日制72)会

lli4名

湿句会ひらめき

!-i'Jt W [-
連絡先981092川仙台，ll，'f集"紙

袋，.1i".2-5ω12(022-27J-()ω，，)会
111:1 :r， 

広野連句会
村ノド佐紀夫

巡絡先520∞26kilt，lili<野町ト
13-16村本依紀夫{Ot，322
544，])会¥lL5名

風薗遭句会

牧野 iAl !x. 
迩'"先5152W2 ・RM .1~ 1$白
山町 本本認ω5牧野 ill!x. 
(0，，9 262 15871会11:1名

風蘭社遺句会

)'iI{，よ u.
M糸!I! I~J ~拡巡絡先 15口
00ふ1前川付例代 11l:j-10-22 n J{， 
よしえ (0:1:j'!22 r.村71'会"K仇

富士鋸野渇句会

必イド 稗.. 

進絡先410111.1鮒野市大畑113
~.{o: ，:Jfo: (民5992 3∞例会ill6
れ



佐伯俊介

述絡先273-0∞5船崎山本町6
11-9佐伯俊介(<).17.j-:Z2-5782)

多n陸海漫句会

刈t忠秋義
附系 鈴木イト111泊連絡先764-
∞27 i'i' HI~.\ 制l多岐滞多俊市町道
縮、¥.200-¥3(側 77-33-2<¥75)会l1

61， 

多摩連句会
):(十太郎

返給先206α :H多昭市鶴牧2-
2(¥-1リーデンススクエア1127;f 

f 1dm(0423-74-7∞21 

丹想
秋山正'Y1

速絡先:661-{)∞2厄崎市塚口町"
22-1 ~207秋 111 11: 1列 (06~42 1 ~ 
'6D6)会1113:¥'，

ちばらさ連句会

"川争，干
師系 今以j-:11l¥. ~事咲ひろし
i単純先300- 163~茨城県北川n;m;

.fIJ似町羽川町制→55峻依子
(似97-68-4424)会LI7 ~同

つばさ窪句会
八J己川li，女

帥 系織 rl(j{j辿絡先678

023:Nι健lIilj'広8.15八日己晩ι'1!.c 
(0791-43-(¥117) 

中央連句会(協会主催)

連絡先230-∞52航浜市鶴見氏:1
&:H6-16辿句協会}附英郎

{似5-501-4007)

土緩有楽帖三吟会

辿絡先214一肌:19川崎山多閉ざ探!
?i-1-4-lti.&J/業必ポ

筑液連句会
リl地冬樹

師，f 今 良子加連絡先274-
0812船Widi 峡8-3-20'jIJ也冬樹
(削74-43-7260 下1¥>:72]，])公l1
161'， 

2事織運旬クラブ
~.; 1 捺，t

，.系今決子 制連絡凡:929-
0325イ i Jl I\' . \M~化 I:t: Ot俗町字加n
爪 "約締町役場付嶋茂(076
2Ilg-2121J会0:161'，

つbつら吟社

l:fJ 111 学子
師系名古川子連絡先516ー
侃05三{(M攻合格御!斜村尚向

65日:r;IIJ本子(0596-28-9936)会
J.I 7名

手児奈連句会
If1fIllみつ子

帥系今泉ド組よ川浅水 ト
U;j，'H 連絡先272-0015市川1di 
鬼山3-J:l-6ルネ，1;111 '1'11β'"' 
川みつ r(04Î- :17O -8~23) 会 n15 

名

天神連句会
八木繁岐

連絡先Si6仰"大野域市筒井3
¥3-12八本務晩(092-593-25751

電温会遁旬部

巡礼 鰐
迎椅先232ー∞-671~ig 市 r+i1支iJl明
寺町山下お6-1'&見筒会!l2{)Z"，

東京義仲寺連句会馬山人記念会

削系日政郎，'，人巡絡先182
00:，5;瑚"市}石附2-27-9 J1 I 'lH~
l)1li (().124-85-5480)会n10:¥'， 

挑 雄 会

杉，" 認可I
制 系 米 町 { 肱 え 川 和 f 連

絡先470-0¥161"1逆市点"は←"
武村.fIJ[-(O;}6 17-2~2392) 会 flJO
f， 

道後遺句会

Jt.1 利久

師jf j〈川 15刷述絡先790
0842絞1II，Ii辺lt:i場之町6-10ω5
波郎弘子(ω99-21582υ会日 8

4九

徳島遺旬懇路会

Hゅ川保二
連絡先770-01:161:1徳山 市制品1
10-16桜村Il:.刷(加お 652-198例
会L156:Y，

膏B心遣句会
大体州1ド

.if給先幻:HlO]4検浜市治時JMJ
水 11-3-20-:l4I制定郎(045-&13-
ω59)会rl4W，

栃木県遠句悔会

'1' !G儲FI
i史絡先:129-4紛 6栃イドMト都賀m
k "1町ト 符!l1721五';II!日必
(似82-4:l-26G4) 

- )2 

富山県連句協会
三付文人

連絡先930-01 23自 IJJÎI;~!;初日 III

Iff4143-18= 村文人(076-436
2257) 

とよあげ連句会
，k敏 博K

師 系 矢 崎 位 連 絡 先HO-
Jl52e<1則市自直後町仙人域17:l6
144氷収問攻 (0562-92-1030)会

III!lt， 

どんあくらぶ

n品作I3
師系鈴木作山泊巡絡先700'
0844怯 IJnli辺後一万11-I3.0:.r:~ 
E滋(側9-926-233])会n7名

長尾連句会
砂1F119J 

師系 i攻j(j随行述絡先709-
2302合川県太川 I:t:1u己町内侃3
10砂Jt.敏夫(0879-52-439¥)会11

101'， 

渚の会
阿附 !s '1 

師系長谷川ひきを述絡先

760べ~ll向 怯 ili il~ ノ町60-25
7百両附操守{似71l5J 9∞6l会

IH r， 

亙炉の会
れ付河h'i¥

連絡先78ト 252尚苅111;瀬戸東"
2-323岩村牙 ~(0888-42-7656)
会l1初名

留意野遼句会
凶!九院外的

迩絡先276べ刷6八 T代i1i大布l川
析川122-18114-1'JL院朴峠(似7
450-9029)会U7 y， 

商草遁句会

1¥1 r~ 竹問

巡絡先517-0506: f(l'，同僚"阿
見町 l同1{.fl120ωIHr~ 竹内
(05994-3-1816 )会un行

にほんご連句会

凶イド UU 
巡裕先1飽∞OG凋.{Jj，1i四つつじ
。丘252附本*"(-(03-3326 
0496)会l!10名

日本作家クラブ連句会
，liH)己批Jよ



町5- 14犬!.'~jE - {07別 21 初'41
会日 6名

樹柊運句会
Ci!i糸株安花連絡先177-0時打
線 ま石神持町3-9-12-~0I草刈
祇(03-3996-8530)会W5名

湘南吟社

小体 rrF，oJ 

連絡先51]-11J?三近県桑名君事長
μ町大合1-450附本陣史(O594
42-1469)会II3名

週楽連句会
凶川 l'f沙

連絡先512-0921凶日iliitil6ド町
3I68-188関川 iV沙(0593-32-
8931 )会LllO名

"系 imltロ丈消水"1民連 1媛
絡先141→ω3i品川区内Ji反川，. 制" ~~~.代

師系名古川子連絡先511←

2317三1MltK3El臨安鳩町前z4網
野32代ω59-268-0267)会自 7名

23-8IJ'~本伊司 (03-3492-2983 ) 会
日IOr，

湖南遵旬うらら会
初出 '~: If -r

附系 *明雄迎絡先24HlO22
鎌Ui!i'M盤937-219浦胤志げ子

{似67-3H位 91会fH名

E 風

藤野恕，11
帥系 、与鱗 1i堂 i'lS絡先520←
OB2大iliili秋身障台35-9.11胤発作
所(0775-25-(159)会nloor， 

正風大府支部
久野誕vr(

附系守的方堂連絡先470ト
1143.e.明iIi阿野町」納91-6鈴川
花 (0562-92-452])~ H25名

E風和気支部

桐山 ~t^ 
師l{，.Wl年)j'J，¥ 述絡先709-
0441凶山県.，気郎如実 If1<j主
17l制山北天(0869-92-0807)会

1110名

上毛連句会
伊藤波A4

制系日ト太郎迎絡先371-
081li耐峰山切れ開f3-a-37伊藤椛

止(027-261-2297){、11151包

しらぎく
大凶 tlf-

ili絡先alO-0304三A県互に芸Il1IiuJ
~関r 1野1168ーn大内山 f
(0592-45-弱。"会日 10?"

しらさを連句会
事足川 fド

"系 、，rI尚w剥述給先799-
13031米子市河腕(ilt1j!484-li能川
角(0898-66-5232)会H6 :1'， 

白魚運句会
岡本 i井リヒ

尋牛舎
附系矢崎艦巡絡先460-8445
名古庄市中区栄4-16-3G.llJHi泊
中総支社内問脇利子 1052-263-
8324)会us名

信州大学建句会
75HJE 般企

師系似iI¥P丈幕09J雅連絡
11:399トC陥25松本耐えS台453H
坂静生ω263-57-2461)会t:l40名

新度氷室の会
水沢 '!i:絵

師系笹山州連絡先996
∞82.ilfor.，li北町5-]9水沢女合総会

116名

新庄北嶋社
I!.J III 点月

帥系移秋'.件"述絡先996
∞351青tU!i鉄胞町3-71内111議員十
(0233→2氾 1285)会1!22名

深大寺遭句会

名相 '"匁1
巡絡先 182-00 1 2絹布市深k\~ 京
商r7-41-8f，，ftl水知"例24-85
1679)会 1114名

" 篠
附111 史乃

伽系 鈴 木 符 歩 述絡先107

0附52港区。ト紋6，'→~-301凶川史
)~ (03-おお2ベ泌81) 

d努涜逮句会
成能多":. 

削系 TIII弔問I 怯A<M削 述
絡先791-0312愛媛県iE良市川内
町大阿川之内乙2590-3成能多将

(0899-66-3096)会n7 .r-， 

浅春連句会

31 -

?i.敷'"
連絡先112ペゆ03文京 区砕f]2-
252Tr政官(03-3811-8519)会

日91，

ぜんだい座

伊藤 d日
連絡先 81-800~仙台市来阪市光
台3-3-9伊藤直子 (022-233-
7732)会U9名

宗筏法師研究会

215-24林茂樹(0748-42-2037)
会fl8名

書官門会
111 ，t ~9*(I 

師系野村 '1".lr 巡祐光182

∞ぉ自司;()irli 1 :.石崎( 2-27-9 J1l 'f~
陣(似24-85-5480)会日10名

創の会
村tm ifi!H 

連絡先519-0503ニm叫l覧会肱小
俣町元町1718付 lfl治則 (05%-
24-13:W 2:今llloti

時啄会

ぬ 三郎

師系 li沢繁勝迎絡先"
1216!，:j H¥大W.IZ1"守川町山川
泊69-4#野弁 一 郎(0485-82-
2tl6)会WOγl

染井の会
浦幾1::

師系，1 '村俊足進絡先215
∞山11崎市麻生!日側、守767-36
m 幾)巴(044-955-8726)会1111

名

大"院建句会
凶本 株リヒ

畑系 r"ljllリ子連絡先511
1112三 {(叫奈4九 1n:1H~ !IIf 大，(1 1 -
4501~j イド幼虫(0594-42-1469 ) 会
U 8 t， 

第六夫運句会
波野泰山

師糸 1'. I jIド?i-. i川水気j，: 今
以忘機巡絡先272-08:!6iliJ I1 山
北 1'1 分 1-2- 19日 野!~: 1叫(OH
:mか148)会1130名

高図馬場連句会



餓谷縄の.遭句会

'1' ltH支
鋪 N， 子映冬'l 巡絡先お6
側M深谷市常信Ir71-2!!III，;J英
(-1制1!-57:H892)会1'l20t，

!I!の会

村野誕生
師;7， . ff付 'j:.Lf 辿絡先16;ラー
∞221j，野141山1114-111-2作花村
嶋(03-3387-2321)

棄の木遣句会

J'JJ十嵐人
逮絡先21~咽臨川崎市多刷元年
隠れI15-91'1 It-胤入{⑪.-9ヨ5
3393) ~， II 5名

紛
加藤排i

進絡先467-∞67名o'il1¥山'.制d
イt川町1-:16}Jll雌lJfr (052制 l
5(54) 

興聖寺遭句会

凶4ド昨
..系 ド川')J.凶t. t公水岬醐連

絡先700艇民52t長山市竹rg.lfl<1 

1刷本陣川 1.. '¥:FAXIω99 45 
II ~O ~H1 15~れ

郡山連句会

."，.省、み f
連絡先%91I031l.1刈叫るぐよ1!mHド
?;f町 "川トの街(28・124割以".
み{-TI-1 .. ¥(; I八別的4:1-J3-5il'¥fiJ 
会U5 ~円

国際遁句..会

根本川反在
進絡先t.3I!0313傾倒賀市武l
2K:<!?I'地n:.}j(制611-57-(826)

小瀬川温句会

永野 1販
連絡先739()刷叫、ぬM)に竹山梨
榊 I川 件73'岬 If lfH即 75
6肱伺"

ことばの会迎旬クラブ

鈴木 in 
連絡先66311153内下川jlti叩 f附
3-4-51抑H阪本 H件山雑代

(Oi9.1 48似日}会1l10.r，

ころも連句会
ゑ崎 監

鋪 1(，. 1/.(1則寝遮僚た470田"
~川，Ij I'I" '" 1f!-71-9111川崎隆 f

r&FiO描-46-2236)~，“:nf'， 

接庵{さいあん}
中I~ ，'i内

連絡先詑7-叫"柵幌市古然区雌
が庇2-25-2'1'，己，'il守山引制S
973-1760) 

佐久良凄句会
，，-門吋イ長女

的系 東日"ぢ魚?"川jjl.io/鈴
本#111 i同連絡先790-8503鈴，1，
，lif鐸1[4-6・6..11..-: ，'H，l;内"門4
4長女{089-931句。Il会117~九

さ〈ら遺句会
'i I I~山正郎

通絡先訂9郎01-: of(限度合'"
は'r~ 円相5'1' ]It 8 ，Ur. (Q596-
43-3177)会114仇

さくら窓辺値句会

4、十本し"と
連絡先:;34ー似~I治ヶ谷川111五回f<-
11-:!5-]小体しげと{似8-281-
8161 ) 

里の会 {体会中}

行谷 iJ'1¥ 
闘系 i.，"" :f，J，;途絡先制持
∞17o:nrU佐助114 -!)i'(谷む~L\
体 何1-22-8純計会H8~九

皇官量
}十ト .ilil行

連絡先3:i8司∞12さいたま di<l'リh
!>c".J:.fi4-6-3けド温術(例8-832←

3727)会lJlO仇

三川連句会

1d13: 11司f
連絡先501-6242羽品川U竹鳳町錦

町3.'iC環節蝋 正 (O~ 391 22&1)会
(123γl 

三冊子 {殺め「高知調障しの謹旬結

事事会J)
，"附 E号

制糸引llli(雌雄絡先780
0010尚知県尚附r.r;11011町"川
1145-5111崎慨10鈍8022-2帥7)

会 {¥ISt'，

"の会
日ト太郎

輔1(， . tr:観点if織野村呼長年
向I¥'S郎趨t.'i1t::206∞訓多市
山飽役会26寸，J】デ〆ススクエ

アllZHrA:1$ω.12:17.1 I'α沼}

会1140仇

- 30 

溢賀重句友也クラブ

"俗JIlJHI: 
進"先521ロ.，溢n県神崎廊俊

笠川町I小川6&8f.!:1"r 111 ~ a: 
(0748-42-1029) 

慈眼禽

'A'!HJ.久1'r子
師系山水""ι -::H側目F連
絡先228-0ω2伺l似叫l，ltt総附

395-'¥' 111 {久l'l'r (04lH5一例 07)
会W l私

..主11遭句会
，，'(問時彦

師系 山 尚 陶 山 遺 絡 先249一
民間選 r市fi<JlII6・"州l時彦
(0468-7 J -593説会t).れ

重信・木曜会

li!f lI1'l 
連絡先791-1JOl t':tlt-11i久米?賀川
町971 -3Ð 庁野屯キ(~9-9Îo-

2816)会1I5~九

楊子門
伊藤 1:1 "1:: 

師系 ~，都文~巡絡先刻3ー
ω26t、川市資材聞r4-1561Jte自
主(0，時4-7J-07W会111∞名

揚子門蕊杖社

イド ~l n. f-
防系附ぬ l耐巡鈴先248-
醐 8.cl(-，!iNf.z 12-6州 nr
(制67-25-:;[紛)会1125t，

下町連句会
り14' {守 f

"絡先1360072刈ボ"太 m
26ー)-9111/1雌何 H03-3637-

".lI会t)闘争う

第賓の会

制t~Ì' li 
師系総附J，連絡先558
∞02)に阪市 f1， ..，' 1.0( J.I;I，';-州1-9-2
泌谷道(06-6ω1 1395)公J.l8 t， 
..伽ψ.

紫明曜、遭a句会

JlI 鶴崎
師弟点明澗巡..先136ω71
江成[>(SIl砂7-'一世アルス市砂サ

ルーテ302Jt. t: I!l司103-5ω2

創00'会 U29~九

樹氷温句会

~n ，f. 
連続先'"噺附'，;¥111市州，"本



星の香温句会

協 肉子
趨絡先'"ー∞511時住ilit氏本348

且 の巷

寸日iln笠子
制系"悦見li下嶋阿1¥'2l!tれ
鈴木:(~ 111削巡絡先799-1~41*
r. Ili J山中 )11191-7':J'[] ilt桜 f
(089~ 制-26;l4) 会 HIO?'，

河室温句会
矢崎 Ii!水

師系づド 111;容'"遮絡先:m.一
氏刷訓.Jj，lj.N .wz-Io-n，、筒税
制限“官官51)会日l時

花扇会

H 県人

進絡先31401 ¥6I:i r.:県北"筋郁
， 1刷11f)に尖6∞吋円力主f~I，\人
(0叫87-4(;-1443)会tI5 ~九

径の会

臼作 i路犯
逮絡先1227目"'慣浜市l'H時灰み

たけ台2-22fl作機~ 1()45-971
3293) 会 llr~ 1 6名

岡 山

金石公民館俳障研究舎
l!:;俳笛花

遁紡先位。 0337金沢市金G商4
5-32絵本行花(0762-67-1045)

かひれ遡句会

小"純興行
削 系大竹係悠迎絡先319-
122511.i.ili名JUJr1-31-l2町鍵

多(O29-1-52-3671)会 1I 1 9~円

加納遭句会
小漏務先

制系各傍齢鑑巡絡先ヨ~←
&1i2・1.1:I~ 市加納治野町(.，小順調惨
た(058-213-1591)会1151九

犯 の会
山ド七志郎

遮絡l!.:923閃繍小怯iIi，"1111四f2
2仁、ト，j(r'<07Gl-21-34ω)会((

，"ドl

からむし庵遭句会
俄iP: X紗

lIIi ，f，臥illパjに見，.，程遠
路先39喝敏剛fI'廊，Iilllか[:(Il[本
院"1ぉtuill"k紗10265-18-4723)
会l¥l8名

歌綜遁句会
縦T 予伺

速鈴先185-00111司分、子市本多1
11-13t1、向敏江(04:z-J21-(l鑓司
会Jlzo1同

司政留蓑i!!句会
1;; r lJl附

"絡先I220∞61槻i民市四区久保
If48-14<;i防了時隊合JlI8名

川内連句会
地川刻字寺

師弟松縦東部松砂iJI¥'S，郎

連絡先i910311愛健保出来~Jl I
内町則之内 '1'2153川、 trrfH
(089-966-2781)会118名

持図川温句会
同館枯郎

途絡先，，，-関脇氾江j1川iZ10633丙
H-6-201訟Jt.)'J'魚(0'初8Qト

削)53)

待回議仲寺濃句会

fI'厳秀飾
M系 ~H事 1Î ~連続先 101
∞4iT代川ば内9・[111-6-6伊藤

録的¥03-3292-0.田5¥

阻音寺連句会

"口権限
巡絡先'"伸toU13伊巾件川町
白山.Jt.!'tnt量破(0875-25-097喰}会
118仇

神随分敏喝、a句会

川?" ~!f 1i: 
制系ねこみの連絡先232ー
∞76陥抗市 1.1[;{ ，1( !II fr48-16川
名r.J..i¥!(Q;15-713-1388)会116名

きさらぎ温句会
小池 iE陣

速絡先59.1∞41網l炭 11iいゆき野
2-2(}-8小池』正時(0725-56-2895)
会lILot，

援(手寺領汲戸湯温句会
八本社

述針~'lt:: 2'15 ∞G1仙1恥lil i線lポ深

谷 町67I 八ぷ~I: -(0凶::;-851
16551会lInt，

話伶寺連句舎
倒;f， • tH岩 {i~ 進絡先52か
ω切2)に鳩山.'~ぬ 1 5-12)を仲"
(oï15<~3-28川会1115仇

本の会

- 29-

連続先制。-0105f横須賀市依谷

5237藤持弘}色{【弘168-51-'27“}会
11限定

餓阜県濯句協会
伊藤 H1; 

進絡先ぅωo田(l)':M.!IIi柑:t_r4-
156伊彬，'，瓜(侭8~-73-0774)会
1180仇

錦 U 会

捜部仲防
師系野村 由 舟 連 絡 先7!l1-
0241怯山市小野町15捜部帥 J~}
4曲"ド15-1532)会n10名

句草苑吟社
山本りIt~

進絡先321H陥"鰯，f.;11I可{町1-13
;'1 本剛脚内 <0211は-2~-3(l(l5) 会H
7名

くさ〈き
織 11(j(j

倒系MiIt.務総 r:11J得防連
絡先ま:12ω23/1111 ili fti.塚十-4-7
傾向追{創8-25)-3033)会 11
?40r， 

くさ〈き川口支錫

鍵"泊
遁絡先その飽向 I:~司E

会日35:1'，

くさくき北九州支部

水"八T代
b~ Ii，' ';':111')，信瑚巡給先803-
O射訓北九州市小台北区徳2-7-12
4ド.~八 7 代 (09~-651-1393 ) 会 11
2Jic 

〈さくき銀山支部
，¥'，凶..，嗣

師ぷ子川"，j剛進飴先7!l1
0113伝111iIi (1 ~ fi.-!-12-S-'f倒的

""側9-92，1ω281会U10名

草笛遡句会

メ〈同"之
制品 小械的耐"'絡先791
OI13ti;山市ド1At fr'I-12-12人V町
議之IQS!l92~ 39幻)会<17仇

〈のいち遵句会
内山 1.;( 

..糸"餓桐刷巡飴先101
0017 HtUII;{内樽1112-12-5内山
刷 iftJ，l; Ji内山 Jif-(ω-V52 
19.11 )会"，名



上野市岡 kf.c'f総8i-9(0595-
21-5侃刷会日23名

伊'野原"句会
i!iji 蕪""

連続先259-1141伊勢肱市上智l民
1766kil!:憾IIJ(似凶 94-3402)会
1113名

伊努遁句会
竹内戊翁

連絡先'16∞，36111努iIi凶本1-4-
z7竹内，支給(0596-25-4711.FAX 
'4→7673)念日JOr，

五+鈴吟縫
向山 .f:J 

1ItIi~名前'+:21;: 名~;則子途
絡先516Q鈎'5 ~ )nM度合'"御剛
付向ド')65M.S!IJ .f.子 (05%-28
仰 361会日 10.t， 

いきょひの会
鈴木足利子

巡絡先li7-∞n制泌区谷島(5-
2()-14鈴本's'1¥' (-(03-3925 

5930)会'14名

右手寺遭句会 凶..I崎
白J，f， . :j< lIt得制H• li":AtnJ謝途
絡先7拘償I:¥zt公山，"竹"町1-"
1凶イド跡I'EI.&ト"AX棚 99-45-

1154)会日"円

伊豆芭有事堂遡句会
行政作水

師系 ~，振 rî~ 巡絡先4 <4ー
∞14(J1J!.(1!i体"・f3-2fi世代水
(05，，7-37 11131)会1110名

市川鋼需路，寝室
師 ぷ今良子州遠絡先272
∞2111i川市八tl2-8-ZOfJ1.(華厳"
{制7幻ト56(6)会Ill2t，

縛 会

浜本 η海
側系尚雌叫"，人迷絡先166-
Uぬ1杉山ペ阿依令 ?t~ヒ 5 -3~-9大
城 '1!本(仰 33:lll1:'妬3)会1U6t，

いなみ遭句の会
山本秀夫

..，供品i明施 工付文人進
絡先932-0231i;山"以来届討議席JI
波町山見<4∞IH攻開r..合文化セ
ノタ 内いなみ遁l"の会(07日
時諸島)~Hl31名

茨の会

B止伝 到母子
i皇絡先561-(刷8茨木市"ヒ.{111丘
2-13-1返"均 {-(0726-23-8811)

会1125名

岩手県温句箇金
小阪吻ι.~

連絡先、'"''向020-08i5盛削 l目前
水町1-:可3irl川卵子(019-622
79(7)会日40r，

上野温句会
桜JIつ1ft..:

師晶 子咲冬型}途絡先33'-
0031きいたま IliJ/;t 1112-33-22篠
井つぼな (<>>8-882-6943)会日 15
t， 

Wcb SIG.I面温句
本.， 併組

連絡先1115-0014問分守市iI!:s;ヶ
rl!2-29-3林持雄(0423-24-1831)
会1124名

NHK文化センター膏山

iニII! i実水
師系 k竹仮悠 小省令崎興庁

巡絡先271-∞92tr:戸市徐行1407
UIIi兎.+:(().17-362-3822)会Ul2
守合

綴花隼聞大省幹温句研究会

久~~ ・監
地絡先471-∞57J'.1l1市大平町七
油12-1比較文化乍科424問先合
(0565-35-3131) 

丘のよ遺句会
lド自己 ，'，怖

進鈴先206 ∞ 1 2~協同医市民.，
1757ーI10-.縦鈴引042-37;;-
2:õ43 ) 会1II 5~九

奥奏湯温句会
水野 民

進絡先001-4226・l.tm，~1:Ií I，'.r.li八
幡町桜町929J~もだか家 <05756-
5-:J:j:tll会U131'， 

桶川連句会
1l.i1llA:ろを

師系 j': .l冬リj 連絡先3ω
0025bf!川 tliド111II?i-375-1福川
A ろを TEl長ト九X(似g-ilH
44771 :::! 11 9 1'， 

.:: .~ 

'J'!II遁句会
同'f ý:lt~ 

SlliJ長鉄観)/!i幹線阿川事郎

- 28 -

4、E
U師(側397-2-0色'"会1151九

おた〈さ (otnksn)の会
鈴木 混

迷絡先650刷 6倒， '市"'央区港
向，I '町3-1-47-202鈴木浪(078
302-2ηDl会J!8 r.， 

小野建句会
波脅都 民f

鋪系 t公似i!u字減阿1¥':1郎
連絡先791-0243ti!11I !li 'I( Jt-'f 
1319-1波書Ut{'(089-9i5-8569) 
会l!7名

おぼろ遺句会
向健 n民

師ぷ鈴-+-#111綱速紛先791-
8013鈴Illtli山~2-6寸6;:;'健tA氏
(089-915-5214 )会n8 ~九

貝の会
戸111 11臼

師系阿1¥'S I事進絡先(83-
∞551//' l' !lil//' 1'2-31-9fi m只江

{制12-68-6063)会'"仇
海市の会

鈴本 模
造絡先""∞"樽戸市中央民地
.r~ ' I"r3ート .1 7-202~ ~ド i(;! (078-
302-2:no. FM302-2223)会 n
4仇

解 制限

小胤 t下

師系 'fWIド"林 喰花連
絡先187-0013小ド 11i 1水餅町2
11-7別iffJ¥紀子 {ω幻 450附35)

香川県遵句箇会

会U'UI1l.f.A1刷会" 丙附

~'r 向~秋凝広谷.n;.1:. 'l~ 
ffl~J 1M公附 r769-16凶行川
Fl' mm大野似町花侃"17
(0075-臼ー2137)会日ω"

香lIIiI句会

制系鈴木，(~lI li両雄絡先i69
1613fr川県 →'"軍大野原町化問
9071fi 怯附引Of¥75-a2ー引37l会
!I 7 ~れ

報"金
小川路吻I

巡絡先:999・5201!lllm似J-.r.&Jit:
'"村~(Kt:3430 (02潤-55-240υ
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鎚む15J締約九明言

亙の 会

前IIIJ術子
述絡先663-H156附ri，!11Iγ7-1鋪綱
引町11-21-403!Iill1ll術子 (0798
46-3713)会.¥115名

あ あ の会

川，t>>:" 
進絡先'80似泌3武雌野市首伴、年
同Iilr4-21-251!i川 f年 {倒22-79-
刻"，)

会 海の 会

般 W:iCi
川中雅子

屯i結社。〉会側ぬ叫ゆ効り.迎

述絡先;332∞2311111111似品医-1-4
7機 L(( iCi (()Oll:!ーお1-3033)会f)
5才l

ド咲冬クj

師系雌Jt.鍛桜子"'帯耐辿
絡先364-∞35~ヒィド市商 ~-:j!(i7-83 
川m:¥"I't (048号9HZOS)会i150
名

あした遺句会えぴね支部
';:咲冬リj

師系雌Jt.f1彰 ;<IH帯雨途

絡先19'1べね"個rm市玉川字削8
7- 1 ，人 'n，"~ 11: (. (制Z-7Z4一夜醐}

会1ll5t，

あしベ俳緒1.1
JI' J!J多過失

削系山水:l.N'i!附梅i脇巡

絡先iω6-()(H~川刊 ïll 淀川町，-，

406り，"山多迎え(0727-58-
3印刷会1¥10γl

膏薬遭句会 i安書津漫句会
八品~枝子

創ぷ ? 111 ~制連俗先145
0061 kmr，(.l i川町2ーヌ2-S01...c~ -rよ
枝(-C03-37Z8-0712)会n9名 l 名

青葉械温句会
小野、1【妙子

述絡先9~0- ()(刈 5仙台 ， lli'r~lj(梅
川町4-28小野、I妙{-(022-233 
OG93)公!ln行

茜連 句会
陶山容子

鋪系品川鈴子途絡先769←

'60'待'"県-:0: 11 0: ì~.r短 iß
1358-1陶1II k'内側15-52る1311
会日12仇

茜(~こ匁}温句会
竹内 &翁

連絡先511-(∞(jf!1努，ti凶本，-←
27竹内茂舗(0596-2~-m1 
FA.'\~~ 7G73) 

紫 陽
掛川 l列

迫飴先514-0114ilt，!i 身'"町
2Hã~事川 1'1 (0592-32-6438 ) 会
JHt， 

あした遭句会

持JlllI.句会
金持政子

削糸 似iII，'"Jよ 73桜，tJ!t 述
絡先9<)ド 11∞JUtMi告訴さ~Irti梓
川村作金 Jt-I攻{.(026378お081
会1I 25~同

天R遭句会
lf， ç.~ f*.i庭

師系 n-"#III制 政治防行
遺絡先16'似沼;j守川県仲多度，.
多 Ifrilt町辺福、，~\200ー 13“お放浪
(0817-33-2475) 

天の川連句会
制HI a久

削系 ~ hm肝連絡先952-
020G折山県佐波!思畑野町畑野
772 ~ド問附操 (0259-66-2079)会

rl28r， 

支の川温句会東京，."

"'111 U久
師系 HIllIf 連絡先215
0031川崎，11隊司{話集ポト3-2悩
lIlJ'H'd削4・987-H42)oi吋113名

- 21ー

Ui.-!-{f.1O 

•• 5挙運句会
i喧辺悔子

連絡先!と01-OO 1 4~li刊ii/.!相良 1
3.1-14渡辺 IItI{-(03-3480ド2575)
会nIOf， 

鮎可"遺句会
久保健子

連絡先731-i)"手2広品市阿佐筑区
大体町315久保俊子 (082-8111-
2719) 

鮎倉繍島遮句会
拠J!W以子

述絡先737-210011、山恥1E421臨む
脇町縦"波拠HI!L( tl.子(侃お

討 ー1296)

鮎須川温句会
a高本 .t;-=-( 

途絡先737-21ω広"民11EJZ耶il
l4lr ut川.<<，*，-I'!子 C0823-53
1255} 

鮎連句同好会
尚何倍 哨三

連絡先731-0223民ぬ，tl阿佐北区
日f部 l十14-5-47向栂附 =.:(0叫
815-1914)会11351'，

あらくさ遺句会

速絡先249氏閥単(-Ili辺(-2-4
5~t 沢JRU、 ((1.168-71 -5393) 会日
限定

ある，~会

必iIt 1'14'. T 
進絡先制ト制33械浜市地区南本
市町72-14(例5-351-580附)

飯図連句会
111地保リJ

飾品点ゆj檎選絡先:39a
ω"''"川市川 1.'.l!凶18-1山地保
91 ((ll65-23 14制)f'11110名

伊賀連句会
山村俊夫

，.系的水:1/，;. t， ，';則子村
山的少J 迎絡先5 18-i>878三l(~，\
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で
連
句
作
品
に
お
け
る

M
P
来
性
の
配
ほ
の
欠
如
を
川
似
名
遭
い
で

A
か
れ
て
い
ま
す
@
い
ず
れ
も
h
作
で

武
川
什
川

八
木
氏
は
州
制
限
に
必

H
ま
い
で
す
が
、

川
県
の

伊
藤
氏
の
「人

H
線
の

あ
た
た
か
さ
を
強
〈
感
じ
ま
す
.

-e
h
川
巡
句
協
会
訓
会
μμ

at
R副
司

M
eH
U
V

に
千
成
l
附
句

の
l
N
H
A郎
氏

(必
句
協
会
顧
問
】

の
巡
旬
株
の
動
向
に
つ
い
て
ご
快
事
い
た
だ
き
ま
し
た

H
K

い
附
の
ご
以
h
H

み
叫
に
あ
り

が
と

2
』
g
い
ま
し
た
。

也
辱
伐
止
を
し
て
い
て
、
日
ら
の
波
学
を
恥
じ
て
必
り
ま
す
ε

ま
た
結
社
必
の
校
正
と
拠
な
り

法
り
似
々
引
な
と
、

全
く
の
ぷ
械
を
の
ぞ
き
加
偏
に
忠
実
に
い
ま
ま
で
校
正
さ
れ
て
き
た
よ
う

で
す
。

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
〈
必
願
い
中
し
あ
げ
ま

私
も
そ
の
よ
ヲ
に
い
た
し
ま
し
た
e

す
。
仔
肢
の
ご
健
吟
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
】

〈内
側
航

f〉
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